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意見書」の提出を求める陳情 ……………………………………… １９６

市長提出追加議案の審議（説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決）

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について ……………………………… １９６

議員提出議案の審議（説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決）

発議第７号 「地方税財源の充実確保」についての意見書の提出について…… １９７

発議第８号 「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」

のための意見書の提出について …………………………………… １９９

市長の挨拶 ………………………………………………………………………………… ２０１

散 会 ……………………………………………………………………………………… ２０２
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平成25年壱岐市議会定例会９月会議を、次のとおり開催します。

平成25年９月２日

壱岐市議会議長 町田 正一

１ 期 日 平成25年９月９日（月）

２ 場 所 壱岐市議会議場（壱岐西部開発総合センター２Ｆ）

──────────────────────────────

平成25年壱岐市議会定例会９月会議 審議期間日程

日次 月 日 曜日 会議の種類 摘 要

１ ９月９日 月 本会議

○再開 ○会議録署名議員の指名

○審議期間の決定 ○諸般の報告

○行政報告 ○議案の上程

○議案説明

２ ９月10日 火

休 会

（議案調査）

３ ９月11日 水
○質疑・一般質問通告書提出期限（正午ま
で）〇議会運営委員会（午後１時３０分～）

４ ９月12日 木 （議案調査）

５ ９月13日 金 本会議 ○議案審議（質疑、委員会付託）

６ ９月14日 土

休 会 （閉庁日）７ ９月15日 日

８ ９月16日 月

９ ９月17日 火
本会議

○一般質問

10 ９月18日 水 ○一般質問

11 ９月19日 木
委員会

○常任委員会

12 ９月20日 金 ○常任委員会

13 ９月21日 土

休 会 （閉庁日）14 ９月22日 日

15 ９月23日 月

16 ９月24日 火
委員会

○予算特別委員会

17 ９月25日 水 ○決算特別委員会

18 ９月26日 木 休 会 （議事整理日）

19 ９月27日 金 本会議
○議案審議（委員長報告、討論、採決）
○散会
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平成25年壱岐市議会定例会９月会議 上程案件及び議決結果一覧(1/3)

番 号 件 名
結 果

審査付託 本会議

報告第19号 損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告について －
報告済

（９／13）

報告第20号
平成２４年度財団法人壱岐栽培漁業振興公社に係る経営
状況の報告について

－
報告済

（９／13）

報告第21号
平成２４年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経
営状況の報告について

－
報告済

（９／13）

報告第22号
平成２４年度株式会社壱岐カントリー倶楽部に係る経営
状況の報告について

－
報告済

（９／13）

報告第23号
平成２４年度財団法人壱岐市開発公社事業会計収支決算
の報告について

－
報告済

（９／13）

報告第24号
平成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比
率の報告について

－
報告済

（９／13）

議案第70号 八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の締結について 省 略
原案のとおり可決

（９／13）

議案第71号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について
産業建設常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第72号 壱岐市附属機関設置条例の一部改正について
総務文教厚生常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第73号 壱岐市税条例の一部改正について
総務文教厚生常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第74号 壱岐市国民健康保険税条例の一部改正について
総務文教厚生常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第75号
壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正につい
て

総務文教厚生常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第76号
壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関する条例及び壱
岐市職員定数条例の一部改正について

総務文教厚生常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第77号 壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定について
産業建設常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第78号
公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市立一支国
博物館）

産業建設常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第79号
公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市ケーブル
テレビ施設）

産業建設常任委員会 継続審査

議案第80号 平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）
予算特別委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第81号
平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

総務文教厚生常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第82号
平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第
１号）

総務文教厚生常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）

議案第83号
平成２５年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算（第
３号）

産業建設常任委員会

可 決
原案のとおり可決

（９／27）
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平成25年壱岐市議会定例会９月会議 上程案件及び議決結果一覧(2/3)

番 号 件 名
結 果

審査付託 本会議

議案第84号
平成２５年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第
１号）

産業建設常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第85号
平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計補
正予算（第１号）

総務文教厚生常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第86号
平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第
１号）

総務文教厚生常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第87号
平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第
１号）

産業建設常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第88号 平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第１号）
総務文教厚生常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

議案第89号 平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）
産業建設常任委員会

可 決

原案のとおり可決

（９／27）

認定第１号 平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について
決算特別委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第２号
平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について

総務文教厚生常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第３号
平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
出決算認定について

総務文教厚生常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第４号
平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
認定について

総務文教厚生常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第５号
平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算
認定について

産業建設常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第６号
平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認
定について

産業建設常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第７号
平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計歳
入歳出決算認定について

総務文教厚生常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第８号
平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算
認定について

総務文教厚生常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第９号
平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決算
認定について

産業建設常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第10号 平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定について
総務文教厚生常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

認定第11号 平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定について
産業建設常任委員会

認 定

認 定

（９／27）

承認第１号 議案の一部訂正について 省 略
承 認

（９／13）

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 省 略
了 承

（９／27）
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平成25年壱岐市議会定例会９月会議 上程案件及び議決結果一覧(3/3)

番 号 件 名
結 果

審査付託 本会議

陳情第２号
「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財
源確保のための意見書採択」に関する陳情

総務文教厚生常任委員会

採 択

採 択

（９／27）

陳情第３号
国に対し「２０１４年４月からの消費税率引き上げ中止
を求める意見書」の提出を求める陳情

総務文教厚生常任委員会

不採択

不採択

（９／27）

発議第７号
「地方税財源の充実確保」についての意見書の提出につ
いて

省 略
原案のとおり可決

（９／27）

発議第８号
「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財
源確保」のための意見書の提出について

省 略
原案のとおり可決

（９／27）

平成25年壱岐市議会定例会９月会議 上程及び議決件数

市長提出 上程 可決 撤回 継続 議員発議 上程 可決 否決 継続

条例制定、一部

改正、廃止
６ ６

発議 (条例制定)

(一部改正)

予算 １０ １０ 発議（意見書） ２ ２

その他 ６ ５ １ 決議・その他

報告 ６ ６ 計 ２ ２

決算認定 １１ １１ 請願・陳情等 ２ １ １

(内前回継続) (内前回継続)

計 ３９ ３８ １ 計 ２ １ １
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平成25年壱岐市議会定例会９月会議 一般質問一覧表

月日 順序 議 員 氏 名 質 問 事 項 質問の相手 ページ

９

月

17

日

(火)

１ 市山 繁
畜産業の振興と維持対策について 市 長

86～96
長崎県病院企業団加入時期の予定について 市 長

２ 土谷 勇二
観光振興について 市 長

96～104
玄海原発について 市 長

３ 音嶋 正吾

重症心身障害者および在宅介護者の救援対策

について
市 長

104～114
原子力防災に係わる安全確保とインフラ整備

について
市 長

４ 市山 和幸

小学校の統廃合と中学校統廃合後の跡地の利

活用について
市長、教育長

114～125市の施設にＬＥＤ照明の推進をすべき 市長、教育長

高齢者を狙う悪質商法対策について 市 長

期日前投票の手続きの改善について 選挙管理委員長

９

月

18

日

(水)

５ 鵜瀬 和博
遊休地・施設について 市 長

129～142
教育について 市長、教育長

６ 今西 菊乃
高齢者への細やかな対応を 市 長

143～151
子育て環境整備 市 長

７ 赤木 貴尚

長崎しおかぜ総文祭について 市 長

152～169

全国離島交流中学野球大会について 市 長

観光振興について 市 長

地域おこし協力隊について 市 長

壱岐市民病院について 市 長

商工業の振興について 市 長

壱岐市のインターネット活用について 市 長

８ 呼子 好

市庁舎建設について 市 長

169～179
特別養護老人ホームの建設について 市 長

六次産業化の取組みについて 市 長

構築物の改修と交通安全対策について 市 長
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───────────────────────────────────────────

平成25年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ９ 月 会 議 会 議 録（第１日）

───────────────────────────────────────────

議事日程（第１号）

平成25年９月９日 午前10時00分開議

日程第１ 会議録署名議員の指名
５番 小金丸益明

６番 深見 義輝

日程第２ 審議期間の決定 19日間 決定

日程第３ 諸般の報告 議長 報告

日程第４ 行政報告 市長 説明

日程第５ 報告第19号
損害賠償の額の決定に関する専決処分の報

告について
市民部長 説明

日程第６ 報告第20号
平成２４年度財団法人壱岐栽培漁業振興公

社に係る経営状況の報告について
農林水産部長 説明

日程第７ 報告第21号
平成２４年度壱岐空港ターミナルビル株式

会社に係る経営状況の報告について
総務部長 説明

日程第８ 報告第22号
平成２４年度株式会社壱岐カントリー倶楽

部に係る経営状況の報告について
企画振興部長 説明

日程第９ 報告第23号
平成２４年度財団法人壱岐市開発公社事業

会計収支決算の報告について
企画振興部長 説明

日程第10 報告第24号
平成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及

び資金不足比率の報告について
財政課長 説明

日程第11 議案第70号
八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の締

結について
農林水産部長 説明

日程第12 議案第71号
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の

変更について
農林水産部長 説明

日程第13 議案第72号
壱岐市附属機関設置条例の一部改正につい

て
市民部長 説明

日程第14 議案第73号 壱岐市税条例の一部改正について 市民部長 説明

日程第15 議案第74号
壱岐市国民健康保険税条例の一部改正につ

いて
市民部長 説明

日程第16 議案第75号
壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一

部改正について
市民部長 説明

日程第17 議案第76号

壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関す

る条例及び壱岐市職員定数条例の一部改正

について

市民部長 説明

日程第18 議案第77号
壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定

について
企画振興部長 説明



8

日程第19 議案第78号
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市立一支国博物館）
企画振興部長 説明

日程第20 議案第79号
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市ケーブルテレビ施設）
企画振興部長 説明

日程第21 議案第80号
平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第

４号）
財政課長 説明

日程第22 議案第81号
平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）
保健環境部長 説明

日程第23 議案第82号
平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）
保健環境部長 説明

日程第24 議案第83号
平成２５年度壱岐市簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）
建設部長 説明

日程第25 議案第84号
平成２５年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）
建設部長 説明

日程第26 議案第85号
平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計補正予算（第１号）
市民部長 説明

日程第27 議案第86号
平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計

補正予算（第１号）
総務部長 説明

日程第28 議案第87号
平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計

補正予算（第１号）
農林水産部長 説明

日程第29 議案第88号
平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算

（第１号）
病院部長 説明

日程第30 議案第89号
平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第１号）
建設部長 説明

日程第31 認定第１号
平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算

認定について
財政課長 説明

日程第32 認定第２号
平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算認定について
保健環境部長 説明

日程第33 認定第３号
平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算認定について
保健環境部長 説明

日程第34 認定第４号
平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について
保健環境部長 説明

日程第35 認定第５号
平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について
建設部長 説明

日程第36 認定第６号
平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について
建設部長 説明

日程第37 認定第７号
平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計歳入歳出決算認定について
市民部長 説明

日程第38 認定第８号
平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計

歳入歳出決算認定について
総務部長 説明

日程第39 認定第９号
平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計

歳入歳出決算認定について
農林水産部長 説明

日程第40 認定第10号
平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定

について
病院部長 説明
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日程第41 認定第11号
平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定

について
建設部長 説明

日程第42 陳情第２号

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関

する地方の財源確保のための意見書採択」

に関する陳情

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

（議事日程第１号に同じ）

──────────────────────────────

出席議員（16名）

１番 赤木 貴尚君 ２番 土谷 勇二君

３番 呼子 好君 ４番 音嶋 正吾君

５番 小金丸益明君 ６番 深見 義輝君

７番 今西 菊乃君 ８番 市山 和幸君

９番 田原 輝男君 10番 豊坂 敏文君

11番 中田 恭一君 12番 久間 進君

13番 市山 繁君 14番 牧永 護君

15番 鵜瀬 和博君 16番 町田 正一君

──────────────────────────────

欠席議員（なし）

──────────────────────────────

欠 員（なし）

──────────────────────────────

事務局出席職員職氏名

事務局長 桝崎 文雄君 事務局次長 米村 和久君

事務局次長補佐 吉井 弘二君 事務局書記 若宮 廣祐君

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長 …………………… 白川 博一君 副市長 ………………… 中原 康壽君

副市長 ………………… 山下 三郎君 教育長 ………………… 久保田良和君

総務部長 ……………… 眞鍋 陽晃君 企画振興部長 ………… 山本 利文君

市民部長 ……………… 川原 裕喜君 保健環境部長 ………… 斉藤 和秀君

建設部長 ……………… 原田憲一郎君 農林水産部長 ………… 堀江 敬治君
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教育次長 ……………… 米倉 勇次君 消防本部消防長 ……… 小川 聖治君

病院部長 ……………… 左野 健治君 総務課長 ……………… 久間 博喜君

財政課長 ……………… 西原 辰也君 会計管理者 …………… 土谷 勝君

代表監査委員 ………… 吉田 泰夫君

──────────────────────────────

午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） 皆さん、おはようございます。

会議に入る前に御報告いたします。

長崎新聞社ほか５名の方から報道取材のため、撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいた

しております。

今期定例会におきましても、夏の省エネ対策の一環としてクールビズを実施いたします。議場

での服装につきましては、上着ネクタイの着用は、各位の判断に任せることとしておりますので、

よろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。

ただいまから、平成２５年壱岐市議会定例会９月会議を開きます。

これから、議事日程表第１号により、本日の会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（町田 正一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

９月会議の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、５番、小金丸益明議員、６番、

深見義輝議員を指名いたします。

────────────・────・────────────

日程第２．審議期間の決定

○議長（町田 正一君） 日程第２、審議期間の決定についてを議題とします。

９月会議の審議期間につきましては、去る９月２日に議会運営委員会が開催され、協議をされ

ておりますので、議会運営委員長に対し協議結果の報告を求めます。なお、都合により、今西副

委員長が報告をいたします。今西議会運営副委員長。

〔議会運営副委員長（今西 菊乃君） 登壇〕

○議会運営副委員長（今西 菊乃君） 皆様、おはようございます。それでは、議会運営委員会の

報告をいたします。

平成２５年壱岐市議会定例会９月会議の議事運営について、協議のため、去る９月２日議会運

営委員会を開催いたしましたので、その結果について報告いたします。
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審議期間の日程案につきましては、各議員のお手元に配付をいたしておりますが、本日から

９月２７日までの１９日間と申し合わせをいたしました。

本定例会９月会議に提案されます案件は、報告６件、条例制定１件、条例の一部改正５件、補

正予算１０件、請負契約の締結１件、決算の認定１１件、その他３件の合計３７件となっており

ます。また、陳情２件を受理しておりますが、お手元に配付のとおりであります。

本日は、審議期間の決定、議長の報告、市長の行政報告の後、本日送付された議案の上程、説

明を行います。

９月１０日から９月１２日まで休会といたしておりますが、一般質問並びに質疑についての通

告をされる方は、９月１１日水曜日の正午までに通告書の提出をお願いいたします。

９月１３日は議案に対する質疑を行い、質疑終了後、報告案件及び議案第７０号を除き、所管

の委員会へ審査付託を行いますが、質疑をされる場合はできる限り事前通告をされるようお願い

いたします。

なお、議案第７０号八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の締結については、委員会付託を省

略し、全員審査を行い、質疑終了後に討論、採決をお願いします。

議案第８０号平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）及び認定第１号平成２４年度壱

岐市一般会計歳入歳出決算認定については、特別委員会を設置して審査すべきということを確認

いたしておりますので、よろしくお願いいたします。

なお、予算及び決算について質疑される場合においても、各特別委員長宛てに、質疑の通告書

を提出されるよう、あわせてお願いいたします。

９月１７日、１８日の２日間で一般質問を行います。質問の順序は受付順のくじにより、番号

の若い順とし、質問時間については答弁を含め５０分の制限とします。また、質問回数について

は、制限をしないこととします。同一趣旨の質問につきましては、質問者間でぜひ調整をお願い

いたします。また、通告書についても、市長の適切な答弁を求める意味からも質問の趣旨を明解

に記載されるよう、あえてお願いをいたします。

９月１９日、２０日は各常任委員会、９月２４日は予算特別委員会、９月２５日は決算特別委

員会の開催日としております。

９月２７日、本会議を開催し、各委員長の報告を受けた後、議案等の審議・採決を行い全日程

を終了したいと思います。

なお、本定例会の審議期間中に人事案件が追加議案として提出される予定でありますが、委員

会付託を省略し、全員審査を予定いたしております。

以上が、平成２５年壱岐市議会定例会９月会議の審議期間の日程案であります。円滑な運営に

御協力を賜りますようお願いを申し上げ、報告といたします。
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〔議会運営副委員長（今西 菊乃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） お諮りします。９月会議の審議期間は、議会運営委員長の報告のとおり、

本日から９月２７日までの１９日間としたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 御異議なしと認めます。したがって、９月会議の審議期間は、本日から

９月２７日までの１９日間と決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第３．諸般の報告

○議長（町田 正一君） 次に、日程第３、諸般の報告を行います。

平成２５年度壱岐市議会定例会９月会議に提出され、受理した議案は３７件と陳情等２件であ

ります。

次に、監査委員より例月出納検査の報告書が提出されており、その写しをお手元に配付してお

りますので、御高覧をお願いします。

次に、系統議長会であります。

去る７月４日、長崎市で開催された長崎県離島振興市町村議会議長会臨時総会に、前市山議長

が出席されました。会議では、３市の議長の異動の報告の後、役員の選任が行われ、会長に作元

対馬市議会議長が引き続き選任されております。

次に、８月２２日、西海市で開催された長崎県市議会議長会臨時総会に出席をいたしました。

平成２５年度事務報告、各市から提出の２６議案及び九州市議会議長会へ提出の２議案について

審議がなされ、それぞれ可決・決定がなされたところであります。

翌２３日、長崎県市議会議長会議員研修が開催され、大島造船所鈴木幸雄副社長を講師にお招

きし、「世界経済と海運・造船業の状況について」と題した講演が行われました。

以上のとおり系統議長会関する報告を終わりますが、詳しい資料につきましては、事務局に保

管しておりますので、必要な方は御高覧をお願いします。

次に、８月２７日、長崎市において開催された長崎県後期高齢者医療広域連合議会定例会に土

谷議員が出席をされました。その詳しい資料につきましても、事務局に保管いたしておりますの

で、必要な方は御高覧をお願いします。

今定例会９月会議において議案等説明のため、白川市長を初め、教育委員会教育長、代表監査

委員に説明員として出席を要請しておりますので、御了承をお願いします。

以上で、私からの報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第４．行政報告
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○議長（町田 正一君） 次に、日程第４、行政報告を行います。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 皆さん、おはようございます。本日ここに、平成２５年壱岐市議会定例

会９月会議にあたり、前会議以降、本日までの市政の重要事項等及び補正予算に計上した主な内

容等について御報告申し上げ、議員皆様の御理解と御協力を賜りたいと存じます。

さて、皆様御承知のとおり、昨日、東京が、２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大

会の開催地に決定をいたしました。５６年ぶり２回目の開催となるこの快挙に、日本国中が感激

し、胸躍らせたことと存じます。招致委員会を初め、関係者の皆様に心からのお祝いと深甚なる

敬意と感謝を申し上げます。これを契機に、日本全体が明るく、未来に希望を抱く社会になるこ

とを願うばかりであります。

まず、第３７回全国高等学校総合文化祭についてでございますが、７月３１日から８月１日に

かけて、全国の高校生が長崎に集う文化の祭典、第３７回全国高等学校総合文化祭２０１３長崎

しおかぜ総文祭の郷土研究部門の発表大会が、壱岐文化ホールをメイン会場に開催されました。

本大会におきましては、壱岐商業高等学校の情報メディア部が、見事、最優秀賞に輝き、壱岐

高等学校の郷土研究部がパネル発表部門で第２位という、いずれもすばらしい成績を上げました。

壱岐の名を全国にとどろかせていただいたところであり、この快挙に心からお祝い申し上げます

とともに、今後の活躍を祈念するものであります。

次に、全国離島交流中学生野球大会について申し上げます。

８月１９日から２２日まで、本市で開催された国土交通大臣杯第６回全国離島交流中学生野球

大会、通称離島甲子園が、今や離島中学生の夢舞台となり、今回は過去最多となる２２チーム、

総勢４３１名の参加を得、連日の酷暑の中、熱戦が繰り広げられました。

その中を、壱岐市選抜チームが勝ち進み、決勝戦では久米島イーグルスと対戦、大観衆の声援

の中、両チーム実力を十二分に発揮する好ゲームを展開し、３対１で見事優勝を飾り、市民の皆

様に勇気と元気を与えてくれました。

本大会では、全チームに対し、市民の皆様の温かい声援とおもてなしの心で接していただいた

ことに、多くの関係者皆様から感謝の言葉をいただきました。

大会を支えていただいた長崎県軟式野球連盟及び壱岐市軟式野球連盟の審判部の皆様を初め、

さまざまな物資で支援していただきました各スポンサー、大会関係者の皆様、そして、猛暑の中、

大会運営に御尽力いただいた多くのスタッフの皆様に心から感謝を申し上げます。

次に、壱岐市庁舎建設検討委員会についてでございますが、壱岐市庁舎建設検討委員会につき

ましては、これまで４回の会議が開催されております。現庁舎の現状と課題、新庁舎建設の必要

性、新庁舎整備の基本理念、新庁舎の機能及び規模等についての協議が行われております。今後、
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これまでの協議をさらに深めるとともに、新庁舎の建設場所、現庁舎の活用等議論が進められ、

平成２６年３月までに答申をいただくことといたしております。

次に、交流人口の拡大について申し上げます。

まず、観光の振興についてでございますけれども、本市における観光客数を推計する上で参考

となる九州郵船とオリエンタルエアブリッジの本年１月から７月までの乗降客数累計は３９万

３,０４２人、対前年比１００.３％で、昨年と比べわずかながら増加をいたしております。また、

一支国博物館の入館者数につきましては、８月２４日に、４０万人に達し、４月から８月末まで

の入館者数は５万４,０００人を超え、年間目標入館者１０万人に向けて順調に推移をいたして

おります。

この一支国博物館の現在の指定管理期間が平成２６年３月末に終わることから、平成２６年

４月から平成３１年３月までの次期５年間の指定管理者について、７月２４日に指定管理候補者

の選定を行いました。今回、指定管理者指定において議案を提出いたしておりますので、御審議

賜りますようお願いを申し上げます。

次に、県内離島４市２町による、しまへの誘客、しまでの消費促進を図るため、本年４月から

しま共通地域通貨事業「しまとく通貨」の販売を実施しておりますが、全体で年間３０億円分の

販売目標に対し、７月末現在で５億５３８万５,０００円、１６.８％を販売いたしております。

地域別の販売額の指標と捉えている換金額は、８月１２日現在、壱岐市が１億４,４１９万

１,０００円、県全体の３０.２％となっております。今後もさらなる事業の周知と販売促進に向

けた取り組みを進めてまいります。

次に、修学旅行、教育旅行の誘致について、８月２８日から２９日にかけ、神戸市、大阪市内

の関係先にトップセールスを行いました。修学旅行等の誘致は、地域間競争が非常に厳しさを増

しておりまして、１校でも多く壱岐市へ誘致ができるよう、今後も積極的に取り組んでまいりま

す。

また、情報発信、誘客活動として、福岡都市圏のラジオ放送を活用した情報発信や長崎フェス

タへの参加、８月には、朝日放送のテレビ旅番組の「朝だ！生です 旅サラダ」ロケの支援を行

いました。今回は俳優の田山涼成さんが壱岐の魅力を満喫される様子が、９月７日に放送された

ところでございます。

テレビやラジオによる宣伝、ＰＲ効果は非常に大きいものがあり、今後も、各種番組の収録や

ドラマなどにおいて、壱岐市を取り上げていただけるよう働きかけを積極的に展開してまいりま

す。

次に、外国人誘客いわゆるインバウンドの取り組みについては、現在、中国の情報雑誌撮影誘

致事業を進めておりまして、撮影隊他関係者が昨日壱岐市入りし、本日、島内で撮影等を行って
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おります。今後、上海市、北京市などの大都市での発刊を機に、マスメディアを介しての広がり

を通じ、壱岐市のＰＲになるものと期待をいたしております。

また、７月２９日には、駐福岡大韓民国総領事館を訪問し、朴総領事と面会し、今後の韓国か

らの誘客事業への協力をお願いいたしました。

本市の観光客数の拡大のためには、外国人誘客の推進が必要であり、東アジアを中心としたイ

ンバウンドの取り組みを積極的に行ってまいります。

次に、地域おこし協力隊について申し上げます。

地域外の人材を新たな担い手として受け入れ、地域力の維持、強化を図るため、本年度新規事

業として取り組んでおります「地域おこし協力隊」事業につきましては、「海女さん後継者」と

して合口香菜さんを５月から、「観光振興・情報発信担当」に徳永満智子さんを７月から、「雑

穀・古代米ブランド化支援担当」に堀田九三男さん、「物産振興・特産品開発担当」に二宮レイ

子さんを８月から採用し、４業務４名の隊員が全て決定したところであります。

現在、それぞれの分野で積極的な活動を展開され、活躍されており、今後さらに、地域や協力

隊員同士とも情報を共有し連携しながら、本市の活性化に貢献していただくことを期待をいたし

ております。

次に、産業の振興でございますが、まず、農業の振興についてでございます。

今年は平年より早く梅雨明けとなりました。その後は高温・少雨が続いておりましたけれども、

８月後半に入り集中豪雨が発生するなど、農作物の管理に難しい状況が続いていると認識してお

ります。

こうした中、本年産の葉たばこは１０月８日から収納が予定されておりますが、準備期の長雨

及び立ち枯れ病の影響を受け、１０アール当たり１９６キロ（前年比４０キロ減）でございます

が、の収量見込みと伺っております。

早期水稲につきましては、高温に強い「つや姫」は１６０ヘクタール作付されており、昨年と

ほぼ同じ収量（１０アール当たり５１８キロ）が見込まれております。

畜産につきましては、全国的な繁殖農家の減少、口蹄疫、東日本大震災などの影響から素牛不

足による高値の取引となっております。８月の子牛市では、平均で前回比１０４.７９％の

５０万７,０００円となり、平成２０年４月以来の５０万円台となっております。

しかしながら、高齢化・後継者不足等による繁殖牛の飼養頭数が激減しておりますので、今後

も産地維持のために、繁殖基盤の強化に努めてまいります。

有害鳥獣対策につきましては、郷ノ浦町志原・初山地区において、イノシシ情報があり、現在、

くくりわな、餌づけ、センサーカメラを設置して早期捕獲に当たっております。こうした中、イ

ノシシ生息環境調査事業として、島内のイノシシ生息好適地での継続的な捕獲作業等の基礎資料
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とすることを目的といたしまして、県単事業によりイノシシの生息調査を行うべく、今回、所要

の予算を計上しておりますので御審議賜りますようお願いを申し上げます。

また、昨年に引き続き鹿の捕獲駆除を平成２６年１月から実施することといたしております。

次に、７月発生の農地災害につきましては、本日、大村市において机上査定が行われ、査定後

は早急に事務手続等を進め復旧工事に着手してまいります。

また、平成２４年度経済対策の追加補正による農業基盤整備促進事業の農道、排水路整備工事

及び８月４日、５日の豪雨により農地災害が８カ所発生しており、今回所要の予算を計上してお

りますので御審議賜りますようお願いいたします。

水産業の振興についてでございますが、本年４月から７月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨

年と比較いたしますと、漁獲量は１,０２８トンで０.０８％の減であり、漁獲高は９億

４,９００万円で１.２％の減となっております。

こうした状況の中、７月から燃油価格高騰対策として、１リットル当たり１０円の補助を行っ

ておりますので、下半期へ向けて漁獲量の増加に期待するとともに、漁家所得の増収を期待をい

たしております。

なお、漁業燃油高騰対策につきましては、長崎県市長会において、本市が提案し、漁業燃油高

騰対策のさらなる充実を求める決議を採択するなど、今後も国、県にその現状と対策を強く訴え

てまいります。

今後も、非常に厳しい状況にある水産業の振興に、各漁協を初め、関係機関、団体と連携を図

りながら、積極的に取り組んでまいります。

また、今回、芦辺港ターミナルビルのボーディングブリッジの改修工事及び県営事業による芦

辺漁港、大島漁港、郷ノ浦港、勝本港、印通寺港の整備、改修工事の負担金等所要の予算を計上

しておりますので、御審議賜りますようお願いいたします。

次に、商工業の振興について申し上げます。麦焼酎発祥の地である壱岐市の特産品で、世界的

にも認められた壱岐焼酎のＰＲと消費拡大の観点から、壱岐焼酎での乾杯の運動を官民挙げて取

り組み、さらなる普及促進を図るため、今回、「壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定」を

提案しておりますので、議審議賜りますようお願いをいたします。

次に、教育について申し上げます。

学校教育についてでございますが、去る６月１３日に実施された長崎県学力調査の結果がまと

まり、県教育委員会から公表されました。

小学校は５年生の全児童を対象に国語と算数、中学校は２年生の全生徒を対象に国語と数学が

実施教科でありました。

その結果、県内２１市町別の平均正答率で、壱岐市内の小学校は国語、算数とも第１位の成績
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でありましたが、中学校は国語、数学とも１４位で、県全体の正答率をわずかに下回っておりま

す。

小学校で注目されることは、５年生を複式学級に持つ学校の平均正答率が市内でも上位に位置

していることであり、複式教育への不安を解消し、充実させるための各学校の取り組みの成果が

出ているものと受けとめております。

今後、続けられるこの学力調査を注視しながら、壱岐市の児童生徒の学力向上に努めてまいり

ます。

次に、小学校の統廃合について、７月８日に第１回小学校統廃合検討委員会が開催され、現在

までに、郷ノ浦地区検討小委員会が２回、勝本地区検討小委員会が１回、芦辺地区検討小委員会

が２回、石田地区検討小委員会が２回開催され、各地区で協議が進められております。

また、芦辺中学校校舎建設に関する検討委員会については、７月１２日に第１回が開催され、

協議が進められております。

次に、長崎がんばらんば国体２０１４について申し上げます。

来年、本市で開催されます長崎がんばらんば国体の成年女子ソフトボール競技と自転車競技

ロードレースのリハーサル大会が開催されました。

ソフトボール競技につきましては、８月３、４の両日、大谷公園、壱岐市ふれあい広場の各会

場において、第６１回西日本男子ソフトボール選手権長崎県大会が開催され、壱岐市の２チーム

を含む県内各地の代表１５チームが出場し、熱戦が繰り広げられました。大会２日目の準決勝、

決勝はあいにくの雨天で中止となりましたが、本大会の関係者の皆様を初め、多くの皆様の御支

援、御協力によりまして、無事大会を終了することができました。

また、８月２５日には、本市の一般道路を使用した特設周回コースで、第４８回全国都道府県

対抗自転車競技大会ロードレースが、全国各地から多くの選手、監督、大会関係者が来島され、

盛大に開催することができました。あいにくの雨天により、男女とも周回数を１周減らしての

レースとなりましたが、無事大会を終了することができました。レース中は、長時間の交通規制

となり、市民の皆様には大変御不便と御迷惑をおかけいたしました。また、立哨員として安全な

競技運営に御協力をいただいた壱岐市消防団、各自治公民館、交通指導員の皆様を初め、各関係

機関や市民ボランティアの皆様など、本大会に携われた多くの皆様のお力添えに心から感謝を申

し上げます。

今回のリハーサル大会で得ました課題や関係者の皆様からの御指摘、御要望について検証を行

い、来年の本大会につなげてまいります。今後とも、長崎がんばらんば国体の成功に向け、市民

皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

次に、原の辻遺跡出土品の重要文化財指定について申し上げます。
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国重要文化財指定の答申がなされ、１,６７０点の原の辻遺跡出土品が平成２５年６月１９日

付で正式に指定を受けました。

指定の理由は、原の辻遺跡から出土する遺物が極めて多彩で、特に外来系の遺物が目立ち、朝

鮮半島と九州本土を結ぶ当時の交易及び交流の拠点的な集落の出土品として、その学術的価値の

高さによるものです。

内訳は、土器、土製品７１１点、木器、木製品１１４点、石器、石製品４３０点、ガラス製品

５３点、金属製品３１６点、骨角製品４６点となっております。

指定されました重要文化財については、一支国博物館において、９月６日から１０月２７日ま

で「第１６回特別企画展 原の辻遺跡の全貌展」と題し、一斉公開を観覧料無料で開催いたして

おります。一支国の王都である原の辻遺跡、さらに東アジアの交流史研究の一助になるものと期

待され、一支国博物館の入館者数の増加につながるものと期待をいたしております。

次に、病院事業について申し上げます。

まず、壱岐市民病院でございますけれども、壱岐市民病院については、長崎県病院企業団加入

に向けて、診療機能の充実や地域連携推進に重点をおいた病院経営を進めております。

診療部門につきまして、４月から常勤医師を基本とする外来診療体制及び当直体制の構築、

２次救急医療を担う病院としての医療体制の充実を図っております。

看護部門につきましては、看護師の専門性をより高めるため、６月から赴任した看護部長のも

と、業務内容や配置の見直し、各種研修の実施、救急体制に対応できる手術部門看護師の強化な

ど看護体制の充実に向けた取り組みを進めており、８月までに、正規看護師１名、臨時看護助手

５名の採用を行ったところであります。

今後も引き続き、壱岐市民病院の医療機能の底上げを進めてまいります。

患者数の動向といたしましては、前年比７月までの延べ外来患者数で約６％、１,７００人増

の２万９,２１１人、延べ在院患者数で約１４％、２,５００人増の１万６,８３１人と、堅調に

推移しており、地域中核病院としての役割に応えつつあるものと考えております。

これらの取り組みについては、定期的に長崎県病院企業団に報告を行い、企業団の御指導、御

助言も受けながら進めているところであります。

次に、防災、消防・救急について申し上げます。

本市消防吏員による住居侵入の不祥事については、８月１２日付で、任命権者である消防長名

で、当該職員に対し、停職６月の懲戒処分を行うとともに、管理監督者に対し訓告１名、厳重注

意１名、また、壱岐市長名で消防長に対し訓告処分を行いました。なお、当該職員は同日付で依

願退職をいたしました。

日ごろより、職員には綱紀粛正を強く求めていたところでありますが、このような不祥事を引
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き起こしたことは、全体の奉仕者たる公務員にあるまじき行為であり、市民の皆様に、ここに改

めておわびを申し上げます。

二度とこのようなことが起こらないよう、服務規律の徹底とさらなる綱紀粛正、そして、市民

皆様の信頼を取り戻せるよう、職員一丸となって再発防止に全力で取り組んでまいります。

さて、ことしの夏も全国的に猛暑となり、壱岐市内では、高齢者を中心に８月３１日現在、

２５名の熱中症による患者を救急搬送いたしております。

最近は、少し暑さも和らいだ感がありますが、これからも残暑が続くことが予想されますので、

稲刈り等屋外での作業の折は必ずこまめに水分、塩分の補給を行っていただきたいと思います。

また、室内においても熱中症になることがありますので、エアコン等を有効に使用し、体調管

理に注意をお願いいたします。

一方、去る８月２４日から２６日にかけて発生した集中豪雨は、１時間雨量最大で約３８ミリ、

降り始めからの総雨量は２９５ミリを記録、また、去る８月３０日から３１日にかけて発生した

集中豪雨では、１時間雨量最大で約４４ミリ、降り始めからの総雨量は２４９ミリを記録するな

ど、これまでの少雨から一転しての豪雨となりました。この豪雨による災害は、道路災害９件、

河川災害２件、道路冠水２カ所、林地災害１３件、農地災害７１カ所となっております。幸い、

人的被害はありませんでしたが、今後さらに道路や農地等の潜在的被害が確認されるものと考え

ております。今後も、各関係機関とも十分連携を図り、災害対策には万全を期してまいります。

次に、議案関係について御説明をいたします。

（１）補正予算について、本議会に提出しております補正予算の概要は、一般会計補正総額

８億２,１３４万円、各特別会計の補正総額１億３,６２９万８,０００円となり、本定例会に提

出いたしました一般会計、各特別会計の補正額の合計は９億５,７６３万８,０００円となります。

なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は２３０億２,４２８万９,０００円で、特別会

計につきましては１０４億７,５１６万８,０００円となります。またあわせて、企業会計につい

ても所要の補正予算を計上しております。

一般会計につきましては、離島活性化交付金関係事業を初め、後年度の財政健全化を図るため

公債費の繰上償還５億４,８００万円など所要の予算を計上しておりますので、御審議賜ります

ようお願いいたします。

（２）その他の議案について、本日提出いたしました案件の概要は、損害賠償額の決定に関す

る専決処分の報告１件、平成２４年度各出資法人の経営状況等に係る報告４件、平成２４年度財

政健全化判断比率等の報告１件、契約案件１件、あらたに生じた土地の確認等の案件１件、条例

の制定及び一部改正に係る案件６件、指定管理者の指定案件２件、予算案件１０件、平成２４年

度各会計決算認定１１件であります。
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案件の詳細につきましては、担当部長、課長等から説明をさせていただきますので御了承願い

ます。何とぞ十分な御審議をいただき、適正なる御判断を賜りますようお願い申し上げます。

以上をもちまして、前定例会以降の市政の重要事項、また政策等について申し述べました。今

後もさまざまな行政課題等に対応し、誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でありますので、

議員各位並びに市民皆様の御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げ、行政報告といたしま

す。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） これで、行政報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第５．報告第１９号～日程第４１．認定第１１号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第５、報告第１９号損害賠償の額の決定に関する専決処分の

報告についてから、日程第４１、認定第１１号平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定につい

てまで３７件を一括議題とします。

ただいま上程しました議案について、提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本日上程の案件につきましては、担当部長及び担当課長に説明させます

のでよろしくお願いいたします。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） 皆様、おはようございます。よろしくお願いをいたします。

今回の損害賠償の報告につきましては、８月８日の８月議会に提案しようとしておりましたけ

れども、示談内容の調整に時間を要したため、今回、専決処分として報告するものでございます。

どうぞ、よろしくお願いをいたします。

報告第１９号損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告について御説明いたします。

地方自治法第１８０条第１項及び壱岐市議会基本条例第１１条第１項第１号の規定により、別

紙のとおり専決処分したので、地方自治法第１８０条第２項及び壱岐市議会基本条例第１１条第

２項の規定により報告する。本日の提出でございます。

次のページをお願いいたします。専決第１６号、専決処分書、損害賠償の額を定めることにつ

いて、地方自治法第１８０条第１項及び壱岐市議会基本条例第１１条第１項第１号の規定に基づ

き、次のとおり専決処分をするものでございます。平成２５年８月１３日専決でございます。

損害賠償の相手方は、壱岐市郷ノ浦町の個人でございます。損害賠償額は１６万８,９５７円
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であります。損害賠償の理由ですが、平成２５年７月１日午前９時２５分ごろ、壱岐市郷ノ浦町

本村触９３番地壱岐こどもセンター前路上におきまして、嘱託職員が運転する公用車、リース車

でございますが、これを敷地内から公道へ右折しようとした際、操作を誤り前方走行中の車両に

接触し損傷させたためでございます。

なお、今回の過失割合ですけれども、９対１で９割が壱岐市で１割が相手方であります。相手

の損害額はリース契約の会社が加入する任意保険で対応しております。今後、こうした事故が起

こらないよう安全運転の徹底について指導を行ってまいります。どうぞよろしくお願いをいたし

ます。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 堀江農林水産部長。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 登壇〕

○農林水産部長（堀江 敬治君） 皆様、おはようございます。

報告第２０号平成２４年度財団法人壱岐栽培漁業振興公社に係る経営状況の報告について御説

明を申し上げます。

平成２４年度財団法人壱岐栽培漁業振興公社に係る経営状況の報告について、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。本日の提出でございます。

２ページから３ページをお開き願います。２ページは、役員名簿並びに評議員の名簿を掲載し

ております。

３ページは、事業報告でございます。まず、基金の造成について、この財団法人壱岐栽培漁業

振興公社の当初の計画としましては、平成１１年度から１５年度までの５カ年間で１０億円を積

み立て、その果実の運用で種苗の放流の財源に充てることを目的としておりました。

しかし、平成１４年に経済状況に変動がありまして、長崎県出資団体あり方検討委員会により、

基金の造成の中断がなされ、現在、長崎県が４億円、旧４町と漁協で４億円、合計８億円の基金

が存在するものであります。

次に、平成２４年度事業の概要でありますが、壱岐地域栽培漁業推進事業として、基金運用益

による助成で、利息が年０.２９％でありまして、８億円に対する利息２３２万円を壱岐地域栽

培漁業推進協議会──栽進協へ助成をしております。

また、地域栽培漁業推進基金支援事業として、当初計画の不足分の２億円を、本来基金として

積み立てた場合、利息としてあったであろう相当分の５８万円を県が２分の１、市が４分の１、

地元漁協が４分の１を出し合って栽進協へ助成をしております。

したがいまして、合わせて２９０万円を栽進協へ助成した形となります。平成２４年度の事業

内容はアワビ４万個、赤ウニ２３万６,０００個で、事業費は８３１万９,７０８円であります。
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次に、経営状況について簡単に説明しますと、事業会計で基金の運用益及び県・市漁協負担分

を受け入れまして、そのまま栽進協ヘ助成しておりますので、収支決算はプラスマイナスゼロと

いうふうになります。ただし、法人会計としましては、普通預金利息と繰越金だけを財源として

いるため年々減少しており、今年度繰越金は３７万３,２６０円となっております。支出は、登

記事項の証明手数料７００円の２通で１,４００円のみであります。

それでは、６ページから７ページをお開き願います。６ページは貸借対照表でございます。資

産の部でありますが、流動資産が３７万３,２６０円、固定資産のうち基本財産が１億円、特定

資産が７億円、合計８億３７万３,２６０円でございます。

７ページは貸借対照表の内訳を掲載しております。次に、８ページから９ページをお開き願い

ます。８ページは正味財産増減計算書でございます。９ページはその内訳表でございます。

最後に、１０ページから１１ページをお開き願います。１０ページは附属明細書、１１ページ

は財産目録として受け入れ先、使用目的及び金額を掲載しておりますので御高覧願います。

以上で、報告第２０号についての説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 登壇〕

○総務部長（眞鍋 陽晃君） おはようございます。

それでは、報告第２１号平成２４年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営状況の報告

について御説明をいたします。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告をいたします。本日の提出

でございます。

壱岐空港ターミナルビル株式会社の経営状況の報告につきましては、地方自治法施行令第

１５２条第１項第３号に規定する一般社団法人及び一般財団法人及び株式会社で予算の執行の適

正化等を図る観点から、公金をもって資本金等の４分の１以上２分の１未満を出資している法人

等について市長の調査等の対象となっておりますので、報告をさせていただくものでございます。

報告書の２ページをお開きください。庶務報告で、官庁事項及び株主総会の報告でございます。

次に、３ページをお願いいたします。（３）株式でございますが、資本金１,０００万円、こ

れ２万株でございますが、そのうち４６０万円、９,２００株が市の出資でございます。出資比

率は４６％となっております。２の設備で、（１）の土地は県有地で、借り上げ料は免除となっ

ております。

４ページをお開きください。貸借対照表で、資産の部は流動資産合計３６２万９,２２４円、

固定資産合計１,０４９万９,０２６円で、資産合計１,４１２万８,２５０円となっております。
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負債の部は、負債合計３１万８,１６０円で、その内訳につきましては８ページをお願いしたい

と思います。

主要勘定残高明細書の（４）未払金及び（５）の預り金でございます。再度、４ページをお願

いいたします。

純資産の部は、株主資本合計１,３８１万９０円で、負債・純資産合計は、１,４１２万

８,２５０円でございます。

５ページをお願いいたします。損益計算書ですが、売上高１３８万円、販売費及び一般管理費

１７１万１,６２９円で、営業利益はマイナス３３万１,６２９円となっております。その内容に

つきましては、１０ページに営業損益内訳書を記載しておりますので、後もってご覧をいただき

たいと思います。

営業外収益は、長崎県空港活性化推進協議会補助金６万９,２５０円と、預金利息４９６円の

合計６万９,７４６円で、当期純利益はマイナス２６万１,８８３円となっております。

６ページをお願いいたします。株主資本等変動計算書でございますが、純資産合計の前期末残

高１,４０７万２,０００円、当期純利益マイナス２６万２,０００円、当期変動合計額もマイナ

ス２６万２,０００円であり、当期末残高は１,３８１万円となっております。

７ページは個別注記表でございます。８ページは主要勘定残高明細書、９ページは固定資産明

細表、１０ページは営業損益内訳書でございます。１１ページは監査報告書でございます。

以上で、報告第２１号平成２４年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営状況の報告を

終わらせていただきます。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

〔企画振興部長（山本 利文君） 登壇〕

○企画振興部長（山本 利文君） おはようございます。

報告第２２号及び第２３号につきまして一括して御説明をさせていただきます。

まず、報告第２２号平成２４年度株式会社壱岐カントリー倶楽部に係る経営状況につきまして、

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告いたします。本日の提出でご

ざいます。

この報告につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第３号に規定する一般社団法人

及び一般財団法人、株式会社への予算の執行の適正化を図る観点から、公金をもって資本金等の

４分の１以上２分の１未満を出資をしている法人等についても、市長の調査等の対象となったと

ころでございまして、平成２５年６月２６日の第３０回定時株主総会で報告を受けたところでご

ざいます。
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内容につきまして、第３０期営業報告書を添付いたしております。

１ページをお開き願います。

１、一般概要に記されておりますように、島内外の厳しい経済情勢を反映し、約９００万円の

赤字となっております。資金繰りにおいても厳しい１年となっております。

（１）営業部門でございますが、厳しい経済情勢の中、地元企業の協賛大会や各愛好会の大会

開催などの御協力により島内入場者数は昨年より若干増加をしております。しかし、昨年度より

発行された割引券の使用及びコンペ割引などその他の割引の合計が９３０万８,７３８円となり、

赤字の要因となっている状況です。

２ページをお開き願います。まず、利用者数でございますが、８,９２７人で前年と比較しま

すと１３６人１.５％の増となっております。

５ページをお開き願います。利用の売り上げでございますが、４,７９９万３,９７２円で、前

年と比較しますと１９４万３,７５３円４.２％の増となっております。レストラン売り上げにつ

きましては、４１９万１,４９９円で３万１,８３４円の増、用品売り上げにつきましては３５万

４,４７６円で、３万８,１４９円の減となっております。

６ページをお開き願います。（３）管理部門でございますが、本来ならば４月、７月に行うグ

リーン更新作業及び３月の除草剤散布を行うことができず、管理が不十分となっております。ま

た、水道管埋設配管の老朽化による漏水が発生しており、対応が急がれる状況にあります。

株式数、資本金及び株主総数に変動はございません。会員の状況及び従業員構成につきまして

は７ページに掲載のとおりでございます。

続きまして、８ページをお開き願います。貸借対照表でございますが、資産の部で流動資産が

６９５万５,６５２円、固定資産が５,００１万９,８１９円、以上、資産の部の合計が

５,６９７万５,４７１円でございます。

９ページをお開き願います。負債の部でございますが、流動負債が４７７万５,６８９円、固

定負債４６０万１,１９６円、以上、負債の部の合計が９３７万６,８８５円。純資産の部でござ

いますが、株主資本といたしまして４,７５９万８,５８６円、純資産の部の合計が同額でござい

ます。負債及び純資産の部の合計は５,６９７万５,４７１円でございます。

続きまして、１０ページをお開き願います。損益計算書でございます。売上高が４,５１９万

７,４９５円、対前年比９２.７％。売り上げ原価といたしましては３２６万７９３円、対前年比

が９３.３％、売り上げ総利益といたしまして４,１９３万６,７０２円、対前年比が９２.６％で

ございます。販売費及び一般管理費でございますが５,８０３万１,８０６円、対前年比

９３.５％となっておりまして、この詳細につきましては１１ページに掲載されております。

営業損失金が１,６０９万５,１０４円、対前年比９５.９％となっております。また、営業外
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収益が７０１万７,７３４円、対前年比１０１.７％、営業外費用が０円となっておりまして、平

成２４年度の経常損失金が９０７万７,３７０円、対前年比９１.４％となっております。

１２ページに株主資本等変動計算書、１３ページに損失金処理案、１４ページに監査報告書を

添付いたしておりますので御一読をお願いしたいと思います。

以上のように、約９００万円という大きな赤字決算となっておりまして、今後、健全運営を進

めるよう努力を促してまいりたいと思っております。

次に、報告２３号平成２４年度財団法人壱岐市開発公社事業会計収支決算の報告について、地

方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告をいたします。本日の提出でご

ざいます。

この報告につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第２号に規定する一般社団法人

及び一般財団法人、株式会社への予算の執行の適正化を図る観点から、公金をもって資本金等の

２分の１以上の出資をしている法人等について、市長の調査対象となっているところでございま

す。

財団法人壱岐市開発公社は、壱岐市より国民宿舎壱岐島荘の指定管理並びにサンドーム屋外競

技場及び周辺管理業務の委託を受けております。

４ページをお開き願います。国民宿舎壱岐島荘は、改修工事のため平成２３年８月から休館し

ておりましたが、平成２４年１１月から営業を再開いたしました。再開後の利用状況でございま

すが、平成２５年３月までの計画目標比較では、宿泊者数目標２,１１４人に対しまして実績が

２,４２８人、計画目標対比１１４.９％、休憩者数目標３,９２６人に対しまして実績が

７,７３９人、計画目標対比が１９７.１％となっており、リニューアル効果による利用者の増加

が見られました。

次に、５ペ－ジをお開き願います。決算報告でございます。収入の部で、予算額５,４８５万

円に対しまして、決算額８,３８０万４,９４８円と、２,８９５万４,９４８円の増。支出の部で

は、予算額５,４８５万円に対しまして、決算額７,６２８万９,４４０円と２,１４３万

９,４４０円の増となり、宿泊者数、休憩者数の増に伴い当期経常増減額、いわゆる税引き前の

当期純利益といたしまして７５１万５,５０８円となっております。

６ページから８ページは、正味財産増減計算書でございます。正味財産増減計算書は、企業の

損益計算書に相当するもので、来年４月１日の一般財団法人への移行を見据え、移行後の様式で

作成をしております。

８ページの一番下段をご覧ください。平成２５年３月３１日現在における当財団法人の正味財

産、いわゆる純資産の期末残高は１,５９０万２,２４１円となっております。

９ページに貸借対照表、１０ページ、１１ページに財務諸表に対する注記、１２ページに有形
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固定資産明細書を掲載しております。

次に、１３ページの借入金に関する事項をご覧ください。平成２５年３月３１日現在での借入

金残高は４９０万円でございましたが、ことし８月７日に一括で返済しておりますので、あわせ

て御報告申し上げます。

次に、１４ページに財産目録、１５ページに会計監査報告書を掲載しております。

最後に、１６ページに剰余金処分について掲載しております。前年度繰越剰余金３万９,５３３円

を加えた当期末剰余金は５９０万２,２４１円となっており、全額を次期繰越剰余金として処分

をいたしております。

以上で、説明を終わらせていただきます。

〔企画振興部長（山本 利文君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 西原財政課長。

〔財政課長（西原 辰也君） 登壇〕

○財政課長（西原 辰也君） 報告第２４号平成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足

比率の報告について御説明申し上げます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、平

成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率を監査委員の意見を付して報告いたしま

す。本日の提出でございます。

次のページをお開き願います。法第３条第１項による健全化判断比率の状況でございます。実

質赤字比率、連結実質赤字比率については、赤字決算を行っておりませんので、いずれも比率と

しては発生いたしておりません。

次に、実質公債費比率が３カ年平均で７.８％、２３年度が９.６％でございます。将来負担比

率が３５.５％、２３年度が４５.３％でございます。いずれの比率も２３年度指標を下回ってお

り、また、中段の早期健全化基準及び財政再生基準の制限基準比率も下回っております。

実質公債費比率が前年度の比率を下回った要因といたしまして、前年度に地方債の繰上償還を

行ったことに伴う当該年度の元利償還金の減によるものでございます。なお、中段左端に、健全

化判断比率の基礎となる標準財政規模の額は１３５億７,２０５万７,０００円でございます。

次に、法第２２条第１項の規定による資金不足比率の状況でございます。下の欄に記載の簡易

水道事業特別会計、下水道事業特別会計、三島航路事業特別会計、水道事業会計、病院事業会計

の５公営企業会計におきまして資金不足は生じておりませんので、比率としては発生しておりま

せん。なお、健全化判断比率等の概要につきましては、資料３の１ページ、２ページに添付をい

たしておりますので御参照を願います。

以上で、平成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について説明を終わ
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ります。

〔財政課長（西原 辰也君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時１０分とします。

午前10時58分休憩

………………………………………………………………………………

午前11時10分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

議案説明を続けます。堀江農林水産部長。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 登壇〕

○農林水産部長（堀江 敬治君） 議案第７０号八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の締結につ

いて御説明申し上げます。

八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約を下記のとおり締結するため、地方自治法第９６条第

１項第５号の規定により議会の議決を求める。本日の提出でございます。

契約の目的、八幡浦地区特定漁港整備工事、契約の方法、指名競争入札、契約金額、４億

１０８万５０円、契約の相手方、壱岐市石田町石田西触１３７０番地、株式会社広瀬組代表取締

役広瀬守孝、提案理由としまして、壱岐市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分

に関する条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要があるためでございます。

次のページをお開き願います。工事場所は、壱岐市芦辺町諸吉本村触地先でございます。工事

内容は、外防波堤１００メートルでございます。工種は、基礎工２０メートル、堤体工２０メー

トル、上部工１００メートル、消波工９メートルであります。

次のページ以降に、参考資料としまして、八幡地区の漁港整備事業全体平面図と詳細な平面図

と断面図を添付いたしております。今年度事業については、赤い色で表示いたしております。外

防波堤については、全体計画で３００メートルでございますが、平成１６年度から着工しました

本工事については、今年度で完了予定であります。したがいまして、緑色で示しております平成

２０年度以降の分の付帯工事等につきましても、本工事入札の執行残で今年度中に対応する予定

といたしております。

恐れ入りますが、２ページをお開き願います。工期については、契約発効の日から平成２６年

３月２５日までの予定でございます。また、入札状況並びに予定価格につきましては、記載のと

おりでございますので、御高覧願います。

以上で、議案第７０号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。

続きまして、議案第７１号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について御説明を申
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し上げます。

地方自治法第９条の５第１項の規定により、本市内にあらたに生じた次の土地を確認し、同法

第２６０条第１項の規定により、字の区域を次のとおり変更する。本日の提出でございます。

提案理由としましては、壱岐市芦辺町瀬戸浦字岳ノ浦地先の諸津漁港の公有水面埋め立てによ

り生じた土地について、議会の議決を経て確認し、字の区域を変更しようとするものであります。

次のページをお開き願います。位置としましては、壱岐市芦辺町瀬戸浦字岳ノ浦１５４５番

２に隣接する道路、１５４５番２、１５４６番、１５４７番、１５４８番、１６０１番、

１６０１番に隣接する白地、１５０６番６、１５０６番４及び１５４３番に隣接する水路の地先、

面積は５１８.８４平方メートル、編入する区域は字岳ノ浦でございます。

次のページに、位置図と字図を添付しております。土地の利用につきましては、現在、水産倉

庫用地と岳ノ浦蓄養場の連絡道となっております。

以上で、議案第７１号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） それでは、議案第７２号から議案第７６号まで一括して説明をさせ

ていただきます。

まず、議案第７２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について、壱岐市附属機関設置条例の

一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。

提案理由でございますが、「壱岐地域移行型ホーム」の名称を「壱岐地域生活ホーム」に変更

するため、及び子ども・子育て支援法第７７条の規定に基づき、壱岐市子ども・子育て会議を設

置する必要があるため、所要の改正を行うものでございます。

次のページをお開きください。壱岐市附属機関設置条例の一部を次のように改正するものでご

ざいます。改正条文の内容については記載のとおりでございます。改正条文の新旧対照表につき

ましては、資料１、１ページに記載のとおりであります。附則といたしまして、この条例は平成

２５年１０月１日から施行するものでございます。

続きまして、議案第７３号壱岐市税条例の一部改正について、壱岐市税条例の一部を改正する

条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。

提案理由でございますが、地方税法の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する

政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省令の公布に伴い、寄附金税額控除に係る個人住民

税の特例控除等の規定を整備する必要があるため、所要の改正を行うものでございます。
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次のページをお開きください。壱岐市税条例の一部を次のように改正するものでございます。

改正条文の内容については記載のとおりでございます。

主な改正内容につきましては、ふるさと寄附金に係る個人住民税の寄附金税額控除の見直し、

公的年金等からの特別徴収制度の見直し、個人住民税における住宅借入金等特別控除の適用期間

の延長と控除限度額の拡充、延滞金及び還付金加算の利率の引き下げが主なものとなっておりま

す。

改正条文の新旧対照表につきましては、資料１の２ページから３５ページに記載のとおりでご

ざいます。附則といたしまして、この条例は平成２６年１月１日から施行するものです。ただし、

議案書の９から１０ページの各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行するものでござ

います。市民への周知でございますが、市報等に掲載の予定でございます。

続きまして、議案第７４号壱岐市国民健康保険税条例の一部改正について、壱岐市国民健康保

険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。

提案理由でございますが、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行規則の一部

を改正する省令の公布に伴い、上場株式等に係る配当所得等に係る国民健康保険税の課税の特例

等の規定を整備する必要があるため、所要の改正を行うものでございます。

次のページをお開きください。壱岐市国民健康保険税条例の一部を次のように改正するもので

ございます。改正条文の内容につきましては記載のとおりでございます。

主な改正内容は、上場株式等に係る配当所得、一般株式及び上場株式等に係る譲渡所得、先物

取引に係る雑所得、及び土地の譲渡等に係る事業所得等に係る国民健康保険税の課税の特例規定

を整備するものでございます。改正条文の新旧対照表につきましては、資料１の３６ページから

４２ページに記載のとおりでございます。附則といたしまして、この条例は平成２９年１月１日

から施行するものでございます。

ただし、議案書３ページから４ページの各号に掲げる規定は、公布の日から施行するものでご

ざいます。市民への通知でございますけれども、市報等に掲載の予定でございます。

続きまして、議案第７５号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について、壱岐市

福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でござ

います。

提案理由でございますが、長崎県福祉医療費補助金実施要綱の一部改正に伴い、所要の改正を

行うものでございます。

次のページをお開きください。壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部を次のように改正

するものでございます。改正条文の内容については記載のとおりでございます。

主な改正内容といたしましては、児童扶養手当法施行令の改正に伴い、支給要件に「配偶者か
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らのＤＶ被害により裁判所から保護命令を受けた場合、その児童を現に看護している母子、父子

家庭」を追加し、福祉医療の支給対象とするものでございます。改正条文の新旧対照表につきま

しては、資料１の４３ページから４５ページに記載のとおりでございます。附則といたしまして、

この条例は平成２５年１０月１日から施行し、同日以降の診療に係る医療費から適用するもので

ございます。これも同じく市民への周知ですが、市報等に掲載の予定でございます。

続きまして、議案第７６号壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関する条例及び壱岐市職員定

数条例の一部改正について、壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関する条例及び壱岐市職員定

数条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。

提案理由でございますが、「壱岐地域移行型ホーム」の名称を「壱岐地域生活ホーム」に変更

するため、所要の改正を行うものであります。

次のページをお開きください。壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関する条例及び壱岐市職

員定数条例の一部を次のように改正するものでございます。改正条文の内容につきましては、記

載のとおりでございます。

主な改正内容といたしましては、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法

律第５条１０項及び１６項の規定による施設である壱岐地域移行型ホームにつきましては、入所

施設敷地または病院敷地に設置できるグループホーム、ケアホームでありますが、平成２５年

４月１日付で、隣接していたかたばる病院が壱岐市民病院に統合したため、病院敷地内に設置さ

れたグループホーム、ケアホームではなくなりましたので、通常の障害者のグループホーム、ケ

アホームとして指定変更を行う必要がありますので、名称を変更するものでございます。改正条

文の新旧対照表につきましては、資料１の４６、４７ページに記載のとおりでございます。

附則といたしまして、この条例は平成２５年１０月１日から施行するものでございます。

以上で、議案第７２号から７６号までの説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをい

たします。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

〔企画振興部長（山本 利文君） 登壇〕

○企画振興部長（山本 利文君） 議案第７７号から７９号まで、一括して御説明をさせていただ

きます。

まず、議案第７７号壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定について御説明を申し上げます。

壱岐焼酎による乾杯を推進する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。

提案理由でございますが、麦焼酎発祥の地、壱岐市の特産品である壱岐焼酎の普及促進を図る

ため、壱岐焼酎による乾杯を推進する条例を制定するものであります。
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次のページをお開きください。条例の構成といたしましては、第１条で条例制定の目的をうた

っております。この条例は、麦焼酎発祥の地である壱岐市の特産品で、世界的にも認められた壱

岐焼酎による乾杯の習慣を広めることにより、壱岐焼酎の消費拡大、普及並びに焼酎文化への理

解の促進に寄与することを目的としております。第２条で、市の役割について、第３条で、事業

者の役割について主体的に取り組むことを、第４条では市民の協力を規定しております。第５条

では、強調月間として日本記念日協会に登録された７月１日、壱岐焼酎の日がある７月と、日本

酒造組合中央会で承認された１１月１日、本格焼酎と泡盛の日がある１１月を強調月間として規

定しております。

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行しようとするものでございます。

以上のとおり、この条例は理念的条例であり、罰則規定などはございません。

次に、議案７８号の御説明を申し上げます。

公の施設の指定管理者の指定について、下記のとおり、公の施設の指定管理者を指定する。本

日の提出でございます。

記１、公の施設の名称及び位置、名称、壱岐市立一支国博物館、位置、壱岐市芦辺町深江鶴亀

触５１５番地の１。２、指定管理者、東京都港区台場２丁目３番４号、株式会社乃村工藝社代表

取締役社長渡辺勝。３、指定期間、平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日。

提案の理由でございますが、壱岐市立一支国博物館の指定管理者を指定するため、地方自治法

第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

なお、本議案の提出に伴いまして、一般会計補正予算第４号におきまして債務負担行為を設定

させていただいております。

次に、議案第７９号の御説明を申し上げます。

公施設の指定管理者の指定について、下記のとおり、公の施設の指定管理者を指定する。本日

の提出でございます。

記１、公の施設の名称及び位置、名称、壱岐市ケーブルテレビ施設、位置、壱岐市郷ノ浦町本

村触６８４番地１。２、指定管理者、神戸市中央区中町通２丁目３番２号、関西ブロードバンド

株式会社代表取締役社長三須久。３、指定期間、平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日。

提案の理由でございますが、壱岐市ケーブルテレビ施設の指定管理者を指定するため、地方自

治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔企画振興部長（山本 利文君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 西原財政課長。

〔財政課長（西原 辰也君） 登壇〕
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○財政課長（西原 辰也君） 議案第８０号平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）につ

いて御説明申し上げます。

平成２５年度壱岐市の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８億２,１３４万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２３０億２,４２８万９,０００円とします。第

２項は記載のとおりでございます。

債務負担行為の補正。第２条、債務負担行為の追加は、「第２表債務負担行為補正」によるも

のでございます。本日の提出でございます。

２から４ページをお開き願います。「第１表歳入歳出予算補正」、歳入及び歳出の補正の款項

の区分の補正額等については、「第１表歳入歳出予算補正」に記載のとおりでございます。

５ページをお開き願います。「第２表債務負担行為補正」、１、追加、壱岐市立一支国博物館

の指定管理について、平成２６年度以降３０年度までの債務負担行為限度額２億５,０００万円

を追加しております。

それでは、事項別明細書により、主な内容分について御説明いたします。

１０、１１ページをお開き願います。まず、歳入について御説明いたします。

１０款地方交付税１項の地方交付税は、今回不足する財源について、普通交付税３億８,８８８万

９,０００円を増額補正しております。なお、本年度の普通交付税は、対前年度比１％増の

１０１億１９８万６,０００円に決定をいたしております。

次に、１４款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金、離島活性化交付金は、追加要

求分の内示額増額によるもので、交流促進事業、定住促進事業、安全・安心向上事業など１０事

業に対し２分の１から３分の１の補助率で、合計３,６５７万６,０００円を増額補正しておりま

す。

次に、１２、１３ページをお開き願います。１６款財産収入２項財産売払収入３目公有財産売

払収入、長崎県市町村社会福祉振興財団残余財産分配金は、平成２５年３月末で財団が解散し、

４月より新団体の長崎県市町村福祉振興協議会が設立されたことに伴い、財団への出資金

１１２万８,０００円と残余財産１,２５８万円を出資比率に応じて、壱岐市の出資比率

５.６３％分、７０万８,０００円を合わせまして、１８３万６,０００円が分配されるものであ

ります。

次に、１７款寄附金１項寄附金１目一般寄附金は、市民の方から、志原西地区生活館及び志原

小学校の備品整備に対し１１０万円の寄附採納があり、今回、社会福祉費で冷蔵庫の購入、及び

小学校費でジャングルジム購入の財源として追加補正をいたしております。

次に、歳出について説明をいたします。



33

まず、歳出全般について、今回、一般職員の給料の特例減額措置による減額補正、並びに人事

異動、会計間の異動に伴う職員給与費等の組み替えによる補正をいたしております。

９月補正の主要事業につきましては、別紙資料２の「平成２５年度９月補正予算案概要」で説

明をいたします。別紙資料２の２から３ページをお開き願います。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、放課後等デイサービス事業の１,８９３万円

の補正は、市社協郷ノ浦事業所のジュニアデイサービス事業が新たに放課後等デイサービス事業

に認定をされ、利用者数の増によるものであります。国２分の１、県４分の１の負担金を充当し

ております。

次に、２項児童福祉費１目児童福祉総務費、放課後児童健全育成事業の８５３万１,０００円

の補正は、放課後児童クラブの利用者数増及び基準額変更によるものと、石田スマイルクラブが

利用する石田町総合福祉センターの改修費など、環境整備に伴う補正をしております。事業費の

３分の２の県補助金を充当しております。

次に、５款農林水産業費１項農業費３目農業振興費、有害鳥獣被害防止対策事業は、昨年に引

き続き、勝本町若宮島の鹿捕獲駆除に１０６万８,０００円を追加し、またイノシシの生息状況

調査については、県２分の１補助に、さらに補助残について国の離島活性化交付金２分の１補助

を活用し、今回４１２万５,０００円を増額補正しております。

次に、資料の４、５ページをお開き願います。５款農林水産業費１項農業費４目畜産業費、家

畜導入事業は、本年度より従来の事業を一般タイプとして、頭数維持の場合、１頭当たり１３万

８,０００円の補助と、新たに優良タイプの増頭に対し、１頭当たり２５万円の補助が創設され

るものであります。今回、一般タイプに４０頭分と優良タイプに５４頭分を合わせて１,９０２万

円を増額し、事業費総額２,８６８万円となっております。それに伴い、県家畜導入事業の対象

牛以外の導入を支援するために、市の単独事業で、当初予算に地域肉用牛緊急増頭対策事業費

１,６００万円を計上しておりましたが、今回、需要を考慮し、５０頭分４００万円を減額して

おります。

次に、６、７ページをお開き願います。５款農林水産業費１項農業費５目農地費、基盤整備促

進事業は、地域の実情に応じた生産基盤の整備として、２地区において農作業道、客土・排水路

の整備に係る測量設計業務委託及び工事請負費等、合わせて３,３００万円を追加しております。

国の５５％補助金を充当しております。

次に、３項水産業費４目漁港漁場整備費、県営漁港整備事業負担金は、大島漁港及び芦辺漁港

において、航路浚渫等に係る市負担金それぞれ事業費の１０％及び１２.５％について、合わせ

て４,２６５万円を追加しております。

次に、８ページから９ページをお開き願います。６款商工費においては、国の離島活性化交付
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金を活用した事業として、しまとく通貨を活用した集客促進事業、壱岐焼酎関係イベント事業、

観光物産ＰＲイベント事業、外国人誘客等を含めた壱岐島交流促進事業、イルカパークのイルカ

購入等に係る壱岐島活性化事業について、資料に記載のとおり、合わせて５,３７８万３,０００円

を追加しております。対象事業費の２分の１から３分の１について、離島活性化交付金を合わせ

て２,８６３万７,０００円を充当いたしております。

次に、１０、１１ページをお開き願います。７款土木費２項道路橋梁費３目道路橋梁新設改良

費、県営道路整備事業負担金は、県道渡良初瀬線ほか３路線の事業費に対し、１５％から２０％

の負担金を合わせて、１,９９８万４,０００円を追加しております。４項港湾費１目港湾管理費、

県営港湾整備事業負担金についても、郷ノ浦港湾ほか２港湾の事業費に対し、５％から１２.５％

の負担金を合わせて２,０８３万９,０００円を追加しております。

次に、９款教育費２項小学校費、小学校耐震診断事業については、旧渡良中学校校舎を渡良小

学校校舎として活用するため、耐震診断２次診断を実施するもので、今回２５１万１,０００円

を追加しております。

次に、１０款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費は、８月４日から５日にかけての豪雨に

よる農地災害復旧事業として、農地３カ所及び単独補助金災害復旧５カ所について、６７６万

９,０００円を増額しております。

次に、１１款公債費、繰上償還元金は、後年度の財政負担の軽減を図るために、交付税措置の

ない公営住宅建設事業債８件の繰上償還を実施するものであります。前年度繰越金及び一般職員

の給料の特例減額措置による減額分を財源に、当初予定の繰上償還に５億４,８６４万２,０００円

を増額し、本年度の繰上償還総額は１０億２,７８７万円となります。そのほか主要事業の詳細

については、資料２に記載のとおりでありますので、省略をさせていただきます。

なお、給与費明細書については、補正予算書の４４ページから４６ページに、地方債の見込み

に関する調書は、４７ページにそれぞれ記載をしております。地方債の２５年度末現在高見込み

額は、２９２億５,４５３万４,０００円となります。

以上で、平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）について説明を終わります。御審議

のほどよろしくお願いいたします。

〔財政課長（西原 辰也君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 斉藤保健環境部長。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 登壇〕

○保健環境部長（斉藤 和秀君） 議案第８１号平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）について御説明申し上げます。

平成２５年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに
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よる。

歳入歳出予算の補正。第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５,８９６万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４９億３,９４５万６,０００円

とする。

２項につきましては、記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

２ページ、３ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正については、記載のとおり

でございます。

８ページ、９ページをお開き願います。２、歳入、７款の前期高齢者交付金につきましては、

現年度分の前期高齢者交付金が確定しましたので、１２７万５,０００円を減額補正しておりま

す。１１款１項繰越金は、前年度からの繰越金６,０２３万６,０００円を増額しております。

１０ページ、１１ページをお開き願います。３、歳出、１款総務費の一般管理費、委託料につ

きましては、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行する場合の特定世帯に係る軽減措置の

延長に伴うシステム改修費３７８万円を追加しております。３款後期高齢者支援金は、当初見積

もりより増額となったため、４０万円を追加しております。４款の前期高齢者納付金につきまし

ては、加入者１人当たりの負担調整対象額が、当初提示の単価から増額となったため、３１万

５,０００円を増額しております。１１款諸支出金の償還金及び還付加算金につきましては、国

庫支出金精算返納金として、前年度療養給付費等精算返納金を３,７０１万５,０００円を増額し、

支払基金精算返納金として、前年度退職者医療交付金の精算返納金を１,７４５万１,０００円の

増額補正をいたしております。

以上で、議案第８１号の説明を終わらせていただきます。

続きまして、議案第８２号平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて御説明いたします。

平成２５年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４,２８１万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１億１,７５４万

８,０００円とする。２項につきましては、記載のとおりでございます。本日の提出でございま

す。

２ページ、３ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正につきましては、記載のと

おりでございます。

８ページ、９ページをお開き願います。２、歳入、７款繰入金、一般会計繰入金として、会計

間の人事異動による人件費分としまして、３７６万５,０００円を減額しております。８款繰越

金ですが、前年度繰越金４,６５８万円を増額しております。



36

１０ページ、１１ページをお開き願います。３、歳出、３款地域支援事業費、介護予防高齢者

対策費は、一般職の給与の特例減額措置並びに会計間の人事異動に伴う人件費７６１万２,０００円

を減額補正しております。次に、２項包括的支援事業・任意事業費ですが、会計間の人事異動に

伴う人件費４２８万８,０００円を増額しております。４款基金積立金は、介護給付費準備基金

積立金としまして、介護保険事業の中期的な安定を図るため、前年度繰越金の一部４,０００万

円を追加積み立てをしております。６款諸支出金、償還金及び還付加算金につきましては、国、

県等に対する精算返納金６１３万９,０００円を増額補正をいたしております。

１２ページ、１３ページに給与費明細書をつけております。

以上で、議案第８２号の説明を終わらせていただきます。御審議をよろしくお願いいたします。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 議案第８３号について御説明いたします。

平成２５年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について、平成２５年度壱岐市

の簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによります。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７８万４,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億９０３万２,０００円とします。２項に

ついては記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

２から３ページには歳入歳出予算補正を、５から７ページには歳入歳出補正予算事項別明細書

の総括を記載しております。

８から９ページをお開き願います。２、歳入でございますが、４款繰入金の一般会計繰入金で

２６０万６,０００円の増額と、５款繰越金で１９７万８,０００円の増額補正をしております。

６款諸収入では、８０万円の減額補正をしております。

続きまして、１０から１１ページをお開き願います。３、歳出でございます。

１款総務費で、職員の給与費の特例減額措置と会計間異動によります調整で、９７万８,０００円

の減額補正をしております。２目の施設管理費では、道路改良工事に伴います水道管布設がえ工

事費を減額補正しております。また、２款施設整備費で、湯本浦地区と石田地区簡易水道整備工

事に、補助対象外となります給水管布設がえと路面復旧の工事料として、５００万円の増額補正

をいたしております。増額分につきましては、一般会計繰入金と前年度繰越金を財源として補正

しております。

以上で、議案第８３号についての説明を終わらせていただきます。

続きまして、議案第８４号について御説明いたします。
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平成２５年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、平成２５年度壱岐市の

下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによります。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出の予算総額に歳入歳出それぞれ５２７万１,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億３,５３１万１,０００円とします。２項

については記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

８から９ページをお開き願います。２、歳入でございますが、５款繰入金の一般会計繰入金で、

５２３万円の減額補正をしております。

次に、１０から１１ページをお開き願います。１款の下水道事業費と２款の漁業集落排水整備

事業費の人件費で、職員給与費の特例減額措置分と職員の会計間異動によります調整分と、そし

て２款漁業集落排水整備事業費で修繕料に増額、また補助事業分で、委託料と工事請負費の予算

の組み替えをしております。増額分につきましては、一般会計繰入金と前年度繰越金を財源とし

て補正しております。

以上で、議案第８４号についての説明を終わらさせていただきます。御審議のほどよろしくお

願いいたします。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） 議案第８５号平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計

補正予算（第１号）について御説明いたします。

平成２５年度壱岐市の特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７６万４,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億５,６８３万４,０００円とする。第２項は

記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

次のページをお開き願います。２ページから３ページは、歳入歳出予算補正でございます。

次に、５ページをお開きください。５ページから７ページにつきましては、歳入歳出補正予算

事項別明細書でございます。

次に、８ページをお開きください。まず、歳入について説明をいたします。

５款繰越金でございますけれども、前年度繰越金へ７６万４,０００円を財源調整のため、増

額補正をいたしております。

次に、１０ページをお開きください。歳出について御説明いたします。

歳出全般の人件費の補正につきましては、人事異動に伴う職員給与費等の減額補正をいたして
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おります。１款介護サービス事業費の、１目事務費の１,１９０万６,０００円の減額につきまし

ては、職員給料、職員手当等を減額し、看護師雇賃金を増額補正いたしております。同じく、

３項通所介護サービス事業費の、１目通所介護サービス事業費の職員給料の減額補正もいたして

おります。２款の基金積立金、財政調整基金への１,２９０万９,０００円の増額補正をいたして

おります。１２ページから１３ページは給与費明細書でございます。

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 登壇〕

○総務部長（眞鍋 陽晃君） 議案第８６号平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算

（第１号）について御説明を申し上げます。

予算書の１ページをお開き願います。平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第

１号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

１３６万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,３２５万４,０００円とす

る。２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、歳入歳出予算補正によるものでございます。本日の提出でございます。

２ページ、３ページにつきましては、歳入歳出予算補正でございます。

５ページから７ページにつきましては、事項別明細書でございます。

８ページから９ページをお開き願います。歳入予算補正について御説明いたします。

歳入財源といたしましては、一般会計繰入金を１３６万円減額補正計上いたしております。

次に、１０ページ、１１ページをお開き願います。歳出予算補正について御説明いたします。

１款運航費１項運航管理費１目一般管理費でございますけれども、人件費抑制措置として、平

成２４年１０月１日より平成２５年３月３１日までを実施期間としておりました一般職の職員の

給料５％の特例減額措置を、引き続き２６年３月３１日まで延長を行うことになりましたので、

２節給料を１４１万円減額しております。

また、３節管理職手当の支給額につきましても、平成２５年４月１日より、定率方式から定額

方式に改正をいたしましたので、１名分、１万２,０００円の減額をいたしています。その他職

員の異動に伴う分として追加計上いたしております。給与費明細書につきましては、１２ページ、

１３ページのとおりでございます。

以上で、議案第８６号につきまして、説明を終わらせていただきます。御審議の上、御決定く

ださいますようよろしくお願いをいたします。
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〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 堀江農林水産部長。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 登壇〕

○農林水産部長（堀江 敬治君） 議案第８７号平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予

算（第１号）について御説明申し上げます。

平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,６０６万３,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,２６２万２,０００円とする。第２項

は記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

２ページから３ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正、歳入及び歳出の補正の款

項の区分の補正予算額等については、記載のとおりでございます。内容については、事項別明細

書で御説明いたします。

５ページから７ページは、事項別明細書の総括表でございます。

８ページから９ページをお開き願います。まず、歳入について御説明いたします。

３款繰入金２項基金繰入金に、減価償却基金繰入金として１,１８９万６,０００円を増額補正

いたしております。また、４款繰越金１項繰越金に、前年度繰越金として１,４１６万７,０００円

を追加補正いたしております。

１０ページから１１ページをお開き願います。次に、歳出について御説明いたします。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費に２,４０２万円を増額補正いたしております。主

な内容については、備品購入費の１,１８９万６,０００円、これは減価償却基金繰入金を財源と

しまして、トラクター及びロールベーラーの更新による費用を計上いたしております。また、前

年度繰越金を財源として、消耗品、燃料費、修繕料等をそれぞれ増額補正をし、合わせて２款基

金積立金１項基金積立金１目減価償却基金積立金に２０４万３,０００円を追加補正いたしてお

ります。

以上で、議案第８７号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 左野病院部長。

〔病院部長（左野 健治君） 登壇〕

○病院部長（左野 健治君） 議案第８８号平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第１号）

について御説明いたします。

第１条、平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。
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第２条、平成２５年度壱岐市病院事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を

次のとおり補正する。収入で、医業外収益として３３３万４,０００円を増額いたしております。

これは、施設の落雷被害による保険料収入を計上いたしております。支出で、医業費用を８８万

２,０００円を増額いたしております。これは給与費で、職員の給料の特例減額措置の減額、診

療材料費、落雷被害による修繕費を増額補正いたしております。

第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。支出で、補

助金返還金として６４３万４,０００円を計上いたしております。これは、病院建設時におきま

す精神科病床の補助事業として整備いたしております。２４年度に、精神病床を２０床削減して

療養病床に転用したことに伴いまして、補助金適正化法の規制により、２０床部分の国庫補助金

を返還するものでございます。

第４条、予算第８条に定めた経費の金額を次のように改める。職員給与費を６６９万２,０００円

を減額いたしております。本日の提出でございます。

次に、４ページをお開きください。平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第１号）実施

計画書でございます。

収益的収入の医業外収益で、８月４日の落雷被害による保険収入でございます。

支出でございますが、医業費用のうち給与費について、６６９万２,０００円の減額をいたし

ております。給料について、職員給与費特別減額措置及び退職、異動等により、４,６１０万

１,０００円の減額。主に、常勤医師の救急手当を追加いたしております。賃金につきましては、

看護職員の産休、育休の代替要員と派遣看護師の６名分と看護補助者、受付等の臨時職員の雇用

のため、３,０５３万９,０００円を追加いたしております。報酬は、整形外科医師の代替要員分

を追加いたしております。材料費につきましては、診療材料費を追加いたしております。経費の

修繕費でございますが、これは落雷被害により、施設の医療機器等の修繕費を追加いたしており

ます。

次に、資本的収入及び支出の国庫補助金返還金でございます。これは、補助対象部分の返還金

６４３万４,０００円を計上いたしております。財産の処分基準により、補助全体額で９,０７８万

２,０００円でございました。今回、その対象部分を返還計上いたしております。

５ページは、資金計画書でございます。

６ページ、７ページは、給与費明細書でございます。

８ページ、９ページは、予定貸借対照表でございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〔病院部長（左野 健治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 原田建設部長。
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〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 議案第８９号について御説明いたします。平成２５年度壱岐市水道

事業会計補正予算（第１号）についてです。

第１条、平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによりま

す。

第２条、平成２５年度壱岐市水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとお

り補正するものでございます。第１款水道事業費用第１項営業費用から２９万円減額補正し、営

業費用計を１億４,１６８万４,０００円、水道事業費用計を１億５,０５４万２,０００円としま

す。

第３条、第４条は、記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

４ページには予算実施計画を、５ページには予算資金計画を、６から７ページには給与費明細

書を、８から９ページには予定貸借対照表を記載しております。

１０から１１ページをお開き願います。収益的収入及び支出ですが、支出の１款水道事業費用

で、職員給与費の特例減額措置分として２９万円の減額補正をしております。

以上で、議案第８９号について説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願い

いたします。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。

午前11時58分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時00分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

議案説明を続けます。西原財政課長。

〔財政課長（西原 辰也君） 登壇〕

○財政課長（西原 辰也君） 認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について

御説明申し上げます。

平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規定により、監

査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございます。

平成２４年度各会計決算書一般会計の１ページをお開き願います。平成２４年度壱岐市一般会

計歳入歳出決算書、歳入合計２１５億１,７６６万８７０円、歳出合計２０８億７,０８７万

３,４８９円、歳入歳出差引残額６億４,６７８万７,３８１円となっております。決算内容につ

きましては、２ページ以降に記載をいたしております。
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５ページをお開き願います。歳入決算について、収入未済額欄、合計の１７億９,７５５万

２,９６９円のうち、翌年度への繰越明許費に係る、国県支出金等の未収入特定財源１４億

５,９９９万３,１７０円を差し引くと、実収入未済額は３億３,７５５万９,７９９円となってお

ります。

次に、２６、２７ページをお開き願います。１８款繰入金２項基金繰入金１目基金繰入金１節

財政調整基金繰入金については、当初財源不足に対する基金取り崩し１億８,０００万円を予定

しておりましたが、年度末の収支決算調整で、医療扶助費等において多額の不用額が生じたため、

財政調整基金繰入金を取りやめております。

次に、歳出については、資料３の６ページをお開き願いたいと思います。資料３、６ページ右

上の表でございます。平成２４年度の決算状況で御説明をいたします。特に、平成２４年度の決

算の特徴といたしましては、合併特例事業である廃棄物処理施設や学校給食施設などの大型事業

が、平成２３年度で完了したため、普通建設事業費が大幅な減額となっております。対前年度比

が６４.９％の減、金額にいたしまして４９億９,３００万円の減でございます。

また、廃棄物処理施設等の統合廃止により、維持管理費等の物件費の対前年度比が６.４％の

減となっております。金額にいたしまして１億９,９００万円の減となっております。対前年度

より増となったものといたしましては、扶助費で障害者自立支援事業等の伸びで６.１％の増、

金額にいたしまして１億４,９００万円の増でございます。

繰出金で、国民健康保険事業特別会計への法定外繰り出しを２億円実施をいたしましたため、

対前年度比１２.７％の増、金額にしまして２億４,４００万円の増となっております。

また、後年度の財政負担の軽減を図るために、繰上償還６億３,５１４万７,０００円を実施し、

さらに後年度地方債の償還財源として、減債基金への積立６億９,３６３万１,０００円も実施を

いたしております。

なお、平成２４年度から新たに実施をした事業といたしまして、小中学校の校舎等の耐震補強

等改修事業、それから、旧焼却施設等の解体事業を年次的に実施をしております。市民が安全で

安心して暮らせる経費並びに市の振興施策などの行政費用として、それぞれ支出をしてきたとこ

ろでございます。

次に、決算書の１０６ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございます。金額単

位は１,０００円となっております。

歳入歳出差引額６億４,６７８万７,０００円で、繰越明許費による翌年度へ繰り越すべき財源

が９,０１５万６,０００円でございますので、これを差し引いた実質収支額は５億５,６６３万

１,０００円となっております。

次に、各会計決算書の最後のページに、財産に関する調書を記載いたしております。財産に関
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する調書は、平成２５年３月３０日付で決算を行っています。財産に関する調書の１ページから

公有財産、５ページから１０ページに物品、１１ページに債権及び基金について、それぞれ

２４年度中の増減を記載をいたしております。

財産に関する調書の１１ページをお開き願います。４、基金のうち、中段に一般会計分の決算

年度末現在高を記載しております。２４年度末現在高８１億１,１２７万円で、平成２３年度と

比較しますと６億８,１８６万１,０００円の増となっております。

最後の１２ページに、定額運用基金の運用状況を、それぞれ記載をいたしております。なお、

別紙資料３に、平成２４年度の決算内容及び主要施策の成果説明書等につきまして記載のとおり

でございます。

以上で、平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について説明を終わります。御審議の

上、認定賜りますようよろしくお願いいたします。

〔財政課長（西原 辰也君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 斉藤保健環境部長。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 登壇〕

○保健環境部長（斉藤 和秀君） 認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について御説明いたします。

平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項

の規定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でご

ざいます。

国民健康保険事業特別会計決算書の１ページをお開き願います。国民健康保険事業勘定歳入合

計４９億６,４３７万３,１２７円、歳出合計４７億９,５６４万２,８４８円、歳入歳出差引残額

１億６,８７３万２７９円、直営診療施設勘定歳入合計１億３,２５５万６,７８１円、歳出合計

１億３,２４４万７,８４０円、歳入歳出差引残額１０万８,９４１円となっております。

１０ページ、１１ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。歳入に

つきましては、財源不足をこれまで基金を取り崩しておりましたが、基金残も少なくなり、保険

給付費後期高齢者支援金、介護納付金等の増加による財源確保のため、税率を引き上げるととも

に、一般会計からの繰り入れを行いました。

１款１項における国民健康保険税の決算の状況は、記載のとおりであり、国保税の徴収率は現

年度分については、医療給付分、後期高齢者支援分、介護納付分を合わせまして９４.６７％に

なっております。前年度は９４.７８％であり、比較しますと０.１１％のマイナスとなっており

ます。滞納繰越分につきましては、現年度分１０.０３％、前年度が９.４９％であり、

０.５４％のプラスとなっております。滞納の累積額は、３億４,９３５万４,３４６円です。な
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お、不納欠損処分としまして１１７件、９５０万７,５３３円の処分を行っております。

１６ページ、１７ページをお開き願います。１０款１項一般会計繰入金として、その他繰入金

の中で２億円の法定外繰り入れを行っております。

歳出についてでございますが、２２ページ、２３ページをお開き願います。２款１項の１目か

ら４目までの療養給付費、療養費、２項の高額療養費の支出済額の合計は３１億２,６４５万

２,６１１円であります。昨年度より１億３,６５５万７,４９７円の増額になっております。

２４ページ、２５ページをお開き願います。４項の出産育児諸費につきましては、６０件でご

ざいます。葬祭諸費につきましては、６８件の給付件数となっております。

３２ページをお開き願います。実質収支に関する調書は、記載のとおりでございます。

３４ページから３９ページは、直営診療施設勘定の歳入歳出決算事項別明細書でございます。

平成１９年度から公設民営で運営しております、勝本・湯本診療所に係るものでございます。

以上で、認定第２号につきましては、説明を終わらせていただきます。

続きまして、認定第３号平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて御説明いたします。

平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第

３項の規定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出

でございます。

決算書の１ページをお開き願います。歳入合計２億９,８３３万１,６９２円、歳出合計２億

９,５９１万９,０７２円、歳入歳出差引残額２４１万２,６２０円となっております。

６ページ、７ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。歳入につき

ましては、１款１項における後期高齢者医療保険料の決算状況は記載のとおりであり、保険料の

収納率は、現年度分につきましては、特別徴収、普通徴収あわせて９９.３１％になっておりま

す。前年度が、９９.２１％であり、比較しますと０.１％のプラスとなっております。滞納繰越

分につきましては、２０.７７％の収納率になっております。滞納の累積額は、３６０万

１,３３０円であります。

１０ページ、１１ページをお開き願います。歳出でございますが、２款広域連合納付金２億

８,８６７万１６７円の内訳につきましては、保険料分が１億５,５５５万３,１００円、保険基

盤安定分１億２,００５万２,０９５円、共通経費負担分１,３０６万４,９７２円となっておりま

す。

以上で、認定第３号について説明を終わらせていただきます。

続きまして、認定第４号平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

御説明いたします。
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平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法２３３条第３項の規定

により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございま

す。

決算書の１ページをお開き願います。介護保険事業勘定でございますが、歳入合計２９億

８,８８０万４,００４円、歳出合計２９億１,００４万５,３４２円、歳入歳出差引残額

７,８７５万８,６６２円でございます。

続きまして、介護サービス事業勘定でございますが、歳入合計２,９５６万３,６２９円、歳出

合計２,９５６万３,６２９円の同額でございます。

１０ページ、１１ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。歳入に

つきましては、１款１項における介護保険料の決算の状況は記載のとおりであり、第５期介護保

険事業計画の中で、平成２４年度から２６年度までの介護保険料を、これまでの３,８００円か

ら４,９７０円に改定いたしました。保険料の徴収率は、現年度分につきましては、特別徴収、

普通徴収合わせまして９８.８２％になっております。前年度は９８.９３％でありまして、比較

しますと０.１１％のマイナスになっております。滞納の繰越分につきましては、４.９１％の収

納率になっております。滞納累積額は、２,２５４万６,３２０円であります。

１６ページ、１７ページをお開き願います。歳出でございますが、２款介護給付費の支出済額

は２７億５,６９４万１,０１４円であり、昨年度より２,８６３万４,７４２円の増額となってお

ります。

２４ページ、２５ページをお開き願います。この介護サービス事業勘定の決算は、地域包括支

援センターの設置による居宅支援サービス計画書作成に係るものでございます。

２６ページから２７ページをお開き願います。歳出は、１款２款とも嘱託及び派遣職員の人件

費等となっております。

以上で、認定第４号の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 認定第５号について御説明いたします。

平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について。

平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規

定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でござい

ます。

決算書の１ページをお開き願います。歳入歳出決算でございます。歳入合計８億５,１６３万
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６１４円、歳出合計８億４,９６５万１,７２４円、歳入歳出差引残額は１９７万８,８９０円で

あります。

次に、２ページから３ページをお開き願います。歳入の部でございますが、予算現額は１０億

１,５３８万３,０００円に対しまして、収入済額は８億５,１６３万６１４円となっております。

次に、４から５ページをお開き願います。歳出を記載してあります。予算現額１０億１,５３８万

３,０００円に対しまして、支出済額８億４,９６５万１,７２４円となっております。

次に、６から７ページをお開き願います。事項別明細書の歳入の部でございます。ここで２款

の使用料及び手数料についてでございますが、１目の簡易水道使用料、水道料金としまして調定

額が４億３,４１２万６,５２４円に対しまして、収入済額が３億９,９５８万１,３３０円です。

その内訳としまして、現年度分調定額が３億９,９８５万７,８９０円に対し、収入済額が３億

９,６５８万４,５８０円、滞納繰越分調定額が３,４２６万８,６３４円に対しまして、収入済額

が２９９万６,７５０円となっております。収納率で申しますと現年度分が９９.１８％となり昨

年度より０.０４％上昇しております。滞納分については、８.７４％となりまして昨年度より

２.４３％減少しております。

次に、１０から１１ページをお開き願います。事項別明細書の歳出の部でございますが、１款

から４款までを次のページにかけて記載しております。１４ページには、実質収支に関する調書

を記載しております。

以上で、認定５号の説明を終わらせていただきます。

続きまして、認定第６号について御説明いたします。

平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について。

平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規定

により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございま

す。

決算書の１ページをお開き願います。歳入歳出決算でございます。歳入合計３億７,９６０万

９,９６６円、歳出合計３億７,９４９万２,５４６円、歳入歳出差引残額は１１万７,４２０円と

なっております。

２から３ページをお開き願います。歳入を記載してあります。予算現額が４億６,３４６万

５,０００円に対しまして、収入済額が３億７,９６０万９,９６６円となっております。

次に、４から５ページをお開き願います。歳出を記載しております。予算現額が４億６,３４６万

５,０００円に対しまして、支出済額が３億７,９４９万２,５４６円となっております。

次に、６から７ページをお開き願います。決算の事項別明細書の歳入でございます。２款の使

用料及び手数料で１目の下水道使用料に対しまして、調定額が４,９２６万７,７９０円、収入済
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額が４,７０５万３６０円です。その内訳としまして、現年度分調定額が４,７２１万１,６１０円、

収入済額が４,６８９万５,７５０円、滞納繰越分調定額が２０５万６,１８０円に対しまして、

収入済額が１５万４,６１０円となっております。収納率で申しますと、現年度分が９９.３３％

となりまして、昨年度より０.３５％減少しております。滞納分についても７.５２％となりまし

て昨年度より２.１７％減少しております。

次に、１０から１１ページをお開き願います。事項別明細書の歳出でございます。１款から

３款までを１５ページまで記載しております。１６ページには、実質収支に関する調書を記載し

ております。

以上で、認定第６号の説明を終わらせていただきます。よろしくお願い申し上げます。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） 認定第７号平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計歳

入歳出決算認定について御説明申し上げます。

平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条

第３項の規定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提

出でございます。

決算書の１ページをお開き願います。歳入の合計でございますが、４億７,６２０万３,３２７円

でございます。歳出の合計は４億７０７万３,２８８円でございます。差引残額ですが、

６,９１３万３９円で２５年度への繰越金でございます。

次に、６ページをお開き願います。歳入の主なものですが、１款介護サービス収入の１目介護

サービス費の３億５,７７４万２,４９４円ですが、これは、施設介護サービス短期入所者介護

サービス、通所介護サービスに係る長崎県国民健康保険団体連合会からの収入でございます。

次に、２目利用者負担金収入の５,９２４万５,０６３円ですが、各サービスの利用者負担でご

ざいます。その施設利用者負担金の未収額といたしまして、合計８万６,７８６円となっており

ますが、現在既に全額入金済となっております。

次に、１０ページをお開き願います。歳出の主なものでございますが、１款介護サービス事業

費の１項施設介護サービス事業費で２,０１４万４,８８９円の不用額が生じておりますが、これ

の主なものは、１目事務費の７節賃金の１,０３５万７,３５８円の不用額につきましては、介護

職員を嘱託で採用したための臨時雇い賃金の執行残でございます。

次に、１２ページをお開き願います。２款基金積立金２目施設整備基金積立金の予算額

１,０３０万２,０００円に対し、２４年度におきましては、年度末時点での決算状況及び新年度
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財源を勘案いたしまして６万６,２３０円の利息のみの基金積立をしております。そのことによ

り１,０２３万５,７７０円の不用額が生じております。

次に、最終の１４ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございます。歳入総額か

ら歳出総額の差引額が６,９１３万円、そして実質収支額といたしまして６,９１３万円となって

おります。

以上で、認定第７号について説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 登壇〕

○総務部長（眞鍋 陽晃君） 認定第８号平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算

認定について御説明を申し上げます。

平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規

定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でござい

ます。

決算書の１ページをお開きください。歳入合計でございますが、１億２,１４０万２,４６１円、

歳出合計は歳入と同額でございます。歳入歳出差引残額はゼロでございます。

２ページ、３ページをお開きください。歳入でございますが、予算現額は１億２,４９１万

４,０００円、収入済額は１億２,０１４万２,４６１円でございます。

４ページ、５ページ目をお開きください。歳出でございますが、予算現額は１億２,４９１万

４,０００円、支出済額は１億２,０１４万２,４６１円でございます。

次に、６ページ、７ページをお願いいたします。歳入歳出決算の事項別明細書でございます。

１款使用料及び手数料でございますが、収入済額２,５７４万１,６８４円となっております。平

成２４年度の乗船者数でございますが、乗客が６万７,１３８人、また車両が１,１４３台で、平

成２３年度に対しまして、乗客で３,３２３人の減、車両で４０５台の減でございます。減少の

主な理由でございますが、三島航路事業における公共事業の完了に伴い、フェリー三島の利用客

が減っているところでございます。

次に、２款国庫支出金でございますが、予算現額の６,２３４万円に対し、収入済額が

６,２３４万９３４円となっております。３款県支出金でございますが、予算現額１,０１６万

４,０００円に対し、収入済額１,４１３万５,５００円で３９７万１,５００円の増となっており

ます。増加の理由でございますが、県補助金については、これまで当該年度の補助金を翌年度の

収入として計上いたしておりましたが、交付年度と計上年度を一致させる趣旨から、平成２４年

度分については、翌年度収入とせず、当該年度である２４年度会計に計上したことによります。
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なお、２５年度以降は、当該年度のみの収入の扱いとなります。

次に、２４年度の繰入金でございますが、予算現額２,５０４万円に対し、収入済額が

１,６６１万６,３０３円となっておりまして、８４２万３,６９７円の減となります。減少の理

由でございますが、船舶収入及び県補助金が増加したことに伴い、市の負担金が減少したことに

よります。

次に、前年度繰越金及び預金利子については該当がございません。

次に、雑入でございますが、予算現額２４３万１,０００円に対し、収入済額２５６万

８,０４０円でございます。これは、平成２４年９月にフェリー三島の左舷舵を損傷したことに

伴う、船舶保険料が２５０万円などで、主な額を占めております。

歳出につきましては、８ページから１１ページに記載をいたしております。１款運航費１項運

航管理費１目一般管理費１３節の委託料でございますが、１４３万６,５８８円でありますが、

主に乗船券等の販売委託料及び待合所施設管理業務等の費用でございます。また、１８節の備品

購入費につきましては、ＡＥＤの購入費用でございます。１款運航費１項運航管理費２目業務管

理費の１１節需用費３,７５０万７,７２５円の内訳で、主なものは燃料費でございます。燃料費

は約年間１５万リットルの消費量に対する費用でございます。修繕料につきましては、５年に

１度定期検査費用、ドック費用、機関部の小修繕及び昨年９月に損傷した左舷舵の修繕費用でご

ざいます。

１２ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入歳出いずれも１億

２,０１４万２,０００円となっておりまして、歳入歳出差引額はゼロになります。

以上で、認定第８号平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算認定につきまして

説明を終わらせていただきます。御審議の上、認定いただきますようよろしくお願いをいたしま

す。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 堀江農林水産部長。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 登壇〕

○農林水産部長（堀江 敬治君） 認定第９号平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出

決算認定について御説明申し上げます。

平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規

定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付する。本日の提出でございます。

１ページをお開き願います。歳入歳出決算書でございます。歳入合計１億３,２８１万

２,９０４円、歳出合計１億１,８６４万４,５６３円、差引残額が１,４１６万８,３４１円でご

ざいます。
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次に、６ページから７ページをお開き願います。決算事項別明細書でございます。まず、歳入

の部でございますが、１款使用料及び手数料１項１目使用料の機械使用料でありますが、調定額

７,１１２万１,０７０円に対しまして、収入済額は７,０１７万７,２１０円であります。収入未

済額は９４万３,８６０円でございます。この内訳としましては、現年度が１５件で８１万

２,８３５円、過年度が２件で１３万１,０２５円でありました。その後、訪問徴収により、現在

では、現年度３件１４万６,１９５円、過年度が２件で１０万６,０２５円、合計が５件で２５万

２,２２０円となっております。今後とも未収金の徴収に鋭意努力してまいる所存でございます。

２款財産収入２項１目物品売払収入の１６２万７,５００円については、平成２０年に旧勝本

町クリーンセンターより油圧ショベルを譲り受けたものを、今年２月入札により売却をしており

ます。

３款繰入金１項１目一般会計繰入金については、一般会計から５６８万円の繰り入れを行って

おります。また、２項１目減価償却基金繰入金については、後期作業用のロータリーハローを購

入のため、１３３万３,５００円の繰り入れを行っております。

４款繰越金については、１,５８１万８,４４７円の繰り越しを行っております。

５款諸収入２項２目雑入の２４万７,２５５円については、労働保険の個人負担分とコインに

よる機械洗浄機の利用料でございます。また、３目の受託事業収入は、３,７９２万８,９９２円

の事業収入でありまして、収入合計が１億３,２８１万２,９０４円でございます。

次に、歳出でございますが、８ページから９ページをお開き願います。１款総務費１項１目一

般管理費の中で、備品購入費１３３万３,５００円については、減価償却基金を財源としまして、

先ほど申しましたようにロータリーハローを購入いたしております。

２款基金積立金１項１目減価償却基金積立金として６３２万１,０００円を積み立てを行って

おります。支出合計としましては１億１,８６４万４,５６３円でございます。

次に、１０ページをお開き願います。実質収支に関する調書でありますが、歳入歳出差し引き

しまして、実質収支額は１,４１６万８,０００円でございます。

以上で、認定第９号についての説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 登壇〕

○総務部長（眞鍋 陽晃君） 済みません、先ほど説明させていただきました三島航路事業特別会

計の歳入決算認定でございますが、２カ所ほど誤りがございましたので、訂正をさせていただき

ます。

まず、２ページ、３ページをお開き願いたいと思います。
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収入済額は、１億２,０１４万と先ほど御説明いたしましたが、１億２,１４０万２,４６１円

でございます。そしてまた、１２ページ目で、同じく１億２,１４０万２,０００円を１億

２,０１４万２,０００円と申し上げておりました。おわびして訂正を申し上げます。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 左野病院部長。

〔病院部長（左野 健治君） 登壇〕

○病院部長（左野 健治君） 認定１０号について御説明申し上げます。

平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２４年度壱岐市病院事業会計決算を、別紙

監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございます。

２ページをお開きください。２４年度の壱岐市民病院事業会計決算報告書でございます。収益

的収入及び支出でございます。収入の第１款の病院事業収益といたしまして、決算額が２１億

１,８８７万８,１００円でございます。予算に比べまして９,８７７万４,１００円の増となって

おります。また、支出の第１款病院事業費用といたしまして、決算額で２２億８,６６５万

５,９７８円でございます。不用額といたしまして、１億２８６万２,０２２円となっております。

続いて、４ページをお開き願います。４ページは、資本的収入及び支出でございます。収入と

いたしまして、第１款資本的収入の決算額は１億６,５５７万１,０００円でございます。第２項

の出資金の９,４９７万１,０００円は一般会計からの繰入金でございます。６項長期借入金

３,５２０万円は過疎債分でございます。支出といたしましては、第１款資本的支出の決算額は

２億２,２３１万７,９３５円でございます。建設改良費といたしまして、病院の医療機器購入費

の７,１３６万５,９２９円と、企業債の償還金が１億５,０９５万２,００６円となっております。

資本的収入が資本的支出に不足する額５,６７４万６,９３５円につきましては、当年度分の消

費税及び地方消費税３３９万８,３７７円と、過年度分の損益勘定留保資金５,３３４万

８,５５８円で補填をいたしております。

次ページをお開きください。固定資産明細書でございます。有形固定資産といたしまして、年

度末残額といたしまして５１億２,００２万８,６９８円でございます。土地の当年度分の増加高

は９,６４５万３,３５０円は現在の病院敷地の分でございます。

建物の当年度増加高２,４４０万円は４階病棟の改修工事によるものでございます。医療機器

備品の当年度増加高４,５７６万７,５５２円は産婦人科の超音波画像診断、療養病床の特殊浴槽

等更新をいたしました。当年度減少高でございますが、除去分として５,４１８万９,９５４円で

ございます。

次ページをお開きください。企業債明細書でございます。未償還額の合計の残高は３２億
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３,４０４万９,５３４円となっております。

次のページをお開き願います。１０ページから１７ページまで、収益費用明細書でございます。

それぞれの節によって収益費用を掲載いたしておりますので、目を通していただきたいと思って

おります。

１９ページをお開きいただきたいと思います。２４年度の壱岐市民病院事業会計損益計算書で

ございます。営業収益それぞれの営業費用そして営業損失、営業外収益等々ございますけど、最

後からの３行でございますが、市民病院の当年度の純損失は１億６,７７７万７,８７８円でござ

いました。これにより、前年度の繰越欠損金２２億５,００２万６,４０１円でございましたので、

当該年度の未処理欠損金は２４億１,７８０万４,２７９円となります。

次のページをお開きください。２０、２１ページでございます。２４年度の貸借対照表でござ

います。２０ページが資産の部、固定資産と流動資産となっております。２１ページが負債の部

及び資本の部となっております。それぞれ合計が３５億２９４万７,０７１円となっております。

続いて、次のページをお開きください。市民病院の事業剰余金計算書でございます。

次のページをお開きください。２４ページが、市民病院事業欠損金処理計算書でございます。

病院事業統合によりまして、かたばる病院の利益剰余金１億１６９万８,８２７円と利益積立金

５２０万円は、市民病院の累積欠損金の補填財源として充当しますので、市民病院の累積欠損金

は２３億１,０９０万５,４５２円となります。

次に、２６ページをお開きください。これは、４月からの診療体制でございます。前年度が

１２名体制の医師でございました。今年度は、８名体制と厳しい状況で補充しながらの運営でご

ざいました。

続いて、３０から４１ページまで、業務内容について掲載いたしております。お目を通してい

ただきたいと思います。

続いて、４４ページをお開きください。かたばる病院の決算報告書でございます。収益的収入

及び支出でございます。収入といたしまして、２款病院事業収益といたしまして、決算額３億

８,０３８万３,８４９円でございます。予算額に比べまして５７４万２,８４９円の増となって

おります。支出といたしまして、２款の病院事業費用で、決算では４億５２９万９,８６２円で

予算額から７５６万８,８６２円の不足が生じたことになっております。

続いて、４６ページをお開きください。資本的収入及び支出でございます。収入の第２款資本

的収入の決算額はゼロでございます。支出といたしまして、２款資本的支出の決算額は、建設改

良費として病院の医療機器購入１２３万９,０００円でございます。不足する額１２３万

９,０００円につきましては、当年度分の消費税及び地方消費税５万９,０００円と過年度分損益

勘定留保資金１１８万で補填いたしております。
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続いて、４８ページをお開きください。かたばる病院の固定資産の明細書でございます。年度

末残高は１１億６,５７４万８４０円でございます。当年度の減少高は除去分として２億

６,６２８万１,０４５円でございます。

続いて、５０ページをお開き願います。収益費用明細書でございますので、目を通していただ

きたいと思います。

５９ページをお開き願いたいと思います。かたばる病院事業会計の損益計算書でございます。

最後から３行でございますが、かたばる病院の当年度の純損失は２,４９７万５,０１３円でござ

います。これにより、前年度の繰越利益剰余金１億２,６６７万３,８４０円でございましたので、

当年度の未処分利益剰余金は１億１６９万８,８２７円でございます。

続いて、６０ページ、６１ページは貸借対照表でございます。

続いて６２ページにつきましては、かたばる病院事業剰余金計算書でございます。

６６ページからは、かたばる病院の事業報告書でございます。かたばる病院につきましては、

平成１６年３月１日に国立療養所壱岐病院を壱岐市が移譲後４８床の療養病床として、後方支援

病院として９年間運営いたしてきました。病院の再編計画によりまして、本年の４月１日から壱

岐市民病院へ機能移行し、本年３月３１日で休院といたしております。

６８ページから７１ページまで、業務の内容を掲載いたしております。お目を通していただき

たいと思います。

以上で、説明を終わります。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。

〔病院部長（左野 健治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 認定第１１号について御説明いたします。

平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、平成２４年度壱岐市水道事業会計決算

を別紙、監査委員の意見をつけて議会の認定に付すものでございます。本日の提出です。

決算書の２から３ページをお開き願います。

収益的収入及び支出についてですが、第１款の水道事業収益としまして、予算額が１億

６,０９９万６,０００円、決算額が１億５,５５２万１,１５４円となっております。前年度の決

算額より５７５万２,５６１円の減でございます。これは、主に給水人口の減少によるものでご

ざいます。

次に、支出でございますが、第１款の水道事業費用の予算額が１億５,０６２万８,０００円に

対しまして、決算額が１億３,６６４万４６４円となっております。
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４から５ページをお開き願います。資本的収入及び支出でございます。第１款の資本的収入と

しまして、予算額２１４万８,０００円に対しまして、決算額は３１４万５,６６７円となってお

ります。これは、道路改良事業などに伴います工事の負担金が主な収入でございます。

次に、支出でございます。第１款の資本的支出としまして、予算額が２億１,１４１万

９,３００円で、決算額が２億７１万７,２３３円、不用額が１億７０万２,０６７円となってお

ります。この不用額については、建設工事費などの入札執行残でございます。

続きまして、６ページをお開き願います。損益計算書でございます。営業収益が１億４,６３８万

９７７円、営業費用が１億２,７５６万１,０１９円、営業利益が１,８８１万９,９５８円、営業

外収益が１７６万１,０３９円、営業外費用が７００万６,６８０円、経常利益は１,３５７万

４,３１７円となっております。当年度純利益は１,３５４万３,５９２円となりまして、当年度

未処分利益剰余金は１,３５４万３,５９２円でございます。

８から９ページは、剰余金計算書、１０ページには、剰余金処分計算書を記載しております。

１２から１３ページには、貸借対照表を記載しております。

１４ページからは、事業報告書などを、１７ページからは、水道事業収益費用明細書を記載し

ております。この中で、水道料金は１億４,４２６万８,９８５円で、収納率は、現年度分が

９６.７６％となりまして、前年度より０.４４％減少しております。また、滞納分については

１０.９９％で、前年度より０.１３％減少しておりますが、今年度分は、ほぼ前年度並みの収納

率となりました。

２０ページには資本的収支明細書を、２２ページには企業債明細書を記載しております。

以上で、認定第１１号の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） これで、市長提出議案に対する説明が終わりましたので、監査委員より

財政健全化判断比率及び資金不足比率審査と決算審査の報告を求めます。吉田代表監査委員。

〔代表監査委員（吉田 泰夫君） 登壇〕

○代表監査委員（吉田 泰夫君） 監査委員の吉田でございます。手元の監査意見書に基づきまし

て、御説明を申し上げます。

まず、平成２４年度の壱岐市一般会計並びに各特別会計及び公営企業会計の決算審査並びに基

金運用状況の審査及び財政健全化判断比率及び資金不足比率の審査をおこないましたので、その

結果をご報告申し上げます。尚、数値等につきましては、それぞれお手元の決算書の方に載せて

おりますので、お目通しをいただければと思います。

最初に、一般会計及び各特別会計の決算ですが、審査意見書の１ページをお開きを願いたいと

思います。
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審査の概要等を載せておりますが、第３のところの審査の手続でございますが、この件で財産

に関する調書につきましては、今回、関係帳票等々とお手元の調書内容に一部相違がございまし

たので、その手続によりまして、まず、これはページ数が若干違いますので、決算書のページ数

で申し上げます。

財産に関する調書の決算書の（３）の動産、４ページの（５）の出資に関する権利、これは長

崎県の信用保証協会分でございます。５ページに関する物品の調書につきましては、先ほど申し

ますように、各関係帳簿との数量等の相違がございましたので、前年度及び本年度分の一部を修

正の上、作成をされておりますので、後もってお目通しいただければと思います。

なお、審査結果につきましては、そこに書いておりますように、決算及び基金運用状況につい

ても、ともに決算計数につきましては、関係帳簿証拠書類と符合し、正確に処理されているもの

と認められます。

次に、審査意見の５４ページをお開きを願いたいと思います。意見書の５４ページでございま

す。そこに第６で、監査意見として述べておりますが、第６の監査意見でございますが、財政状

況等につきましては、経常収支比率、前回までは８０％程度というところまで載せておりました

が、市部におきましては、７５％程度が適当な範囲だということになっておるようでございます

ので、この面については執行される必要があろうかと思っております。

なお、御承知のとおり、今後地方交付税等の段階的な縮減等厳しい状況が考えられますので、

財源の確保等十分協議されることが必要と思料いたします。

次に、２の未収金でございますけども、全体では７億６,１１０万６,０００円ということで、

前年度より若干減少しておるという内容になっておりますが、先ほど決算書の中にありましたよ

うに、市税におきまして３,６７１万３,０００円程度の不納欠損処理がございますので、現状と

しては、やはり厳しい状況が続いておるということでございますので、一層の回収強化を図るこ

とが望まれます。

次に、公営企業会計の決算でございます。お手元の公営企業会計決算意見書を、お目通しをい

ただきたいと思います。

まず、公営企業の決算ですが、意見書に書いておりますとおり、これは、病院事業、水道事業

とも財務諸表につきましては、法令及び会計の原則に従って、適正に表示されているものと認め

られます。

意見書の４ページをお開き願いたいと思います。そこに書いておりますとおり、病院事業では、

かたばる病院が２４年度の末で休止となっておりますし、その財産等につきましては、市民病院

の機能統合がなされておりまして、財産も引き継ぎがなされておりますので、２６年度のかたば

る病院の２月までの解散に向け、これが残った財産が遊休資産とならないように、今後十分検討
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の上、処理をいただければというふうに思っております。

また、その改善を含めて、今後経営改革が前進することが、今後の病院企業団への加入の条件

が整うものと考えられますので、十分御努力をお願いしたいというふうに思っております。

次に、水道事業につきましては特段ございませんが、これも２３ページをお開きを願いたいと

思います。水道事業につきましては、そこに第４として審査意見に述べておりますように、先ほ

ども出ましたが、湧水率につきましては、それぞれ施設の整備がなされて７０.９５％と回復し

ておりますが、給水人口の減少あるいは今後の施設等の整備に係りますコスト等を考えますと、

非常に経営が懸念されますので、これらの運営を十分検討をいただければというふうに思ってお

ります。未収金につきましても、先ほどありましたように４,４４４万３,０００円ということで

ございます。これについても、回収整理に努めていただきたいということでございます。

最後に、財政健全化判断比率及び資金不足比率に関する審査意見でございますけども、いずれ

の内容につきましても、数値の基準の範囲内ということで良好であると判断することができます。

以上をもちまして、決算審査及び審査事項の報告を終了させていただきます。

〔代表監査委員（吉田 泰夫君） 降壇〕

────────────・────・────────────

日程第４２．陳情第２号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第４２、陳情第２号「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に

関する地方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情についてを議題といたします。

ただいま上程しました陳情第２号については、お手元に写しを配付しておりますので、説明に

かえさせていただきます。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。

次の本会議は、９月１３日金曜日午前１０時から開きます。なお、その間、公的行事や地域行

事等の参加、また議員諸氏におかれましては、一般質問の準備等よろしくお願いいたします。

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後２時00分散会

──────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────

平成25年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ９ 月 会 議 会 議 録（第２日）

───────────────────────────────────────────

議事日程（第２号）

平成25年９月13日 午前10時00分開議

日程第１ 承認第１号 議案の一部訂正について
市長、教育次長 説明

承認

日程第２ 報告第19号
損害賠償の額の決定に関する専決処分の報

告について
質疑なし、報告済

日程第３ 報告第20号
平成２４年度財団法人壱岐栽培漁業振興公

社に係る経営状況の報告について
質疑なし、報告済

日程第４ 報告第21号
平成２４年度壱岐空港ターミナルビル株式

会社に係る経営状況の報告について
質疑、報告済

日程第５ 報告第22号
平成２４年度株式会社壱岐カントリー倶楽

部に係る経営状況の報告について
質疑、報告済

日程第６ 報告第23号
平成２４年度財団法人壱岐市開発公社事業

会計収支決算の報告について
質疑なし、報告済

日程第７ 報告第24号
平成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及

び資金不足比率の報告について
質疑なし、報告済

日程第８ 議案第70号
八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の締

結について

質疑、委員会付託省略

本会議 可決

日程第９ 議案第71号
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の

変更について

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第10 議案第72号
壱岐市附属機関設置条例の一部改正につい

て

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第11 議案第73号 壱岐市税条例の一部改正について
質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第12 議案第74号
壱岐市国民健康保険税条例の一部改正につ

いて

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第13 議案第75号
壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一

部改正について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第14 議案第76号

壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関す

る条例及び壱岐市職員定数条例の一部改正

について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第15 議案第77号
壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定

について
質疑、

産業建設常任委員会付託

日程第16 議案第78号
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市立一支国博物館）
質疑、

産業建設常任委員会付託

日程第17 議案第79号
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市ケーブルテレビ施設）
質疑、

産業建設常任委員会付託

日程第18 議案第80号
平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第

４号）
予算特別委員会
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日程第19 議案第81号
平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第20 議案第82号
平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第21 議案第83号
平成２５年度壱岐市簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第22 議案第84号
平成２５年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第23 議案第85号
平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計補正予算（第１号）

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第24 議案第86号
平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計

補正予算（第１号）

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第25 議案第87号
平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計

補正予算（第１号）

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第26 議案第88号
平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算

（第１号）

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第27 議案第89号
平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第１号）

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第28 認定第１号
平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算

認定について
決算特別委員会付託

日程第29 認定第２号
平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算認定について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第30 認定第３号
平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算認定について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第31 認定第４号
平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第32 認定第５号
平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第33 認定第６号
平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第34 認定第７号
平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計歳入歳出決算認定について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第35 認定第８号
平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計

歳入歳出決算認定について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第36 認定第９号
平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計

歳入歳出決算認定について

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第37 認定第10号
平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定

について

質疑なし、

総務文教厚生常任委員会付託

日程第38 認定第11号
平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定

について

質疑なし、

産業建設常任委員会付託

日程第39 陳情第２号

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関

する地方の財源確保のための意見書採択」

に関する陳情

総務文教厚生常任委員会付託
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日程第40 陳情第３号

国に対し「２０１４年４月からの消費税率

引き上げ中止を求める意見書」の提出を求

める陳情

総務文教厚生常任委員会付託

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

（議事日程第２号に同じ）

──────────────────────────────

出席議員（16名）

１番 赤木 貴尚君 ２番 土谷 勇二君

３番 呼子 好君 ４番 音嶋 正吾君

５番 小金丸益明君 ６番 深見 義輝君

７番 今西 菊乃君 ８番 市山 和幸君

９番 田原 輝男君 10番 豊坂 敏文君

11番 中田 恭一君 12番 久間 進君

13番 市山 繁君 14番 牧永 護君

15番 鵜瀬 和博君 16番 町田 正一君

──────────────────────────────

欠席議員（なし）

──────────────────────────────

欠 員（なし）

──────────────────────────────

事務局出席職員職氏名

事務局長 桝崎 文雄君 事務局次長 米村 和久君

事務局次長補佐 吉井 弘二君 事務局書記 若宮 廣祐君

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長 …………………… 白川 博一君 副市長 ………………… 中原 康壽君

副市長 ………………… 山下 三郎君 教育長 ………………… 久保田良和君

総務部長 ……………… 眞鍋 陽晃君 企画振興部長 ………… 山本 利文君

市民部長 ……………… 川原 裕喜君 保健環境部長 ………… 斉藤 和秀君

建設部長 ……………… 原田憲一郎君 農林水産部長 ………… 堀江 敬治君

教育次長 ……………… 米倉 勇次君 消防本部消防長 ……… 小川 聖治君

病院部長 ……………… 左野 健治君 総務課長 ……………… 久間 博喜君
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財政課長 ……………… 西原 辰也君 会計管理者 …………… 土谷 勝君

代表監査委員 ………… 吉田 泰夫君

──────────────────────────────

午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） 皆さん、おはようございます。

会議に入る前に御報告いたします。壱岐新聞社から報道取材のため撮影機材等の使用の申し出

があり許可をいたしておりますので、御了承願います。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。これより議事日程表第２号に

より本日の会議を開きます。

御報告します。本日までに白川市長より追加議案１件を受理し、お手元に配付いたしておりま

す。また、９月５日に陳情１件を受理し、同様にお手元に配付いたしております。

────────────・────・────────────

日程第１．承認第１号

○議長（町田 正一君） 日程第１、承認第１号議案の一部訂正についてを議題とします。

訂正理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） おはようございます。承認第１号議案の一部訂正についてでございます。

認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定についてに係る平成２４年度財産に

関する調書の一部を訂正したいので、壱岐市議会会議規則第１９条第１項の規定により議会の承

認を求めるものでございます。本日の提出でございます。

訂正理由は、重要物品、食器洗浄機、学校分でございますが、掲載漏れによるものでございま

す。

詳細につきましては、教育次長から説明させます。御承認賜りますようよろしくお願い申し上

げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 米倉教育次長。

〔教育次長（米倉 勇次君） 登壇〕

○教育次長（米倉 勇次君） おはようございます。それでは、ただいま市長のほうから話があり

ましたように、訂正理由について御説明をさせていただきます。

訂正の理由につきましては、認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定につい

ての財産に関する調書への取りまとめの部署であります教育委員会から、所管課であります会計

課への記載漏れによりますものでございます。
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次のページをお開きをいただきたいと思います。財産に関する調書の１０ページの２、物品の

表中の生けすの次に、食器洗浄機、学校分を追加訂正するものでございます。

さらに、次のページをお開きをいただきたいと思います。調書の現行と、それから訂正案の新

旧対照表をお示しをいたしておりますので、御確認をください。

以上、議案の一部訂正につきまして御承認をいただきますようよろしくお願いいたします。

〔教育次長（米倉 勇次君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） お諮りします。ただいま議題となっております議案の一部訂正について

は、許可することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。したがって、議案の一部訂正については許可する

ことに決定しました。

────────────・────・────────────

日程第２．報告第１９号～日程第７．報告第２４号

○議長（町田 正一君） 日程第２、報告第１９号損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告に

ついてから、日程第７、報告第２４号平成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率

の報告についてまで６件を議題とし、これから質疑を行います。

初めに、報告第１９号損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告について質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで報告第１９号に対する質疑を終わります。

次に、報告第２０号平成２４年度財団法人壱岐栽培漁業振興公社に係る経営状況の報告につい

て質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで報告第２０号に対する質疑を終わります。

次に、報告第２１号平成２４年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営状況の報告につ

いて質疑を行います。質疑の通告がありますので、これを許します。３番、呼子好議員。

○議員（３番 呼子 好君） 監査報告の件でございますが、１１ページに載っておりますよう

に、監査が１名になっております。通常２名以上が監査だろうというふうに思っておりますが、

その点どのようになっておるのか。

○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

○総務部長（眞鍋 陽晃君） おはようございます。３番、呼子議員の質疑、報告第２１号の壱岐

空港ターミナルビル株式会社の監査役は１名かでございますが、株式会社には会社法第３２６条
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の規定により、１人または２人以上の取締役を置かなければならないようになっております。ま

た、同条第２項では、株式会社は定款の定めによって取締役会、監査役を置くことができるとな

っております。壱岐空港ターミナルビル株式会社は、定款の第２１条により、取締役をもって取

締役会を組織しております。また、会社法第３２７条第２項では、取締役会設置会社は監査役を

置かなければならないとされておりますので、必ず監査役を置かなければなりません。

御質問の報告書の監査役は１名かについては、監査役を設置した場合の人数は原則として制限

はなく、１人以上いればよいことになっております。定款の１８条において監査役は１名以上と

すると規定をしておりますので、会社の規模を考慮して１名の監査役を設置をしております。

また、複数の監査役設置の事例といたしましては、資金の動きを見る役割の監査役や会社の経

営状況を見る役割の監査役を２名設置する会社もございますし、また大会社では、会社法の第

３２８条の規定において監査役会及び監査人を置かなければならないことになっておりますので、

監査役会設置会社は３人以上置くことが必要となっているなど、その会社の形態によってさまざ

までございます。

以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 会社法の勉強をしておりませんで失礼しました。ありがとうござ

いました。

○議長（町田 正一君） 以上で、通告による質疑を終わります。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで報告第２１号に対する質疑を終わります。

次に、報告第２２号平成２４年度株式会社壱岐カントリー倶楽部に係る経営状況の報告につい

て質疑を行います。質疑の通告がありますので、これを許します。３番、呼子好議員。

○議員（３番 呼子 好君） まず、営業報告の件でございますが、ここに書いてありますよう

に、２３年度から割引券の提供をされております。これについては会員の方が追加で１５年に

５０万円ずつお支払いしている。その５０万円については造成をするのだという目的の中でやら

れておりますが、その造成が中止をしたということで、それを返還してあるという状況でござい

ますが、現金じゃなくて割引券でされております。

１枚当たり１,２００円でございますから、計算しますと８３枚、９万９,６００円になろうか

と思っておりますが、それを年間に割引券で交換すると。それを５年間、約５０万円でございま

すが、それをやるという状況でございますが、２３年、２４年、ことしで２５年でございますが、

３年間、そのような状況になっております。
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私も、２３年、２４年度会員の皆さん方の割引券を見ますと、全然使ってない。８３枚、その

まま残っておるという会員の方もあります。

それと、この会員については、８３枚のうちに１枚、１,２００円だけしか自分は使えない。

あとは他人に譲渡をしてほしいと。そういう状況でございますが、その点どのようになっておる

のか、再度お願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） 呼子議員の御質問にお答えします。

割引券の発行の経緯としましては、道義的責任の意味もありますが、一方、ビジターの利用者

の拡大、営業施策の一環として実施したものと伺っております。

倶楽部としましては、今後の経営状況によりまして見直し、発行の廃止でありますとか中断、

減額も考えておりまして、その旨、本年８月１日に正会員に通知をしているところでございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） もう少し詳しくお願いしたいと思うのですが。要は、使ってない

方は大変、年間に約１０万円でございますから、厳しい状況です。ですから、一方では、詐欺じ

ゃないかという、そういう疑いの目も向けられておるという状況でございますから、もう少し詳

しくお願いをしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） 割引券が、その方たちに配られた後、その方たちがそれをほか

の方に配られるとかということは、ちょっとこちらでもそれをやめてくださいということができ

ないところがございまして、割引券として持ってきた分については、それはカントリー倶楽部で

もお断りすることができないということで現在取り扱っておるところでございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 先ほど言いますように、年間に８３枚でございますから、その

８３枚、全然使ってないわけですよね。その対策か何かあるのであれば。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） 私、今年６月の２６日に株主総会におきまして、今回、取締役を全部

交代しまして、その一人としまして６月２６日から壱岐カントリーの取締役ということで選任さ

れております。その関係で御答弁したいと思っております。

今、呼子議員の追加預託金に係ります部分を５年間で返還するということで、特別割引券とい

うことで１,２００円を発行しているわけでございます。ただ、カントリーとしましては、この

分の１,２００円分の利用料はかなり経営的に負担になっております。そうかといいまして、こ

れを急遽やめるというわけにもいきませんので、これにつきましては経営状況等を見まして、発
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行については今後検討をするということでございます。

そういうことで、まずこの発行を、特別割引券自体につきましても、そもそも壱岐カントリー

倶楽部自体の存続が図れませんともう何にもなりませんので、まずここの部分につきましても今

年度分につきましては発行しますけども、今後については検討しているという状況でございます。

そういう状況でございまして、今御質問にありましたその８３枚、使われていない方、こうい

った方はどちらかというと休眠の会員の方なのかという気がしております。こういった方につき

ましては、できましたら会員権自体を２万円で倶楽部のほうに一応、一回渡していただいて、そ

れをさらに新たな年間会員の方に手渡しして正会員にして収益を上げると、そういった方向で今

動いている状況でございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） この割引が、ここにありますように、５５１万４,０００円にな

っております。これはかなり赤字の要因になっておるかというふうに思うわけでございますが、

この件ばかりではあれですから、ほかの件にいきたいと思っております。

７ページ、個人会員と法人の会員の数が出ておりますが、この中で年会費の未収はないのかど

うか、お願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） 年会費の収納状況でございますが、これは年度分を翌年度まで延長し

た形で収納していただく形になっていまして、今きっちりした２４年度分の年会費の収納といい

ますか、収入済み分については、今、確定した数値はつかんでおりません。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） ２３年度までは８９％程度だったというふうに思っておりますが、

ぜひこの未収がないようにお願いをしたいと思います。

それから、１０ページでございます。この中の下の雑収入、これに壱岐市の負担といいますか、

出ていると思うのですが、壱岐市のほうからどのくらい２４年度出たのか、指定管理料でござい

ます。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） ２４年度分の実績で、６７７万２,０００円でございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） ２３年度が６４３万７,０００円ということでございますから、
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若干上乗せになっておるというふうに思っております。

それから、１１ページ、この中の一番上の役員報酬でございますが、今まで役員報酬は出てお

りませんでしたが、今回このように１０４万円という大きな役員報酬が出ておりますが、これは

どのように、どのようにというとあれですが、どういう役員の方にいってるのか。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） まず、１１ページの販売及び一般管理費の中の部分を若干説明いたし

ます。

まず、当期は２４年度決算でございますが、前期末が２３年度決算ということで、今、呼子議

員が言われましたように、役員報酬がゼロから１０４万円という形になっています。この経緯で

ございますが、そもそもカントリー倶楽部につきましては、２３年の３月に民事再生法が終結し

ております。それを受けまして、そこに係ります弁護士の報酬の部分で、ここの雑費の部分が前

期末で１,１５９万３,４９１円になっていますが、約１,０００万円ほどの特別的な経費が出て

いるということで、２３年度の決算につきましては収支とんとんという形でございます。

そういうことを踏まえまして、２４年度の６月の株主総会におきまして、代表取締役社長分に

つきましてのみ１３万円の報酬をやるということで決定しまして、その分につきまして６月から

１月までの８カ月間。といいますのが、収支状況が非常に悪化していまして、その間、役員報酬

ということで社長のみをやっていたわけでございますが、その後は無報酬という形で対応してい

る状況でございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） カントリーは今までも赤字だったんですよね。ですから、２３年

度で終わったということで急に１００万円も出すというのはどうかなというふうに思っておりま

す。

それから、最後のページでございますが、損失の処理案が出ております。損失金が、１億

３,４２０万５,０４４円という大きな損失金が出ておるわけでございますが、今後この損失金に

ついてどのように経営を立て直すのか。いろいろ取締役会で話が出ておる内容を少しでもお聞か

せ願えればと思っております。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） 確かに損失金がかなりの額出ておりまして、ちょっと貸借対照表を見

て簡単にこの状況を説明したいと思いますが、９ページをご覧ください。

９ページの当期分の負債の合計の下の資産の部分でございますが、ここの欠損金として三角の

その他利益剰余金の分が１億３,２００万円出ております。ただ、一方で、資本剰余金、これは
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民事再生のときに減資をしていまして、その分の資本剰余金ということで１億８００万円。実質

的に今赤字が幾らあるかというと、二千四、五百万円でございます。この２,５００万円につき

ましては、さきに言いました、２３、２４、１,０００万円程度ほど収支的に赤字が出ています

ので、その関係がこの差額となっているということでカントリーからは聞いております。

また、この経営改善につきましては、まず今回６月の２６日に株主総会におきまして全役員を

総入れかえしました。社長につきましては、十八銀行の元支店長で、非常に経営手腕にすぐれた

方を社長に置き、また合わせまして５人の取締役を各町から正会員、そして私もその１人という

ことで、６名体制で今カントリーの運営をやっているところでございます。そういうことで、毎

月少なくとも２回は取締役会を開きまして、月次の収支を見ているところでございます。

具体的な新たな取り組みとしましては、非常に利用料、先ほど言いました特別利用券、これは

１,２００円なので、これをほとんどのビジターの方も使われているということで、利用料が

コースに対して安過ぎるということがございまして、実は８月１日から利用料の改定をやってお

ります、適切に運営するということで。

それと、あと報酬の関係でございますが、役員報酬、これは今回の社長の方は支配人も兼ねて

おりまして、昨年度までは支配人が１８万円、そして社長さんが１３万円ということでございま

したが、今回、社長と支配人を兼ねて１０万円ということで、非常に給与等の見直し、それとあ

わせまして、キャディーについても固定給ということで、要は実際キャディーをされなくてもカ

ントリーに来られて固定給を６万円ということで、そういったものも全て廃止しまして、人件費、

そして運営費の圧縮をかなりやっています。

そういうことで、４月から７月期までの収支につきましては、かなり改善されまして、具体的

な数値としまして本年の４月から７月までの累計が昨年度収支に比べまして３２０万円、収支改

善しています。ただ、そうかといって黒字かというと、やはり７６万円ということで赤字でござ

います。

これからゴルフシーズンになりますので、例えば、しまとく通貨、これ島外の方は２割安で来

られますので、こういったものの活用、そして観光と一体となって利用の推進を図っていきたい

と思っている次第でございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 経営の一新化を図って黒字化に持っていくという意気込みでござ

いますから、ぜひお願いしたいと思います。

それと、１３ページの一番下に、先ほどの会社法の関係かと思いますが、ここも監査役が１名

でございます。私は、これだけの大きな予算でございますから、２人は要るんじゃないかなと思
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っておりますが、その点いかがでしょうか。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） このカントリー倶楽部は、平成２３年の８月までは２名の監査

役を設置しておりました。そういう経緯もありまして、現在カントリー倶楽部のほうでも２名の

体制に戻したいと考えておりまして、現在、適任者を選定中でございます。

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） ２名体制でお願いしたいと思います。以上、この件については終

わりたいと思います。

○議長（町田 正一君） １５番、鵜瀬和博議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） ゴルフ場の経営改善につきましては、現在取締役でもあります

山下副市長のほうから御説明がありましたので、その点については結構でございます。ただ、今

回いろんな割引券の活用によりまして、ゴルフ場が大変にぎわっているということについては、

利用者の方がふえたという部分では大変よかったんじゃないかなと思いますが、ただ経営的に、

先ほど呼子議員も指摘されておりました割引のあり方等につきましては、監査委員の指摘でもあ

りますように、今後検討をしていただくということでお願いをしたいと思います。

今回、単純にですけども、２７期、２８期、２９期、３０期の２ページから３ページの分の単

純計算をして客単価を出したわけですけども、今回の３０期については、２９に比べて１００円

ちょっと客単価は上がっているようでございますが、２７期の６,０００円に比べますと、まだ

若干下がっているようでございます。それを分析したところ、レストランと販売において、その

売り上げが若干下がっているようでございますので、その部分についても、てこ入れをしていた

だければ、利用料もアップした上で入場者もアップするわけですから、単純に客単価がふえて、

経営的にはよくなるんじゃないかということで御提案をさせていただいておきます。

それで、今回の報告書の中で、６ページの株主総会におきまして、③番、１８ホール拡張工事

のための開発申請許可取消の件ということで、これはもう当初は９ホール増設して１８ホールに

するという計画ではございましたが、今回断念をされたようですけども、この現在開発予定地に

なっておりました土地につきましては、市からカントリー倶楽部のほうに無償で貸し出しをして

おりましたけども、その土地の取り扱いについては、今後この件を受けてどのようになるのか、

お尋ねをいたします。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） ゴルフ場の拡張用地につきましては、平成１６年２月６日の勝

本町議会において無償貸し付けに係る議案が可決されまして、カントリー倶楽部に対して、

９ホール拡張の用途に限定して、平成１６年４月１日から２６年の３月３１日まで１０年間貸し
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付けをしております。

来年の３月３１日でその期限を迎えるところでございますけども、平成２４年、先ほどの６月

２９日のカントリー倶楽部の株主総会において、拡張工事の断念、そして開発工事の廃止の手続

について了承され、その手続を進めております。

壱岐市としましても、無償貸し付け期間終了後は市において管理をすることになります。今後

の活用については、皆様の御意見を伺いながら十分に検討してまいりたいと思っておるところで

ございます。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 今御説明があったとおり、開発予定地については、今度は市の

管理になるということですけれども、この市の管理についてはどの部署で管理をされるのか。今

ゴルフ場の関係については企画振興部のほうで今されておりますけども、今後この土地について

は、市の財産ですから、どこで管理をしていくのか、その点についてお尋ねをいたします。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） 普通財産という種類になります関係上、管財課所管になりますので、

企画振興部から総務部のほうに管理のほうを移したいと考えているところでございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） いいですか。鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） それでは、来年の２６年４月１日より、管財課の管理ですから

総務部のほうで今後管理をされていくと。いろんな壱岐市の振興開発については、土地の管理は

総務部でしょうけども、今後の活用のあり方等については、企画振興部初め、庁舎全体でしてい

くという認識でよろしいでしょうか、市長。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

○市長（白川 博一君） 今、鵜瀬議員おっしゃいますように、私はこの土地の問題に限らず、や

はり縦割りというのはやっぱりいけないと思っておりますし、オール壱岐で全てのことに当たっ

ていきたいと思っている次第です。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） よろしくお願いします。終わります。

○議長（町田 正一君） 以上で、通告による質疑を終わります。

ほかに質疑はありませんか。牧永議員。

○議員（１４番 牧永 護君） 再確認したいと思います。監査委員の意見書で壱岐市の主体性

の考えを持ってとありますけど、現在までに、主体性、なかなかはっきり聞いたことがなかった

わけです。それを、今までの考えと、今後ということは、取締役で今まで参加されておるわけで

すね、それがつながってなかったのか、取締役会議で。その点と今後の考えを、今までどおりに
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いくとか、その御意見をお聞かせ願います。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） 牧永議員のいわゆる市が主体を持ってということでございますが、こ

の壱岐カントリー倶楽部の筆頭株主は壱岐市でございます。そういうことで、この倶楽部自体は

まさに市民のゴルフ場であるということで認識しております。

その間、そういうこともありまして、非常にゴルフの関係の経営は厳しい状況にございますけ

れども、まずは体制強化をすることが一番の肝要だということで、今期から、先ほど説明してい

るように、取締役を全員、任期もちょうど重なりまして、かえたところでございます。

壱岐市としましても、実際の運営につきましては、これは株式会社ですので、倶楽部のほうで

運営するということでございますが、当然この施設自体は非常に壱岐市も関係しているので、ま

ず一つは利用者の拡充につきまして、しまとく通貨を活用した島外からの誘致、または観光客。

これは今、観光につきましては、観光連盟も一本化しておりますし、県から１億円の事業ももら

っていますので、そういった中で倶楽部と一体となって利用者の増を図っていきたいと考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 牧永議員。

○議員（１４番 牧永 護君） 今後とも壱岐市主体の考えと書いてあるのはわかるのですけど、

ここでは壱岐市主体、今までやってなかったという捉え方になるわけですね、この文面やったら。

そこら辺を、取締役である市長がおられて、こういう意見を指摘されるちゅうこと自体が非常に

おかしいと思うから質問してるわけです。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

○市長（白川 博一君） 牧永議員の御質問にお答えします。

平成２３年３月末をもって、いわゆる民事再生が終結したと。そういった中で、２４年度は、

先ほど申しましたように、弁護士費用を民事再生にかかわる成功報酬として払ったということで

大変赤字になりました。全体では、そればかりではありませんけど、９００万円余り。そして、

昨年も９００万円余り。２年連続９００万円以上赤字を出したということであります。

それはどういうことかということを分析をいたしました。今までずっと永遠と取締役は株主だ

けが取締役をしてきておったわけでございます。そういった中で、やはり利用者の目線で経営を

しなきゃいかんということが私思いまして、そこで、その２年連続の赤字ということもございま

す。この際、全取締役を任期満了をもって退任しようじゃないかということを申し上げました。

そして、今取締役の中では、壱岐市だけが取締役に山下副市長を出しております。あとは、株主

の方はゼロでございます。利用者の方に全て取締役になっていただいております。したがいまし
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て、現在の取締役会は、株主で取締役会に参加しておるのは壱岐市だけということでございます

ので、今後、山下副市長に株主として、そして取締役として、もちろん市との、私との考え方も

十分調整しながらリーダーシップを発揮していきたいと思っている次第であります。

○議長（町田 正一君） 牧永議員。

○議員（１４番 牧永 護君） それでは、山下副市長の手腕を期待して、質問を終わります。

○議長（町田 正一君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで報告第２２号に対する質疑を終わります。

次に、報告第２３号平成２４年度財団法人壱岐市開発公社事業会計収支決算の報告について質

疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで報告第２３号に対する質疑を終わります。

次に、報告第２４号平成２４年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで報告第２４号に対する質疑を終わります。

以上で、６件の報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第８．議案第７０号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第８、議案第７０号八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の

締結についてを議題とし、これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。

お諮りします。議案第７０号については、会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、議案第７０号については委員会付託を省

略することに決定いたしました。

これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから議案第７０号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は、原案のとお
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り決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７０号八幡浦地区特定漁港整備工事請負

契約の締結については原案のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第９．議案第７１号～日程第１７．議案第７９号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第９、議案第７１号あらたに生じた土地の確認及び字の区域

の変更についてから、日程第１７、議案第７９号公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市

ケーブルテレビ施設）まで９件を議題とし、これから質疑を行います。

初めに、議案第７１号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７１号に対する質疑を終わります。

次に、議案第７２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について質疑を行います。質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７２号に対する質疑を終わります。

次に、議案第７３号壱岐市税条例の一部改正について質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７３号に対する質疑を終わります。

次に、議案第７４号壱岐市国民健康保険税条例の一部改正について質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７４号に対する質疑を終わります。

次に、議案第７５号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７５号に対する質疑を終わります。

次に、議案第７６号壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関する条例及び壱岐市職員定数条例

の一部改正について質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７６号に対する質疑を終わります。
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次に、議案第７７号壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定について質疑を行います。質疑

の通告がありますので、これを許します。１５番、鵜瀬和博議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 今回の条例については、県下でもトップ、そして離島でも初め

てということで、壱岐焼酎の消費拡大及び普及についての焼酎文化の理解もあわせて画期的な条

例だと思っておりますが、この条例中の第２条中の必要な措置を講じるというふうにありますけ

ども、具体的にどういうことを言われているのか、お尋ねをいたします。

また、今回においてはこの条例は壱岐市の条例であります。近県でいいますと佐賀県のように、

県の条例として県下全域でも地産地消の推進も含め県産焼酎としてあわせてこの乾杯を推進する

ように、県のほうにも働きかけてはどうかと考えますが、どのようなお考えか、お尋ねをいたし

ます。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） 鵜瀬議員の御質問にお答えいたします。

第２条中、市が講じる乾杯の推進に必要な措置とは、乾杯の習慣を広めるための方策です。

具体的には、今回の９月補正にも計上しておりますが、壱岐焼酎の歴史や、おいしい飲み方、

乾杯の作法などを紹介するパンフレットを作成することとしております。そして、市民の皆様に

焼酎での乾杯の促進をするための情報発信を行っていくことが一つございます。

また、市が主催します宴席、壱岐市長が乾杯の発声を行うような宴席において壱岐焼酎での乾

杯を実施する取り組みを考えております。

また、壱岐酒造協同組合、焼酎の製造や販売に係る関係者と連携しまして、市内の宿泊施設や

飲食店に乾杯を促進するタペストリー、布製のポスターでございますが、これを配付しまして壱

岐焼酎での乾杯の実施を働きかけることを考えております。

このように、市民の間に壱岐焼酎での乾杯が定着するように周辺の環境を整えていくことを考

えております。

以上です。

○議長（町田 正一君） 県のほうは。

○企画振興部長（山本 利文君） 失礼しました。もう一つの御質問、佐賀県のように県への働き

かけをという御質問でございますが、長崎県におきましては既に壱岐焼酎も含めた県産酒の愛飲

の推進、県内での消費拡大について重点的な取り組みを行っております。

本市としましては、まずは壱岐市において定着させることを最優先に取り組むこと。その成果

をもって、県における県産酒での乾杯を推進をする条例の制定について働きかけを行うことにつ

いても検討してまいりたいと考えているところでございます。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。
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○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 必要な措置というのは財政予算措置をして、具体的な内容につ

いては事業者とともに合わせて協力して、市民の方に啓蒙、そして啓発していくということでよ

ろしいですね。それはどんどん推進していただいて、県のほうの県産品の推進についてはもちろ

んそうですけども、条例的には、その県産品の推進においては県のほうでは条例化はされており

ますか。その点だけ、お尋ねいたします。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） 今の御質問についてでございますが、県につきましては、その

条例の制定につきましてはまだ、今から、まだ検討の段階だと聞いております。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） ぜひ今後、市のほうと、そして事業者、市民で盛り上がりをし

ていただいて、県のほうにやっぱり条例化していただくような働きかけを今後していって、本腰

を入れて壱岐産、焼酎だけのみならず、壱岐産の農産物、水産物において推進をしていただくよ

うに、市長を初め、副市長、そして企画振興部長のほうで県のほうにどんどん働きを今後強くし

ていただくことを期待しまして、終わります。

○議長（町田 正一君） 以上で、通告による質疑を終わります。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７７号に対する質疑を終わります。

次に、議案第７８号公の施設の指定管理者の指定（壱岐市立一支国博物館）について質疑を行

います。質疑の通告がありますので、これを許します。１５番、鵜瀬和博議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 今回、公の施設の指定管理という、７８号においては壱岐市立

一支国博物館で、１期目と同じ乃村工藝社ということになっておりますけども、このオープンか

ら、オープン前からでしたか、かかわりは。３月１４日にオープンをいたしまして、そのオープ

ンからの入場者数や博物館の管理運営に関して、取り組みに関して、市として総括としてどうだ

ったのか。

また、２期目で同じ乃村工藝社ということで、１期目以上に２期目においては今後市としても

期待することが多々あるかと思いますけども、今後、市として乃村工藝社に対して期待すること

はどんなことか、お尋ねをいたします。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） 鵜瀬議員の御質問にお答えいたします。

一支国博物館につきましては、今申されましたように、平成２２年の３月１４日開館しており
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ます。それ以来、市内外から多くのお客様に御来館をいただいているところで、オープンからの

総入館者数は年間の目標１０万人をクリアしてきておりまして、８月の末現在で延べ４０万

４,３６６人となっております。着実にその数が推移してきております。

また、博物館の管理運営につきましては、現在の指定管理者が博物館の建設段階から管理運営

事業者として本博物館にかかわっておりまして、綿密な事業計画を練ることができる体制が整え

られておりました。このことから開館当初より、市、県も、関係者となる博物館管理運営協議会

におきまして、市、県、指定管理者の三者が連携をしまして、博物館の管理運営や方向性、その

方針について具体的に協議、検討、調整をしてまいりました。

そうした具体的な事業検討を行った成果としましては、例えば、しまごと大学事業というのが

ございますが、この市民の皆様にも定着しております壱岐学講座、壱岐学特別講座の実施体制が

確立できたことがございます。これらの講座では、壱岐の歴史を市民の皆様にとってさまざまな

角度から壱岐のことを知ることができる機会が創出されたばかりではなく、講師陣となっていた

だいた市民の皆さんと博物館が一体となって博物館事業を盛り上げていただいたこと。また、専

門的な講師陣との今後のパイプづくりが図られたこと。こういった面におきまして大きな成果が

あったものと考えております。

また、しまごと元気館事業というのがございますが、これにおきましては島内の各種活動のグ

ループ、壱岐市ヘルスメイトの方々や壱岐八朔雛伝承保存会、このような方たちとの市内の個人

経営の店舗などとの連携ができまして、ワークショップの事業が展開することもできました。

こうした、しまごと事業の確立、展開において市民の皆様と博物館が一体となることができて

いるものと考えており、博物館指定管理者は多岐にわたる各種事業を確実に実行できるものと評

価をしておるところでございます。

２期目の指定管理者の募集に当たりましては、これまでの現状に甘んじることなく、一支国博

物館に課せられた使命をより高い次元で、かつ、より効果的に実現することのできる指定管理者

を募集したところでございます。

来年度以降の５年間の２期目につきましては、単年度の総入館者数の目標を現在の１０万人か

ら１割増しました１１万人と設定をしております。この目標に向けまして、これまで以上のにぎ

わいづくりのための事業の検討、実施が図られるものと考えております。

壱岐の歴史をさらに深く掘り起こし、市民に伝えることができるような、あるいは市外からも

誘客が図られるような魅力のある特別企画展の展開であるとか、また地域の拠点施設としての博

物館を活用したにぎわいづくりのためのさまざまなイベントの実施などが指定管理者により企画

されるものと期待をしているところでございます。

そして、１１万人を博物館に呼び込むための誘客戦略、あるいは情報発信といったものを民間
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のノウハウを生かして実行していただきたいと考えております。

また、長崎歴史文化博物館や佐賀県立宇宙科学館など、ほかの地区で乃村工藝社が指定管理を

している施設との連携も、これまで以上に実施していただきたいと考えているところでございま

す。

これらの博物館を活用した各種事業の展開が、これまで以上に市民の皆さんとも連携しながら

実施されることで、市民の活力の創出、壱岐市の活性化につながるものと期待をしているところ

でございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬和博議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 年間、２期目から入場者数を１０万人から１１万人ということ

で、ハードル的には上がるわけですけども、今部長が言われたとおり、今後は一支国博物館だけ

ではなくて、いろんなネットワークを使いながら、そして壱岐のあらゆる手法を使いながら合わ

せてやっていただければいいんじゃなかろうかと思います。ぜひ２期目が終わるときに１１万人

をクリアしてよかったと言えるようになるように、ぜひ市のほうも協力しながら今後もやってい

ただきたいということをお願いしまして、私の質問を終わります。

○議長（町田 正一君） 以上で、通告による質疑を終わります。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７８号に対する質疑を終わります。

次に、議案第７９号公の施設の指定管理者の指定（壱岐市ケーブルテレビ施設）について質疑

を行います。質疑の通告がありますので、これを許します。１５番、鵜瀬和博議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） これも質問の内容は７８号と同じで、今回１期目が終わりまし

て、壱岐のケーブルテレビ施設において、同じく関西ブロードバンド株式会社が２期目を指定管

理者としてされるわけですが、同じように開設からこれまで１期目期間中にこのケーブルテレビ

の管理運営に関しての総括をお伺いいたします。

また、今後２期目に当たりまして、今後期待することについて改めてお尋ねします。

また、現時点でのこのケーブルテレビの加入率はどの程度なのか、あわせてお尋ねをいたしま

す。

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） 鵜瀬議員の御質問にお答えいたします。

まず、開館からの総括でございますが、議員の皆様も御承知のように、壱岐市ケーブルテレビ

の事業の開始時は地上デジタル放送の開始に伴う各家庭のテレビのデジタル化、市内約１,４００世
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帯の難視聴地域の対策がございました。結果、難視聴地域はなくなりまして、平成２３年７月

２４日のアナログ放送の完全停波の際も問題はなくスムーズに移行ができたことは管理運営者の

営業努力の結果と思っているところでございます。

しかしながら、運営開始当初は、ケーブルテレビの月額視聴料に対する不満ですとか、テレビ

の買いかえ費用などに対する経済的な負担に対しまして、指定管理者や工事会社、市役所にも多

くの意見をいただいたところでございます。開局から１年を過ぎたころからは市民の皆様方から

も御理解をいただいているものと考えておるところでございます。

現在、指定管理者や市役所にいただきました御意見、御不満は、指定管理者と市役所の毎月の

定例会によりまして原因や対策を共有して今後の運営に生かせるようにしておりまして、管理運

営も軌道に乗りつつあると考えております。

今後期待するところでございますが、現在、新規加入への営業努力が実り契約者が着実にふえ

ており、契約数や収益の数値にあらわれているところでございますが、逆に、これ以上の加入者

の増につきましては相当の企画力が必要になると予想されますので、今後の民間の企画力、実行

力によるサービスの向上を期待しているところです。

また、営業時間の延長ですとか、細やかな住民ニーズへの対応、映像による島外への壱岐島Ｐ

Ｒ事業の取り組み、ＩＣＴ技術を活用した生中継システム等も早急に取り組んでいただくよう要

望しているところでございます。

次に、契約者数でございますが、８月末現在の契約者数でございます。テレビが８,５７２件、

これは前年の８月から１３７件ふえております。インターネットが３,０２３件、これは前年の

８月から２８９件ふえております。もう一つ、ＩＰの電話１,４１５件、これも前年の８月から

３７８件ふえております。１年間で８０４件の契約がふえておるということでございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 番組等の内容については審議委員会等でもいろいろと協議をさ

れているようですので、ぜひ市民が主役の壱岐ケーブルテレビということで、今後もどんどんい

ろんな方にスポットを当てていただいて、壱岐全体の盛り上がりの一部となるように、今後もぜ

ひ民間と行政と手を合わせて頑張っていただきたいということを期待して、私の質問を終わりま

す。

○議長（町田 正一君） 以上で、通告による質疑を終わります。

ほかに質疑はありませんか。中田議員。

○議員（１１番 中田 恭一君） 通告なしで申しわけないですけど、今の件に関しまして、１期

目が終わりましたので、ぜひお願いですけれども、収支の、あれば報告書か何かいただければ、
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やっぱり皆さん心配しておるところでございますし、ぜひ。今度、多分うちの産建のほうの委員

会でお願いするようにはしておりましたが、委員会だけでなく、皆さんにある程度、今の加入件

数とか、収入、支出の部分、本当にやっていけるのかいけないのかも心配でございますし。

それと、もう一つは、審議委員会もあるようですけれども、もう少し、１期目で、今まで大変

だったでしょうから、２期目、３期目になりまして、鵜瀬議員が言うように、番組の構成とか、

市民が見たくなるような番組を市のほうからもどんどん要望をしていただいて、皆さんがいつも

ケーブルテレビを見れるというか、今でも見れるんですけど、楽しんで見れるようなふうに、ぜ

ひ指導、要望、どこまで市が関与できるのかはわかりませんけども、ある程度強く言っていただ

いて、楽しいケーブルテレビにしていただきたいと思っておりますので。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

○市長（白川 博一君） おっしゃるように、私はこの１期目におきまして本当に努力をしてきた

と思いますけれど、今、中田議員御指摘のように、壱岐市の要望というものを伝えきっていない

と思っています。ですから、壱岐市の情報、あるいは本当に壱岐市が放送してもらいたいものを

放送をなぜしなかったのかということが多々ございました。そういったことも含めて、今から要

求していきたいと思っております。

○議長（町田 正一君） 中田議員、いいですか。

ほかに質疑はありませんか。赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） １番、赤木貴尚です。ケーブルテレビの番組審議委員会というの

があるのですが、実際、私もその審議委員でございます。その審議会で討論されている内容が必

ずしもケーブルテレビ側に受けとめられて実行されていない状況が多々あります。きちんとその

審議会で討論されたことを確実にケーブルテレビ側に伝えて、それを実行させるように、市のほ

うの働きかけをお願いしたいと思っておる次第です。

しかしながら、やっぱし番組の内容等は、今も見てある島民の方がかなり不満を持ってあると

思います。まず最初に、同じ番組が多いということ、生放送のシステムがないとかいろんな問題

がありますので、そこら辺をきちんと今後は行政側がケーブルテレビ、今回、関西ブロードバン

ド側に注文をつけていただきたいなと思います。

その中に一つ、私がいつも感じることは、行政がかかわっているにもかかわらず、番組の内容

が民間において偏りがあるのではないかなと思います。いろんな情報番組がある中でも、スー

パーのお買い得情報なんかがあるにもかかわらず、小さい商店の取り組みがクローズアップされ

ていない状況とか、そういう公平さに欠ける番組があるので、そこら辺を市としてはきちんと追

及していくべきではないかなと思っております。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。



78

○副市長（山下 三郎君） 赤木議員の質問に回答したいと思います。

まず、選考委員会をしたわけでございますが、そのメンバーにおきまして、今言いました審議

会のメンバーが数名おりまして、その中からいろいろな意見が出てます。今まさに質問があった

部分についても選定の中で指摘がございまして、例えば、具体的に申しますと、地域の市民の貢

献できる地域住民のニーズに細やかに対処することとか、あと商店街のＰＲを十分することとか、

そういった審査会の中でいろいろな意見が、注文が出ています。これはきっちり、そういうこと

でこの選定に当たりました通知文ということで、こういったことを改善してくださいということ

で申し上げておりますが、ただ一方で、全てこの指定管理者でできる部分もあるでしょうし、で

きない部分もあろうかと思います。そこら辺につきましては、行政とブロードバンドが協力しな

がら、できるだけ住民のニーズに合った対応をする形でやっていきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 山下副市長、スーパーなんかは取り上げるけども、個人商店なんかの取

り上げてないという、そういった不公平さがあるとかいうとはどうですか。山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） 行政が管理する公的な施設でございますから、当然公正というのは一

番大切なことでございますので、そういった観点も踏まえてきっちり管理していただくよう指導

していきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） いいですか。ほかに質疑はありませんか。音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） 今、１番議員の赤木議員から質問がございましたが、私は必ずし

も市民の十分な番組編成に関しては理解を得られてないというふうに考えております。１番議員

の赤木議員は現在の番組審議委員であります。その方が十分に反映されていないということであ

りますので、指定管理者である市としては十分にそこら辺は精査して臨むべきであるというふう

に考えております。

そして、今回のこの議案は産業建設常任委員会に付託される予定でありますが、事前にちょっ

とお尋ねをいたしておきます。この募集の方法、いわゆる前指定管理と今回の指定管理要綱の違

い、これだけではどうも審査できませんので。そして、いわゆるその関西ブロードバンドと誘致

企業としての非常に脚光を浴びております壱岐ビジョンとの関係。どれくらいの従業員を雇用し

ておるのかということとか、財務体質あたりをお示しをいただけるのか、もう総括です。後で委

員会で詳しく審議できるかと思いますので、その件に関してお答えをいただきたい。１点目、

２つです、要点は。よろしく。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） まず、資料の提出でございますが、今回、参考資料を提出していない
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ことについて、まずもっておわびしたいと思います。ただ、一方で、今度の委員会の中で、具体

的なサービスに係ります契約、そして決算の状況、合わせまして、実は委員会のほうから要望も

ございまして、ブロードバンドの役員の方を説明員ということでおよびしてますので、そういっ

た中で詳しく審議していただくことで用意しているところでございます。

以上でございます。

○議長（町田 正一君） 音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） 指定管理をするのは関西ブロードバンド株式会社の代表取締役三

須さんであるわけですが、実質的に運営に当たっておられる地元の誘致企業的な感じで壱岐ビジ

ョンというのを設立したわけでありますので、その社長も三須さんでいらっしゃいますね。代表

として関西ブロードバンド社長三須久さんがお見えになるということで理解していいわけですか。

代理の方ですか。

○議長（町田 正一君） 山下副市長。

○副市長（山下 三郎君） 今回、説明員として来ていただく方は三須社長ではございませんで、

役員の方ということで考えております。

○議長（町田 正一君） 音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） これは私ごとですが、私は本当は身体障害者なんです。テレビの

前で公言します。議長の言うように、はっきり答弁をしてくださいよ。聞こえますよ、はっきり。

私、本当に難聴なので、ですから一生懸命聞こうとしているんですよ。私の声、皆さん聞こえる

でしょう。ですから、自信を持って答えてください。そのことをお願いして、私はもう質疑を終

わります。

○議長（町田 正一君） あとは産業建設常任委員会のほうで、初回の分と今回の分の募集要項の

差異とか、関ブロと壱岐ビジョンとの関係とか、そういったことについては全て資料を提出する

ということでありますので、十分審議をお願いしたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第７９号に対する質疑を終わります。

ここで暫時休憩します。再開を１１時２０分とします。

午前11時10分休憩

………………………………………………………………………………

午前11時20分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

議案質疑を続けます。
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それから、答弁者は、特に山下副市長、済みませんが、はっきりと答弁してください。非常に

聞き取りづらいという意見ですので。

────────────・────・────────────

日程第１８．議案第８０号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第１８、議案第８０号平成２５年度壱岐市一般会計補正予算

（第４号）についてを議題とします。

本件につきましては、議長を除く全議員で構成する特別委員会を設置し、審査を行うようにし

ておりますので、質疑については委員会でお願いいたします。

────────────・────・────────────

日程第１９．議案第８１号～日程第２７．議案第８９号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第１９、議案第８１号平成２５年度壱岐市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）から、日程第２７、議案第８９号平成２５年度壱岐市水道事業会計

補正予算（第１号）まで９件を議題とし、これから質疑を行います。

初めに、議案第８１号平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８１号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８２号平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について質

疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８２号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８３号平成２５年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について質

疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８３号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８４号平成２５年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について質疑

を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８４号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８５号平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）

について質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８５号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８６号平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第１号）について質

疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８６号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８７号平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１号）について質

疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８７号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８８号平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第１号）について質疑を行い

ます。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８８号に対する質疑を終わります。

次に、議案第８９号平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）について質疑を行い

ます。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで議案第８９号に対する質疑を終わります。

────────────・────・────────────

日程第２８．認定第１号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第２８、認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決

算認定についてを議題とします。

本件につきましては、議長及び呼子前監査委員を除く１４名で構成する特別委員会を設置し、

審査を行うようにしておりますので、質疑については委員会でお願いいたします。

────────────・────・────────────

日程第２９．認定第２号～日程第３８．認定第１１号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第２９、認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算認定についてから、日程第３８、認定第１１号平成２４年度壱岐市水道事業

会計決算認定についてまで１０件を議題とし、これから質疑を行います。

初めに、認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第２号に対する質疑を終わります。
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次に、認定第３号平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第３号に対する質疑を終わります。

次に、認定第４号平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について質疑を

行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第４号に対する質疑を終わります。

次に、認定第５号平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について質疑を

行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第５号に対する質疑を終わります。

次に、認定第６号平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について質疑を行

います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第６号に対する質疑を終わります。

次に、認定第７号平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第７号に対する質疑を終わります。

次に、認定第８号平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算認定について質疑を

行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第８号に対する質疑を終わります。

次に、認定第９号平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決算認定について質疑を

行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第９号に対する質疑を終わります。

次に、認定第１０号平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定について質疑を行います。質疑

はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第１０号に対する質疑を終わります。
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次に、認定第１１号平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定について質疑を行います。質疑

はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで認定第１１号に対する質疑を終わります。

以上で、議案に対する質疑を終わります。

これより委員会付託を行います。議案７１号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更に

ついてから議案第７９号公の施設の指定管理者の指定についてまで、及び議案第８１号平成

２５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）から議案第８９号平成２５年度壱

岐市水道事業会計補正予算（第１号）まで、並びに認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険

事業特別会計歳入歳出決算認定についてから認定第１１号平成２４年度壱岐市水道事業会計決算

認定についてまで２８件をお手元に配付の議案付託表のとおり、それぞれ所管の委員会に付託し

ます。

お諮りします。議案第８０号平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）については、議

長を除く１５人で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思

います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 御異議なしと認めます。したがって、議案第８０号については議長を除

く１５人で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。

お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、議長を除く１５名を指名したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 御異議なしと認めます。したがって、議長を除く１５名を予算特別委員

に選任することに決定しました。

お諮りします。認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定については、議長及

び呼子前監査委員を除く１４名で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査するこ

とにしたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 御異議なしと認めます。したがって、認定第１号については議長及び呼

子前監査委員を除く１４名で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに

決定しました。

お諮りします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、議長及び呼子前監査委員を除く１４名を指名したいと思います。御
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異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 御異議なしと認めます。したがって、議長及び呼子前監査委員を除く

１４名を決算特別委員に選任することに決定しました。

それでは、しばらく休憩します。

午前11時32分休憩

………………………………………………………………………………

午前11時32分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

予算特別委員会及び決算特別委員会の正副委員長が決定しましたので、御報告いたします。

予算特別委員会委員長に１３番、市山繁議員、副委員長に１０番、豊坂敏文議員、決算特別委

員会委員長に９番、田原輝男議員、副委員長に６番、深見義輝議員に決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第３９．陳情第２号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第３９、陳情第２号「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に

関する地方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情についてを議題とします。

ただいま上程しました陳情第２号については、お手元に配付の陳情・要望文書表のとおり、総

務文教厚生常任委員会へ付託します。

────────────・────・────────────

日程第４０．陳情第３号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第４０、陳情第３号国に対し「２０１４年４月からの消費税

率引き上げ中止を求める意見書」の提出を求める陳情についてを議題とします。

ただいま上程しました陳情第３号については、お手元に写しを配付いたしておりますので、説

明にかえさせていただきます。陳情・要望文書表のとおり、総務文教厚生常任委員会へ付託しま

す。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） 以上で、本日の日程は終了しました。次の本会議は９月１７日火曜日午

前１０時から開きます。一般質問が１７日、１８日と予定されておりますので、登壇される方は

それまでに準備をよろしくお願いします。

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午前11時34分散会

──────────────────────────────
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──────────────────────────────

午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） おはようございます。

会議に入る前に御報告いたします。壱岐新聞社ほか３名の方から報道取材のため、撮影機材等

の使用の申し出があり、許可をいたしておりますので御了承願います。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。

これより議事日程表第３号により、本日の会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第１．一般質問

○議長（町田 正一君） 日程第１、一般質問を行います。

あらかじめ申し上げます。一般質問の時間は、質問、答弁を含め５０分以内となっております

ので、よろしくお願いいたします。

質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。

それでは、質問順位に従い、１３番、市山繁議員の登壇をお願いします。

〔市山 繁議員 一般質問席 登壇〕

○議員（１３番 市山 繁君） 皆さん、おはようございます。１３番、市山繁が市長に対しま

して一般質問を行います。質問事項は２点でございますが、要旨として何項か掲げておりますの

で、簡潔な御答弁をよろしくお願いいたします。私も２年間議長を務めさせていただきまして、

一般質問には遠ざかっておりました。今回、２年ぶりに一般質問台に登壇をさせていただきまし

て、そしてまた、質問順位もトップということで、光栄でもあり、非常に緊張もいたしておりま

すが、今までのことを思いだしながら、頑張っていきたいと思っております。

本日の質問は壱岐市の畜産業の件と、長崎県病院企業団加入の件でございますが、畜産の１項
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につきましては、私も若いときに壱岐牛の飼育の経験はありますけれども、現在のような畜産業

としては勉強不足でございますので、現在の厳しい状況を考慮しながら、畜産業の維持と所得の

向上について、私の感じている点をあわせてお尋ねをしたいと思っております。

それでは、１点目は畜産業の振興と維持対策についてであります。

壱岐市の基幹産業であります農水産商工業は、島にとってはいずれも重要な産業であり、島の

生活基盤でありますが、今回はその中での畜産業について質問をいたします。

畜産業は壱岐市の農業にとっては貴重な収入源でありまして、高所得であります。平成２４年

度末の実績の壱岐肉用牛の概況からみましても、総生産販売高の４８億円のうち、畜産物は

３１億７,０００万円であります。ＪＡ壱岐市生産販売高の６６％という販売高を示しておりま

す。

それが、最近の個人といいますか、民間の牛飼養状況をみますと、高齢化による必然的に起き

てくる労働過重に伴い、飼養戸数及び頭数、子牛出荷頭数も減少しております。島の経済は民間

の所得の向上が図られなければ、島の発展はあり得ないと思っております。このような現状では、

民間の牛飼養の維持存続が危惧されますが、その対策を講じなければならないと私も思っており

ますけれども、農協もいろいろと計画や対策はされておると思っておりますが、市長としての御

見解をお尋ねをいたす次第であります。

次に、２項めの、壱岐市ＪＡは和牛部会を中心に畜産技術会の中に増頭対策プロジェクトを結

成して、繁殖牛７,０００頭の早期回復と生産性の向上を図り、５,６００頭の子牛出荷と繁殖牛

７,０００頭の目標達成に向けて取り組んでおるといわれております。大変これは心強いことと

思っておりますが、現在は約６,０００頭余りであり、７,０００頭の回復には少し非力さを感じ

ております。

どの事業でも机上での計画は簡単にできるかと思っておりますけれども、制作備品とは違って、

生物の目標実現はなかなか厳しいと思っております。私はまず、畜産農家の現状の実態調査をよ

く意見を拝聴しながら、その状況に応じて、参考として計画すべきであると。牛は多産系ではな

いので、繁殖にも限度があります。同時に、牛飼養も大変な作業であります。

そうした中で、８月の子牛市では１頭当たりの平均価格は５０万円の大台を上回り、５０万

７,０００円となり、前回の６月市より１頭当たり２万３,０００円増となっております。この高

価格の販売は喜ばしいことでございますけれども、私はこの価格は当然の価格であると思ってお

ります。アベノミクスの経済状況では、円安株高の影響で輸入製品は値上がりし、飼料等も高騰

し、全ての経費も大幅な増となっております。８月の販売価格の高価は、飼料の高騰と子牛の生

産減少による高値であると私の思っておるところであります。

民間の飼育者の方にお聞きしますと、例えば、１頭５０万円の価格であっても、７万円から
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８万円ぐらいの収益にしかならないと。それも、毎回出荷できればよいですけれども、飼養頭数

によってなかなかそれもできない。小規模畜産業では非常に厳しい状況でありますというような

ことも聞いておりますが、高齢化や家族構成の変化に伴い、継続も厳しい農家もあります。結局、

廃業をしたいけれども、畜舎を初め、その他の負担の関係もあり、頑張っておられる農家もあれ

ば、継続はしたいが経営が厳しいなど、また、高齢で体力の限界など、飼養にはそれぞれの不安

を抱きながらの経営が現状であるように思えております。これをどのように支援し、指導してい

くかは、市とＪＡの責務と思っております。この２項につきまして、私も目標達成のために、ま

ず足元からと思っておりますし、市長の見解をお尋ねしたいと思っております。

次に、３項めに、最近の農業にも、高齢化と後継者の不足を予見して企業の進出が行われてお

りますが、御承知のように、企業はその事業の採算性を重要視するため、経営状況が悪化すると、

即、方向転換する恐れがございます。何といいましても、安心して信頼できるのは、市とＪＡで

あります。昨年１０月に開催された第１０回全国和牛能力共進会においても、肉用牛では長崎県

が日本一、壱岐市からの出品牛全頭が優等賞を受賞されておるなど、壱岐の名声を高めておりま

す。壱岐牛のブランド化を維持するためにも、市とＪＡが連携して、新規就農者の育成のため、

あるいは、意欲のある増頭者への支援策として、牛舎建設、団地化牛舎、アパート牛舎等を建設

し、飼育舎ばかりではなくて雇用対策もあわせて、農家の所得向上に御尽力いただきたいと思っ

ております。

以上、３項について、関連ばかりのようでございますけれども、答弁をお願いしたいと思って

おります。

○議長（町田 正一君） 市山議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） １３番、市山繁議員の御質問にお答えいたします。

畜産業の振興と維持対策についてということでございます。壱岐市の主産業は第一次産業、こ

れはもちろん申し上げるまでもないことでございますけれども、中でも、畜産業は農畜産物の産

出額の約７割を占めるという基幹作目でございます。壱岐の経済に大きく貢献しているというこ

とは、議員御指摘のとおりであります。

近年、繁殖飼育農家の高齢化、後継者不足となっておりまして、市といたしましても、肉用牛

の振興対策につきましては国・県の事業を活用して、牛舎の建築や機械の導入、そして、繁殖牛

の増頭・維持に関する取り組みを初め、市単独事業の緊急増頭対策や、活性化プロジェクト事業

による更新対策等により、畜産農家の積極的な取り組みを推進いたしておるところでございます。

現在の飼養頭数、飼育戸数でございますけれども、本年８月末で飼養頭数６,０７４頭、飼育

戸数８２４戸でございます。農家１戸当たり７.４頭の飼育を平均でされておるというところで
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ございます。ここで４５年前、１９６８年からのデータがございます。少し御紹介してみたいと

思いますけれども、昭和４３年、１９６８年でございますけれども、４,３１８戸の飼育戸数に

対しまして、５,９５７頭、１戸当たり１.４頭ということでございました。３０年前の

１９８３年、昭和５８年でございますけれども、２,７６６戸で８,５５１頭、３.１頭の平均飼

養頭数でございまして、これが歴代の最高の壱岐での飼養頭数でございます。その後、減少いた

しまして、１３年前の平成１２年、西暦２０００年でございますけれども、６,３９０頭、

１,４６１戸でございまして、平均で４.４頭の飼養になっております。最近では、これが最低の

頭数でございましたけれども、現在ではこの頭数をも下回っておるという状況にございます。そ

こで、増頭対策によりまして、５年前の２００８年、平成２０年でございますけれども、

１,０８６戸に対して７,１９８頭、６.６頭平均の飼養頭数でございますが、これが最近のマッ

クスの数字でございます。しかしながら、高齢化や飼料、燃料の高騰などによりまして、飼育戸

数、飼養頭数の減少に歯どめがかかっていない現状にございます。

そこで、壱岐地域農業振興協議会におきましては、壱岐島内の建設業者へ肉用牛経営参入につ

いてのアンケートによる意向把握を行っております。新しい飼養形態を、新規参入を含めて模索

するために、このようなアンケートを行っております。９月末にはデータが出てくるという段階

にきておるわけでございます。ぜひ、畜産振興と雇用の拡大について、このようなことで参入い

ただければ、本当にいいなと思っているところでございます。

次に、ＪＡ壱岐市では第７次営農振興計画において、平成２７年度繁殖牛８,０００頭を目標

とされておりますけれども、先ほど申しましたような数字でございます。まずは７,０００頭へ

の回復に向けまして、関係機関でアパート牛舎、粗飼料対策等の協議を進めております。また、

畜産農家につきましては、各地区の担当指導員を通じて、事業への取り組みや意向の把握に努め

られておりまして、実態は把握しておるという認識をいたしておるところであります。

３番目の壱岐牛のブランド化、新規就農者の育成につきましては、増頭者への支援、牛舎建設

等々に対する支援策がございますが、先ほど申しましたように、国・県の事業、並びに市単独事

業を活用いたしまして、総合的に進めてまいりたいと思います。議員御存じのように、子牛導入

につきましては、１頭当たり最高で３０万円の補助、そして、成牛につきましては１８万

８,０００円の補助内容でございますけれども、私は新規参入の、先ほど申しますような大規模

な参入につきましては、別途諸策を講じる必要があると考えているところであります。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（１３番 市山 繁君） 市のほうもいろいろな総合的に施策を考えておるということで

ございますが、１項目ですね、これも大事と思いますのでちょっと質問いたしますが、生産者は、
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農業でも漁業でも、自分が丹精を込めて育てた農産物、あるいは漁業で収穫された魚介類におい

ても、自分の希望の価格で売れないのが、非常に一番苦しいと思っておるわけでございます。牛

でも、きょうの市は値段がよいから、安かったときは、その価格に満足と諦めと悲しみを感じな

がらの生活であると、私も思っております。経営は儲かる農漁業でなくては、後継者は育たない

と思っておりますし、子供はいつも親の生活状態を見て育っているので、現状では後継者の育成

はなかなか厳しいような感じがいたしております。

そこで、平成２４年の調査の資料で、すこし違うところもあると思いますが、平成１９年度か

ら２４年度までの年代別の農家戸数の割合がございますが、平成１９年度では２０代の方は

０.６％、そして、２４年度には１.６％と、１％増になっておりますが、３０代では１９年度が

５.９％、２４年度には３.９％ということで、２％減になっております。そして、４０代では

１６.６％が１４.２％、これも２％の減、そして、５０代で２７.５％が２４.２、これも

３.３％の減、そして、６０代が２２％が２７％、これは５％増になっております。そして、

７０代が２４.５から２４.７、これも０.２％増になっております。８０代が２.８から４.５、

これも１.７の増となっております。こういう状況で、当時の５０代から６０代以上の方が継続

して頑張っていただいておるというような状況がうかがえるわけでございますが、肉用牛飼育戸

数も見ましても、２４年度末ですから数字は違いますが、８４２戸、そして、肥育が１４戸、そ

して、繁殖雌牛数が６,０８０頭で、肥育頭数が１,６５０頭、そして、肉用牛販売頭数が子牛が

４,６４６頭、そして、いろいろございますけれども、その中で、肉用牛の販売額は子牛が

２０億６,０００万円、そして、成肉牛が２億２,０００万円、肥育牛が８億９,０００万円とい

うような販売額でありますが、これを合計しましても、農産物販売価格は米が７億９,０００万

円、アスパラが２億９.０００万円、メロン、イチゴが２億５,０００万円、その他３億となって

おりますけれども、ＪＡの生産販売高は先ほど申しましたように、４８億円のうちに３１億

７,０００万円、ＪＡ総生産販売高の６６％の農家は、農産物は１６億３,０００万円で３４％と

いうふうな状況になっております。畜産業はいかに壱岐市の貴重な所得であるということがうか

がえます。先ほどの年代別表にありますように、高齢者経営飼養となっておりますので、現在、

この表の３０代の３.９％、４０代の１４.２％を、せめて３０％ぐらいまで引き上げて、若い方

の支援をしていただけないだろうかというふうに私も考えております。

畜産振興と畜産業の維持向上を図っていただくよう、ＪＡと市長に要望をいたす次第でござい

ます。これも、いろいろＴＰＰの問題も控えておりますが、そればかりを危惧していては畜産業

の振興はおくれてしまいます。政府も重点７分野についても頑張っていただけると私も思ってお

りますので、私たちもこれは前向きに、そういうことも考慮しながらでございますが、頑張って

いかなければというふうに考えております。
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それから、２項目の質問でございますけれども、畜産農家の実態調査をされて、家庭の都合で

経営をされない農家があれば、双方、農協でもかまいませんが、双方条件が合えば借り受けるか、

または相談の上、評価して買い上げるなど、その対策を講じて、増頭者に貸し付けるか、購入し

ていただくか、飼養の厳しい農家の救済と意欲のある飼育者の支援策になる方法を講じなければ

ならないと、私は思っておるところでございますが、今年の壱岐市の牛市の入場頭数を見まして

も、２月市では８２５頭、４月市では８１４頭、６月市では７１０頭、８月市では６７７頭とな

っておりまして、今後の子牛の生産、各市への入場頭数がこの状態で減少しますと、島外から子

牛の購入に来ていただいておる家畜商の方も、楽しみと購入の意欲がなくなって、壱岐に来島す

る方が減少することが非常に憂慮されるわけでございます。

繁殖牛が７,０００頭の目標達成と、子牛の販売頭数の増頭と、農家所得の向上のために、市

長も御尽力いただきたいと思っています。これにつきましても、先ほどからいろいろ対策はして

おられるということでございますが、再度、お願いをするところでございます。

それから、３項目の追質でございますが、いつも言われるわけですけれども、自分の島は壱岐

島民が守らなければならない、これは当然のことでございますけれども、農業、漁業は、壱岐市

と農協、そして漁協が連携して、指導、支援、育成していかなければならない。特に、畜産業に

おきましては、新規就農者や意欲のある増頭者を育成するには、初期投資を、いろいろ事業を始

めるにおいても、何の仕事でもございますけれども、初期投資を最小限に抑えることが私は大事

と思っております。これはどの事業でもいえることでありますけれども、初期投資が高くあると、

軌道にのるまでに経営を非常に圧迫してまいります。そして、運営が厳しくなってくるのは事実

でございますので、事業での、機械化などについては効率化のために仕方ないとしても、そして

また大型畜舎は別としても、小中規模の畜舎の建設が比較的高額な工事費になっておるように私

も思っております。幾ら補助金があるといっても、負担割合は変わらんわけですから、牛の導入

と合計すると相当な金額となります。これが運営上、大きな負担増となっております。牛舎も自

分の近いところにおけば便利でございますけれども、これをできれば団地化牛舎方式とか、ア

パート牛舎方式にするなど、方法は幾らかあると思います。そこで、例えば、勝本町の北部ライ

スセンターが、今、空き家となっていると聞いております。私はこの建物の良否は、見ておりま

せんからどの程度のものかよくわかりませんけれども、これが可能であれば、それをアパート牛

舎などでも検討される必要もあるんじゃないかというふうに考えております。

また、高齢者や増頭者への支援者の策として和牛ヘルパー制度を充実させていただいて、高齢

者や手不足の農家等では、出産時期が夜、夜中、深夜になりますと、なかなかそこの高齢の人た

ちは心身ともに非常に心配しておられるわけです。そうしたことで、そうしたヘルパーさんが登

録できれば、この獣医さん方も非常に助かるというふうにいわれておりますので、これもＪＡで
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検討していただきたいなというふうに思っております。

以上３点について、追質をさせていただきましたが、これにつきまして何かございましたら。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 市山議員の追加質問でございます。

たしかに、若い人をふやすということになりますと、これはやはり魅力のある畜産経営をしな

ければいけないというふうに思っておるところでございます。その魅力は何か。それはやはり儲

かる畜産経営でなければいけないと思っておるわけでございまして、この件につきましては、今、

私ＪＡの組合長といろいろお話しをしました。２点目、３点目にも関係するわけでございますけ

れども、ＪＡでは現在、空き牛舎の調査を行っております。その空き牛舎も、住まいの敷地内に

ある空き牛舎ではなくて、住まいから少し離れた空き牛舎、そういったところを、一応調査をし

ているというところであります。やはり、住居の敷地内でなかなかそういったものを利用すると

いうのは厳しゅうございますので、少し離れたところにある牛舎っていうものを、今調査をして

いるということであります。

ＪＡにつきましても、今、１８０頭、繁殖牛をつないでらっしゃいます。それを、僕はもう少

しふやしてくれませんか、今おっしゃった、遊休の建物もあるようでございますので、そういっ

たところで、ひとつＪＡそのものが畜産経営を拡大してくれませんかというお願いをしておりま

すし、組合長も前向きでございます。

それから、３点目の購買者の減少につきましてでございますけれども、出荷入場頭数の減少が

ございます。御存じのように、購買者は車を１車、仕立ててまいります。昔はつないでやってお

りましたけど、今はそうではなくて、この車には３０頭入ると。で、３０頭、全部外してしまっ

て、身動きが取れない状態で運ぶわけです。そうしないと、牛がけがをするわけです。カーブで

も何でも動けないというぐらい積むわけでございまして、１車買えないとなると来ないというこ

とになります。ですから、ある程度の数を確保しなければ、購買者は来なくなる。そうしますと、

当然のごとく、値段が下がるという状況にございます。そういった意味で、今の減少傾向に歯ど

めをかける、これは喫緊の課題であると認識をしておるところでございます。ＪＡにつきまして

も、その繁殖の頭数をふやすことで、雇用の拡大ということも十分考えているという組合長の返

事でございますので、力を合わせて畜産振興に取り組んでまいりたいと思っている次第でありま

す。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（１３番 市山 繁君） 市長も私の考えと同じでございまして、これはやっぱり、増頭
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も必要ですけれども、現状維持をまず守っていくと。それから、目標に向けて向かっていくとい

うことが一番大事だと思っておりますし、言われた、個人の畜産業を廃業される方の近くでは、

なかなか個人的なつきあいもありますし、自分が購入しますと、やはり環境面でもいろいろあっ

てますので、私もそうしたことで申し上げておるわけでございますから、そのとおりにしていた

だきたいと思っております。

それから、まとめとして、御承知のようにさる８月８日、壱岐市の議会の初日でございますけ

れども、これは日本全国的に希望の持てる明るいニュースが入ってまいりました。それは、ＪＯ

Ｃ総会での投票の結果、２０２０年に開催される五輪、そして、パラリンピックが東京において

開催されることが決定されまた。これは、日本にとっても大変喜ばしいことであると同時に、壱

岐の産業にとってもチャンスが訪れたと私も思っておるところであります。開催による日本の経

済波及効果は３兆円超というふうにいわれております。これは東京ばかりではなくて、九州、中

国地方にもその効果があるといわれております。首相も、「この機会をもって日本を知ってもら

うのが絶好のチャンスである」と、そして、「低迷のときこそ向上がある」と言われております。

そして、東京の猪瀬都知事も、「今、この景気の悪い負が、正になるときである」と言われてお

りますように、壱岐市もオリンピック開催のこの波に乗って、壱岐牛の高評価をしていただくチ

ャンスと私も思っておりますので、畜産業が負が正になるように、２０２０年のオリンピックの

開催に向けて、おくれをとらんように頑張っていただきたい。そして、オリンピック選手の育成

と同じく、これは何でも育成が大事ですから、ＪＡの目標である繁殖牛を７年目には８,０００頭

以上に増頭できるように、畜産農家、そしてまた、畜産部会、ＪＡ関係者が英知を結集して、一

丸となって、この畜産の振興の発展に頑張っていただきたいと私も思っておりますので、そうい

うことを期待いたしまして、畜産振興と維持の対策については、これで終わりたいと思います。

市長、何かございましたら、ひとつ。チャンスのことについて。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今、２０２０年東京オリンピックのことを申されました。この決定で日

本中の国民皆様が、やるぞ、という、私は一つの興奮感を覚えたんじゃなかろうかと。私はそう

いった意味で、マインドっていうのは非常に大事だと思ってます。ですから、農業も壱岐も全て

でございますけど、やはり俺たちはできるんだと、オバマさんじゃありませんけど、イエス、ウ

ィー キャンという、そういった気持ちを持たせるという、そういう政策をやはりしていかなき

ゃいけないと思っている次第であります。それが気分だけでいきますと実態がついてまいりませ

んので、その辺も十分考えながら、しかしながら、やる気といいますか、そういったものがやっ

ぱり上げていく、それも行政の役目ではなかろうかと思っている次第であります。
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〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（１３番 市山 繁君） そういうことで、やはり意欲のある方には育成が大事でござい

ますので、それに支援をしていくように、ひとつよろしくお願いをいたしたいと思っております。

それでは、２項目の企業団加入の時期について。

長崎県病院企業団加入時期の予定については、現在、壱岐市民病院は今年４月より向原先生が

招聘できて、病院総院長に就任され、私も感謝と壱岐市民病院の医療の充実に期待をしていると

ころでございます。向原先生はきょうお出でございませんけれども、本当にありがとうございま

す。それに、向原先生に御努力をいただき、医師も１４名体制となり、総看護師長も就任され、

危惧しておりました職階についても御理解をいただき、県病院企業団加入に向けての体制づくり

が着々と進んでおります。このように、先生方を招聘いただいたのも、白川市長の人脈と努力と、

熱意と人徳であると私も思っております。

今は病院の患者さんも増加しており、患者に対する対応もいまいちでございますが、大分改善

されたように感じております。壱岐市民病院は、ほかと比較いたしましても、設備、技術、機能

的にも劣ることはないと思っておりますし、外来患者さんも、御承知のように非常に多くなって

おります。午前中などは駐車場も満杯で、駐車に困る状態であります。これは反面、よいことで

あると私は思っておりますし、駐車場の対策については後より赤木議員が質問されるようになっ

ております。

そこで質問の、県病院企業団加入については、私も念願であり、市長のマニュフェストでもそ

の方向性を明確にされ、私も議長として市長と同行させていただき、知事と企業長を初め、構成

市町５市１町へ挨拶回りをさせていただき、そしてまた、離島議長会におきましても、関係議長

に内容説明を行い、御理解をいただいてまいりました。ただ、まだ加入条件である構成市町の議

会の議決をいただいておりませんが、その前の加入に必要な作業での経営状況、経営数値など、

加入審査の判断材料も４月以降のことでありますので、ここで質問するのは時期尚早とは思いま

すけれども、市長も企業団加入については平成２６年度中に考えていると言われておりましたの

で、これは相手があることでございますけれども、自分の予定が何事も非常に大事でありますの

で、市長のお考えをできる範囲でお答えをいただきたいなというふうに思っております。

それから、２項目については、私が議長に在職中のとき、対馬の議長と病院関係の会談の中で、

対馬病院がようやく平成２７年度に完成するとお聞きをしておりました。私もそのとき、壱岐市

民病院が気になり、これは長崎県病院企業団への加入はどうなるのかなと考えました。対馬の病

院の新築オープンが壱岐市の病院企業団加入と同じになると、２６年度中になりますと大変だと

思いましたけれども、企業長もそのようなことはされないと思っております。企業長も双方の出
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かたを見て指示をすると思っておりますが、例えば、平成２６年内に加入できるとしますと、各

構成市町の議決をいただいたとしても、正式に加入するまでにはいろいろな手続きで半年ぐらい

はかかると私も考えております。たとえ、仮にこれを逆算しますと、平成２６年に加入されると

しても半年前は６月議会であり、遅くとも６月議会は提案をしていただかねば、議決をいただか

ねばなりませんが、もしということを考慮しますと、これは３月議会に各構成市町にお願いしな

ければならないわけでございます。壱岐市としては、加入に必要な準備は１２月になると、４月

からいうと８カ月ぐらいになるので、加入に向けての判断材料としては提示できるんじゃないか

なというふうに考えておりますし、各市町には余裕を持って、平成２６年の３月議会に提案して

いただくのが、私は無難だというふうに考えておりますけれども、この予定時期については、ど

う考えておられるかお尋ねをしたいと思っておりますし、そしてまた、先ほど、私も対馬の市長

と話したときの２７年ということはそのときの話でありまして、それを問い合わせてみますと、

完成予定は平成２６年の９月末というようなことでございます。そして、開院予定は平成２６年

１２月から平成２７年の３月というふうになっておるようでございます。そうしたことで、病院

名もまだ仮称であって、対馬地域新病院だそうです。完成が平成２６年度中で、開院が平成

２６年１２月から平成２７年の３月となりますと、企業団のほうも非常に多忙になってまいりま

す。平成２６年中の加入は、非常に私も危惧されますけれども、企業長のお考えもあると思って

おりますけれども、これについても、市長のお考えの予定についてもお願いしたいと思っており

ます。

以上です。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 市山議員の２番目の質問、長崎県病院企業団加入についての御質問でご

ざいますが、市山議員様には、先ほど申されましたように、議長でおられた昨年、県知事、企業

長、そして構成５市１町に、壱岐市の加入について大変な御尽力を賜りました。ありがとうござ

いました。厚くお礼を申し上げます。

さて、長崎県病院企業団加入にかかる協議の状況でございますけれども、先の行政報告でも申

し上げましたように、現在は加入に向けて、市民病院の現況について企業団本部へ逐次報告し、

企業団病院となるための御指導を受けているところでございます。御存じのように、長崎県病院

企業団は、長崎県及び県内５市１町で構成している一部事務組合でございますので、加入に当た

ってはこれらの構成団体の議決が必要でございます。構成団体の議決をいただくためには、まず、

議員御指摘のとおり、市民病院の各種の数値、経営状況等が企業団病院としてふさわしいものに

する必要がございます。そのためにも、まずは今年度から診療体制が充実したこと、次に患者
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サービスも確実に向上していることを構成団体に御理解していただこうと考えております。

加入時期につきましては、私はずっと、平成２６年４月１日ということを申し上げてまいりま

した。しかしながら、議員御指摘のように、時間がございません。しかしながら、少なくとも今

年度中に、法的手続きや対馬新病院の開院を踏まえた上での加入時期について、結論を得たいと

考えているところでございます。引き続き、全力で取り組んでまいりますので、議員皆様の御支

援をお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（１３番 市山 繁君） それは、私の考えも市長の考えも一緒ですけれども、対馬の病

院が、今さっきもおっしゃたような時期に開院されますと、非常に、先ほど申しましたように、

企業長においても企業団においても、非常に多忙となります。なかなか両方ということは難しい

わけですから、それが私は、このままいけばいいですけれども、加入がこの対馬の病院の開院の

ために先送りになるというようなことが危惧されますので、これは相手があって、市長が、「は

い、しなさい」というわけにはいきません。各５市１町の、市長が提案されて、それを議決する

わけですから、３月で議決できればいいわけですけど、その次に６月ということになりますと、

それになりますと、２６年度中ではもう目いっぱいになります。そういうことで、逆算して私は

今質問したわけでございますので、ひとつ市長の一生懸命頑張っておられる、そして、病院の事

務局のほうもこの数値とか、それから審査に対する判断材料も着々と進んでおると思っておりま

すので、私が申し上げたように、１２月を越さないとそのデータが私もなかなか出ないと、そし

て提示がしにくいんじゃないかということで、時期尚早ではありますけれども、質問したわけで

ございます。ひとつ今後とも、よろしく頑張っていただきたいと思っております。

ちょっと時間が残りましたけれど、これで終わります。

〔市山 繁議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもちまして、市山繁議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩いたします。再開を１０時５０分といたします。

午前10時39分休憩

………………………………………………………………………………

午前10時50分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。一般質問を続けます。

次に、２番、土谷勇二議員の登壇をお願いします。

〔土谷 勇二議員 一般質問席 登壇〕
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○議員（２番 土谷 勇二君） 皆さん、おはようございます。緊張しております。２番議員、土

谷勇二でございます。このような場に立つのは、何分にも初めてでございます。まだ議員に成り

たてで、そんなこともわからんとやろかと思われることがあると思いますが、市民の代表と思っ

て聞いていただきたいと思います。

それでは、観光振興についてお尋ねをいたします。

観光のお土産、食事など６次産業、また雇用につながる新商品開発プロジェクトの推進をとあ

げておりました。壱岐市では、農業、漁業、観光が主に島外からの収入であり、特に、観光が主

だと思っております。行政報告の中で、修学旅行、教育旅行誘致、関係先へのトップセールスを

行いました。また、本市の観光客の拡大のためには、外国人誘致の推進が必要であり、東アジア

を中心としたインバウンドの取り組みを積極的に行ってまいりますと、行政報告の中で報告され

ていました。私もそう思います。お客さんに来ていただき、壱岐の観光地を見てもらい、おいし

い食事をしてもらい、たくさんのお土産を買っていただく、これが理想だと思っております。

そこで市長にお尋ねですが、地域おこし協力隊が４名全て決定したと言われました。皆さんの

紹介もホームページで見させていただきました。皆さん、若くてやる気のある方だと思いました。

そこで、島民と協力隊が協力し合いながら農産物、水産物を使った特産品、また、新しいメニ

ューを考えて、島民の収入につなげてほしい。そのためには、どういう形で後押しをするのか。

また、農業、漁業、１次産業、食品加工の２次産業、流通販売の３次産業と、いわゆる６次産業

ですね、それまで考えて雇用までもっていく考えはあるのか、その後押しをどうするのか、お尋

ねいたします。

もう１点は、観光地、公共施設充実をということで、特にトイレのことであります。

観光地、公共施設に洋式トイレが少ないことであります。９月４日の西日本新聞の配信で、

「佐賀県、洋式トイレ設置に５億円補助」とありました。そこにこの文がありますので、読んで

みたいと思います。「佐賀県は３日、県内の飲食店や宿泊施設、社会福祉施設など、不特定多数

の人が利用する民間施設を対象に、洋式トイレの整備費を補助すると発表した。２０１５年度ま

での３年間で２,０００から２,５００台を整備する方針で、関連経費５億８,０００万円を盛り

込んだ予算案を定例県議会に提案する。障害の有無や年齢などに関わらず、誰もが利用しやすい

ユニバーサルデザインを普及するのが目的。県によると公共施設では洋式トイレの整備が進んで

いるものの、民間は和式だけの施設も多い。障害者などから外出先でも利用できるトイレが少な

いとの声があるという。市町の公共施設も含め、１施設当たり２台で最大１２０万円を補助し、

洋式化を後押しすることにした。県地域福祉課は、高齢化が進むことも見据え、各施設内の最低

１つは洋式トイレにするよう取り組む」となっております。もう１点だけ、ちょっと読ませてい

ただきたいと思います。山形新聞に、「需要は洋式でも和式が５８％ トイレ調査」とありまし
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た。「山形行政相談員協議会は、８日、県内の公共施設のトイレの和式と洋式の割合について調

査した結果を発表した。その結果、利用者のニーズは洋式が高いものの、整備実態は半数以上が

和式であることがわかった。調査はことし２月から６月、県内の４４６公共施設、９４５カ所の

トイレにある４,９１６台で実施。その結果、洋式は全体の４１.８％に当たる２,０５７台にと

どまり、和式が５８.２％の２,８５９台だった。施設別では、国などの庁舎が７０.２％と洋式

化率が最も高く、国公立病院の６８.０％、大型商業施設など民間商業施設が５９.７％で続いた。

洋式化率が低かったのは、公園、公衆トイレで２６.５％、県内庁舎３１.７％、中学校が

３３.１％だった。この半面、利用するトイレは洋式と答えた人が５９.４％、和式を利用すると

した人が１３.２％で、ニーズは洋式が高かった。同協議会は、洋式を必要とする人が多い半面

で整備率は低い。結果を関係機関の今後のトイレ整備の参考にしてもらいたいとしている」とあ

りました。

よその県のことと言われればそれまでですが、壱岐市も同じようなことがいえるのではないで

しょうか。私もお年寄りに、「足が痛くて洋式トイレをふやしてもらえないだろうか」と言われ

ることがあります。私も壱岐の観光地とか公共の施設を少し回ってみました。そこで感じたこと

は、城山公園とか岳ノ辻など、観光地でありながら古いトイレはわりと洋式がついてないところ

がありました。比較的新しいトイレの施設には、１台、２台、ちょっと障害者のトイレはついて

ありました。

市で、もし予算がないんだったら、佐賀県のようにそういう補助をお願いできないものだろう

か。来年は国体もありますので、もう少し洋式トイレをふやしたらと思いますが、いかがでしょ

うか。御答弁をよろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 土谷議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） ２番、土谷勇二議員の御質問にお答えをいたします。

観光振興について２項目でございます。

１番目の質問でございますけれども、壱岐市は豊富な農水産物に恵まれております。この農水

産物を素材として、地元などの加工技術による高付加価値を高める商品開発、いわゆる６次産業

化が壱岐の経済を活性化していく、議員御指摘のとおりであると思っております。

これまでに市内の民間事業者におきましては、県の農商工連携ファンド事業等の活用によりま

して、商品開発を行ってこられました。２５年度におきましては、壱岐市観光連盟が、長崎がん

ばらんば地域支援事業として、壱岐島ごっとり市場プロジェクトを実施しております。その中で、

地場食材を活用した商品開発に取り組んでおります。市といたしましても、この事業の推進を応

援しているところでございますが、具体的には、アスパラを出荷する際に大量の根元の部分が出
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てまいります。その発生する根元部分や、竹林の整備にかかる竹の有効利用を図るために、これ

らを原材料とした和紙づくりができないかという研究がなされておりますし、地産の鶏肉、野菜、

豆腐、米粉麺を活用いたしました、ひきとおしのパッケージ商品ができないか、そういったこと

についても取り組んでおるところでございます。また、行政報告で申し上げましたとおり、地域

おこし協力隊の４名の方々をお迎えしたところでございますけれども、この中には、６次産業化

を進めるための現場取材や資源調査等を通じ、島民の皆さんとの連携による商品開発に積極的に

かかわっていただくことを要件とした募集を行ってまいりました。

このように、市としましては、農水産商工連携による商品開発の手立てとなる施策の推進を行

っておりますけれども、引き続き官民協働で研鑽を深めてまいりたいと思っておるところでござ

います。

２番目の御質問でございますけれども、観光地、公共施設の充実を、特にトイレについてとい

うことでございます。

市内には観光客や地元住民が訪れる自然公園や海水浴場、原の辻遺跡ほか古墳時代の遺跡、一

支国博物館、風土記の丘や松永安左エ門記念館ほか、建物施設などを多数有しておりまして、壱

岐の観光の魅力となっております。観光客にとりましては、施設のすばらしさはもちろんのこと、

ごみがない、清掃が行き届いておれば、その魅力はさらに磨きがかかります。しかしながら、逆

に清掃一つで感動が半減するのも事実でございます。市としましては、公園や施設等の維持管理

に努めるとともに、補助事業、あるいは起債事業を活用しながら、鋭意、観光施設等の整備を進

めているところでございます。特に、公衆トイレにつきましては、さきに述べました施設に付随

したものを含め、８８カ所を有しております。そのうちに、浄化槽設置、いわゆる水洗化をなし

ておりますのが６２カ所でございます。全体の７０.５％となっております。３０％ほどが汲み

取りでございますが、これらにつきましては、ほとんどが簡易水洗でございます。完全な水洗化

に３０％程度至ってないということでございます。

また、住民の方からも、公衆トイレの新設の要望も出ておりますけれども、維持管理に多大な

費用を要することから、利用頻度、必要性の度合いなどを検討して、事業着手の可否を決めてい

るところでございます。

このようなことから、老朽化による既存施設の改修を含めたところで、これまでに御意見をい

ただいたことを踏まえながら、公衆トイレの充実を図ってまいりたいと考えておるところでござ

いますが、御指摘の洋式か和式かというところの数の把握は、申しわけございませんけれども、

後ほど報告させていただきたいと思っております。

ところで、土谷議員はいわゆる観光振興ということで、特に今の御質問はトイレということで

ございますけれども、観光振興のついて申し上げますと、今月のようこそ市長室へをご覧になっ
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たと思いますけれども、今回は東海壱岐の会会長の永田強様と対談をしております。その中で、

永田会長は、「ふるさとに帰ってきたとき、心地よい風を感じることができたら最高だ」とおっ

しゃっております。私はこの言葉に、はっとしたところでございます。観光の振興につきまして

は、ただいま土谷議員の御指摘、当然でございます。しかしながら、それに加えまして、帰省客、

観光客を問わず、壱岐にお見えになった方々が心地よい風を感じていただく、そのために私たち

はおもてなしという言葉を口にするわけでございますけれども、私は具体的には、例えば、観光

バスを見かけたら遠くからでも手を振るとか、対面すればどちらからお出でですかと声をかける、

そういったことが私は観光振興につながるんじゃないかと思っている次第であります。観光関係

者のみならず、市民がこぞって歓迎していることを感じていただけるような、そんな島づくりが

必要だと感じておるところであります。

観光振興についての御質問にお答えをいたしました。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 土谷議員。

○議員（２番 土谷 勇二君） １番最初のプロジェクト、一人でも多くの雇用を生み出すような

補助事業ちゅうか、やっていただきたいと思います。

２番目のトイレの件ですが、今から高齢者がふえていきます。壱岐市も統計では５年後には

６５歳以上が３４.８％、１０年後には３７.４％、１５年後には３９.４％になる予想です。昨

日行われました敬老会で、７０歳以上が７,０００名以上を超えているとお聞きしました。年を

とって和式トイレはつらいものがあると思いますので、各施設洋式トイレの設置をぜひお願いし

たいと思います。

それと、これは回ってちょっと感じたことですけど、岳ノ辻の駐車場の表のトイレが、入り口

のコンクリート、剥げておりました。ちょっとこれはあわせて御報告ですが、できれば、ああい

う観光地の入り口は、ぴしゃっと舗装してもらいたいねというのが気持ちです。よろしくお願い

します。

次に……。

○議長（町田 正一君） 土谷議員、答弁はいいですか。

○議員（２番 土谷 勇二君） お願いできますか。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） おっしゃるように、観光地、これは私はやはり観光客にとっては玄関だ

と思っております。やはり、その辺の見回りといいますか、チェックといいますか、そういった

ことを怠っておるなと、今反省をしておるところであります。ぜひ、トイレにつきましては、特
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にお客さんが自分の家にお見えになったときでも、そこが一番大事なところでございますから、

そういう感覚でトイレの設備につきましては、それこそ心地よい環境を整えたいと思っておりま

す。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 土谷議員。

○議員（２番 土谷 勇二君） おもてなしもやっぱりトイレ、汚いところが汚かったら、観光客

の人もがっくりくると思いますので、どうぞ、使いやすいトイレを設置していただきたいと思い

ます。

それで、次の質問に移りたいと思います。次は、玄海原子力発電所についてのお尋ねです。

私は初山でございます。目の前に原子力発電所が、いつも毎朝晩、目の前に見えております。

天気のいい日には、原発のドームがきれいに見えます。私も東北の震災がある前は、原発なんか

気にしていませんでした。でも、今の福島の原発を、原発の災害より２年半を過ぎても悪くなる

ばかりで、ああいう姿を見てると、いつ事故が起きるかわかりません。どうやって避難をするか、

それとも放射能をかぶらないために建物の中にじっとしていたほうがいいのではないかと、いろ

いろ考えるようになりました。

高齢化が進み、車も持たない世帯が多く、また、車がいても若い人が働きに出れば、高齢者だ

けしか残りません。その中で、どういう避難があるのか、また、壱岐市全体は大丈夫だろうか。

それと、去年の１１月１７日、長崎県原子力防災訓練が行われました。それから、ことしの

２月２日、延期の分が行われております。そのときの結果と反省点を、お知らせ願えればと思い

ます。

もう１点は、また県の防災訓練はあるのでしょうか。ない場合は、市独自でもやるのでしょう

か。それをお伺いしたいと思います。

今、原発は稼働しておりません。でも、原子炉はあります。いつ稼働するかわかりませんが、

御答弁をよろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 土谷議員の２つ目の御質問、玄海原発についてということでございます。

前回の避難訓練の成果と反省点、今後も続けていくのかという御質問でございます。

昨年度に行いました長崎県原子力防災訓練は、長崎県と玄海原子力発電所から３０キロ圏内の

関係４市、松浦、佐世保、平戸、壱岐でございますけれども、４市の共催によりまして、２４年

度に初めて大規模な訓練を行いました。先ほど申されましたように、１１月１７日と本年２月

２日に２回実施をいたしたところでございます。訓練項目の中の避難訓練におきましては、市内
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でも特に玄海原子力発電所と近い場所に位置する郷ノ浦町初山地区と原島地区、そして石田町久

喜地区からあわせて６０名の住民の方々に御参加をいただきました。また、訓練の中には、避難

訓練以外に情報収集伝達訓練、災害対策本部設置・運営訓練、緊急時モニタリング訓練、緊急被

曝医療訓練、航空機、ヘリでございますけれども、人員搬送及び情報収集訓練を行いました。ま

さに、私も初山にお伺いしたときに、眼下に原子力施設が見えます、玄海が見えます。本当に不

安に思われておるところであると思っておるところでございます。

前回の避難訓練の結果と反省点ということでございますけれども、昨年１２月市議会でも同様

の答弁をさせていただいたところでございますけれども、昨年の訓練終了後に避難訓練に参加い

ただいた住民６０名の方々のアンケート調査を実施いたしまして、参加機関からも訓練について

の感想や意見のとりまとめを行いました。細部にわたり貴重な御意見をいただいたところでござ

います。特に、住民の方々からは、「避難方法や避難ルート、避難場所がわからない」、「避難

道路が狭く、避難に時間を要した」、「独居老人の方の避難対策をどうするか」などの御意見や、

関係機関からも、災害対策本部と各訓練場所との連絡体制の充実や、原子力の知識を高める研修

体制の整備、要援護者の避難対策など、さまざまな意見が寄せられました。さらに、関係機関に

漁協、農協の参加や、操業中の漁船に対する情報の伝達訓練等の必要性の御意見もいただいたと

ころでございます。例えば、昨年の避難訓練では、原島から避難所の勝本のかざはやまで、海路

は海上保安署の巡視艇で、陸路は大型バスでの移動をしたところでございますけれども、時間が

あわせて１時間２０分もかかっております。通常の移動時間よりもかなりの時間を要しておりま

す。訓練をしてみないと、やはり見えないところもございます。実働訓練の必要性を強く感じた

ところでございます。

今後、訓練を続けていくのかという御質問でございますけれども、本年度におきましても、長

崎県原子力防災訓練を１１月下旬に予定をいたしております。これは毎年行っていくということ

になっておるところでございます。現在、長崎県において関係市との調整の上、訓練実施計画の

取りまとめが行われております。間もなく実施計画案が示されるものと思っております。

このように、今後も実践的な訓練を繰り返し行うことによりまして、防災力の強化と原子力防

災対策の充実を図ってまいりたいと考えております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 土谷議員。

○議員（２番 土谷 勇二君） 多分、インフラ整備が少しおくれていると思いますので、そうい

うところをなるべく早く、道路網とかをやっていただきたいと思います。

それと、玄海原子力発電所１号機、２号機は、昭和５０年と昭和５６年につくられたもので古

く、年数が経てば廃炉になるようにしてもらうという、そういう意見も出していただきたいと思
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うとです。それと、３号機、４号機、年数が来たらどうするのか。九州電力さんとか国に、新し

いエネルギー開発を進めていただき、廃炉の方向で進んでいっていただきたいことを提案してい

ただけないでしょうか。

答弁をお願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 新しい原子力規制委員会でしたか、名前ちょっと自信ありませんけど、

そういった中で、４０年という一つの基準が、今、示されているところでございます。今、おっ

しゃいますように、１号機、２号機、５０年、５６年となりますと、１号機は間もなくというこ

とになりますね。しかし、それにつきましても、私はずっと申し上げておりますように、危険性

がある以上、何百万分の一でもある以上、再稼働は反対なんだということを申し上げております

し、原子炉があるということ自体が危険なんだということでございます。

そのことについても十分認識をした上で、機会を捉えて、議員御指摘のことも申し上げていき

たいと思っている次第でございます。ただ、社会全体のことを考えたときに、国がある一定の、

私はこういうのは線を出さないかんと思っておるところでございまして、国の早期の原子力対策

の方向性というものを、早く示していただきたいと思っているところであります。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 土谷議員。

○議員（２番 土谷 勇二君） もう１点だけ、ちょっとお尋ねをします。

けさ、ちょっと見せてもらいましたが、平成２５年度長崎県原子力安全連絡会が、今度１９日

に行われる。けさ、ちょっと知りましたので、お尋ねをしたいとですけど、議会は議長が代表者、

他の団体は代表者ですけど、九州電力からせっかく来ていただけるので、議員は全員出席をさせ

たらどうだろうかと思いまして。地元の代表として、九電の話、または県の話を聞きたいと思い

ますが、いかがでしょうか。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） ２５年度の長崎県原子力安全連絡会の開催でございますけれども、石田

の改善センターで１０月１９日土曜日、１０時から１２時まで行われるということになっており

ます。内容につきましては、九州電力株式会社からの説明、玄海原子力発電所の安全対策、続い

て、長崎県からの説明、これは平成２５年度原子力防災訓練の概要についてでございます。それ

から、市からは、市のこれまでの取り組み、避難計画等について、その他意見交換となっており

ます。
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これは、各団体の代表者に御案内をいたしておりますということでございますけれども、私は

当然、大丈夫だと思っておりますし、ただ、申込書を書くということになっておりますので、事

務局を通じてそのことにつきましては、１０月ですから……。（発言する者あり）失礼しました。

この原子力安全連絡会というメンバーは、いわゆる委員は決まっておりますので、参加をすると

いうことになりますと、傍聴ということになるかと思っております。その件については、議員の

皆様に明日にでも詳しいことをお知らせいたしたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 土谷議員。

○議員（２番 土谷 勇二君） ぜひ、九電からの意見とかそういうとを、地元議員としてもやっ

ぱり聞きたいと思いますので、よろしくお願いします。

やっぱり、原子力発電所、事故があってはいけないものですが、万が一あったときに、緊急の

避難とかそういうとを、徹底的にされるだけはやって、いつでも避難ができるような、そういう

訓練を年に１回とかして、皆さんの記憶にとどめておけるよう、毎年１回はやっていただきたい

と思います。

これで質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

〔土谷 勇二議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市長、今、土谷議員が議員も参加をと、傍聴じゃなくて、僕も意見を言

えるような形の参加が、当然、石田であるわけですから、当然それもできると思うんですよ。そ

の調整は、総務部長のほうでお願いできますか。

白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 先ほど申しましたようにメンバーが決まっておりますし、そのスキーム

を今から変更できるのかということも不明でございますので、早速、きょう、県のほうに連絡を

とりまして、その詳細につきましてはお知らせするということで御了承いただきたいと思います。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） よろしく御配慮お願いします。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） 引き続き、休憩をとらずにこのまま一般質問を続けます。

次に、４番、音嶋正吾議員の登壇をお願いします。

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 登壇〕

○議員（４番 音嶋 正吾君） それでは、４番、音嶋正吾が通告に従いまして一般質問をいたし

ます。大きくは２点でございます。
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その前に、ちょっと皆さん方の気持ちをほぐしていただきたいと考えております。

皆さん、１９６４年、昭和３９年１０月１０日は、どんな日であったとお思いでしょうか。思

い起こしていただきたい。──そうですね。アジアで初めて行われた東京オリンピックの開会式

の日でもあります。私の９歳の誕生日のときでもありました。その当時、オリンピックに合わせ

て、各家庭に白黒テレビが普及したときでもあったように記憶をいたしております。そして、本

年９月７日未明から９月８日にかけて、２０２０年のオリンピックを開催すべく、ＩＯＣ総会が

開催をされたことは皆さん御承知のとおりであります。私はずっと、そのプレゼンテーションを

見ておりました。その五輪、並びにパラリンピックの最終プレゼンターとして、あの東日本大震

災の被災地であります宮城県気仙沼出身の佐藤真海さんという、夏のひまわりのごとき、１９歳

のときに骨肉腫に見舞われ、３大会のパラリンピックに出場された一人の女性の姿を見ました。

試練を乗り越えた義足のロングジャンパーの精神的タフさ、そして、国民一人一人が東京オリン

ピックを実現したいという切実な気持ちで、切実な熱意で、気持ちを込めたプレゼンテーション

が、ＩＯＣ会長、並びにＩＯＣ委員の熱意をほだし、見事に招致活動を実現したわけであります。

私も今回の質問は、佐藤真海さんのその気持ちにあやかって、熱意と気持ちを込めて、市長に対

してプレゼンテーションをいたします。

まず、第１に、重症心身障害者及び在宅介護者の救済対策として、ショートステイ施設の実現

についてお尋ねをいたします。

まず、重症心身障害者とはどのような方を指すのかという、若干ふれてみたいと思います。重

度の手足の身体が不自由であり、重度の知的障害とか重複した状態を、重症心身障害と申します。

そして、１８歳以下の方を障害児、さらに成長した重症心身障害児を含めて、重症心身障害者と

定めております。これは医学的診断名ではなく、児童福祉での行政上の措置を行うための呼び名

であります。

現在、国内には、推定でございますが、５,０００名から８,０００名、若干幅がありますが、

いらっしゃると推測をされております。では、島内にはどれだけの方がいらっしゃるだろうかと

申しますと、１０名弱ではなかろうかと推測をしております。私も市のほうにお尋ねをいたしま

したが、１級身体障害者の認定患者数は把握をいたしております。１８歳未満で１３名、１８歳

以上で５８６名、計５９９名。６００名の１級身体障害者の手帳をお持ちの方がいらっしゃるわ

けであります。そして、その中で、現在１８歳未満の方は、日中一時支援事業、地域包括支援事

業を利用されておりますが、現在、郷ノ浦事業所で１８歳未満は３６名の方が利用されておりま

す。そして、１８歳以上はと申しますと、芦辺事業所クオリティーライフセンターつばさにおい

て３９名の方が利用をされております。

この重症心身障害児の皆さん方の障害状態と申しますか、障害像と申しますのは、ほとんど姿



106

勢としては寝たままで、自立で起き上がれない状態であると。自立で移動手段も困難であると。

排泄を知らせることができない方が、約７０％であると。始末不可能な方が７６％。では、食事

はどうだと申しますと、自力でできない、スプーンで介助しなければならない、のどづまりを起

こしやすい。食事のメニューといたしましては、きざみ食とか流動食が多いと承っております。

手足または拘縮側わん等が変形をするという症状もございます。そして、極度に筋肉が硬直し、

思うように手足が動かない。また、声や身振りで表現。表現力は弱いが、笑顔で答える。人の心

が読める。患者さんには読めるわけです。そうした症状。または、健康状態としては肺炎、気管

支炎を起こしやすく、７０％以上の方がてんかん発作を持つため、いつも健康が脅かされておる

と。以上のような、特徴的な症状の方でいらっしゃいます。

この介護の実態にふれてみたいと考えております。

在宅で心身障害者、障害児を介護されている御家族の方が、病気や出産、冠婚葬祭、旅行など

の理由により、一時的に介護ができなくなったときには、重症心身障害者病棟が整備されており

ませんので、短期入所ができない。介護、療養、日常生活の支援等に不備を来しておるのは事実

であります。

私は憲法が保障する基本的人権の尊重精神からも、喫緊に整備する必要があると考えておりま

す。介護される皆さんは、心と体をいやすひとときの間もなく、我が子を家庭の介護に一心不乱

となって介護に携わっておられます。御家族のお姿に接したとき、その苦労は筆舌に尽くしがた

いものがあるということを酌み取っていただき、早急なる救済の手を差し伸べていただきたいと

考えております。

今日までに幾度となく切実な要請がなされておることと考えております。そのことを重視して、

市長の見解と覚悟のほどをお聞かせをいただきたいと思います。

私はこのショートステイにおいては、非常に医療ケアが必要、そして、看護体制の完備が必要

であるということは申すまでもないことであります。ならば、市民の中核の病院としての機能を

果たすべく、壱岐市民病院の療養型病床に、二ないし三床を設置することは可能ではないかと考

えております。市長、こちらを向いてください。市長の御家族自身に重症心身障害児を在宅介護

する立場にあるものとして、仮定をして、そのことを踏まえて私にまず答弁を願いたいと思いま

す。

①として現状認識と書いております。まず、現状認識についてお尋ねをいたします。

②といたしまして、早急なる施設の整備が必要であるということを書いております。

③として、市民病院に設置は可能ではないかということを申し述べております。

市長の、秋の実りにふさわしい答弁を期待するものであります。

○議長（町田 正一君） 音嶋議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。
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〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） ４番、音嶋議員の御質問にお答えいたします。

重症心身障害者及び在宅介護者の救済対策についてでございますけれども、まず１点目の認識

ということでございますけれども、重度の知的障害及び重度の肢体不自由を重複してお持ちの方、

いわゆる重症心身障害児、障害者の方々につきましては、御本人の御努力はもちろんでございま

すけれども、それを支える御家族の献身的な日々の介護や支援には、心から敬意を表するところ

でございます。

壱岐市内においては、重度の知的障害をお持ちの方が１３９名、重度の身体障害をお持ちの方

が９１９名おられます。このうち、両方を重複した方が６０名おられ、重度の心身障害児、障害

者とされる方は４８名いらっしゃいます。市外の障害者施設に入所中の方もおられますので、市

内に在宅でおられる重症の心身障害児、障害者の方々は約２０名で、内訳といたしましては、郷

ノ浦町６名、勝本町２名、芦辺町８名、石田町４名と把握をいたしております。

重症の心身障害児、障害者の方々はそれぞれ障害の特性が異なり、介護や支援の仕方も個々に

応じて異なることから、御家族による介護に頼るところが大きく、支える御家族においては昼夜

を問わない介護は本当に大変で、心休まるときがないと推察をいたしておるところであります。

壱岐市では現在、障害のある方々には、福祉型のショートステイは、先ほど議員御指摘のとお

り、ございます。しかしながら、医療型ショートステイはございません。この医療型ショートス

テイについて、県下の状況を御説明申し上げます。県内の状況でございますけれども、重症心身

障害児、障害者などの医療的ケアが必要な障害児、障害者を対象とした短期入所施設、いわゆる

ショートステイ事業を行っている施設は、県南地域に５カ所、長崎市１カ所、諫早４カ所でござ

います。これらは福祉施設をあわせ持った病院でございます。一方、県北地域では、今まで施設

はございませんでしたけれども、今年の１０月から、間もなくでございますけれども、佐世保共

済病院が初めてスタートする予定と聞いております。ただし、ここは定員１名ということでござ

います。離島地域では、このような事業を行う施設がない状況にございます。佐世保協立病院で

ございますけれども、ケアミックス型病院ということでございまして、ベッド数が４３３、うち

療養病床４０、医師の数は常勤医師５０名という規模でございます。

議員は、市民病院にこの施設をということでございますけれども、今、御承知のように、壱岐

市民病院は企業団加入に向けての事業推進に取り組んでいるところでございます。また、市民病

院は１７診療科を標榜しております。現在、常勤医師は１４名でございまして、壱岐市の中核病

院として、また、災害拠点病院として、診療機能の充実を図っております。２４時間３６５日、

市民の皆さんに救急医療を提供し、緊急を要する急性期病院としての機能を果たすために、先生

方には日夜御尽力をいただいておるところでございますが、まずは中核病院としての機能の充実
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が当面の課題と考えておるところであります。やはり、一歩一歩、市民病院を、その体制を確固

たるものとしてまいりたいと思っておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） 市長の答弁を受けまして、再度、気持ちを込めまして、プレゼン

テーションを行います。

現在、島内において在宅介護をされております一人の御婦人にスポットを当てて、１日のスケ

ジュールを皆さん方に御報告をし、市民の皆さんも含めて、御理解をいただきたいという思いで、

述べさせていただきます。この方は、朝５時に起床されております。環境的に、お母さんが

８５歳で、痴呆症を伴っておられます。そして、子供さんが３０ちょっと過ぎであろうかと思い

ます。重度の心身障害者でございます。まず、自分が起床をする。そしてまた、おむつをかえる。

６時に御主人を送り出し、洗濯家事をされる。７時にまた家事、母親の食事タイムです。そして、

８時ごろに子供さんの着せかえをされる。そして、この方は日中一時支援事業をお受けになって

おられますので、月水金土です、子供さんをつばさへ送り出す。そして、やっと１０時になって

から、家業のお仕事を、予約制度をとってされております。お母さんはと申しますと、１週間ご

とに老健にショートステイ、月火金土は石田事業所のデイサービス、水木は老健でデイケアサー

ビスということであります。やっとお昼が過ぎ、夕方６時、食事の準備。１９時から２０時のあ

いだに、御主人が帰宅をされます。２０時、御主人とともに子供さんの入浴介助。そして、子供

の食事介助、投薬──薬ですね。２１時、御主人の食事、そして、母親の食事介助。子供を寝か

しつける。２２時、食事を片づけ、母親就寝の準備。２３時、洗濯。朝干していた洗濯物の片づ

け、室内掃除。そして、２３時３０分、自らが入浴する。そして、就寝されるのが、０時３０分。

こうした御苦労をされておるわけであります。どうでしょう。ひとときの心を休める間がないわ

けですよ。

行政職員の皆さんは、できない理由を１００も述べることは上手です。できることを１つ考え

ることに、お互い前向きになっていこうではありませんか。やはり、社会的にこうして恵まれな

い方がいらっしゃるということを、切実に胸に刻んでいただきたい。今、市長が申されますよう

に、壱岐市民病院は確かにいい方向に、職員の意識も回復をされつつあります。いい方向に転回

をしつつあることは事実であります。どうか、かたばる病院の療養病床を廃止し、市民病院と統

合いたしまして、そうした中で、可能ではないのかと。制度を見直してでも、どうかできないも

のかということで、私はここで市長にお願いをしておるわけです。

簡潔に、市長、答弁を願います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。
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〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 音嶋議員の今の切実な気持ち、それはわかります。ひとつ、ぜひわかっ

ていただきたいのは、市民病院がことしの３月３１日まで８名でございました。やっと１４名に

なりました、常勤医師が。そういった中で、今の医師は、御存じのように、週４０時間などとい

う労働基準法に沿った勤務体系にある医師は、一人もおりません。非常に厳しい労働条件下にお

ります。そういった中で、先ほど言いますように、大きな、病院企業団加入という一つの方向に

向けて、今頑張っておるわけでございます。私は、音嶋議員おっしゃるように、その体制がちゃ

んとしたときに、今あれもこれもという、私が提案をしますと崩壊すると思っておるわけです。

やはり、ちゃんとした体制になったときに、それは私からお話しをしたいと思っております。今、

言いますように、県北にことしの１０月からたった１床しかそういう施設ができてない。どこに

そういう厳しさがあるのか。それは、やはり私は今から勉強していって、その施設をつくるため

にはどれだけの要員がいるのか、そういったものも勉強して、そしてやはり、医師もそうですし、

住民もそうです、やはり、どちらも完璧ということはございませんから、どこで接点をみつける

のかということについて、私も研究してまいりますけれども、喫緊の課題だ、早急にしなさいと

いうことには応じかねるということを申し上げておきたいと思います。

これについては、十分に私もその家庭の大変さというものは認識をしておるということは申し

上げておきたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） 市民病院が病院企業団に加入と過渡期にあるということを、十分

私も承知をいたしております。環境的に、今すぐ、それは私の今発言する、そして、患者さんの

介護する立場の皆さん方のお気持ちを十分斟酌をしておるということは、今、十分それはわかっ

ております。そのことを、今後とも前向きに検討を、検討じゃない、議長がいつも言います、今

期は進める市議会であるようにしたいというように、所信で言われました。我々も行政の皆さん

と、そうして進める、前に進め。このことを期待をいたしております。

やはり、負担を覚悟ででも今後とも在宅で面倒を見ると、ほとんどの方が言われているわけで

す。「多分、私が介護できるのは、音嶋さん、７０歳ぐらいが限界でしょうかね」と申されまし

た。「できれば私は死ぬまで面倒見る」というふうにも申されます。やはり、母親である御本人

が死後に、母親のいない世界で子供が生きていくという実態を受け入れるためには、障害児を見

る目、捉える社会的な整備、社会的な心の情勢といいますか、温かい、そうした社会をつくる必

要があるというふうに思っております。

ぜひとも、市長、私が市長に申し述べたことが、１回ございます。巧言令色鮮し仁、申しまし
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たら、すぐさに私に、剛毅木訥仁に近しという論語で私に応酬をされました。そのことを私は強

く信じております。剛毅とは意思が固く、困難にも屈しないと。木訥とは、地味で口下手ではあ

るが、誠実であるということでありますね。私はその言葉を信じて、今後、注視してまいりたい。

そして、患者さんたちも、介護される皆さん方にも、市長はしっかり向き合うような回答をされ

ましたよということを御報告していいのか、悪いのか。市長、答弁を願いたいと思います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 私は何度でも申しますように、できるものとできないものを、ここで申

し上げられないと思っております。今の市民病院のスタッフの陣容では、その御要望にお応えす

ることはできない。したがって、市民病院が立派にひとり立ちをしたとき、そしてまた、その

方々をショートステイにするためにはどれだけのスタッフがいるのか、その覚悟ができるのか。

私は経費のことは申しません。やはり人材だと思っております。どれほどいるのか。そういった

ものも、今の段階で勉強しておりません。ですから、今、市長が前向きに言うたとか言わんとか、

そういうことではなくて、私は今の重症心身障害者、障害児の方々を看護されている方々の心は、

その苦痛、苦悩は理解しているつもりであります。そのことを申し上げておきたいと思います。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） 市長の考えも、私、わからないではございません。今、市民病院

ではできないと。それは、医療的ケア、介護という立場である。もう一つ、福祉的立場の介護も

考えることは可能であります。ただし、福祉的に申しますと、第１種被保険者というのは、

４０歳から６５歳は障害のあられる方は該当になる。それ以下の方でも可能なのかということに

なろうかと思います。

もう市長、ようございます。何らかの形で、私も市民病院に、市民部長のほうに事前に通告の

内容について御相談を申し上げました。特養なんかでも検討する必要もあろうかなと。それは、

市長並びにここにエキスパートでいらっしゃいます山下副市長がいらっしゃいますので、十分検

討をしたいという意向を、公式の見解ではございませんが、意向は承っております。ですから、

私は１歩前に、１歩前に進むものとして、次の質問に移りたいと思います。市長にとっては、本

当に苦渋の選択を強いられることもあろうかと思うんです。しかし、こうした現実があるという

ことから目を背けることなく、真摯にこの現実を受け止めて、１歩前へと進めていただきたい。

そのことをお願いをし、次の質問に移りたいと思います。

大きいタイトルとして、原子力防災にかかわる安全確保とインフラ整備についてと通告をいた

しております。
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毎日のように報道をされております、いわゆる福島第１原発のずさんな汚染水流出事故問題、

そして、原発再稼働近しではないかというような報道がなされております。私は平成２３年第

２回定例市議会で、隣接する玄海原発の概況を、玄海原発の抱えておる問題点、そして、地理的

条件、安全保障措置の検証を、地震津波対策に対する整理、そして、それに伴う今後の壱岐の戦

略的取り組みに対し、市長にお伺いをいたしました。当時、市長は、県内どこの市長よりも原発

再稼働には断固反対、段階的に原発を廃炉化すべきということを表明をされておりました。土谷

議員の先ほど来の質問の中でも、若干お述べになりましたが、その考え方に堅持されているのか、

若干、国の方針でというようなクエスチョン的なこともございましたので、再度、お気持ちとし

ては変わりないのかということをお尋ねをいたしたい。

ところで、九州電力と長崎県及び松浦市は、原子炉施設の変更の際に意見を述べることができ

ると事前説明が盛り込まれております。壱岐市、平戸市、佐世保市には盛り込まれていないもの

として、私は考えております。

ところで、８月７日付の西日本新聞に、「玄海原発に新燃料搬入」という見出しの記事が記載

をされております。その内容につきましては、「九州電力は６日、運転停止中の玄海原発２号、

３号機用新燃料１０２体、約６７トンの搬入を終えたと発表した」という記事がございます。こ

のルートでいきますと、長崎県には報告があっておると。壱岐市には報告義務はない。長崎県か

ら壱岐市にどのような形で報告があったのか。そして、この新聞報道は事実であるのか否かにつ

いて、お尋ねをいたします。通告においては、覚書の１、３のハで、本市に報告をすると、直接、

電力事業者から報告をするというようなことを述べておりますが、これは私の認識不足で、誤り

であります。県から壱岐市に報告があったのかということを、お尋ねをいたします。

そして、次に、２項目といたしまして、土谷議員も申されておりますが、眼前に玄海原発が可

視できる石田地区、初山地区、そして、離島でありますＵＰＺ３０キロ圏内の原島地区等、住民

の皆さん方は福島原発の事故以来、非常に不安な毎日を過ごされております。現在、停止はして

おるものの、核燃料棒がまだ装填された状態であります。原発を稼働しなくても、現在、私は不

安をあおるわけではございません、現在、東アジアの状況を見たときに、ミサイルを仮に原発に

打ち込まれたらどうなるですか、とめておっても。そうした場合に、まず、住民の安全を守るこ

と、それを最優先に、私はこの３０キロ圏外以前に、脱出経路、そうした整備を図るべきと考え

ております。

国においては国土強靭化計画が推進をされておりますが、まずは何を優先せねばならないこと

か、おわかりであろうと思います。その中で、私は離島の離島である渡良三島の原島、大島間の

架橋整備が必要ではないかと、従来から市長のほうに訴えております。こうしたインフラ整備を

総合的に推進すべきと考えます。
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以上、２点に関して、市長の答弁を賜ります。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 音嶋議員の原子力防災にかかわる安全確保とインフラ整備についてでご

ざいますけれども、その前に、私の今までに申し上げてきたことは、気持ちは変わってないのか

ということでございます。先ほど申し上げましたように、事故の可能性っていうものは、否定は

されておりません。事故の可能性があるから防災訓練をするわけでございまして、私はその可能

性がある限り、再稼働については反対だと申し上げてきたところでございます。そのことをまず、

申し上げておきたいと思っております。

原子力防災に係る長崎県民の安全確保に関する協定書に基づく覚書の内容についての御質問で

ございます。

議員御質問の覚書の前提となる、原子力防災に係る長崎県民の安全確保に関する協定書、いわ

ゆる原子力安全協定につきましては、平成２４年６月９日、玄海原子力発電所における災害防止

対策地域防災計画の的確かつ円滑な実施を推進するために、長崎県、松浦市、佐世保市、平戸市、

壱岐市と、九州電力株式会社の間で、協定書が取り交わされております。その協定書の主な内容

は、先ほど議員も少し申されましたけれども、九州電力からの情報提供で、原子力災害対策特別

措置法に該当する場合や、原子力施設の故障時のトラブルが発生した場合等の非常時には、九州

電力から長崎県、松浦市、佐世保市、平戸市、壱岐市へ直接連絡が来るようになっております。

平常時には、環境放射線の測定結果や発電機の保守運営状況等について、長崎県を経由して関係

市へ情報提供されます。次に、九州電力が原子炉施設を変更する場合等において、長崎県及び松

浦市に事前説明がなされます。その説明を受け、長崎県、松浦市、並びに九州電力は相互に意見

を述べることができるとなっております。なお、佐世保市と平戸市、壱岐市へは長崎県からその

内容が伝達されます。また、長崎県は、原子力災害特別措置法の施行の必要な限度において、職

員を玄海原子力発電所に立ち入り検査をさせることができるようになっておるところであります。

この協定書第８条に、覚書の条項がございまして、原子力防災に係る長崎県民の安全確保に関

する協定書に基づく覚書が、協定締結と同じく、平成２４年６月９日に長崎県と九州電力の間で

取り交わされております。その内容は、平常時の情報提供の内容と提供時期、事前説明はどのよ

うなときに行うのか、また、防災対策等の情報の共有化と意見交換を行うよう、長崎県原子力安

全連絡会の設置などとなっております。

議員がおっしゃるように、その覚書の１項（３）ハの核燃料物質の状況で、受け入れ、払い出

し状況はその都度報告となっております。原子炉の燃料として使用する核燃料物質、低濃縮ウラ

ンでございますけれども、玄海原子力発電所に運び入れる、受け入れする場合や、玄海原子力発
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電所で使用した燃料、いわゆる使用済み核燃料、低濃縮ウラン及びプルトニウムを再処理するた

めに運び出す、払い出しする場合におきましては、その都度、九州電力から長崎県に文書で連絡

され、その後、長崎県から関係市──壱岐市でございますけれども──に写しが送付されてまい

ります。

核燃料物質の状況については、覚書が結ばれてから今日まで、３回の情報提供があっておりま

す。１回目は平成２４年１２月４日付で、玄海原子力発電所で使用した燃料、いわゆる使用済み

燃料を、これは低濃縮ウランとプルトニウムでございますけれども、再処理するために運び出す、

払い出しするとしたもので、平成２４年１１月２１日に１号炉から１４体を運び出すとして、燃

料を受け入れする工場名、または事業所名とその住所、使用済み燃料を運ぶ運搬者名や払い出し

の原因などが記載されております。

２回目は平成２４年１２月２７日付で、原子炉の燃料として使用する核燃料物質、低濃縮ウラ

ンを玄海原子力発電所に運び入れる、受け入れするとしたもので、平成２４年１２月１７日と

１８日に３６体の燃料が１号炉用として、また同日に４号炉用として６２体の燃料を受け入れる

とし、燃料を払い出した工場名、または事業所名とその住所、燃料を運ぶ運搬者名や受け入れの

原因などが記載されております。

３回目は平成２５年８月１３日付で、平成２５年８月５日と６日に３６体の燃料が２号炉用と

して、また同日に４号炉用として６６体の燃料を受け入れるとしたものであります。その他記載

事項は先ほどと同じであります。

以上のような状況にございます。

２番目のＵＰＺ圏内、地域の防災対策、避難道路、ヘリポート等の整備を最優先に、国へ働き

かけるべきではないかと、玄海原発を可視できる石田町民、または原島住民の不安は解消されな

いということで、特に、この期に及んで、原島、大島間の架橋早期実現を図るべき、関係機関へ

働きかけを加速させるべきと考えるということでございますけれども、アンケートの調査結果で

も申し上げましたように、原子力防災のインフラ整備については、道路、港湾などの整備が必要

であると考えております。昨年１０月の県知事要望におきまして、避難用幹線道路の整備や勝本

港を避難拠点港とする港湾整備、あわせてヘリポート場の整備などの要望を行ったところであり

ます。また、三島架橋の実現につきましても、音嶋議員、本年３月会議でも御質問をいただきま

した。答弁をいたしたところでありますけれども、過去にこれまで幾度となく、県への要望活動

を行ってきております。また、県市長会としての要望事項にも入っておりまして、県を通じ、国

への要望も行っております。

原子力防災という観点からも、新たな状況の変化を取り入れながら、今後も要望を継続してい

ってまいりたいと考えています。今年度、壱岐市単独での知事要望におきましても、三島架橋に
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ついて要望項目としてあげることといたしておるところでございます。県議会、知事等に強力に

働きかけていきたいと思っているところであります。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） わかりました。長崎県から、確かに核燃料の運搬は壱岐市のほう

に報告があっとるということは事実であります。しかし、そうしたことを、この新聞報道に目を

通さなければ我々が知り得ることはできないということは、ひとつ、もっと市議会に対し、やは

り再稼働に向けて動いておるわけでありますから、動こうとしなければ核燃料棒はいらないわけ

でありますので、可能なかぎり、可能と申し上げます、市長、情報の開示をしていただきたい。

そして、議会に対しても、当然こうした動きがあるということは事実でありますから、公式の見

解でありますし、公文書として壱岐市に県から参っておるわけでありますので、ぜひとも、そう

した連絡系統を徹底をしていただきたいと考えております。

最後になりますが、市長、８０歳でエベレストに登頂されました三浦雄一郎さん、あの方は不

整脈を持って、そして８０歳という御高齢であります。この方が登頂して、インタビューで語っ

ておりました。できるんだと。やればできるんだと。できる理由をしっかり追いなさいというこ

とであります。多難な情勢ではあろうかと思いますが、白川市長を中心となって、壱岐市民の付

託に応えるべくさらなる市政の推進を期待をいたしまして、私の一般質問を終わります。御清聴、

まことにありがとうございました。

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、音嶋正吾議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩いたします。再開を１３時２０分とします。

午後０時15分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時20分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

次に、８番、市山和幸議員の登壇をお願いします。

〔市山 和幸議員 一般質問席 登壇〕

○議員（８番 市山 和幸君） 通告に従いまして、市長、教育長、そして、きょうは選挙管理委

員長にも来ていただいておりますので、それぞれ４項目について御質問をさせていただきます。

まず、１点目、小学校の統廃合と中学校統廃合後の跡地の利活用について御質問をいたします。
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小学校の統廃合については、さきの市長の行政報告でもありました。７月８日に第１回小学校

統廃合検討委員会が開催され、それぞれ各４地区において数回の小委員会が開催され、さまざま

な意見が出されて協議が進められていると聞いております。最終的な答申については、２６年

２月に提出されると理解をいたしております。

検討委員会においては、統合ありきでの協議をされているとは思っておりませんが、教育長の

御答弁はなかなか具体的な対策については御答弁いただけないかと思いますが、まず、今の時点

で、教育長は小学校の統廃合について、基本的にどのように考えておられるのかお尋ねをいたし

ます。

もう１点、中学校の跡地の利活用については、今、跡地が管財課のほうに移行をしております

ので、市長のほうに御答弁をお願いしたいと思います。

統廃合後、ほぼ２年半も経過しているわけですが、現在、十分な活用がなされていない現状で

あります。中学校の統廃合については、数年前の早い段階で統合が決定されていたと思います。

廃校後の利活用についても並行に検討がなされていれば、現状のような後手後手の対応にはなら

なかったはずではないかと考えております。

廃校後の跡地の管理につきましては、現在、市の管財課に移行されておりますので、グラウン

ドの整備とか草刈り等については、年に１回、市のほうで対応はなされていると思います。しか

しながら、年に１回の草刈りでは、十分な管理ができておりません。現在は地区住民のボランテ

ィア等で、年に二、三回、清掃活動がなされているかと思います。

市民の皆様にも大変な労力と負担がかかっております。市として、今後どのような利用を検討

されているのか、また、具体的な活用のビジョンがないのであれば、早期に民間の企業に無償譲

渡され、そして、壱岐市の活性化につなげるために、地元市民の雇用対策にも貢献できると思っ

ております。市長の御見解をお伺いいたします。

○議長（町田 正一君） 市山議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。教育長。

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕

○教育長（久保田良和君） ８番、市山和幸議員の質問にお答えをいたします。

御指摘のように、小学校の統廃合検討委員会を７月８日に開き、その後、４地区に分かれる検

討小委員会が各地区で順調に開催をされておりますので、この報告は全体の検討委員会が開かれ

てから、２月には間違いなく私たち教育委員会の方にしていただけるものと、その進捗状況の中

から判断をしているところでございます。

今の時点でというお考えでございますが、御配慮いただきましたように、検討委員会で協議を

していっているさなかでございますので、内容の細部については、ここでお話しすることは控え

させていただきますが、今の時点で私のほうからお話しできることで、まずはお伝えをしたいと
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思っております。

まず、壱岐市教育委員会の５人の教育委員は、昨年の７月から、この小学校統廃合については

定例教育委員会を開きました後、５人の委員協議を重ねてきて、現在も進行しているということ

をお知らせをします。

次に、各小学校から、検討委員になっていただきました３名、三島小学校は５名でございます

が、この検討委員の方たちが、今、自分の小学校が今後どうあるべきかということを中心にして、

保護者、地域等、あらゆる機会、あらゆる場を通じながら話し合いの場を持ち、意見の聴取に努

めていただいております。開かれております検討小委員会に行かせていただいておりますが、そ

の中で、本当に小学校がどうあるべきかを考えた意見が随所に出ていることを、そのような報告

に必ずまとめていただけると、こう考えるからでございます。

今、この検討委員になっていただいている方たちの熱心さのもとになっていることは何か。日

ごろから小学校教育に関心を持ち、入学式、卒業式の儀式はもとより、遠足、学習発表会、教育

週間等の学校公開における学校への足の踏み入れをしながら、あるいは授業参観、対外的な活動、

子供たちの様子、学校の様子、あるいは複式学級の様子を、その目で見ていただいている方たち

の中から考えられる意見として、大変重いものがあると受け止めております。そういう形で、気

持ちを持ってこの検討委員になっていただいておりますので、時間外の７時から９時近くまで会

議をしていただいていることに感謝を申し上げながら、その議論の深まりに私ども教育委員会と

してはお手伝いをしたいところでございます。

よって、２月に出されると思います報告をもとにして、壱岐市教育委員会の実施計画案等がま

とまって、皆様方のほうにお示しをすることができると考えております。

以上でございます。

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） ８番、市山議員の、中学校統廃合後の跡地の利活用についてという御質

問にお答えいたします。

御質問の中学校跡地利活用検討委員会につきましては、平成２３年１２月定例市議会において、

副市長をトップに検討させるとお答えをいたしました。その後、平成２５年５月に教育委員会に

おいて壱岐市中学校跡地利活用計画案がとりまとめられまして、副市長へ提示され、同年８月に

は中原副市長をトップとする中学校跡地利活用検討委員会が発足をいたしました。以後、５回に

わたって同検討委員会が開催されております。現地踏査等を踏まえ、箱崎中学校グラウンドは介

護老人福祉施設への使用を決定し、一部でございますけど、無償譲渡をしたところでございます。
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渡良中体育館は渡良小学校体育館として利用することといたしました。なお、渡良中学校につき

ましては、渡良小学校の校舎、体育館、運動場等を同校に移転させる要望書が渡良の同校校長と

ＰＴＡ会長の連名で提出をされておりまして、その意に沿うよう進めておるところでございます。

他の４校につきましては、未だ具体策がないというのが現状でございます。

御意見の民間企業への無償譲渡についてでございますけれども、全てが無償譲渡になるという

ことにはならないかと思いますけれども、御要望があれば市の政策との関連を考慮した上で、地

域への諸影響と諸条件等を勘案し、検討していきたいと考えております。

皆様におかれましても、いい案がございましたら、ぜひ御提案いただきたいと思っておるとこ

ろであります。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（８番 市山 和幸君） 小学校の統廃合については、今、教育長のほうから基本的な御意

見をお聞きしました。恐らく、具体的な方策については、なかなか検討ありきの、または検討委

員会でないと思いますので、なかなか２月の最終答申が出ないと述べることはできないと思いま

すが、ここに、市からいただいた２５年４月現在の市内全小学校区の０歳児から７歳児までの人

口数の資料があります。７歳児は今の小学１年生、２年生に当たると思いますが、全児童数が

２７７名おられます。６歳児が２６８名、５歳児が２７１名。これは、７歳児から５歳児までは

大体２７０名前後で平均をいたしております。４歳児から０歳児においても、現在の７歳から

５歳児の数からは３０名から４０名減少した形になっておりますが、４歳児から０歳児までの人

口数は、大体２３０名前後で安定をいたしております。そして、児童数の出生が下げ止まりにな

って、今、おるところです。校区によっては、０歳児、１歳児が、６歳児、７歳児よりか、若干

ではありますが増えている校区も何校区かございます。小学校の統廃合においては、今後、二、

三年の出生児童数の推移を考慮していく必要があるのではと考えます。

また、６月に実施されました、５年生を対象とした国語算数の学力調査の結果も、この前、行

政報告で市長がお述べになりましたが、学校の５年生の複式学級を持つ学校の平均正答率が、市

内でも上位にあるとの報告でありました。今後、小学校の統廃合を考えていく上において考慮し

ていかなければいけない問題ではないでしょうか。

このようなことを考え合わせて、小学校の統廃合については慎重に検討がなされるべきである

と思いますが、教育長のお考えをもう一度お聞かせください。

また、２点目の中学校の統廃合後の跡地の利活用については、今、市長から現在の利活用の状

況は説明を受けましたが、何でもかんでも無償譲渡できるとは私も思っておりませんが、他市に

おいては、統廃合後の校舎を民間の企業に無償譲渡されて、その企業が校舎を改修され、そして
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現在、地元の農産物や加工品の直売所や、またそれと一緒に、レストランやカフェやパン工房が

入店している複合施設を開業しているところもあります。多くの若い地元の人たちの雇用の創出

にもなろうかと思っております。市の税収増にもつながるのではないでしょうか。

島内外からの人々の交流の拠点として、地域の活性化に大いに貢献されておる他市もあります

ので、どうか、なかなかビジョンがないのであれば、早目に検討をしていただき、早急な対策を

とっていただきたいと思いますが、市長の御意見を再度お伺いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 久保田教育長。

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕

○教育長（久保田良和君） 市山和幸議員の次の質問についてのお答えをしたいと思いますが、議

員お持ちの資料と同じように、私どももこのような形で向こう平成３１年度までの各学校の児童

生徒の推移をまとめまして、先ほど申し上げました６２人の検討委員の皆様にもお渡しをして、

この児童の移り変わりをしっかり各校区ごとに見ていただいておるところでございます。

そのような資料をもとにしながら、各地区での話し合いをしていただいておりますので、ふえ

るところもあるし、新入生が６人、７人になって、少しにぎわいがもどるねという形でお考えい

ただいているところもあります。

どこかで、この自校のあり方について判断をしなければいけないという意味では、検討委員の

方々は大変悩んでおられます。それだけに、地域に入って、保護者、地域、先輩の方々からの意

見をしっかり聞こうという気持ちにあられるようでございます。

先ほどから申しますように、学校に足を踏み入れ、あるいは学校便り等もよく読んでいただい

て、関心のある方たちの意見を十分聞いていただくことで、その一つ一つの学校のあり方が見え

てくるということでの報告になろうかと思います。

現在のところ、各学校の報告をお聞きしたときに、ほぼ、その学校のあり方について意向が固

まったという学校と、もう少し時間が欲しい、もっと地域、保護者に聞きたい、そういう学校と

に幾らかの割合で分かれておりますが、先ほど申します１０月、１２月等の小委員会の会議を重

ねる中で、２月までにはまとまった形で出てくるものと思いますし、議員御指摘のように、慎重

に進めるべきだという考えは私も持っております。

それは、現在、壱岐市の小学校は、先ほど申します儀式等を含め、私どもは毎年、学校訪問指

導を行いながら、１日中その子供たちや先生方の学校生活、指導のあり方等を、つぶさに毎年見

てきております。そういう中で、小学校教育として適切な特色ある教育活動が営まれているかど

うかは、毎年判断をしているところでございます。その教育活動は十分でないという判断になれ

ば、いろいろな施策等の出し方もできるでしょうが、そのようなものと、今回検討委員会から報

告していただく内容と検討しながら、また壱岐市教育委員会としては考えていくつもりでござい
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ます。

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） ただいま、市山議員の跡地利用の御提案につきましては、私は本当、傾

聴に値することだと思っております。早速、耐震強度の問題もございますけれども、そういった

ものも含めた上で、跡地利活用検討委員会に提案をして、検討していただくという方向でもって

いきたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（８番 市山 和幸君） ぜひ、小学校の統廃合については慎重にお考えをいただけますよ

う、お願いをいたします。

また、跡地利用につきましては、小学校の統廃合がまだ決定しているわけではございませんが、

中学校の跡地の活用がなかなか進んでいない状態でありますんで、出生数の推移も考えていかな

ければいけませんが、極端に出生数がふえるちゅうわけにはいかないと思いますんで、いずれ統

廃合しなくてはいけない時期が来ると思いますが、そのときには並行して、ぜひ跡地の活用につ

いても早めに検討をいただきますようお願いを申し上げて、この質問は終わりたいと思います。

よろしくお願いします。

続きまして、２項目め、市の施設にＬＥＤ照明の推進についてお尋ねをいたします。

国のほうでは今後のエネルギー対策においては、原子力発電から将来的には風力発電や太陽光

発電や、その他の再生エネルギーによる発電にかえていく方向性を示しております。現在、国の

方では全ての原発は停止している状況であります。再稼働についても、明確な時期についてはま

だ決まっておりません。しばらくは火力発電による電力に頼らざるを得ない状況であると思いま

すが、火力発電に要する燃料が高騰傾向にありますので、電気料金に転嫁され、値上げにつなが

ることは避けられない状態であります。壱岐市においても、電力のほとんどを火力発電に頼って

おりますので、省エネ対策のために極力消費電力の削減に努力をしていく必要があるのではと考

えます。

そこで、本市の施設の照明をＬＥＤ照明に変換すべきであると思いますが、最近リニューアル

化した壱岐島荘、そして、一支国博物館においてはＬＥＤ照明が設置できているわけですが、学

校関係や市の体育館等やその他の施設においては、十分な対応ができている状況とはいえません。

ここに、管財課からいただいた、壱岐市においてのＬＥＤ照明の設置状況がありますが、公衆

トイレ、また、漁業関係の水銀灯、各地区においての防犯灯が数カ所、ＬＥＤ照明になっており
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ます。極めて少ないようであります。本体の器具や設備そのもの自体を変更していかなくてはい

けないところについては高額の費用が伴うと考えますが、電球や水銀灯だけを交換すればいいも

のについては、最初の購入費用は多少要すると思いますが、長い目で見れば消費電力を軽減でき、

電気代の削減も図れると思います。

現在、耐用年数がもう経っているものや、電球が切れかかっているようなものについては、極

力早期に交換をすべきと考えますが、教育関係の施設については教育長、また、市の全体的な施

設については市長のほうに答弁をいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 市の施設にＬＥＤの照明の推進をということでございます。

照明灯の省エネ対策といたしましてＬＥＤ照明が注目され、一般家庭におきましても普及が図

られているところでございます。御指摘のとおり、蛍光灯や水銀灯に比べ、長寿命な上に消費電

力を軽減し、電気代の削減効果が大いに期待できるものでございます。通常、白熱電球で

１,０００から２,０００時間、蛍光灯で６,０００から１万２,０００時間とされているのに対し

まして、ＬＥＤ電球は４万時間から６万時間、１日１０時間使用したといたしまして１０年以上

利用が可能な計算となります。

このようなことから、壱岐市においては、防犯灯や街路灯などの更新時期にあわせてＬＥＤ照

明へと段階的に更新を行っているところでございます。しかしながら、一般の白熱電球や水銀灯

に比べ３から５倍程度と導入コストが大きいことや、ＬＥＤは直進性が高い光のために、反射さ

せることで広範囲を照らすような加工、工夫がなされたものでなければならないこと、また、直

進性が高い光のために、蛍光灯や水銀灯と比較すると不自然な光のために、目がちらつくなどの

事例が寄せられていると聞いておりますが、これらも技術的にカバーされてくることと思うとこ

ろでございます。

しかしながら、蛍光灯や水銀灯などは器具本体から取りかえることとなるため、多額の費用が

必要となります。先ほど議員が御指摘のように、器具を取りかえるだけというところであれば、

十分すぐに対応しなければいけないと思っているところでございます。ただ、ロスが非常に大き

いということで、少々暗くなるという状況があるそうでございます。

環境への配慮といたしまして、省エネ効果のあるＬＥＤ電灯を導入する自治体もございます。

熊本県の玉名市の新庁舎──これは平成２６年１２月に完成予定でございますけれども、これに

つきましてはＬＥＤを導入されておると聞いております。

施設更新時期には、導入費用、ランニングコスト、ＬＥＤの特徴等をよく見極めながら、今後

もそれぞれの利用用途に合った形で、前向きの取り組みを行ってまいりたいと考えております。
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また最近では、水銀灯におきまして技術の進歩によりまして、ＬＥＤ照明よりさらに効果が大

きいとされるＬＶＤ照明が注目を集めております。特徴といたしましては、ＬＶＤは拡散性が高

く、自然な光で目にも優しく、ＬＥＤと比較しても５万時間から１０万時間と長寿命というメリ

ットがございます。削減効果につきましても、ＬＥＤ照明が従来の水銀灯の２分の１程度に比べ、

ＬＶＤ照明は３分の１から４分の１の削減効果があり、ランニングコストが３分の１程度とされ

ています。しかしながら、主な用途としては、防犯灯や街路灯がこれについては主流となってい

ると聞いておるところであります。これらも検討の対象としていきたいと思っております。

教育施設につきましては、教育長に答弁をさせます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 久保田教育長。

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕

○教育長（久保田良和君） ８番、市山議員の教育施設についてのＬＥＤ照明の推進についてお答

えをいたします。

先ほど、市長が申されましたこととはダブりますので、そこは省かせていただきます。

御承知のように、学校にも、幼、小、中がございます。あるいは、図書館、ホール、体育館な

どの社会教育施設、さらには資料館等、文化財施設もございますし、多様の施設を管理いたして

おりますが、現在は文化ホールの中で一部そのような形を使用し、学校施設におきましては、瀬

戸小学校の玄関の外灯、志原小学校の学級の中における照明器具スタンド、芦辺小学校の蛍光

灯──外灯でございます、那賀幼稚園の外倉庫の蛍光灯と、今４カ所だけ、この使用がつい最近、

平成２４年から２５年にかけて、何とか実施しているところでございます。器具等の中で、導入

コスト等がかからずに電球、あるいは設置が容易にできるものについて、取り組まさせていただ

いております。

御提案いただきましたことを、これからもまた、長寿命あるいは低消費電力ということでは、

学校におきましても子供たちにとって省エネ教育でもあり、環境保護教育の推進にも寄与するも

のと考えますので、導入コスト等もいろいろな事例を参考にさせていただきながら、現在は既存

照明により、文部科学省が定めた環境衛生基準照度というのを確保しているかいないかというこ

とで、各施設等の照度については定期的に点検をしておりますので、そのような中から、老朽化

等を含めて検討させていただきたいと思います。用途に合った中で、これから学校の改修等、大

幅な形でなされる施設等については、当然、設計段階からそのようなことの検討もなされる可能

性はあるということを思っております。

以上でございます。

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕
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○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（８番 市山 和幸君） ぜひ、教育長におかれましては予算を獲得し、市長も先ほど前向

きな検討をしたいということでありますので、ぜひ予算の獲得に動いていただいて、ＬＥＤ照明

の推進に御尽力をいただきたいと思います。また、市長も他市のことをお述べになりましたが、

他市においても体育館の水銀灯をＬＥＤにかえてやっているところもあります。使われる方にも

大変好評だそうですので、ぜひ、そういうところを研究されて、早期に計画があってかえられる

ものにはかえていただきたいことをお願いしまして、この質問は終わりたいと思います。

続きまして、３項目について質問をいたします。

高齢者を狙う悪質商法対策についてお尋ねをいたします。

高齢者をターゲットにした悪質商法が、全国的にも急増しております。健康食品を一方的に売

りつけてきたり、投資商品などの購入に関するトラブルが多発している傾向にあります。消費者

庁の統計では、お年寄りからの相談件数は高齢者の人口の伸び以上に増加している現状で、特に、

申し込んだ覚えがないのに、断ったにもかかわらず健康食品を送りつけてくる商法によるトラブ

ル相談件数は、２４年度においては前年比の５.６倍にもなっているとの報告であります。

本市においても、高齢者ばかりではありませんが、巧妙な手口で詐欺まがいの悪質な商法が増

加している状況であります。特に、高齢者のひとり暮らしの方は、威圧的な電話や強引な訪問販

売に対しては恐怖心を持たれ、言われるがまま泣き寝入りされ、渋々購入をされている方がおら

れるようであります。

市のほうでも消費者相談室を設けて対応はなされていると思いますが、高齢者の方はクーリン

グオフ制度についてもよく理解をされていない方が多くおられます。また、だまされた人自身が

自責の念が強くて、なかなか相談をされる方が少ない実情であると思います。

まず、この悪質商法の被害を防ぐ最善の方法は、御本人がきっぱり断り、周囲に相談すること

が最善の対処方法であるとは思っておりますが、行政も司法機関ではありませんので、とれる対

策については限りがあると思います。徹底して被害を未然に防ぐための注意をしていただく以外

に方策はないと思いますので、壱岐ケーブルテレビや告知機、そして、広報誌を使っての注意の

呼びかけを、今も広報誌とかにはたまには載っております。テレビジョンでも年に何回か見たこ

とがありますので、多分やっておられると思うんですが、まず、このクーリングオフ制度の説明

については、極力、広報誌の中でも載ってることがありますが、別のちらしを使ってでも市民の

ほうに呼びかけをしていただきたいと思いますが、市長の見解をお伺いいたします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 市山議員の３番目の御質問でございます。
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高齢者を狙う悪質商法対策についてということでございます。高齢者に対しての悪質商法が増

加している。市のほうでも消費者相談をしていると思うが、高齢者の方はクーリングオフ制度等

について理解されていないということでございます。

壱岐市におきましても、近年、悪質商法等に係る消費生活相談件数は増加傾向にございます。

高齢者からの相談も多くなっておるところでございますが、平成２２年度におきましては、相談

件数が１４件、そのうち６０歳以上の件数は５件でございます。平成２３年は相談件数３５件、

６０歳以上１４件、平成２４年度におきましては、相談件数４７件、うち６０歳以上２２件、平

成２５年８月まででございます、５か月間でございますけれども、相談件数が１５、うち６０歳

以上の件数は１１件、こういうふうに年々ふえているという状況にございます。

そのため、消費生活相談員によります相談の実施のほか、出前講座や広報誌への相談事例情報

掲載等によりまして、悪質商法やその対処法についての周知を行っているところでございます。

本年７月号からは、広報「いき」に消費生活相談のコーナーを設け、相談事例を掲載し、注意

喚起を促しております。また、壱岐市社会福祉協議会や老人会等から、実施要請により行ってお

ります出前講座につきまして、寸劇などを交えて、なるべくわかりやすくクーリングオフ制度の

説明に努めているところでございます。講座件数の実績といたしましては、平成２２年度１３件、

平成２３年度４件、平成２４年度９件、平成２５年度におきましては７件を予定をいたしており

ます。ぜひ、出前講座の要請をしていただきますと参りますので、その辺をお願いしたいと思っ

ております。

このようなことから、平成２２年度の相談窓口設置時に比べ、消費生活相談窓口の認知度も高

まってきております。今後も高齢者等の悪質商法に係る被害を防止するため、これまで取り組ん

できた啓発活動を継続して実施いたしますとともに、ケーブルテレビ等を活用した情報提供や注

意喚起にも努めてまいる所存でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（８番 市山 和幸君） 先ごろ、告知機によって九州電力を名乗る詐欺まがいの電話や訪

問があったと思いますが、実は私のうちのほうにも、その電話がありました。あの告知放送が何

回かされたおかげで、未然に防げたのがあったのではないかと思いますので、ぜひ今後とも、

クーリングオフ制度についても、被害を受けられた方が泣き寝入りされないように、徹底的な注

意を呼びかけていただきたいことをお願いいたしまして、この質問は終わりたいと思います。

続きまして、４点目、期日前投票の手続きの改善について質問をいたします。きょうは選挙管

理委員長にお越しをいただいております。どうぞ、選挙は終わったばかりではございますが、ど

うぞよろしくお願いします。
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２カ月前に行われました壱岐市の市議会議員選挙、そして、参議院議員選挙においては、選挙

管理委員会の皆様には大変お世話になりました。選挙は終わったばかりではございますが、今後

も壱岐市においては長崎県知事選挙、また、県議会議員選挙、市長選挙、また、３年後になろう

かと思いますが、衆議院選挙と執り行われることになっております。

壱岐市においてはかなり期日前投票も定着して、多くの方がその制度を利用されております。

しかしながら、高齢者や障害者の方は投票所での宣誓書を書くことに大変な苦痛や不安を持たれ、

期日前投票での職員の前での宣誓書を書くことについては、大変緊張され、手が震えるなど、非

常に精神的に抵抗を感じておられる方が多くおられます。それぞれの選挙においては、各家庭に

入場券が、今郵送されているとおもいますので、その入場券の裏側に宣誓書を印刷されれば、自

宅で緊張されることなく記入ができますし、投票所での事務的な作業も削減できます。また、そ

のことによって、有権者の皆さんの心理的な負担も解消されるわけでありますが、それとともに

投票率の向上も図れると思いますが、それと、通告をいたしておりませんけど、今、公民館単位

で当日の投票はその場所でしかできないようになっていると思いますが、高齢者の皆さんからは、

何か近くに投票所があるのに遠くの投票所に行かないかんというような意見も出ておりますので、

もし、どこの投票所でもできるようにすれば、そういう解消はできるか──当日のですよ、これ

期日前投票じゃなくて──思いますが、このことについて、通告はしておりませんでしたが、も

しお答えができれば、お願いいたしたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 富谷選挙管理委員会委員長。

〔選挙管理委員会委員長（富谷 太一君） 登壇〕

○選挙管理委員会委員長（富谷 太一君） 選挙管理委員会の富谷でございます。どうぞよろしく

お願いします。８番議員、市山和幸議員の質問にお答えします。

期日前投票制度については、投票日当日に投票に行けない有権者が、告示日の翌日から投票日

の前日までに投票できる制度でございます。選挙管理事務の簡素化を図り、投票率の向上を目指

したものでございます。７月２１日執行の壱岐市議会議員一般選挙におきまして、期日前投票者

数６,３８３人の有権者が利用されており、これは当日有権者２万３,６３４人の２７％、投票者

数１万９,４３７人の３２.８％に当たるところでございまして、前回の壱岐市議会議員一般選挙

より１,３６２人、２７.１％の増となっております。利用されておる有権者がふえておるところ

でございます。しかしながら、議員御指摘のとおり、期日前投票所において、高齢者の方や身体

に障害をお持ちの有権者にも備えつけの宣誓書に記載をいただいている、そういうところでござ

います。

県内他市の状況をみますと、島原市、諫早市、大村市、雲仙市、南島原市では、すでに入場券

の裏側に期日前投票宣誓書を印刷して郵送しているという状況でございまして、本市におきまし
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ても投票環境の向上につながることから、次回の選挙を視野に入れ、入場券の裏側に宣誓書を印

刷して送付するよう検討いたします。

ありがとうございました。

第２点目、投票所の問題でございますが、うかつにちょっとここでは申し上げられませんので、

総務課長にお願いしたいと、かように思いますが、よろしゅうございますでしょうか。

〔選挙管理委員会委員長（富谷 太一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 久間総務課長。

〔総務課長（久間 博喜君） 登壇〕

○総務課長（久間 博喜君） 市山議員の御質問にお答えをいたします。

今現在、期日前投票においては、４庁舎を投票所として投票の受け付けをしておるわけですけ

ども、当日、投票日においては、それぞれ指定をした投票所──３０投票区になりますけども、

そちらで投票をしているというのが現状でございます。これを一つの投票所でできないかと、こ

れは従来からそういう御意見をいただいておりました。市の選管としてもそこら辺の研究をして

まいっておるところでございますけども、何分、その３０投票区の分の全ての選挙登録名簿等の

管理、それと投票用紙等も事前に準備をしなければいけないということで、重複準備の分、その

他もろもろ問題点が多々ございます。ただ、将来的に絶対不可能ということではございませんの

で、この件については継続して研究してまいりたいと思っております。

よろしくお願いします。

〔総務課長（久間 博喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 市山議員。

○議員（８番 市山 和幸君） ぜひ、有権者の皆さんの負担を取り除くために、また簡素化のた

めにも、検討されるということですから、どうぞ、次回からの選挙においてはよろしくお願いを

いたしたいと思います。

また、選挙の投票場所の統合については、また今から研究していくということですから、ぜひ

高齢者の方があまり遠くから苦労して投票所に行かないですむような制度にしていただきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いします。

以上をもちまして、質問を終わりたいと思います。

〔市山 和幸議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、市山和幸議員の一般質問を終わります。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。

次の本会議は、明日９月１８日水曜日、午前１０時から一般質問を引き続き行います。
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本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後２時07分散会

──────────────────────────────
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──────────────────────────────

午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） おはようございます。

会議に入る前にあらかじめ御報告いたします。壱岐新報社ほか２名の方から報道取材のため、

撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。

これより議事日程表第４号により、本日の会議を開きます。

ここで白川市長より発言の申し出があっておりますので、これを許します。白川市長。

○市長（白川 博一君） おはようございます。御報告を申し上げます。

昨日、１７時１５分、九州電力芦辺発電所において火災が発生いたしました。建屋内から発生

したと見られるこの火災では、一時黒煙とともに大きく炎が上がり、私も一報を受けまして現場

付近に駆けつけましたが、郷ノ浦庁舎を出て間もなく黒煙が確認できるような状況を目の当たり

にいたしまして、大きな惨事になるのではないかと大変心配したところであります。

こうした状況の中、消防団、消防署等においては、決死の消火活動が行われ、幸い施設の一部

を焼くにとどまり、けが人等なかったことは不幸中の幸いでありました。プレス発表によります

と、芦辺発電所に設置されている６号機から１０号機のうち、唯一稼働していた１０号機から発

生したとありますが、今後の原因究明が待たれるところであります。このような施設においては、

一旦有事が発生いたしますと大惨事を引き起こしかねず、原因の究明、事故の再発防止を強く求

めるものでございます。

さらに、こうした事故が市民皆様の原発に対する不安を大きくするものでありまして、まこと

に遺憾に思いますと同時に、今後も安全管理の徹底を強く求めるものでございます。消火活動に

当たっていただきました消防団員皆様に、心からお礼を申し上げまして御報告とさせていただき

ます。
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────────────・────・────────────

日程第１．一般質問

○議長（町田 正一君） 日程第１、一般質問を行います。

あらかじめ申し上げます。一般質問の時間は、質問、答弁を含め５０分以内となっております

のでよろしくお願いします。

なお、壱岐市議会基本条例により市長には反問権を付与しておりますので、市長から反問権の

行使があった場合は、議員は速やかに答えるようにお願いいたします。

質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。

それでは、質問順位に従い、１５番、鵜瀬和博議員の登壇をお願いします。

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 登壇〕

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） それでは、通告に従いまして壱岐市長、そして教育長に対しま

して１５番、鵜瀬和博が質問をさせていただきます。

大きく２点。

まず１点目、遊休地、遊休施設の活用についてをお尋ねいたします。

廃校となった学校施設跡地の、今後の管理及び活用につきましては、昨日の同僚議員の質問に

もありましたが、私もこれまで目に見えた進捗や報告はなく、何度となく市長に対しまして一般

質問を行ってきたことは、市長も御承知のことと思います。

平成２３年１２月の一般質問の答弁では、校舎活用については大学、専門家、アーティストに

解放していきたい。特に協定を結んでいる長崎大学と離島振興のまちづくり、子育て、教育に協

力し、サテライトゼミとして活用を図りたい。壱岐の島づくりや商店街の活性化等についての研

究調査をするために、連絡協定に基づき早急に大学との動きを進めたいと言われましたが、しか

しその後の進展もなく、平成２４年６月でも離島地域の諸問題解決のため、長崎県市町村行政振

興協議会を窓口に県内外の大学と連携を図っていかなければならないと言われました。

しかし、この時点で市長の反省としまして、今言われた内容につきまして明確な支持をしてい

なかったということで、次回の質問の際にはこの明確な答えを出すとはっきりと言われておりま

す。また、最後には議員のほうから質問を待つのではなく、定例会ごとに報告をするとまで言わ

れております。その市長の指示のもとに、きのうの答弁の内容でもありましたとおり、平成

２４年８月に中原副市長を委員長、久保田教育長を副委員長として、各部長１２名で構成する壱

岐市中学校跡地利活用検討委員会を設置をされております。

平成２５年２月の一般質問の中原副市長の御答弁では、箱崎中学校のグラウンドの一部を特別

養護老人ホームに、渡良中学校に渡良小学校を今後移転するということと、鯨伏中学校を日本漁

場藻場研究所に提供すると、６校中３校は決定しているとの御報告でした。
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このほか、それまでに消防団の備品倉庫や書庫、農業のバイオマス施設として検討されたり、

那賀中、箱中の給食室をＪＡいきの加工部に提供してはどうかとの検討もされております。この

ほか、現在ある中学校のほかの跡地を解体して一つの団地をつくり、農作物の圃場としてはどう

だろうか、または一戸建て分譲地として活用できないかなどを検討をしておりますが、先ほども

報告したとおり、確定としては現在３校だけで、その施設の一部利用となっていました。それを

受けて、副市長もなるべく早く利活用の検討報告をしたいと答弁をされました。あれから、はや

半年を過ぎました。その進捗状況を改めてお聞きします。

また、きのう市長の答弁では、鯨伏中学校については明言がありませんでしたが、２月の時点

から現時点での鯨伏中学校の活用については話がなくなったのか、再度お尋ねをいたします。

２点目、中学校跡地だけに限らず、このほかサンドーム壱岐などの遊休施設や遊休地があり、

この間その市の管理責任として活用、使用しなくても維持管理費が発生をしております。今後、

さらに渡良中学校に渡良小学校を移転すれば、現渡良小学校の活用について、また壱岐カント

リークラブの９ホール拡張断念により、無償貸与していた土地約４６万８,０００平米の土地も

返還予定となっております。小学校統廃合検討委員会並びに芦辺中学校校舎建設検討委員会や、

庁舎建設検討委員会の答申結果次第では、さらに遊休地、遊休施設がふえる可能性も考えられま

す。

第１期壱岐総合計画が、平成２６年度末で終了をします。第２期総合計画策定までに早急にこ

の遊休施設、遊休地の活用方法を売却も含め検討すべきと考えますが、計画策定の時期も含め、

市長のお考えをお聞かせいただきたいと思います。

３つ目、活用方法について。これまで、平成２３年３月から私のほうも提案をしてきておりま

す。部長以上で構成します検討委員会での計画策定に、仮に限界があるとしたら、例えば若手職

員によるプロジェクトチームの設置や島内外大学を含め、活用方法を公募してはどうだろうかと

考えます。

これまで、その公募の方法としては、まず１つとしては文部科学省の未来につなごうみんなの

廃校プロジェクトにまず登録をして、地方公共団体と活用希望者のマッチングをホームページに

掲載、紹介してくれますので、ぜひこのみんなの廃校プロジェクト等に登録をして公募をしたら

どうだろうかと考えております。

また、市長の行政報告にありました第３７回全国高等学校総合文化祭２０１３長崎しおかぜ総

文化祭の郷土研究部門の発表会において、壱岐商業高校の情報メディア部の「おいしい、楽しい、

島合宿」の企画が最優秀賞に輝いております。

この内容としては、市長も御承知とは思いますけども、壱岐合宿の現状分析とマーケティング

リサーチ、テストマーケティングを行いまして、壱岐の魅力でもある食材のすばらしさや合宿環
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境の体育館、グラウンド、テニスコートなどが整備をされており、受け入れるには十分な施設が

あります。また、こういったので足りない場合については、廃校施設の活用にも言及をしており

ます。

また、壱岐市島外スポーツ団体誘致促進助成制度として、すばらしい制度はあるものの、その

制度の認知度の低さ、すなわちＰＲ不足も指摘をされておりました。将来的には高校生としても、

合宿パックを開発し、壱岐が合宿のメッカとしてにぎわい、壱岐離島経済再生の規範になること

が、私たちの夢であるとまとめられています。壱岐を愛する高校生が企画したこの内容について、

市としてどのように検討しているのかお聞きします。

以上、３点について市長の答弁をお聞かせいただきたいと思います。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） １５番、鵜瀬和博議員の御質問にお答えいたします。

遊休地・施設についてということで、３点ございます。

１点目の中原副市長を長とした中学校跡地利活用検討委員会のその後の活用計画を策定すると

いうことだったが、その進捗状況はということでございます。

この御質問につきましては、昨日の市山和幸議員の質問にも答えた内容と同一でございまして、

先ほど鵜瀬議員がおっしゃったこと、その部分は割愛をさせていただきたいと思っております。

箱崎中学校グラウンドにつきましては、介護老人福祉施設の使用でございますけれども、いま

一つ提案があっております。これについても、近いうちに皆様方にお知らせをできるというふう

に思っているところでございます。

それから、鯨伏中学校につきましては、日本魚場藻場研究会のほうに一応どうぞということを

申し上げておりますけれども、具体的な、今、芦辺に御存じのように事務所がございます。具体

的な活動が見えないという状況にございまして、これはやはり打診といいますか、どうですかと

いうことはやっぱり早く言わなきゃならないと思っているところでございます。

それから、大学と連携等々の話でございますけれども、残念ながら今は全く進んでいないと思

っておるところでございます。これにつきましても早急にさせたいと思っておるところでござい

ますが。その折に、長崎大学の御卒業である鵜瀬議員にもひとつ御協力をお願いすると、私は申

し上げたと思っています。ぜひ副市長に、鵜瀬議員との話もさせていただきますので、よろしく

お願いしたいと思っている次第であります。

それから、２番目の遊休地・施設の活用についてどのようにしていくのかということでござい

ます。

行政目的、いわゆる用途を持った公共施設は行政財産としてそれぞれの所管部署において管理
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されますけれども、その行政目的が何らかの理由で廃止されたときに、普通財産となるというこ

とでございまして、カントリーにつきましてもそういった感覚でございます。普通財産となった

遊休地・施設は、売却も含めて他への活動方針を検討いたしますけれども、活用される計画もな

く、方針が策定されていないものについて売却が可能とした場合、公募売却処分を行います。そ

のとき、施設が存在しても売却できると判断すれば、現状のままで公募売却とし、建物を取り壊

したほうが売却可能と判断すれば、建物を取り壊し更地化して公募売却を行っております。

市が保有する遊休地は、行政目的がなくなった物件、すなわち行政でも利用したいものであり、

すぐに購買者が見つかるような条件がいい物件は少のうございます。公募しても申し込みがない

こともあります。

そのような状況の中で、公募売却実績を申し上げます。平成２２年度、土地４件、１,１９２平

方メートル、８２６万６,４４５円、平成２３年度、土地２件、建物２件を含みまして２８６.１１平

米、５６３万５,００２円、２４年度、土地４件、建物１件を含みます１万４,７２２.０２平米、

２,４７６万９,７６１円でございます。今後も普通財産となった遊休地・施設について、行政財

産として活用できる物件につきましては有効利用を図り、活用される計画もなく方針が策定され

ないものについては、公募売却も視野に入れて処分していきたいと思っております。

なお、カントリーの土地の問題の、土地の利用方法の計画策定につきましては、２６年４月

１日で普通財産になると思われますので、そういうふうになった時点で速やかに策定をしたいと

思っておるところでございます。

それから、若手のプロジェクトチームあるいは公募、これにつきましてもきのう、プロジェク

トチームはもちろんつくりますけれども、公募につきましては昨日も申し上げましたが、市山和

幸議員の御提案を受けまして早速検討するよう指示をしたところでございます。

そしてまた、文科省の、済みません、希望つなぐ云々のプロジェクトにつきましても、加入を

早く登録をしてそういったものをやる必要があると思っています。そして、今、一つ、サンドー

ムのことをおっしゃられましたけれども、やはりこの施設につきましては、非常に経費がかかる

という建物でございまして、そのことが今休館をしていると状況でございます。したがいまして、

どの辺まで赤字でも活用すべきか、なかなか営業をして、あそこを運営するのにそれだけの利益

を生むというような活動はなかなかできないと思っております。

そういった中で、どういうものに適用するのか、私もいつまででもあの施設をあのままにして

おくということは本意ではございませんし、今、一つだけ考えておりますこともございますが、

具体的に申し上げる段階になっておりませんので、なるべく早くあのような施設につきましては、

ぜひ解決したいなと思っておるところでございます。

それから、壱岐商業高校、本当にすばらしい最優秀賞という快挙を成し遂げられました。この
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情報メディア部の「おいしい、楽しい、島合宿、壱岐」の提案でございますけれども、この中で

先ほど申されましたとおりでございます。ただ、この現状分析の中で、その種目別順位というの

はバレーが一番ですね。２番に野球、テニス、バスケットボールとなっております。それから、

マーケティングリサーチでは合宿地を決定する上で最も重要なポイントは何か、それは練習環境

ということになっておるわけでございます。

このようなことから、遊休地・遊休施設を合宿に提供するためには、施設整備、環境整備等課

題も多いと思いますが、選択肢の一つとして引き続き検討させていただきたいと思っているとこ

ろでございます。なお、この壱岐商高情報メディア部の件につきましては、後ほどの質問の中に

も出ておりますので、そこでもお答えいたしますけれども、このＰＲ不足、情報発信の不足とい

ったものについては真摯に受けとめなきゃいけないと思っておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 今回、遊休地・施設についての活用については市長も前向きの

御答弁をいただいたと思っております。

毎回、先ほども時系列的に市長の答弁をお話をさせていただいたときに、ほとんどが前向きの

答弁なんですよね。もう私としてはその場で「これは、やってもらえるんだな」というふうに思

って、それ以後は言いませんが、ただ一向に事態として進まないと。

市長が言われたのは、指示が自分としてできてなかったといことで、今回その検討委員会の長

である中原副市長にするようにということで言われました。その検討委員会の中で協議はされる

でしょうけども、その担当所管としてはどこが最終的にその責任を持ってこの件についてされる

のか、再度お尋ねします。

もちろん、その結果を受けて、副市長が委員長ですから、その検討結果については市長にまた

報告があるんだろうと思いますが、市長と副市長の命令系統はわかるんですが、その後の命令系

統が現時点でわからないという点が１つありますので、その点についてお尋ねをいたします。が

１点ですね。

また、それぞれの例えば現在活用方法が決まっている学校につきましては今、箱中のほうでま

た再度違う提案が今、市長のほうに上がっているということで内部のほうで今検討をされている

ようですので、その分については十分検討をしていただきたいと思っております。また、先ほど

市長も言われました長崎大学のほうにぜひ話を持っていって、副市長と行ってくれないかという

ことは、これも前言われたおりました。ぜひそれも私のできる範囲であれば、どんどん協力して

やっていきたいと思いますので、その件についてはぜひ協力をさせていただきたいと。

ゴルフ場の土地につきましては、来年の３月３１日で一応契約日が切れて、壱岐市のほうに返
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ってくるわけですけども、市長の御答弁では返ってきた時点で策定をしたいというふうに言われ

ました。いずれ返ってくるんですから、今のうちから検討するのが当然だと私も思います。また、

この利活用の活用については若手のプロジェクトチームを設置すると、そしてまた今回提案して

いる文科省のみんなの廃校プロジェクトにも登録をすると。そして、きのうの市山議員が言われ

た答弁のとおり、活用については公募をしていくということで、再度それでいいのか、そういう

ことなのかお尋ねいたします。

また、それぞれの、市長がいつも言われます早急に、できるだけ早急にしたいと。これは、常

日ごろから私もよくお聞きします。それで、私が今言っているのは第１期の壱岐市総合計画が

２６年度末で終了するわけですね。これも市長も御存じだと思いますけど、今度第２期のまた合

併後１０先からの１０年の総合計画を策定する時期に来ております。そうしたときに、財政的に

厳しい中でやっぱりスリム化、スクラップ・アンド・ビルドっていうのをしていかなければいけ

ないときに、悠長に検討します程度でするとなかなかその贅肉がそぎ落とせないような状況なん

ですね。

今、先ほど市長も言われましたいろいろ遊休地、遊休施設の売却については、大体４,０００万

円ほどここ何年かで収入が上がっているようでございます。売り方次第では、かなり民間の壱岐

島内に限らず、島外からの民間の購入も出てくるんじゃないかと。そうすることによって、例え

ば雇用がふえるとか、そういう部分も出てきますので、ぜひその点についてどこまで、いつまで

に検討をするのかお願いをしたいと思います。そうしないと、逆に検討委員会の委員長である中

原副市長も、いつまですればいいのかという指示がないものですから、その分については検討が

できないんじゃないかなと思っております。その点について再度お尋ねをいたします。

３点目の壱岐商業高校の企画につきましては、市長も言われましたとおり、今後壱岐市島外ス

ポーツ団体誘致促進助成制度については、今まで以上に宣伝を、ＰＲをしていくということでよ

ろしいですね。言われております。

実際、今現在壱岐の合宿パックを扱っている旅行社はあるんですね。その中で二、三お話を聞

きますと、壱岐市内には公共施設には定休日というのがあります。各施設にですね。特に春夏に

は合宿が多いんですが、そういった部分についても、やはり臨機応変に現場サイドで対応をして

いただきたいというふうな御希望もありましたので、ぜひその点についてどのように今後、要は

受け入れ側の施設については、廃校施設についても使える分については整備をしていくというよ

うに市長が今言われましたので、そういった部分の人的配慮を、配置ですね、その辺についても

御答弁をいただきたいと思います。もう一度お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕
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○市長（白川 博一君） 私は、鵜瀬議員がおっしゃいますように、常に前向きでおるわけでござ

いますけれども、それをやっていない、お返事できないということは私の指導力不足によるとい

うところで反省をいたしております。そのことをまず、申し上げておきたいと思います。それに

つきましては、やはり私も指導力が不足しているということで反省をいたします。

ところで、第１点目の中学校跡地利用につきまして、最終的に責任は誰はあるのかということ

でございますけれども、これは事務局を教育委員会に置いておりまして、教育委員会と管財課、

あるいは企画振興課等々が協議をしておるわけでございますけれども、やはり責任は私にあると

思っております。現場の責任については中原副市長であるということで御理解いただきたい。最

終的に私でございます。

そして若いチーム、若い職員によるプロジェクトチームをということでございます。これにつ

いてもやります。それから、公募につきましても、それはもう先ほど申しましたように検討する

ようにということで指示をいたしておりますので、早速もろもろの方法でやりたいと思っておる

わけでございます。

それから、先ほど私が市の所有になってからということを申し上げました。御指摘のとおりで

あります。これまた、なるべく早急にという言葉になるわけですけれども、策定していきたいと

思っております。

それから、土地の売却あるいは建物売却等について島外も視野に入れてということでございま

す。これにつきましては、やはりその物件によって島外の人がいいのかというようなこともござ

いますので、それ辺を慎重に見極めまして島外の人が御購入されても支障がないというような物

件を、やはりちゃんと精査して売却していきたいと思っております。

それから、いつまでにやるのかということにつきましては、これはやっぱりそれぞれにいろん

な条件等々も考慮しなければいけません。ここではいつまでということは差し控えさせていただ

きますけれども、現場には中原副市長等々、いわゆる現場にはいつまでやりなさいということを

明確に支持したいと思っておるところであります。

それからＰＲ不足、情報のＰＲ不足、特に合宿、スポーツ団体の誘客の事業についてＰＲ不足、

これはもう間違いないところでございまして、商高の発表の中でも壱岐で合宿したいという人は

６割もいるのに、この助成金があるということを知っている方は１割にも満たないという報告で

ございます。これは事実でございまして、それはやはりＰＲ方法等々をやっぱり考えていかなけ

ればいけないと思っておるところでございます。

また、合宿にお見えになった、あるいはスポーツ交流でお見えになった、そういう方がお見え

になる向こうの都合がいいときに休館日であるとか、そういったことで使えませんよということ

では話にならんわけでございまして、それにつきましてもやはりその日になってということはな
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かなか厳しいと思いますけれども、やはりこれは柔軟に対応していかなければいかんと、もう議

員御指摘のとおりだと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） ぜひ早急にということで、個別については市長のほうから中原

副市長、委員長のほうに御相談があるでしょうから、質問せんでも報告できるようにぜひ早い時

期に今回も前向きにいただきましたので、ぜひ結果が出ることを、早急に出ることを期待して終

わります。

ここで、廃校地の跡地活用についてちょっと市長も御存知だろうと思うんですが、実は文部科

学省が地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）、これもうきのうの長崎新聞にも載っていた

んですけども、要は離島の人口減少、少子高齢化が全国的に問題になる中、生活体験に基づいた

解決策を考え、社会で通用する人材を育成するというプロジェクトがあるんですが、その中で長

崎県内では長崎県立大学が採択をされておりまして、それが一応佐世保校と本校である長与町、

そして新上五島町、この３つを結ぶキャンパスをつくっていって、そこで離島の振興等をするよ

うになっているんですが、その中で１０人程度のグループで約一週間にわたって五島、壱岐、対

馬などに滞在をするそうです。その中で、限界集落の振興策を考えたり、伝統的な食文化の掘り

起こし、島民の幸福度調査などをして離島の活性化につなげるということで、そういうことをす

るものですから、離島各地にサテライトキャンパスを設置する方針みたいです。

ということは、今現状である、現状で空いている廃校の教室等をぜひ活用していただいて、あ

わせてそのそこの廃校地の活用も検討していただければ、そこで人が交流して、そこから何らか

の企画が出てくるんじゃないかということもありますので、早速その県立大に行っていただいて、

そういった部分を協議をしていただきたいと思います。予定では、来年度から必修科目として新

人入学生から必修化するそうですので、ここ半年、来年３月までにぜひ内容を詰めていただいて、

一応１０人程度というふうになっておりますが、１人でも多くそういった学生を来ていただいて、

そういうのを形にしていただければなということをお願いをしておきます。この点について市長。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） そういう情報については私、済みません、今初めて聞いておりますので、

早速私なり伺いたいと思っております。早速アポをとって行きたいと思っています。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） ぜひ市長のリーダーシップを期待して、この質問を終わりたい
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と思います。

２点目、教育についてお尋ねをいたします。

市長は日ごろより子供は壱岐の宝である。壱岐のかけがえのないこの子供たちが健やかに成長

できる環境づくりに積極的に取り組むと言われております。学校教育予算については、壱岐の将

来を担う子供たちへの投資と考えているので重要と考えます。市長、教育長においては、この学

校教育予算についてどのように現時点で考えているのかお尋ねをいたします。

また、市長の行政報告や、きのうの質問の中でも出ておりました２０２０年オリンピック東京

開催が決定をされております。７年後のオリンピック選手として活躍するのは、現在小学生、中

学生、高校生と言われております。

さて、近年壱岐の子供たちにおいても陸上競技、サッカー、野球などのスポーツでの活躍は大

変目覚しいものがあります。本人の才能や努力はもとより、各スポーツ協会関係者や指導者の御

指導と保護者の御理解、御協力のたまものと思っております。そのような中、来月１０月に横浜

の日産スタジアムに開催されますジュニアオリンピックの全国大会に長崎県代表として芦辺中学

校１年の田中亜可梨さんが出場され、その活躍に大変期待するところであります。

このような子供たちの活躍により、壱岐のイメージや知名度を上げるプロモーションの場や機

会ともなり、国内外からのスポーツツーリズム等の観光客の増大にも寄与することにもなります。

長崎かんばらんば国体の機運が高まっている今、壱岐からもオリンピック、パラリンピックの選

手を輩出するよう指導者の育成やスポーツ環境整備をしてはと考えますが、市長、教育長の考え

をお聞かせいただきたいと思います。

２点目、市内も少子化の影響を受け、小学校の複式学級編成の増加や芦辺小学校建てかえを含

め、小学校の統廃合について現在小学校統廃合検討委員会が設置され、平成２６年２月末の答申

に向けて現在協議が進められております。平成２５年、複式学級を持つ小学校は市内２０校中

１１校で、延べ１９学級となっております。小学校の複式学級が編成されれば、先生の数もおの

ずと減り、学校運営の影響が出たり、複式の担任への負担がふえたりします。

市長の行政報告でもあったように、県内２１市町村別の長崎県学力調査の結果は、小学校の部

で第１位、その中でも５年生を複式学級に持つ学校の成績は上位に位置しており、各学校の取り

組みの成果が出ている結果だと思います。しかし、現状としては子供だけではなく、保護者の中

に学力の低下等不安を抱えている人もいまだ多いようです。そのような不安を取り除くために、

公平に教育機会を受ける権利からも教育の島、壱岐ならではの教員の加配や非常勤講師の配置な

どをすれば、新たなそこに雇用の場が創出ともなるので、離島特区構想は考えられないかとの質

問に対し、市長は離島を多く有する長崎県に、平成２４年度に壱岐市として要望書を提出すると

言われ提出をされております。
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内容としては、県下離島の状況を踏まえ、複式学級編成の引き下げを図ること、２つの学年の

児童で編成する県の基準である１６人を１０人に引き下げること、１年生、６年生は複式学級の

対象学年としないこと、複式学級を編成する学校への人的複式学級支援非常勤講師の配置を図る

こととなっておりました。その後、県からの回答はどうだったのかお尋ねをいたします。

また、県として予算などの対応が厳しい場合には、市としてどのように対応するのかお尋ねを

いたします。今回、離島振興法改正により設けられた離島活性化交付金の活用はできないのかを

お尋ねします。市長については最初の質問についてお尋ねをいたします。②については教育長の

ほうで御答弁いただき、両方考えられていますか。じゃあ、両方よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 教育長。

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕

○教育長（久保田良和君） １５番、鵜瀬議員の質問にお答えをいたします。

初めに、学校予算についてどう考えるかということでございました。教育委員会が管轄をいた

します幼稚園、小学校、中学校、それぞれ目標がございますし、その目標に従っていろいろな手

だてをとっていきます。そういう中での予算の使い方につきまして、委員会の中できちっと討議

をしながら、毎年市長のほうに要望を出しまして、今年度社会がこのような状況に変化をしてい

る。児童生徒がこのような状況にあるという形の中から、まず請求をしながら予算組み立てをし

ているところでございます。

その後、委員がおっしゃるいろいろな予算の使い方につきましては、それぞれの園、学校を預

かる校長のほうから出されます改修時点、あるいは施設、備品の要望等を私どものほうで精査を

いたしまして、時には出向き、時には聴取し、その優先度、危険度、緊急性等を考慮しながら、

その予算の執行にあたっているところでございます。

後半の質問にありますように、長崎国体あるいは東京オリンピック等、青少年に希望を持たせ、

目標を持たせる素敵なそういう状況がある中で、これから予算の使い方についても一定また視野

を広く持てという御指摘かと受けとめているところでございます。

今年度の国民体育大会が東京で開催されます。その九州ブロックの予選を突破して、男子のバ

レーで山川賢祐さんが、成年女子のソフトボールの部で豊永優さんが壱岐市出身の方でございま

すが、２人ともこのチームとしての国体の選手になっていられることももしかしたら御存じかと

思います。こういう具合に純粋な壱岐の方も、小さいころから持ち合わせた身体能力にあわせて、

御家庭の熱心な指導の中であるいは出合わせた指導者との中からこのような形で中学、高校、大

学へと進まれ、現在大学に在学中でございますが、このような運びになっていらっしゃいます。

先ほどお話にありました田河中学校の田中亜可梨さんについても、御家庭の熱心な指導が功を

奏しているもの、個人の資質能力はもちろんでございます。これまで、私どももどちらかといい
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ますと、そういう家庭教育の熱心さの中で子供の持っている資質を伸ばしていただいて、そこま

でお育ていただいているものと反省をしておりますので、こういった状況の中でこれから壱岐を

代表し、あるいは県を代表して都道府県対抗云々等の大会等に、あるいは全国大会等に足を運ん

でいただける方がチームや競技の個人としてもある場合に、何らかの具体策を、支援策をそこで

講じていかなければならないと考えているところでございます。

そういった意味での御指摘の指導者の育成につきましても、大変これは重要ではあるし、しか

し簡単ではないと受けとめております。打ち込む気持ち、先輩に学ぶ気持ち、耐える気持ち、ど

うかすれば家族を犠牲にするような気持ちを持って、そこまでお取り組みいただいて初めていろ

んなハードルを越えて全国に、あるいは晴れてオリンピックの代表になるような若い競技者お育

ていただけるものだろうと思いますが、でも何も手をつけないでじっと見ていくことはできませ

んので、そういったところから少しずつ環境整備も含めまして、私どもも考えさせていただきた

いと思っております。

２つ目の小学校統廃合にかかわる部分についてのお尋ねについて、幾つかお話をしておきたい

と思いますが、まず御指摘のように２４年度知事要望に市長、議長、私もそしてまた山本県議も

同席をいたまして、要望をいたしました。そのときに、数ある要望の中で重要な事項として複式

学級編制基準の引き下げというのを上げまして、直接私のほうからも要望をいたしました。その

ときの回答が、やはり県下同じくしなければいけないという部分の回答の域にとどまり、県全体

で進めるものですのでということから、後ほどいただいた答えも進歩をしておりませんでした。

私のほうは２４年度末の人事作業において、この複式学級支援非常勤講師が３名配置されてい

る壱岐市の実態の中から、次年度はもう少しふやしてほしいということを、強く要望をいたしま

したが、国、県の基準等の中から、なかなか進歩を見ませんでした。しかし、２月末の人事作業

の中で私どものあるいは市長要望に対する知事の指示があったのかどうかわかりませんが、県教

委としては複式学級の中で、理科の授業を２校兼務する形での教師を１名配置するが、壱岐市と

しては希望するかという提案がなされまして、私どものはやりますということですぐにお答えを

し、現在初山小学校を基盤に沼津小学校との兼務で５年、６年あるいは３年、４年の複式学級の

理科授業については、この勤務者が対応して複式学級への不安をなくす方向での取り組みをして

いるところでございます。

おっしゃるような複式学級に子供がなったときに、授業を見たときに、保護者が心配をされる

向きがございます。しかし、図らずも今回、長崎県学力調査の中で５年のそういった平均正答率

が順位を占めたということは、これまで三島小学校の複式学校における授業の成果を本島の小学

校が受け継いで、そのような指導力を持った先生方が学校を挙げての複式学級の努力に取り組ん

だ部分の幾らかの成果はそこにあっただろうと思い、この複式学級を見られて、半分は授業をさ
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せられているという見方を持たれる保護者には、ぜひ壱岐市の進めている複式学級の授業のあり

方はそうではない。半分以上子供たちが、自分が進んで授業をし、みずから調べ、みずから課題

解決にあたっているという姿をわかっていただいた結果が、今回の平均正答率につながっている

ということを、私は強く訴えていきたいと思います。

もちろんこの後も複式学級が続く学校についての取り組みはいたしますが、さらに２５年度に

向けては議員御指摘のように複式学級支援非常勤講師の増をまず第一に考え、１０月に予定され

ております知事要望についても重点項目として進めていくつもりでございます。なお、図らずも

今回、８月の２７日に県教委がまた新たな動きを示してくれました。それは、学力向上における

非常勤講師支援に市町が、各市と町が市と町の予算でもって一定配置をするとするならば、県が

その２分の１近くを補助するという形で計画書の申請を求めてまいりました。

私ども教育委員会は、検討をいたしましてすぐさまその計画書を上げ、非常勤講師４名配置で

壱岐市の場合には取り組みたいということで市長と相談をしながら、計画書を出す時点では進め

ております。このことを受け入れてもらえば現在複式学級で、しかも小学校５年、６年で１６人

に近いような学級編成を余儀なくされている学校についても、複式支援学級非常勤講師等の配置

が可能なって、保護者が持たれる、子供が持っている不安等の解消に幾らかはつなげることがで

きると考えております。

もし、この県の事業がなされない場合は、私はぜひ議員さん方の理解を得られて、市単独でも

２名ないし３名から４名の壱岐市における県下ではない例になりますが、この複式支援学級非常

勤講師に近い授業のできる非常勤講師、これは免許を持たなければなりません。そのような配置

をかつて議員さんのほうからも御指摘をいただいておりましたので、何とか進めていきたいと考

え、幾らかの攻め方を考えながら、今回の知事要望等にもあたっていきたいと考えております。

どうぞ御理解をいただきながらよろしくお願いをいたします。

離島活性化交付金等につきましては、市長のほうが担当としてお答えになると聞いております

ので、そちらのほうにお回しをします。よろしくお願いいたします。

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 鵜瀬議員の２番目の御質問にお答えいたします。

まず、予算につきましては、御存じのように地方教育行政の組織と運営に関する法律の中で、

教育行政をするにあたって地方公共団体の長は教育委員会の意見を聞かなければならないと規定

さえております。当然のごとく、私も教育委員会の意見を尊重して予算を思っておるところでご

ざいます。
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そして、第１点目のオリンピック選出を輩出するような指導者の育成、環境整備をしたらどう

かという御意見でございます。できることならそのようにしたいと思っておりますけれども、オ

リンピック競技、何種目あるかわからない、そしてまたどういう子供が出てくるかわからないと

いう状況にありますので、当面、私はそういうすばらしい選手が出てきた場合は、それの指導を

受ける環境について支援をしていきたと思っておる次第であります。

２番目の、学校予算、特に県知事に要求したその回答及び予算等々についてでございますけれ

ども、県知事のお返事につきましては先ほど教育長が申したとおりでございます。ただ、申し上

げておきたいのは６年生を複式学級に持つ複式学級編成で１５人、１６人と人数多いところでご

ざいます。今、県がそういう動きをしておりますので、期待をしたいと。２分の１で期待をした

いと思っておりますけれども、もしこれがなかったという、まだ決定ではございませんのでない

ということになりますと、今壱岐には人材もおられるということでございますので、そういった

場合は単独でやりますということを教育長に明言をいたしたところでございます。

離島活性化交付金を活用できないかとお尋ねでございますけれども、離島活性化交付金は今年

度全面施行された改正離島振興法を踏まえ、離島における地域活性化を推進し、定住の促進を図

る取り組みを支援するために新たに創設されたものでございます。交流人口の拡大、定住促進を

図るというのが目的でございます。

今議会において、交流人口の拡大を目的とする事業等に離島活性化交付金を活用する事業予算

を提案いたしておりますが、交付金の対象となりますのは離島活性化交付金事業実施要綱第３条

に規定されております産業の活性化及び離島への移住を推進するための定住促進事業、島の特性

を生かし経済的、文化的諸活動を通じて離島と他地域との交流を図るための交流促進事業、災害

を防除し災害が発生した場合において島民が孤立することを防止し、防災上必要な対策を推進す

るための安全・安心向上事業の３事業でございます。

現在、この活性化法についてはこのような３事業でございますから、使い勝手が悪いというこ

とで、この使い道をもっともっとふやしてくださいという拡大の要求をいたしておるところでご

ざいます。そのようなことで、この交付金につきましては、このような事情がございまして、県

の御指導をいただきながら事業内容を十分検討する必要があると思っておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 今の複式学級を抱える壱岐市の現状については、８月２７日に

県のほうからそういった単独で配置する場合は２分の１県が補助しますよというお話を今いただ

いております。今市長の御答弁では、県が出さなくても単独でしたいということを言われました

ので、ぜひそれはお願いしたいと思いますが、実は教育長、第２期の長崎県教育振興基本計画の
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中に、重点項目として離島等の過疎地域における教育の維持向上というところの中に、離島等の

過疎地域における生徒数減少に伴う学校の小規模に対応するため、複式学級支援員や免許外教科

担任の解消のため、非常勤講師の配置等の充実を図りますとか等々、その複式に関して県のほう

も基本計画の中に入っているようですので、ぜひ市長も知事のほうには強く言っていただきたい

という点をお願いします。

また、国においては実は衆参の決議の中に、学校は離島定住促進の条件として極めて重要な施

設であることに鑑み、こうした教育施設の維持及び存続については国は可能な限り支援すること

と、今言われております。今、離島振興活性化交付金の中に今、市長が３点項目を言われました。

その中の第４条の中に、原則として第６条に規定する離島活性化事業計画を作成する市町村の区

域内で実施するもの、いわば壱岐市離島振興計画にのっとった部分については使っていいよとい

うふうに、私は解釈をしております。

その中で、特色ある学校づくり、個性を伸ばす教育を進め、老朽施設の改修、時代に対応した

教育施設、施設の整備に努め、過疎化、少子化の中、教育効果を高めるための学校規模の適正化

に努めると。その中にも、それが入るんじゃないかと、子供たちのために教育環境を変えるとい

う部分、この振興計画の中に入っていますので、これも適用するんじゃないかということを、一

応お話をしておきます。今現在、私たちの長崎３区の谷川代議士は今、文科省の副大臣でありま

す。そういった部分で、壱岐市、離島の現状は十分御理解していただいていると思っております

ので、ぜひそういった内容についても市長はお話をしていただければと。

最後、時間になりましたので、そういった支援員がふえたときに、せめて６年生の算数、国語

だけでも分離して授業ができるような、空き教室を活用をしてできるような点についてもぜひ、

教育長、県のほうと協議をしていただいてそういった対応ができるように、臨機応変の対応がで

きるように、この後、県、国に対して要望を出していただきたいと思います。

もう時間が来ましたので、これで私の質問を終わりますが、やはりいろいろ考え方として、い

ろんな角度から考えればこの条例、法律についても活用ができます。そういった部分をぜひ知恵

を出して考えていただいて、壱岐市振興のために市長のリーダーシップのもと発展させていただ

きたいということを期待しまして、私の質問を終わります。どうもありがとうございました。

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、鵜瀬和博議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時５分といたします。

午前10時56分休憩

………………………………………………………………………………
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午前11時05分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

次に、７番、今西菊乃議員の登壇をお願いします。

〔今西 菊乃議員 一般質問席 登壇〕

○議員（７番 今西 菊乃君） ことしの夏は、もう大変な猛暑でございました。しかしながら、

暑さ寒さも彼岸までとはよく申したもので、石田からここの議場まで来ます間に、勝本の赤土田

の先に赤と白のマンジュシャゲがたくさん咲いておりました。本当にさわやかな季節になりまし

た。

さて、先日の１６日は敬老の日でございました。多くの高齢者の皆様がお祝いされたことと思

っております。本市でも７０歳以上が７,７００人以上となっております。６５歳以上は４人に

１人が高齢者で、騎馬戦型と言われる３人に１人の高齢者地区となるのももう後わずかのことだ

と思います。高齢者が住みやすいまちづくりをいたしますと、市長は敬老会の御挨拶の中でおっ

しゃられていたと思います。今までにかつて経験したことのない超高齢社会への対策が急がれて

おります。医療、保険、社会保障はもちろんのことですが、もっともっと私たちの身近な普段の

日々に生活の中に多少の不満を持っていらっしゃる高齢者が多く見られます。

私が、初めて議員に当選したときに、あなたは重箱の隅をつつくようなことを言ってほしい、

そういうことに取り組んでほしいと、私に言われた方がいらっしゃいました。それが、あなたに

求められるみんなの期待なんですよというふうに言われたんですね。そのときはまだ若かったで

すから、どういうことなのかちょっと理解ができかねるところもありましたが、１０年たった今、

ああ、こういうことだったんだなと思っております。一般的にいえば、小さな小さなことで、何

このくらいのことというようなこともございますが、その立場になれば大変苦痛になっている、

どこかで誰かにどうかしてほしいと、そういう悲痛な願いを持っている高齢者や障害を持った人

が多数いらっしゃるということです。

通告いたしております３件にも、健常者にとっては何ともないことなんですね。本当にこんな

ことというようなことなんですが、１件目の道路の白線が薄くなったり消えたりしているという

ことは、年をとりますと白内障とか緑内障が進んでまいりまして、非常に目が不自由になってい

る方が多うございます。その方たちも運動不足解消のために、ウオーキングをしたり日々の買い

物に行ったりなさっているわけですね。そのときに、白線を目安に歩いていくということだった

んです。これも、聞いてみないとわかりませんでした。白線を頼りにウオーキングをしていると、

買い物にも行っていると。しかし、それがだんだんだんだん薄くなったり消えたりしているとこ

ろがあると。
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その目の病状が進んだということも考えられるんですが、そういうふうな生活をしている人に

とっては、白線というものは本当に危険から身を守る命綱みたいなものだったんですね。道路が

できた当初はきれいに白線が書いてあったわけですが、その後何の補修もされていないくて、と

うとうウオーキングもやめて、買い物にいくのも回数を減らしているというお話があっておりま

した。

島内の全部の道路をそうしてくださいというのは、これはかなり無理があることだということ

は十分承知いたしておりますが、せめて市街地近辺、市街地、町に住んである方がウオーキング

されるというのは、３０分限度くらいだと思うんですね。三、四十分、そこら辺の白線のやっぱ

りチェックはすべきではないかというふうに思います。

２件目が、舗装の段差ができているということなんですね。特に、水道工事の後、皆さんおっ

しゃられるのは道路の工事をするときに、水道工事も一緒にできないものかと、せっかくきれい

になっている舗装をまた切り割って水道工事をしていると。そういう無駄なことはしないでほし

いというのもありますが、これは行政の縦割りでなかなかそうはいきません。県道を切り割って

水道工事をなされているわけですが、工事が終わられたときはきれいに舗装ができているんです

ね。でも、時間がたつとやっぱり段差ができているわけです。

そこで困るのが、セニアカーではなくて、手押し車で歩いていらっしゃる方です。その手押し

車に全体重をかけて、前かがみで歩いていかれるものですから、その段差がよくわからなかった

り、道路の陥没しているところが見えにくかったりして、そこで手押し車が非常に安定性が悪い、

セニアカーに比べれば安定性が悪いわけですね。その手押し車がひっくり返るものだから、自分

も転んでけがをしたと。骨折をしたとか、そういう目に遭ったという方がまあまあ聞いてみると

いらっしゃるんですね。だから、舗装の段差、道路のでこぼこ陥没しているというところのやっ

ぱり補修というのも取り組んでほしいというお話がございました。

３件目も聞くまで全くわかりませんでした。私たちは、福岡のジェットフォイルの待合室に長

時間腰かけることがないんです。時間ぎりぎりとか、長くても３０分待つくらいで行くわけです

がね。福岡の病院に通院なされている方、この方々は病院に予約していかれますので、１２時過

ぎくらいに診察が終わってこられるわけですね。体調が健常者のようにありませんので、町をう

ろうろするとか、ショッピングをするとかいうことはもうきついからなさらないわけです。そし

たら、そのままその３時台のジェットフォイルで帰ろうと思って、あの待合所に帰ってこられる

んですね。そしたら、２時間も２時間半もあのかたい椅子の上に腰かけていなければならない。

横になることもできない。だから、あの椅子を何とかもう少しやわらかいものに変えてほしいと

いうような要望でございました。

全部といったら清掃の関係で無理があるかもしれない。それなら、せめて優先席でもつくって
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いただきたいというのが悲痛な願いでございました。これは、この３件は私が敬老会前に高齢者

の井戸端会議の中でお聞きしたお話なんですが、この３件に対してはできますならば早急に解消

するように取り組んでいただきたいというのも一つです。

しかし、今この方々のお話を聞いてみますと、こういったことをどこで、誰に、どのように言

っていっていいのかがわからないという後期高齢者の方々なんです。道路とか、そういう白線と

か、身近なことは地区の自治公民館長さんあたりに言って、言ってもらえませんかと、そうすれ

ば伝わりますよというお話もしたんですが、自分の公民館の部内ではないとおっしゃるんですね。

それがですね。だから、隣の公民館の地域である。もうわざわざ隣にまで言っていかれんと。だ

から、どこか、誰かこういう話を聞いてほしい、言う場所がほしいというのも一つの願いでござ

いました。

この件に関して、市長はどのようにお考えかをお伺いいたします。

○議長（町田 正一君） 今西議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） ７番、今西菊乃議員の御質問にお答えをいたします。

先日は石田の敬老会、大変お世話になって、まさに議員おっしゃるように高齢者の方に優しい

行政をしたいということも申し上げたところでございます。高齢者が生活をしていく中で、不便

さを感じながらも行政の要望が届けられない状況があるということでございまして、１番目に道

路の白線が薄くなったり、消えたりしている。２番目に舗装の段差ができて、手押し車等が転倒

して骨折をする恐れがある。３番目に福岡のジェットフォイル待合室の椅子がかたくて、長時間

腰かけて待っていられない。病人や障害者向けの対策が必要だということでございます。

道路の区画線についてでございますけれども、御指摘のとおり市道の中心線や路側線が薄くな

ったり、消失している箇所が見受けられます。補修につきましては、随時整備を進めております

が、市道延長が１,３３６キロございます。国道、県道を含めますと、１,４００キロを超えるわ

けでございますけれども、このような中で今年度は１、２級路線を中心に約６５キロの区画線を

整備する予定といたしております。

また、舗装の段差につきましても、これにつきましてはやはり地元の方々からの御連絡がどう

しても必要になりますので、地元から御連絡があった場合、現地を確認して随時補修を行ってお

りますけれども、区画線同様舗装補修についても１００％補修ができていないところでございま

す。今後は、そういったこともございまして、市といたしましては道路を改良とか新設をするこ

とよりも、私はこの維持補修に予算を割きたいと思っているところでございます。

参考でございますけれども、１級の市道が１４８キロ、２級市道が１４６キロ、その他の市道

が１,０４２キロということで、１,３３６キロということでございます。この中で、参考のため
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に申し上げますけれども、平成２４年度の道路の維持費の決算が１億２,８５０万円程度でござ

います。２５年度の現在予算額でございますけれども、２億６,８００万円程度を予算計上いた

しております。この中で１億円程度、１億４,０００万円ですか、ふえておりますけれども、や

はりそれだけ道路の維持等々について非常に予算がかかっておるという状況にございます。

しかしながら、やはり高齢者の方が、先ほど議員おっしゃいますように白線が頼りだと、ある

いは舗装の段差によって転倒するといったことは、これはやっぱり未然に防がなければならない

ことでございまして、精いっぱいこの予算の中で維持補修について努力をしていきたいと思って

おります。

次に、福岡のジェットフォイル待合室の椅子の問題でございますけれども、高齢者への細やか

な対応といたしましては、福岡のターミナルに限っていいますと、福岡市の第２ターミナル、壱

岐対馬五島航路でございますけれども、エレベーターを高齢者や障害者が利用しやすい場所に設

置いただくように要望しておりましたところ、このたびターミナルビル西側に完成をいたしてお

ります。

また、長年の願いでありました博多港博多ふ頭地区壱岐・対馬ボーディングブリッジ下船口か

ら、バス乗り場等までの利用車動線におけるシェルター雨よけ施設設置につきましても、福岡市

においてこのたび予算化されまして、現時点での情報によりますと１２月に着工、そして今年度

中に完成という予定をお聞きいたしております。

さて、福岡市のベイサイドプレイスのジェットフォイル待合室には、現在６人がけの椅子が

６列、４人がけの椅子が６列設置されております。利用客は乗船する前はその椅子に腰かけて待

つ方がおられます。しかしながら、議員おっしゃるように椅子はかたく、特に病気の方々や障害

者の方々はつらい思いをされていると察するところでございます。唐津フェリーターミナルにお

いては、畳の待合室がございまして、この問題が解消しているのではなかろうかと思っておりま

す。

また、福岡はやはり御病気の方が通院で行かれるという一つの事情もございますし、診察が終

わればやはり早くターミナルに来られて長時間待たれるという状況もあるかと思うわけでござい

ます。この待合室は、株式会社ベイサイドプレイス博多が管理しておりまして、福岡市営渡船の

博多・志賀島航路、玄界島・博多航路、安田産業汽船株式会社の博多・海の中道航路、ベイク

ルーズ福岡の那珂川水上バス、博多湾クルージング「マリエラ」、そして九州郵船ジェットフォ

イルのお客様が利用されております。

このベイサイドプレイスは、旅客ターミナルと一体化した複合商業施設であります。観光スポ

ットとして有名なところで、多くの人が利用されております。市といたしましては、これらの航

路事業者等の意見を聞きながら、株式会社ベイサイドプレイス博多に対し、病人の方と障害者の



147

方への配慮について働きかけてまいりたいと思っております。

今西議員は壱岐の施設については申されませんでしたけれども、壱岐の施設はやはりもう船の

出発時刻がわかっていますから、間近に来られてそういう問題がないのかなと思っておりますけ

れども、ちょっと調べてみました。郷ノ浦港については全部がかたい椅子でございます。芦辺の

ジェットフォイルもかたい椅子でございます。石田と芦辺のフェリーターミナルについては、や

わらかい椅子があると、こういう状況でございます。これらにつきましても、このままでいいの

かというようなことについて検討してまいりたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。

○議員（７番 今西 菊乃君） 道路の白線の問題とか段差の問題については、やっぱり地元公民

館あたりで要望するとできるんですけど、高齢者の方はなかなか言っていくことができないわけ

ですね。隣の公民館のことだから、隣の館長さんには言われんっていうのが現状なんです。だか

ら、どこかでこういう意見を聞いてくれるところがほしいというのが、そもそもの要望でござい

ました。

６月の定例議会で、高齢者関係で質問をいたしましたときに、ちょボラ、ちょこっとボランテ

ィアあたりを導入してはどうですかというふうなことを申しておりました。そういうのに関連し

ても住みやすい高齢者向けの対策、対応というのが必要ではないかと思います。本来ならば、こ

ういった意見は私たち議員がちゃんとお伺いをして、申し立てるのも一つの方法かと思います。

旧町時代は大勢の議員がおりました。合併当初６２名でしたし、その前はもっと多くの議員さ

んがいらっしゃいました。しかし、現在は全部では１６名というふうに非常に少なくなっており

ます。石田もわずか２名になっております。ほかの町もそうだと思います。

以前は、二つ三つの公民館で一人の議員さんがいらしたような状態だったと思います。だから、

お話もしやすかったんだと思います。要望も言いやすかったんだと思いますね。しかし、やっぱ

りこう激減いたしますと、そういう弱者の声というのが非常に届きにくい状況になっているんだ

ということを痛感いたします。私たちもよく言われます。選挙のときばっかりきちかねてはこん

もんなと。議員もなかなか減りますと、活動範囲が広範囲になりますから今までのようにはいか

ないところもあるんですね。だから、削減だけがいいことかどうかというのは考えなければなら

ないことではございますが、経費のことを考えるとやむを得ない状況にあると思います。

そうした意見を吸い上げるほかの方法をやっぱりとっていかなければ、あわせてとってやっぱ

りいくべきだと思うわけですね。特に弱者、高齢者あたりへの対応というものをもう少し考えて

取り組んでいかなければならないのではないかと思っております。まず、市長にそこのところを

どう思っていらっしゃるのかと。
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続きまして、そのジェットフォイルの待合所の問題ですが、あそこは言われるとおり私も九州

郵船さんにこういうお話がありましたので、早速お話をいたしました。全部が無理なら、せめて

優先席でもつくってくれるように頼んでくれないかというふうにお話をいたしました。しかし、

ほかのところからの要望はないとですねというようなお話だったんですね。もちろんあそこは、

あそこにそんなに長時間腰かけるのは壱岐の人しかいません。対馬からの通院の方はどうしても

きつければ飛行機を使われていると思うんですね。壱岐から行く人だけが長時間待っている状況

にあると思うんです。だから、要望はうちからだけしか出ないと思いますよと、だからそこのと

ころをどうか九電工さんが思うというようなお話がございましたので、そこのところを話してい

ただきたいというふうに一応伝えております。だから、市からもそこのところを強く要望をして

いただきたいと思うんですね。全部が全部変えろというのではありません。せめて優先席なりと

もつくっていただきたいという、この状況をちゃんと説明して要望を申していただきたいと思っ

ております。

この２件に関しまして、市長の御意見をお伺いいたします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今西議員の追加質問でございますけれども、市に対する要望がなかなか

届けにくいと、高齢者がですね。そういったことにつきましては、やはり行政というのはどうし

ても文書処理というのがてんまつまで書くものですから、文書処理というのをやるということで、

公民館長さんなどからやはり申請をいただきたいという気持ちがございます。

しかしながら、今おっしゃいますように、ある意味自分たちのところを要求をしているような

引っ込んだ気持ちを持たれる方もいらっしゃるかもしれません。どういうふうにして、それをそ

んなお年寄りの御意見を聞けるのか、少し研究をさせていただきたいと思っております。

それから、福岡のジェットフォイル待合の問題でございますけれども、今、例えばジェットフ

ォイルなどは指定席はどうなんだというような議論もしておるところでございますけれども、こ

れにつきましてもなかなか結論が出ません。特に、郷ノ浦港のジェットフォイルはその潮の満ち

引きの関係で、上からおりるときとか、下からおりるときとあるわけです。ですから、必ずしも

指定席で乗り降りがうまくいかないこともあるということでございます。しかしながら、今お話

を聞いておりまして、やはり優先席といったようなものを確保できないか、そういったことにつ

いても九州郵船のほうに、航路対策協議会などを通じて打診をしていきたいと思うところであり

ます。

椅子につきましても、何とかさっき申しました会社のほうに言いたいと思いますし、福岡市に

もやはり働きかけ、建物そのものは市の所有であると思っておりますので、市に働きかけてみた
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いと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。

○議員（７番 今西 菊乃君） 高齢者のことでございますので、早急にお願いをいたしたいと思

います。

これでこの質問は終わらせていただきます。

次に、子育て環境整備ということで質問いたします。

本市では、子育て支援に関してはいろいろな取り組みが行われています。

検討委員会を設立して子育て環境に取り組んでいるが、放課後児童クラブ、幼稚園保育所と重

なったときの料金は、若い家族の家計を占める割合が大きい。今後の幼保のあり方について料金

に対して不安があるが、検討委員会の方向性はどのようになっているのかというような通告にな

っております。通告いたしておりましたので、このことに対しての答弁だけはいただきたいと思

います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今西議員の２番目の質問でございまして、子育て環境整備について、検

討委員会を設立し子育て環境整備に取り組んでいるが、放課後児童クラブ、幼稚園、保育園と重

なったときの料金は若い世代の家計を占める割合が大きい、今後の幼保のあり方について、料金

に対して不安がある。検討委員会の方向性はどのようになっているかという御質問でございます。

昨年１１月に、壱岐市幼保連携子育て支援検討委員会を設置をいたしまして、現在まで７回の

検討会議を開催をいたしております。検討の内容につきましては、市内の幼稚園、認可保育所、

僻地保育所のあり方や、民間の認可外保育施設等々のあり方、新しい子ども子育て支援法に対応

すべく、子ども子育て支援事業計画基本調査、ニーズの調査でございますが、その調査表の内容

検討や認定こども園の新設等について論議をいただいている最中でございます。

今後、国から示されているスケジュールに沿って、まず市内の未就学児等を対象としたニーズ

調査を実施し、利用状況及び利用希望状況の量の見込み等を調査いたしまして。平成２６年９月

ごろ、来年の９月ごろをめどに子ども子育て支援事業計画を作成する予定となっております。ま

た、料金につきましては平成２６年４月ごろ国のほうから、目安の価格、公定価格が骨格が提示

をなされる予定となっておりますので、その後議会及び検討委員会から移行する子ども子育て会

議等の御意見を賜りながら、検討させていただく予定でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。



150

○議員（７番 今西 菊乃君） ちょっと済みません。私の不手際でございまして、申しわけなく

思っておりますが、本当はどういうことが聞きたかったかと申しますと、今、保育所、幼稚園の

あり方について検討会議が進んでいる状況にあると思います。その中で、その幼保一元というこ

とを視野に入れて検討がなされているのかと思いますが、壱岐の場合、今の現状でいいますと今

の保育所、幼稚園の体制でほぼ十分だと思うんですね。

しかし、今から先ずっとこれが続いていくわけではございませんので、ここにメスを入れなけ

ればならないと思っているわけです。検討委員会でもいろいろ検討をされていることと思います。

立ち上がって半年くらいになりますかね。その中で、どういった方向性で進んでいるのかという

こともございますし、できれば幼保一元ということをできるところからやったらどうかというこ

とを言いたかったわけでございます。

経費削減とか、子供の教育とか育児とかいろいろ考えまして、今石田の保育園、幼稚園がござ

います。小学校のプールとかもあります。だから、そこを基準として幼保一元化というものに取

り組んでみてはどうかということを言いたかったわけです。そうしないと、だんだんどこの施設

も老朽化をしてまいります。国の方針が定まらないので、なかなか市長も方向性を決めることが

できないでいらっしゃると思うんですが、まずモデル的にできるところからやってみてはどうか

ということが言いたかったわけです。

石田の場合は、石田保育園と石田幼稚園が近くにありますし、下にテニスコートがあるんです

ね。前はあそこに手がつけられないということだったんですが、もうできるようになっているん

じゃないかと思いますので、あのテニスコートと今の保育所を一体化として幼保一元に取り組ん

でみてはどうかということが言いたかったわけです。そうしないと、なかなかこの幼稚園、保育

園の問題はどこも施設が老朽化していきますし、今のままずっと少ないところをそのまま継続し

ていくということも難しいと思いますので、できるところからモデルというわけではありません

が、石田が一番やりやすいんじゃないかと思うわけですね。だから、あのテニスコートは今の幼

稚園の跡にでも持っていけないことはないと思うんですね。それで、モデル的と言ったら言葉は

悪いですけど、これからの取り組みとしてまずそこからやってみてはいかがかなという質問が本

当はしたかったわけです。申しわけございません。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今、検討委員会でさまざまな検討が行われておるところでございます。

今、今西議員におかれましては石田が幼保連携を、模範的にやってはどうかということでござい

ます。今、検討委員会の中身については詳しくは存じておりませんけれども、やはり僻地保育所

の問題、集約の問題、そして幼稚園と保育所の形態等の融合等々について、非常に議論を深めて
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いただいておるものと思っております。

そういった中で、幼保連携のまず幼稚園、保育所を一体化するという中で、園舎をそのままに

して使う場合は、１５０メートル以内でなければいけないという条件がございます。１３５メー

トル、済みませんでした。１３５メートルというのでございまして、石田町がぎりぎりかなと思

っておる次第であります。そういった意味では、他の幼保連携が園舎を別棟にしてやれる場所は

ございません。そういった意味では、石田は一つのモデル的にやれるのかなと。これは、決定で

はございません。今お聞きをして、率直に私が感じておることを申し上げております。そういっ

たことで、何回も言いますけど１３５メートルしか離れていないのは石田しかないということも

事実でございますし、その可能性は非常に大きいと。ただ、検討委員会の答申が出ないうちにこ

うですよということも言えません。そういう条件にあるということを、私が認識しておるという

ことにとどめさせていただきたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 今西議員。

○議員（７番 今西 菊乃君） 検討委員会の結果が出るまでは、市長もどうこうということはお

っしゃられないと思います。そのための検討委員会を立ち上げていらっしゃるのだからですね。

しかし、その検討委員会の委員さんの中のお話を聞いてみますと、なかなか進まないというよう

な状況を聞くわけですね。だから、まずモデル的にでも日本国中幼保一元のところはあるわけで

すから、どこもみんな一緒にというわけにはいかないですね。だから、やれるところからまずや

ってみてはどうかという意見もあるものですから、そのことをちょっとお伺いをしたわけです。

検討委員さん方の御意見、結果報告も今年度中にはあろうかと思いますが、今後の保育の取り組

み方については幼保一元というものも視野に入れてやれるところからやっていただきたいという

思いで質問をするつもりだったんですが、ちょっと不手際で申しわけございません。

以上で私の質問を終わります。

〔今西 菊乃議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、今西菊乃議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。

午前11時50分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時00分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。
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次に、１番、赤木貴尚議員の登壇をお願いします。

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 登壇〕

○議員（１番 赤木 貴尚君） １番、赤木貴尚が通告に従い、市長に対して一般質問を行います。

７月２０日に当選証書をいただき、間もなく２カ月、多くの方々に支えられ、先輩議員の方々、

議会事務局の御指導もあり、今ここに立たさせていただいております。一つ一つのことが初めて

で緊張の連続ですが、この初心を忘れないで、壱岐市の一人として、また市民の代表として壱岐

の島のために頑張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

質問は、主に９月会議においての市長の行政報告の内容から考えております。市民や私の素朴

な疑問を中心に行いたいと思います。新米議員の初の一般質問、欲張りすぎまして質問事項、質

問要旨、全てで９つと盛りだくさんになってしまいました。時間が５０分しかありませんので、

市長の簡潔で建設的な答弁をお願いいたします。

まず、先輩議員のアドバイスもありまして、効率よく質問するために通告書の質問の順番を若

干入れかえさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

○議長（町田 正一君） 結構です。

○議員（１番 赤木 貴尚君） まず、１つ目の質問は通告書の④、地域おこし協力隊についての

質問です。

平成２５年５月１２日採用の合口香菜さんをはじめ、徳永満智子さん、堀田九三男さん、二宮

レイ子さん、４名の皆さんに地域おこし協力隊として３年間活動していただくということでなっ

ております。この方たちに、具体的な成果と結果を３年間でどのように求めていくのかというこ

とを、まず最初に市長の見解を聞きたいと思いますのでよろしくお願いします。今回の質問は一

つ一つ御答弁をいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 赤木議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） １番、赤木貴尚議員の質問にお答えいたします。

初めての対面でございまして、私も緊張いたしておるところでございます。地域おこし協力隊

について、４名に３年間で具体的にどのような成果、結果を求めているのかということでござい

ます。

地域おこし協力隊につきましては、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外

の人材を積極的に誘致し、その定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニーズに応えなが

ら地域力の維持、強化を図ることを目的に創設された総務省の制度でございます。地域づくりに

意欲的な隊員を４名募集し、本市観光情報の発信、地産地消の推進、地域特産品のＰＲ、新規開

発、商品デザインの支援、また農林水産業の応援や海女の後継者育成などの地域協力活動に従事
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してもらうことで、地域の振興を図ることを目的に、３年間にわたる活動を予定をいたしており

ます。

行政報告で申しましたとおり、海女さん後継者として合口さん、観光振興情報発信担当として

徳永さん、物産振興・特産品開発担当として二宮さん、雑穀・古代米ブランド化支援担当として

堀田さんと４業務、４名の隊員が全て決定し、着任いただいたところであります。

それぞれのミッション、大きい項目だけ申し上げます。観光振興、情報発信担当徳永さんには、

地域資源の調査、地元では注目されてこなかった資源などにも目を向けること。旅行商品の企画

立案、ホームページ、ＳＮＳ活用による情報発信でございます。

物産振興・商品開発担当二宮さんには、地域の食資源調査、新商品開発、既存商品のリニュー

アル、Ｗｅｂ販路開拓通販、ＳＮＳ活用などによる情報発信でございます。

海女さん後継者合口さんには、海女の見習い、海女等の情報発信、漁協直売所の支援、イベン

ト企画、運営をお願いいたしております。

４番目の雑穀・古代米、原の辻ブランド化支援担当の堀田さんには、雑穀・古代米の調査、情

報発信、雑穀・古代米の加工品やイベント企画、特産品開発関連ツールの製作をお願いしておる

ところでございます。

今後、本市の現況、課題を把握しながら、埋もれた魅力、資源を掘り起こし、専門知識や外部

ネットワーク等を生かしながら、これまでに培ってこられた経験を十分発揮され、現在観光連盟

が主体となって取り組んでおります長崎県がんばらんば事業の壱岐島ごっとり市場の各事業への

支援など、連携しながらそれぞれの担当業務を行っていただきたいと思っています。そして、こ

れらの活動の中で定住定着につながる起業、または生業づくりを築かれ、３年後には地域おこし

協力隊の皆さんがこの壱岐の島に移住定住され、引き続き地域活性化に奮闘していただけること

を期待しているところであります。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） ３年後に定住定着という言葉が幾つか出てきましたが、やはりこ

の人口減少の中、定住定着していただいてこの壱岐の島のために一生懸命働いていただくことが

大切なことだと思います。

この４名の皆様には、官民協働のかけ橋となっていただくためにも、行政は何をすべきかとい

うと、やはり明確な作業指示や目標設定、役割を具体化してあげて、働きやすい環境づくりをし

てあげることが大切だと思います。この地域おこし協力隊も、もうほかの自治体でも多くの方が

取り組まれている中の結果報告の中に、野放しではいけないと、「どうぞそのままやってくださ

いよ、好きなようにやってくださいよ」では、本人たちもやりたいことがあっても、それをやれ
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る環境がない限りはせっかく今まで一生懸命やってこられた実績も通用しない状況があるみたい

ですので、その点を行政側はしっかり働きやすい環境づくりというのをつくってあげたほうがい

いのではないかなと思います。

それでは、次の質問にいきたいと思います。

２つ目の質問、壱岐市のインターネットの活用についてということで質問したいと思います。

壱岐市におけるインターネットの活用は、ホームページ、市長ブログ、市長フェイスブックと

いうこの３つを主に活用されている状況ですが、そのほかにもＳＮＳ、先ほどの市長のお言葉の

中にも地域おこし協力隊の活動の中にＳＮＳという言葉がありましたが、このＳＮＳということ

を活用してはどうかなと思うことで、ちょっと一つボードを用意していますので、ＳＮＳという

ことに関してほかに何があるかというと、ここに書いていますけどソーシャルネットワーキング

サービスと、人と人のつながりを促進、サポートしていくコミュニティ型のウェブサイト、ちょ

っとやけにカタカナが多いんですけども、要はインターネットを使って人と人をつなげるという

ことですね。

わかりやすくというか、インターネットの回覧板みたいな形で、知りたい情報がわかりやすく

インターネットをしている人がわかるという、こういうソーシャルネットワークサービスという

のが今、日本の中で、私がいう中ではこのツイッターとフェイスブックとラインというのがある

んですけど、これはちょっとまたソーシャルネットワークとしてはちょっと違うジャンルになる

んですが、私がやっている、または壱岐市島民の中で若者がやっているのはこの多くの３つにな

っております。

このＳＮＳというのをぜひ活用していただいて、この壱岐の情報発信をしていただきたいなと

思うのが私の今回の質問ですが、まずこのＳＮＳ、現在武雄市、佐賀県の武雄市が積極的にフェ

イスブックというのを活用されています。これは、フェイスブックというのは「いいね」という

ボタンがありまして、その「いいね」というのを押した人いうのの数が一つ見ている人というか、

それを使っている人の一つのバロメーターなんですが、これ一応５万人という数字が出ています。

いいねというのを押した以外の人でただ見ただけという数字が、インターネット上などで確実な

数字ではないですけど、４８億人とか書かれている状況が今の現在のところです。

私も、今回議会の広報委員長として、広報委員会が今度視察研修に武雄市に行ってまいります。

その中で、やっぱりしっかりと議会も情報発信をしていかなければいけないということで、この

フェイスブックをぜひ活用していきたいなと思っておりますが、まずやってほしいことはこのフ

ェイスブックということで、市長のフェイスブックもありますが、壱岐市のフェイスブックペー

ジというホームページとは違う、壱岐市を宣伝するフェイスブックの中のページというのをぜひ

やっていただきたいと思うんですが、このことについて現在取り組まれていないということなの
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で、ぜひ取り組んでいただきたい。そのことについての御答弁をお願いします。（発言する者あ

り）全部一括質問。今回の質問に関しては、ＳＮＳ、フェイスブックページを壱岐市で取り組ん

でほしいということを７番の大きな意味です。

○議長（町田 正一君） 赤木議員、インターネット活用についてはその部分だけの質問でいいわ

けですね。

○議員（１番 赤木 貴尚君） そうです。はい。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 壱岐市のインターネット活用についてということで、ＳＮＳについての

みのようでございますけど、この場合、ＳＮＳをやりますよとかやりませんよとかいうことは言

及いたしません。

どういうことかと申しますと、現在の情報の手段についてはさまざまなシステムが構築をされ

ているところであります。それぞれの世界中で多くの方が利用されております。情報発信におけ

る効果は、これまでテレビ等で壱岐市が取り上げていただいたときの反響など、その大きさを改

めて実感をいたしております。議員お話のとおり、ツイッターやラインなどさまざまな情報手段

が確立されておりますけれども、これらはいろいろツールによって、例えばラインなどは災害時

がいいとかございます。その中で、今壱岐市は市のホームページ、壱岐市長としてのブログ及び

フェイスブックに情報の発信を行うとともに、ただいま申し上げました各テレビ、ラジオ、壱岐

市を取り上げていただくような推進をしておるところでございます。

自治体のソーシャルメディアの活用状況につきましては、今武雄市のことを申されましたけれ

ども、ソーシャルメディアの活用状況のアンケート調査が実施された結果、１,７４２自治体の

うちの９２１の地方自治体からの回答結果が、公表されております。ツイッターを活用している

というのが２４.２％、フェイスブックを活用しているが１５.２％、ユーチューブが１４.９％、

いずれも活用していないが６２.５％ということでございまして、まだまだ自治体によりますと

こうしたソーシャルメディアの活用については低い状況にあると思っておるところでございます。

私なりに、これらのことについて理解をいたしておりますけれども、議員お話のＳＮＳ等情報手

段ございますけれども、私はこうしたあらゆる情報手段に取り組むのではなくて、あれもこれも

ではなく、今行っている市のホームページ、ブログ、フェイスブックをさらに充実した形で取り

組んでいきたいと考えておるところでございます。

今、武雄のことをおっしゃいましたけれども、人口５万人の武雄市はＳＮＳを利用した情報発

信先進地でございますが、広報担当としてフェイスブック・シティ課に９名の職員が張りついて

おるという現状にございます。
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壱岐市におきましては、総務の広報担当が一人でこの今申しました３つの情報発信ツールを使

いまして、必要に応じて更新いたしております。これは、情報の発信もとを集中管理して正確な

情報を公平にお伝えするためでございます。やはり行政というのは、個人の情報発信とは違いま

して、その情報の管理については責任の重大さ、それを十分認識しなければいけないと強く思っ

ております。誤った情報が発信されることになって、時には大きな混乱を招き、そして大きな損

失を生むこともございます。

また、情報弱者、高齢者、障害者等、携帯、パソコンを利用できない方、情報弱者でございま

すけれども、この方々への対策も合わせて研究していく必要があると考えておるところでござい

ます。

今、現時点で壱岐市といたしましては、このことを十分認識し情報の発信、情報の管理に努め

てまいる所存でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） まず、私が一番最初に質問した地域おこし協力隊の徳永さんの役

目は情報発信なんですよね。その中に、ＳＮＳ、フェイスブックと市長何回も御答弁されたのに

この行政においては情報発信はＳＮＳではまだできないと。人材が足りないという私は今、とい

うふう捉えたんですが、ぜひこの方たちを生かして、この方たちに情報発信をしていただければ、

人材はそこに補えているんではないかなと思いますが、データというか、いろんなデータがある

んですよね。実際今おっしゃられたツイッター、フェイスブックはそれほど使われていないとい

う状況もそれはそのデータとしてあるんですが、実際もう既に日々フェイスブックやライン、ツ

イッターというのはどんどんどんどんふえていく状況ではあるですね、わかりやすくいえば。

ましてや、このフェイスブックとかラインとかは、スマートフォンという今皆さん携帯電話で

いうと、折りたたみ携帯と、一つになった携帯とあるんです。このスマートフォンに関してでき

る情報発信なんですが、これも既にもう携帯電話を持っている人の半分はスマートフォンになっ

ている状況なんですよね。

ましては、その情報を発信するためのスマートフォンが携帯を持っている人の半分になってい

るのと、しかもこの壱岐の島においてはフリースポットという、いわゆる無線、線が要らなくて

インターネットがつなげられる状況というのは、もう既に全国に自治体の中で第２位になってい

ますよね。佐渡島の次に。今度もういつか１位になろうとして一生懸命努力している民間の方が

おられるんですが、もう１位になりますよ。この１位になったときに、情報発信ができる環境が

あるのに情報発信をしていない自治体というのは、ちょっとバランスがとれていないように感じ

るんですよね。
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私、一つ思うんですけど、市長がこの前からインバンウンド、インバウンドって言って、外国

人誘致している、積極的にしています。外灘画報の取材も来ていますけども、この外国人が使っ

ているはこのＳＮＳなんですよ。インバウンドで外国人客を呼ぼうとしているのに、ＳＮＳの発

信元で壱岐市の情報を知れなければ、外国人は来たくても壱岐の情報は知り得ないですよね。

私が思うには、今度新しく予算で観光パンフレットの予算がついていますけども、このフェイ

スブックページをつくるのはお金はかからないんですね。無料なんです。対馬市においては、既

に英語のフェイスブックページがあるんですよね。じゃあ、これどうやってやったのかって調べ

たら、地元の、対馬のＡＬＴの協力で英語のページを作成した。これ作成したの誰が提案したか

というと、対馬でいう島おこし協力隊です。壱岐でいう地域おこし協力隊の発案でやられている

んですよ。これ、ずっと考えていくとくるっと一周しましたよね。つながっているんですよね。

だから、一番最初に質問させていただいたのは、地域おこし協力隊についてなんですよ。この

地域おこし協力隊、せっかく採用されたのにいわゆる明確な作業目標設定をしてあげないといけ

ないということを、今さっき私も言いましたけども、ぜひこの方たちを使って人員不足を補って、

壱岐の発信をもっと積極的に、あすにでもフェイスブックページをぜひつくっていただきたいな

というのが、一つの希望ですけども、このことについての答弁をお願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 今おっしゃいますように、地域おこし協力隊の方々はそれぞれの立場で

ＳＮＳをぜひ利用していただきたいと思っているわけです。そういう中で、先ほど冒頭ちょっと

私もＳＮＳのことについて非常に否定的なことを申し上げましたけれども、今の段階で壱岐市と

して、行政全体としてやるつもりはないということで御理解いただきたいと思っています。

今、赤木議員が提案のようにそのＳＮＳについて、私も勉強いたしまして、地域おこし協力隊

２名の方に先ほど申しました。そういったことの中で、お互い私も勉強させていただきますし、

うちの広報担当にもそういった情報発信の技術といいますか、そういったもの、そしてまた今の

一人ではとてもやれないということもございます。今のことにつきましては、御提案として受け

取らせていただきたいと思っています。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） この情報発信の今、ちょっと最先端でいうと私も調べただけなん

で詳しくは説明できないんですが、自治体クラウドというもう既に言葉がありまして、これは防

災、観光、医療、これを全て情報発信しているいわゆるインターネットのシステムもございます

ので、ぜひもう既に最先端なことばかりを言っていてもしようがないでしょうけども、壱岐市も
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ぜひそういうのに取り組んでいただいて、情報発信をしていただきたいなと思っております。

次の質問にいきたいと思います。

３つ目の質問、②の全国離島交流中学生野球大会についてで質問をさせていただきます。

８月に行われました全国離島交流中学生野球大会、見事に壱岐市選抜が優勝しました。優勝し

たおめでたいことの影には、どうしても大会の内容、場所とか時間とか対戦相手の情報が市民に

対してわかりにくかったということが一つあるのではないかなと思います。

私も、実際に活動の中で一般市民の方から、どこで何の試合があるのかということを聞かれた

ときに、勉強不足だったのもありますがちょっと答えることができなかった状況があります。来

年は、国体も行われますので、今後壱岐の島内で行われるイベントの詳細、情報、これもまた情

報伝達、情報発信というのが、言葉が出てきますが、そういう点でどういうふうな工夫をされて、

島民に国体等の今後のイベント情報を伝えていくのかというのを、ひとつ市長に御見解をお願い

したい、答弁をお願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 赤木議員の全国離島交流中学生野球大会、それを踏まえて来年の国体と

いうことでございます。

全国離島交流中学生野球大会の開催にあたりましては、皆様の御支援、御協力によりまして盛

会裏に終了いたしました。お礼を申し上げます。議員御指摘の本大会の周知につきましては、ま

ず市報８月号へのトップ記事の掲載、大会チラシの回覧、長崎県庁での記者発表及び各メディア

への情報提供、ケーブルテレビの放送、防災無線での放送、市のホームページの掲載などにより

まして、市民の皆様をはじめ全国に情報発信をしたところでございます。

大会の内容等が情報がわかりにくかったという部分については、反省点として真摯に受けとめ

て今後に生かしていきたいと思いますが、こうしたらよかったんだという御意見がございました

ら、議員の御提案等をお願いしたと思っておるところでございます。

特に、来年開催の長崎がんばらんば国体壱岐市実行委員会の情報伝達につきましては、これま

で次のような方法で実施してまいりました。

国体のポスターの掲示、開催横断幕、タペストリー、これは布製のポスターでございますけど

も、その設置を港、空港、各庁舎、マスコットキャラクターがんば君によるＰＲ活動、がんばら

んばダンス、がんばらんば体操のインストラクターによる指導、普及活動、情報誌壱岐がんばら

んばプレス発行、これは全世帯に現在まで２回配布をいたしております。

市の広報誌であります「広報いき」への情報掲載、壱岐市国体ホームページの開設、情報提供、

カウントダウンボードの設置、交通規制のお願いチラシの全戸配布、新聞折込、看板設置、県推
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奨花の育成ボランティア募集、苗配布、プランター設置、これは小中学校、市民にお願いしてお

ります。各県応援のぼり旗作成・設置、歓迎のぼり旗設置、港、空港、競技会場でございます。

大会ＰＲグッズの作成、配布、ポケットティッシュ、クリアファイルなどでございます。

壱岐市ケーブルテレビの出演、国体応援ポスター、標語コンクールの実施、これは小中学校で

ございます。大会運営ボランティアの募集、現在２９人のボランティアが応募していただいてお

ります。島内新聞への情報提供、インターネットライブ中継、競技実況及び壱岐市の情報発信な

どでございます。さらに、今後これらに追加をいたしまして、主要道路、商店街へ歓迎バナー、

つり下げ旗でございますけれども、や歓迎札の掲示などを予定いたしておりまして、御提案の分

も含め啓発に取り組んでまいります。

離島甲子園参加チーム等の歓迎行動につきましては、大会会場をはじめ、市内各港や空港及び

宿泊施設へのぼり旗の設置をいたしましたほか、各港にそれぞれに到着するチームの皆さんを市

職員、市観光連盟及び宿泊施設などの関係者によりまして、横断幕やのぼりなどを持ってお出迎

えし、お帰りのさいも同様に各港において紙テープを準備するなど、離島らしさも出しながらお

見送りしたところでございます。

また、市観光連盟のお力をかりて、チームが宿泊する施設でもチームの皆さんへの一層のおも

てなしを心がけていただきました。大会終了後ではありますが、参加されたチームの方などから、

スタッフの対応、宿治施設の方の対応等への感謝のお言葉をいただいたことは、関係者の気持ち

が届いたものとうれしく思っておりますし、関係者の皆様のおもてなしの心に改めて感謝を申し

上げます。

しかしながら、壱岐島内全体の歓迎ムードがいま一つ足りなかったという感じられたことは反

省すべきであると思っております。市民皆様への情報の周知の方法など十分検討いたしまして、

今後のイベント等の開催に活かしていきたいと考えておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 先ほど市長にどのようなことをしたらいいかと、アイデアを出し

てくださいということで受けとめましたが、これはフェイスブックページをつくっていただくこ

とではないかなと思っております。なぜならば、ホームページというのは取材をしました。それ

を、一遍市役所に持ってかえって、そこからデータを打って、写真を入れたりとかして、タイム

ロスというか、時間がかかるんですよね。

じゃあ、フェイスブックページ、フェイスブックというのはどうかというと、その場ですぐ対

応できる。情報発信ができるんです。何対何でどこが勝ちましたというのはすぐそこで対応でき

るんですよね。だから、そういう今私が言っているのがインターネットだけに突出していますの
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で、じゃあインターネットができない人にはどうやって知らせるんでというところにもなるんで

すが、まず私が進めたいところはそこであるということを一つアイデアとして伝えたいと思いま

す。

そして、歓迎ムードが足りなかったというのは、市長のお言葉をいただきましたが、市民は歓

迎したかったと思うんですよね。でも、歓迎したくても情報が伝わっていないから歓迎できない

んじゃないかなと、僕は一つ思いました。

じゃあ、どうやって情報を発信するのかというと、昔ですね、ちょっと一つ、昔ですね、こう

いうふうに修学旅行とかが来ると歓迎の赤い張り紙をよく見かけました。旅館とか商店、うちな

んかもこういうのを張ってくださいっていって張ってきました。修学旅行は、何日から何日に来

ていますよというのを張ってあるんですよね。これは、インターネットも何もない、本当のアナ

ログな張り紙なんです。

じゃあ、これで何がわかるのか、まず来ている団体名と日付がわかるんですよ。ここさえわか

ることによって、どこであるかというのは、その後は一般市民が探していくところなんですけど

も、この最低限の情報だけでもどこかに張ってあることによって、まず一つに来られた方が、わ

あ、自分たちは歓迎されているんだなというのが一つわかる。そして、島民も何月何日から何か

ありよるねというのもこれでわかる。これ昔あったんですけどね、いつからかなくなってしまっ

たという、これじゃあ僕がどこでどうやっていたのか調べようにもなくて、今回自分でつくって

きました。こういう、一つアナログ的な一般市民もわかりやすい。そして、来る方たちも歓迎

ムードをすごくしてくださっているなという、こういう取り組みのぜひ国体前に、国体に向けて

やっていただければいいかなという、一つアイデアを御提案したいと思います。

それでは、次の質問に行きたいと思います。

○議長（町田 正一君） 赤木議員いいですか、それについて市長の答弁は。

○議員（１番 赤木 貴尚君） じゃあ、市長答弁よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本当に具体的な御提案ありがとうございました。今のことにつきまして

も、十分効果のある御提案だと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議員（１番 赤木 貴尚君） よろしくお願いいたします。議長、それでは次の質問に移ります。

４つ目の質問、長崎しおかぜ総文祭、先ほども鵜瀬議員のほうから御質問がありましたので、

ちょっと簡潔に質問させていただきたいと思います。

すばらしい取り組みということで、一つそういう表現にさせていただきますが、商業高校生た
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ちも市長を表敬訪問されて結果報告をされました。その中で、私は今回のこの受賞は単なる発表

ではなくて、提案としてこの壱岐市は捉えていただきたいなと思います。市長もブログの中で、

このすばらしい提案書を今後の島づくりの中に活かしていきますと、コメントしてあります。こ

れは、子供たちにひとつ夢を与えていますね。まとめの言葉の中にもこれは私たちの夢であると、

こういうふうに島が活性化されてにぎわうのは夢であるという言葉を書いてありますけども、私

はやっぱりこの夢をかなえてあげるのは大人の役目だと。この島の中においてのトップ壱岐市長

がぜひこの夢をかなえてあげてはどうなかと思いますが、このことについて御答弁をお願いしま

す。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 長崎しおかぜ総文祭、最優秀の賞のアイデアを活かすための仕組みが整

備できないかという御質問でございます。

しおかぜ総文祭におきまして、壱岐商業高校が最優秀賞という快挙を成し遂げられました。そ

の主たる提案内容は、合宿誘致による交流人口の拡大と地域活性化を図ることでございます。具

体的には、市の島外スポーツ団体誘致促進補助金制度を広く周知させていくことや、壱岐市ある

いは壱岐市観光連盟、宿泊施設などが協力のもとに合宿パックの開発及び販売を推進することと

捉えております。

今回のテーマ、「おいしい、楽しい、島合宿、壱岐」では、壱岐合宿の現状分析、マーケティ

ングリサーチ、テストマーケティングなど、目的達成のためのさまざまな活動をされておりまし

て、本当に関心させられたところであります。特に、マーケティングリサーチでは北九州にある

８３の高校のうち６割近くが壱岐で合宿したいと答えておりますが、一方で市の補助金制度の認

知度は１割に満たないという調査結果であります。このことから、情報発信の重要性を改めて認

識をしたところでございますが、これらの内容につきましては、検討というよりもこれらを研究

した高校生との意見交換をやりたいと思っているところであります。

と同時に、壱岐での合宿を望む高校などの情報をいただけるならば、トップセールスにも伺い

たいと思っておりますし、待ちの姿勢ではなく積極果敢に合宿誘致に取り組みたいと考えており

ます。また、議員おっしゃいましたように、この発表のまとめとして壱岐が合宿のメッカとして

にぎわい、離島経済再生の模範となることが私たちの夢であると締めくくられております。心か

らありがとうという思いでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） いわゆるこの文化祭のインターハイですね、これで日本一になっ
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たんですよね。商業高校のグラウンドのところにも日本一って書かれています。この日本一にな

ったこの提案を、ぜひ壱岐市が活かすというところが、またそこがすごいすばらしいことではな

いかなと、日本一になった高校生のアイデアを活かすというところは、僕はすごくすばらしいこ

とだと思うんですよ。

実際、他の自治体においても大分県の大分大学の主催する高校生のアイデアコンテストという

のもあるみたいですし、愛知県のほうにおいてもそういう高校生のアイデアを活かすコンテスト

というものも行われています。対馬においては、ちょっと対馬は隣なのでひとつ比較対照にして

みたいと思うんですが、長崎新聞において地域づくりに大学力ということで、総務省の域学連携

地域活力創出モデル実証事業という中で、大学生と意見交換をしてその大学生から実行委員会が

立ち上がって、実行委員会で大学生との意見交換をして、その意見をぜひ対馬のために活かそう

という取り組みも実際に行われていますし、いろんな自治体でいわゆる学生、この若い人たちの

アイデアを活かしてその地域を活性化していこうという取り組みが、やっぱ日本中それなりに行

われているわけなんですよね。

その中で、やはりこの日本一になったというところを活かすというのが、やっぱ壱岐で唯一で

きるところではないかなと思っていますので、ぜひその点を本当も何回も申しわけないんですが、

実現させてあげるのは市長だと思いますので、このことについてもう一度だけ御答弁お願いしま

す。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 先ほど申し上げますように、この商業高校のリサーチ、そういったもの

を高校生の目線でやっておるわけでございまして、現実に答えも６割が壱岐でやりたいというよ

うなことを、返事があっております。少なくとも、そういった学校につきましては働きかけを行

う。その情報をいただけるかどうか、そういったことも含めて、先ほど申しますように情報メデ

ィア部の皆さん方と観光関係のうちの担当あるいは観光連盟、意見交換を行っていきたいと思っ

ている次第でございます。その高校生の夢に向けて頑張りたいと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 子供たちの夢をぜひかなえてあげてほしいなと思っております。

それでは、４つ目の質問に行きたいと思います。

③の観光振興についてということで御質問をさせていただきたいと思います。

行政報告の中に、九州郵船とオリエンタルエアブリッジの本年１月から４月までの乗降客数の

累計が、前年対比１０３％ということで書いてありました。昨年はしまとく通貨がない状況で、
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今年は４月からしまとく通貨を一生懸命、売り出してアピールしているところではございますが、

それにしても昨年まではなかったしまとく通貨、今年でじゃあしまとく通貨の効果があらわれた

のかなと思ったところですが、現在のところは前年比と同じというところでは、このしまとく通

貨を活かしきれていないのではないかと。商売人としては、２割減の券を使われて商売上がった

りにならないように、ぜひこのしまとく通貨はもっともっと来ていただくために、具体的な対策

を行政はどのように考えているのかということをちょっと、市長から答弁をお願いしたいと思っ

ておりますが。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） しまとく通貨のことについてお答えいたします。その前に、商売人が

２割減ということはどういうことでしょうか。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議員（１番 赤木 貴尚君） しまとく通貨の券で購入されることによって、いわゆる商売して

いるほうとしては、済みません。言葉足らずで申しわけございません。どのように言ったらいい

んでしょうか、しまとく通貨を使っていただくことはすごく商売人としてはありがたいことでは

あるんですが、どうしても現金とは違って差額が出てくるというところで、商売人としてはその

利益が少し下がってしまうというところでは、商売人としてはつらいというとちょっと語弊があ

りますが、その点で積極的にもっと来ていただくことをしていただかないことには商売が成り立

っていかないというところをちょっと表現したかったんですが、ちょっと言葉足らずで申しわけ

ございません。そのためにも、行政としてもう少し観光客がいっぱい来るように努力していただ

きたいということを、答弁していただきたいんです。済みません。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） しまとく通貨については、２.５％の手数料を払わなくてはいけないと

いうことで、そういった意味では確かに商売の方々にはその分のもうけが減るといいますか、そ

ういうふうになるわけでございますけれども、これはそのことによって販売量がふえるというこ

とで、ひとつぜひ商業の方々には御理解いただきたいと思っている次第であります。

議員御指摘のとおり、しまとく通貨の販売開始当初におきましては、しまとく通貨に対する情

報発信が不足しておりました。その効果がまだまだという段階でございますけれども、実はこの

発行委員長は離島振興協議会長である私が委員長でございます。そうした中で、県の町村会の中

で内田さんといいまして、内田正二郎さんといいまして、前の壱岐支庁長が事務局をなさってい

らっしゃいます。

現在、これ正直申し上げてだんだんふえております。８月初頭にはしまとく通貨の４月から
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６月の販売状況が年間目標の１割弱でございました。この事業を不安視する報道がなされたとこ

ろでございますが、今申し上げますように旅行業者への旅行プラン造成の働きかけ、自治体が合

同で行った大都市圏の報道向け説明会等々を行いまして、７、８月においては販売状況も改善い

たしまして、両月合わせて約１２万５,０００セットを販売いたしました。

６０万セットが、御存じのように年間目標でございまして、１月当たり５万セット売らなけれ

ばいけないわけでございますけれども、ということでございます。８月までの累計販売数は年間

目標の３割に至っておるわけでございます。今、報道で数字が出ておりますけど、それよりも最

新の数字を申し上げます。８月末締め切りまでの、これはパック旅行というのがございますが、

それが今までの報道の情報には入っておりませんでした。それを入れましたところで、８月末締

めの換金状況を申し上げます。６市町全体で９億５,４００万円でございます。そのうち壱岐市

は３億２,０００万円でございまして、全体の約３３％を占めております。

今後も、しまとく通貨の利用促進について、発行委員会をはじめ関係自治体全体で取り組んで

まいりますが、壱岐市としても独自に、特に福岡市周辺でのしまとく通貨の情報発信に取り組ん

でまいります。具体的には、今度の補正予算に計上しておりますけれども、ホームページ等で公

開できる市内加盟店のＣＭ動画の製作業務や、マスメディアを通してしまとく通貨を活用した観

光閑散期の冬場の壱岐への誘客を図る事業を実施してまいりたいと思っているところでございま

す。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 確かに７月までの数字だったので、私も実際はこの８月、７月後

半から８月までの観光客の増加というのが数字よりも実際目に見えているものはありました。私

も多くの方に出会って、しまとく通貨の効果だと思ってはおりますが、やっぱり今後も気を緩め

ずに閑散期にこのしまとく通貨を使っていただいて、ぜひ離島だけの得点ですので、現在対馬が

今のところトップをいっているようですが、この対馬を抜いて壱岐がトップになるようにしてい

ただきたいなと思っておりますが、この点について市長お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 赤木議員は誤解をなさっているかと思いますけど、対馬がトップは年間

の観光消費額が対馬がトップなんです。ですから、当然対馬がたくさん売らないかんわけですけ

れども、今は壱岐がトップでございます。申し上げますと、壱岐市が、大きく言います。３億

２,０００万円で３３.６％、対馬２億３,６００万円、２４.８％、五島市２億４,１００万円、

２５.３％、小値賀８１０万円、０.９％、新上五島１億３,５００万円、１４.２％、宇久町、佐
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世保市宇久ですね。１,２００万円、１.３％というふうになっておりまして、今のところ壱岐市

はかなり頑張っている状況でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 勉強不足で申しわけございませんでした。壱岐市がトップという

ことで、このトップを維持し続けるように努力していただきたいなと思っております。時間がな

くなってきておりますが、頑張ってあと残り４つを進めたいと思いますが、３つですね、失礼し

ました。

同じく観光振興について質問させていただきたいと思います。

壱岐市における観光案内所はどこだと認識されていますかということを質問してみたいと思い

ます。私の感じるところで観光案内所、ありますが、市長として観光案内所は壱岐はここだとい

うことをひとつ御答弁いただきたいなと思っております。お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 壱岐市における観光案内所はどこかということでございます。市内の観

光連盟の案内所は３カ所でございます。航路の玄関口である郷ノ浦港ターミナル、芦辺港フェ

リーターミナル、印通寺港ターミナル内の１階に配置されております。

この案内所でしまとく通貨も販売いたしておるところでございます。特に芦辺港におきまして

はフェリーターミナルとジェットフォイルターミナルの２棟が離れております。ジェットフォイ

ルの利用者が、同ターミナルに観光案内所を訪ねてこられるケースが多いことから、７月に案内

看板を設置したところであります。また、芦辺港の案内所においては航路の離発着時刻に合わせ

た臨時配置であったものを、本年４月から常時配置に変更し案内業務を行っております。

観光案内所につきましては、１カ所に人員を集約し、専門性を持った多機能な案内業務ができ

るにこしたことはありませんけれども、壱岐の航路の玄関口が３カ所ございまして、観光客の利

便性の上では現在のような配置が必要と思われます。

しかし、それぞれの案内所には１名ないし２名で業務を行っている関係上、しまとく通貨の対

応が不十分な状況となっております。この通貨の利用促進を図るため、販売体制の強化も必要で

あると考えておりますので、９月会議の補正予算において臨時雇用などの所要の補正予算を計上

し、各案内所に販売補助員を配置し、下船客に対する販売窓口の周知や芦辺港ジェットフォイル

ターミナルでの臨時販売対応など、旅行者がよりわかりやすく購入しやすい販売体制を整えるこ

ととしております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕
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○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 私も感じるところを市長が御答弁いただいたので、今後はやはり

もう少し突っ込みたいところはあるんですが、観光案内所ですね、人員配置だけをするのが観光

案内所じゃないと思うんですよね。その観光パンフレットを置いたりとか、壱岐の情報を集約す

る無人の観光案内所があってもいいんではないかなと思っております。その点では、各町に空き

店舗があるんですよね。この空き店舗の活用という点では、この空き店舗を生かしてパンフレッ

トを置いたりとか、壱岐市の情報をそこに全て閲覧できるような場所があるのもいいんではない

かなという一つアイデアがございます。

それはなぜかというと、現在のターミナルビルでは開放時間が限られておりますので、その時

間帯しか情報を得ることができないと。それ以外には観光連盟なんですが、観光連盟がある場所

というのも非常にわかりにくい場所にあるので、ぜひその情報を発信、インターネットというの

も今さっきから何回も言っていますけども、フェイスブック等での情報発信もしながら、アナロ

グ的に無人の空き店舗を利用した情報発信ができる観光案内所というのもぜひ設置されてはいか

がかなと思っております。そういうアイデアもぜひ取り入れていただきたいと思いますが、市長、

御答弁お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 空き店舗はたくさんございます。利用できればいいかなと思いますけど

も、空き店舗をやっぱ無施錠でおくというのは、なかなか中には難しいんじゃないか。外にはい

いかもしれませんけれども、個人所有の空き店舗を、いいよとおっしゃる方があればぜひ利用し

たいと思っていますけど、なかなか今セキュリティー等々の問題もございますので難しいかなと

思いますが、一つの御提案として受けとめさせていただきます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。

○議員（１番 赤木 貴尚君） 空き店舗の活用というのは、私の最大とするテーマの一つでもご

ざいますので、今回は観光案内所という提案をさせていただきましたが、今後は私も一生懸命勉

強して、空き店舗を活用する方法を考えていきますので、ぜひともに考えていただければなと思

っております。

それでは、残り２つ頑張りたいと思いますが、壱岐市市民病院についてということで御質問さ

せていただきたいと思います。大変、もう壱岐市民病院も外来患者、入院患者等もふえて、私も

何度か行きましたところ多くの患者さんでにぎわっているというか、病院なのでにぎわってはい

けないんですが、多くの患者さんがお見えになっております。車をとめようと思うと、やはり駐
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車スペースが足りないということで、とある患者さんですと、車をとめるために２周したという、

ぐるぐる回ったという方もおられました。

現状は、職員の方も駐車スペースを考慮していろんな場所に、患者さんの迷惑にならないとこ

ろにということで一生懸命頑張っておられる現状ではございますが、やっぱり現状は駐車スペー

スが足りないという状況になっておりますので、その点について市長の御見解をお願いいたしま

す。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 壱岐市民病院の駐車場が足りないということについてお答えをいたしま

す。

さきの行政報告で御報告いたしましたとおり、外来患者数は４月からの診療体制の充実により

ましてふえております。御質問の駐車スペースの件につきましては、議員御指摘のとおり現状で

は十分とはいえない状況になっております。

まず、市民病院の正面玄関前の駐車スペースについてでございますけれども、車椅子や特殊車

両用を除く一般来院患者用の駐車区画は１０７台分でございまして、特に来院者の多い月曜日と

専門外来の開設が多い金曜日につきましては、おおむね午前９時３０分から１０時３０分までの

間、駐車場に空き区画がほとんどない状況になっております。

現在、緊急な対応策といたしまして、空きスペースを利用いたしまして、簡易の駐車区画を病

院の東側に１０台分、病院裏側の職員用駐車スペースに１５台分、計２５台分新たに設け、混雑

する時間帯は病院の事務職員で利用可能な職員用駐車スペースへ誘導を行っているところでござ

いますが、なお不十分な状況にございます。

このため、現在、市民病院正面玄関西側の芝生部分３５０平方メートル程度の規模で、福祉車

両の乗降場所を含む駐車場を増設したいと考えています。駐車台数につきましては車両助線とも

関係いたしますので確定はいたしませんけれども、本年度中の完成に向けて準備しているところ

でございます。完成までの間、御迷惑をおかけすることになりますが、御理解、御協力をお願い

いたしたいと存じます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員。赤木議員、時間は一応過ぎていますが、今回は最初の一般質

問ということで、議長裁量で時間を延長して最後の質問を続けてください。ただし、次回からは

時間は厳守するようにしてください。

○議員（１番 赤木 貴尚君） ありがとうございます。それでは、今の質問に関しては理解しま

したので、早急な対応お願いいたしたいと思います。
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それでは、最後の質問をさせていただきたいと思います。

商工業の振興についてということで、９月会議の行政報告において壱岐市乾杯条例の報告のみ

ということでございました。私は、商売人の一員として商工業、すごく関心、関心というか、や

はり考えていかなければいけないことだと思っております。その中において、９月会議の行政報

告、私、議会としては２回目の行政報告を受けたわけですが、商工業、どんな行政報告があるの

かなと思いましたところ、５行で、１２８文字の乾杯条例についてのお話だけした。非常にがっ

くりしたといえばがっくりしました。

それ以外にちょっと調べたところ、６月会議におきましては行政報告において、商工業の振興

については一言も触れてなかったと。平成２４年度の９月会議の行政報告、商工業に関しては

７行でした。平成２４年６月会議行政報告、商工業の振興に関してはこれまた全くありませんで

した。非常に商売人としてはちょっと悲しい報告だなと。実際に報告されないほかに活動もあっ

たのではないかなと思っているところではございますが、そこら辺のことを商工業の振興に対し

ての今後の対策というか、どのようなお考えをお持ちなのか、市長に最後の御答弁をお願いしま

す。

○議長（町田 正一君） 市長、これで最後の答弁とします。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 商工業の件について、壱岐焼酎による乾杯推進条例だけでなかったかと

いうことでございますが、商工業の振興につきましては本年の最重要施策としましては、しまと

く通貨の利用促進に取り組んでいるところでございます。しまとく通貨事業については、交流人

口の拡大という観光振興の側面と島内消費の促進という商業振興の側面が一体となった事業であ

りますので、行政報告においては観光振興の中で述べさせていただいております。

商工業振興につきましては、年間を通じまして壱岐市商工会、壱岐市観光連盟とも連携して施

策を実施しておりますが、市議会例例会９月会議の行政報告に報告をさせいただいておりますの

は、行政報告というのは前会議以降、今会議までの間に大きく変わった状況、施策、そういった

ものを報告をするということになっておりますので、特別な施策をしていないときは行政報告に

のってまいりません。そのことをおわかりいただきたいと思っておりますし、いま一つ商工業そ

のものを指すということではございませんけど、例えば離島甲子園、市は３,５００万円出して

おります。

これは、離島甲子園、スポーツ大会みたいでございますけど、これはとりもなおさず商工振興

でございまして、いろんなイベント、私はイベントをしたいと思っております。それは、商工振

興につながっているんだという、そういったことでぜひ商工振興についてはこれをしましたよと

いうことはなくても、行政全般の中でそういった面に触れているということで御理解願いたいと
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思っています。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 赤木議員、簡単にもうお願いします。

○議員（１番 赤木 貴尚君） お金は回ってくるというところで、商工業にも必ずイベントを行

うことによって回ってくるというところは十分理解しているところではございますが、私も商売

人の代表者として意見をしたいと思いますので、今後は、今さっきも言いましたが空き店舗等の

利用等でいろんなアイデアを出していきたいと思いますので、よろしくお願いします。

本日は、ちょっと時間もオーバーしまして御迷惑をかけました。次なる呼子議員にも御迷惑を

かけまして済みません。これからもよろしくお願いします。

以上で、私の質問を終わりたいと思います。

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、赤木貴尚議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（町田 正一君） ここで、暫時休憩をいたします。再開を１４時５分といたします。

午後１時57分休憩

………………………………………………………………………………

午後２時05分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

次に、３番、呼子好議員の登壇をお願いします。

〔呼子 好議員 一般質問席 登壇〕

○議員（３番 呼子 好君） ９月議会の２日目の最終でございます。

先ほど赤木議員が多岐にわたりいろいろ質問しておりまして、市長もお疲れだろうと思ってお

りますが、私、最後でございますから、よろしくお願い申し上げます。

私今回、４件ほど御提案を申しております。

まず１点目は、壱岐市の庁舎建設についてということで載せております。

まず、庁舎建設検討委員会の菊森会長ほか、１６名の委員の皆さん方には敬意と感謝を申し上

げたいというふうに思っております。

市長は、今回の行政報告で壱岐市庁舎検討委員会の関係について述べられております。壱岐市

庁舎検討委員会につきましては、これまで４回の会議が開催されておりますが、現庁舎の現状と

課題、新庁舎建設の必要性、新庁舎整備の基本理念、新庁舎の機能及び規模等について協議を行

われております。今後、これまでの協議がさらに深まるものとともに、新庁舎の建設場所、現庁
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舎の活用議論が進められ、２６年３月には答申をいただくという、そういう行政報告をされてお

ります。

私は、市長のこのことについて建設ありきの感がしてなりません。というのは、現庁舎の庁舎

あるいは支所、事務所の機能をどのようにするのか、今までどおりするのか、今の分庁方式をや

めて一本化にするのか、そうなると住民との不便が生じてきますが、その対応をどのようになさ

れるか。本庁舎建設の財源は何か。合併特例債を利用するならば、平成３０年までには建設する

必要があるというふうに思います。

現在進行中の庁舎建設検討委員会の協議内容につきまして、答申が出る前でなかなか詳細につ

いては難しいと思っておりますが、できる範囲で我々議会、そして一般住民にも報告してよいの

ではないかというふうに感じております。住民の方の一番関心ごとは、本庁舎の建設場所ではな

いかというふうに思っております。マスコミでは、いろいろな情報が飛び交っておりますが、い

ろいろな角度から住民の利便性を優先して建設されることと思っております。私の私案でござい

ますが、今日の政治情勢から見て、国の権限委譲が地方に及んでおると。そういう中で、国は県

へ、県は市町村へという、そういう権限委譲が多岐にわたっておりますし、これからもふえるだ

ろうというふうに考えております。

現在、石田支所におきまして、県とのワンフロア化が実施されております。そういう中で、今

の振興局の建物を見ますと４３年に振興局が建っております。かなり古い。そういう中で、私は

県と市の合同庁舎あるいは併設、そういうのができないかというふうに考えております。振興局

もあと十数年したら建てかえが来るわけでございますので、それと事務的な利便性、そういうの

を考えた場合によくないかという、そういう私の私案でございます。

分庁舎の、各庁舎の問題だけでなくて、私は子供たちの学校、小中学校の校舎もかなり古い、

４０年以上たっておるという中でこれをどうするのか、私は壱岐全体の公共施設のあり方、これ

を検討する必要が出てくるんじゃないかというふうに思っております。午前の鵜瀬議員の質問に

ありましたように、遊休資産の関係等も出てくるわけでございますが、我々議会としても最終の

議決権じゃなくて、答申を出る前に先ほど言いますように、話ができるところを話をしていただ

いて、そして我々議会としても特別委員会等を設ける必要があるんじゃないかというふうに思っ

ておりますが、市長は今日までの検討委員会の内容報告ができればお願いをしたいというふうに

思っております。

○議長（町田 正一君） 呼子議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子好議員の御質問にお答えをいたします。

市庁舎建設について、建設検討委員会の協議内容、答申のときは建設ありきではないのかとい
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うこと、それから本庁、支所、事務所の機能は廃止するのか存続か。あるいは、県との併設はど

うか。壱岐市全体の公共施設のことを考えた中でやらなければいけない。また、答申が出る前に

議会としていろんな研究をしたいということでございましたけれども、本年５月２７日に壱岐市

庁舎建設検討委員会を立ち上げました。

これにつきましては、合併特例債の対象期間が５年間延長されたことを踏まえて、市民サービ

スの向上、事務の効率化、庁舎維持管理経費の節減、施設の老朽化、原子力防災対応など、新庁

舎建設について検討する時期が来ておると考え、本委員会を立ち上げました。このことについて

は、今まで申し上げてきたことでございます。

その中で学識経験者、各団体等の代表者等、公募委員を含め、計１７名の委員を選任し、なが

さき地域政策研究所、研究所長の菊森淳文委員が会長に選任され、会長宛てに新庁舎の基本構想

案について諮問を行ったところであります。その内容といたしましては、先ほど申されましたけ

れども、現庁舎の現状と課題、新庁舎の建設の必要性、あるのか、ないのか、ですから決して建

設ありきではございません。

その次に新庁舎整備の基本理念、新庁舎の機能及び規模、新庁舎の建設場所、現庁舎の活用で

ございまして、平成２６年３月までに答申をいただくことといたしております。これまでの会議

では、本庁分散方式、各庁舎に各部があることによる弊害、現庁舎の老朽化、原子力災害等を想

定した防災拠点施設としての条件などの課題を上げ、これをもとに市民皆様にとって利便性の向

上、行財政運営の効率化、合併特例債の活用、防災拠点施設としての必要性などを協議され、ま

た新庁舎を建設することへの方向性が出されたところでございます。

また、新庁舎整備の基本理念といたしましては、誰もが利用しやすい庁舎、市民の生命、身体、

財産、そして安全安心な生活を守る防災拠点としての庁舎、環境に配慮した庁舎、壱岐市の特性

を生かした庁舎、市民参画の拠点としての庁舎を上げ、新庁舎の構成、機能、面積、庁舎建設に

かかる事業費と財源、建設時期について協議がなされております。これらにつきましては、庁舎

建設検討委員会会議終了後に会長、副会長による記者説明が行われ、ケーブルテレビにおいても

その内容が放送されておるところでございます。

現在の本庁、支所、事務所につきましては、今後委員会の中で、現庁舎の活用について議論が

なされることとなっております。この答申を受けて、庁舎建設についてさまざまな面で判断した

いと考えておるところでございますが、今日までの会議の内容を申し上げますと、第１回が５月

２７日、この日は委嘱状の交付、諮問、各庁舎の経緯、財政状況等の説明を行っております。第

２回が７月４日、現庁舎の現状と課題、新庁舎の必要性、新庁舎の整備の基本理念について協議

が行われております。第３回が７月２３日、新庁舎の機能及び規模についての協議でございます。

第４回は８月２３日、新庁舎の機能及び規模、新庁舎の財源に関する試算、壱岐市の財政状況、
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新庁舎建設の時期について協議が行われておりますが、９月２６日に第５回が予定されておりま

す。協議内容については第４回と同じだということをお聞きをいたしております。そして、第

６回が１０月２５日に予定されております。

先ほど呼子議員おっしゃいましたが、私はこの検討委員会には白紙の状態で検討項目を上げま

して、その内容について白紙の状態で本当に壱岐のためになる。こうしたが一番いいんだという、

そういった協議を期待をいたしておるところでございまして、先ほど呼子議員おっしゃいました

県との併設、壱岐全体の公共施設との関連、そういったものも私は議論されると思っておるとこ

ろでございます。また、答申が出る前に云々ということについては、私としては慎むべきだとい

う考えを持っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 新庁舎建設というそういうことですが、施設が現在の各支所の築

年数をちょっと調べてみました。郷ノ浦庁舎が、本庁舎が昭和５０年建築、勝本が昭和４８年、

芦辺が昭和５５年、石田が４７年ということで、芦辺が一番新しいところで、古いのが石田とい

うそういうふうになっております。それとあわせまして各事務所が、例えば郷ノ浦へ行きますと

６つの事務所がございます。これはほとんど４６年、４７年の建設ということでございますが、

この事務所につきましても併設しているのが保育園、幼稚園そういう兼ね合いが出てくるわけで

ございまして、この支所あるいは事務所については解体するのか、どのようにするのか、もし検

討委員会の中でもそういう話が出ておれば、ちょっとお聞かせ願いたいなというふうに思ってお

ります。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 事務所等につきましても、現庁舎の取り扱いということで諮問の中に入

っているということでございますけれども、いまだその点についての検討までには至っていない

というところでございます。

また、事務所等、先ほどおっしゃいますように保育所等、僻地保育所等のとの併設もございま

す。これはまた、幼保一元化の中でもその辺は話していくことになるかと思います。いずれにし

ましても、事務所につきましては現庁舎の取り扱いというところで協議をするということになっ

ております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 答申の中で分庁方式じゃなくて、もう一本化にするんだというそ
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ういう答申が出た場合に、市長はそのとおりにされるのかどうか、再度お願いします。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子議員の御質問にお答えします。

答申というのは、一つの大きな意見だということでございまして、御存じのように市の事務所

というのは、議会の３分の２の特別議決も要ります。また、その前に私はさまざまな面から検討

して御提案を申し上げるということになるかと思いますし、その諮問内容につきましては、これ

は私は市民全体にやはり問うことも一つの方法ではなかろうかというふうにも考えておるところ

でございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） この建設については、市民が十分納得するそういうことを、建設

の方向でお願いをしたいというふうに思っております。

それでは、２点目でございます。

特養ホームの関係、建設についてでございます。この件につきましては、当初は２４年３月に

は完成する、そういう予定でございましたが、大震災そして津波等によりまして大きく様変わり

をしたところでございます。その後、この特養ホームにつきましては、余り意見といいますか何

も出てこんわけでございまして、どのようになっておるのかということで一つは心配しておりま

すし、この件について建設場所、そして地元住民に説明したのか、そういうところはもしもはっ

きりしておればお願いしたいと思っておりますし、私は従来の建設予定地、ここに液状化対策を

すればできるんじゃないかというふうに思っておりますし、そのほうがもう設計もできておりま

すし、お金もかからないということを考えております。それと、経営形態については公設民営化

の１００床にされるのかどうか、そこのところをお願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子議員の２番目の御質問、特別養護老人ホームの建設についてという

ことでございます。

議員御指摘のように、特別養護老人ホームの建設におきましては、３・１１大震災及び消防法

のクリアによりまして、現在まで凍結の状況にあるところでございます。しかしながら、私は特

養の建てかえについては湯本地区に建てるということを、言明をしておったところでございます。

その後、建設工法を検討する中で鯨伏地区から今年の２月、特養ホームの建設は湯本地区へ早

急な建設についての要望が提出されたところでございます。その候補地として当初計画の特養
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ホームの下の埋立地と、鯨伏幼稚園の横の勝本ゲートボール場の２カ所が候補地として要望され、

できれば震災での津波対策、液状化対策がクリアできる湯本の高台でもある勝本ゲートボール場

を候補地としてお願いがございました。今年度地質調査が必要なことから、当初予算において調

査費を計上したところでございます。

私は、やはり湯本で建てるということを決めておりますので、地元が要望される場所が一番い

いという一つの考えから、現在勝本ゲートボール場を候補地として、今年の４月２５日に地質調

査実施に向けての説明会を湯本地区で行ったところでございます。地質調査を５月から８月まで

の工期で実施したところでございます。湯本の説明につきましては、８月で完了いたしましたの

で、まずその結果について近日中に議員皆様に説明を申し上げ、御協議申し上げたいと考えてお

ります。その後、鯨伏地区への説明を行いたいと思っているところでございます。

当初、計画しておりました場所の液状化対策につきましては、事業費が安価にできるのではな

いかということでございますけれども、計画時に地質調査を行いました。２３年２月でございま

すけれども、その調査資料をもとに液状化対策の概算見積もりをとりました結果、建設地のみ建

屋部分のみでの対策費が約１億円でございました。避難時に必要な道路等の液状化対策を考えま

すと、さらに対策費が増高いたします。そういったこともありまして、地質調査の結果がよけれ

ば地元が要望されている高台での建設をと考えているところでございます。

また、経営形態は公設民営化で１００床規模かということでございますが、経営形態につきま

しては、当初多床室でなければ生活保護の方々が入居できないということが一つ。もう一つは、

多床室ではユニット式でなければ国の補助がでないということもございまして、多床室を導入す

るならばやはり公設民営でしかできないという判断から、公設民営ということを申し上げており

ましたけれども、法の改正によりまして事業者と市が補助を行うことでユニット型にも生活保護

の方が入所できる法改正がございました。

したがいまして、そうなりますと生活保護の方も施設に入れるわけでございますから、今進め

られております、そして補助金がつくユニット型でいきたいなと思っておるところでございまし

て、そうなりますとあえて公でしなければならないという理由もなくなるわけでございまして、

民設民営も視野に入れまして今後検討をいたしたい。今後の壱岐市の財政事情も鑑みまして、議

員皆様と委員会あるいは全員協議会等でお話を申し上げたいと思っております。どういう経営形

態が適切であるか見極めた上で判断していきたいと考えております。

当初の計画どおり１００床規模で計画いたしまして、ほかに２０床のショートステイ、これは

今回は障害者のショートステイも含めたところで計画いたしたいと思っております。着工につき

ましては、経営形態、建設規模によっては開発許可も必要かもしれません。その他、各種手続に

長期期間を要しますので、はっきりした着工の時期が回答できませんけれども、できるだけ早い
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時期にとは考えております。議員皆様の御理解をお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） かなり液状化にお金がかかるなというふうに今、実感したわけで

ございますが、地元が高台にというそういう要望であれば、私は仕方ないかなというふうに思っ

ておりますが、当初の計画地についても無駄にならないように何らかの施策をお願いをしたいと

いうふうに思っておりますし、今市長は公設民営じゃなくて、民間も対象になるというそういう

話でございますので、要は待機者がかなり待機しておるということも一つ考慮に入れていただい

て、早急にどちらにしろ建設をお願いしたいというふうに思っております。できれば、着工の時

期がいつごろになるのか、次回場所等について議会に報告されるということでございますから、

それまでにわかればお願いしたいなというふうに思っております。

実は、きのうの夜ニュースでこの特養ホームの放映があっておりましたが、１００床規模をも

う小さくして２０床とか１０床とか、そういう分散型でやっておるということで、新潟県の長岡

市がそういう取り組みをしておるということで、やっぱ近くの自分の育ったそういう近くがいい

んだという、そういう発想でちょっと変化しておるということがきのう放映であっておりました

が、そういうのを参考にされればというふうに思っています。

それでは、次の３番に行きたいと思っています。

３番については６次産業化の取り組みでございます。安倍政権がこの前話が出ておるのは、来

年４月からの消費税の８％値上げ、これを１０月に決断するという方向でございますから、多分

値上がりがするんじゃないかというふうに思っております。その中の２％部分を経済対策に充て

るということが言われておりますので、そういう対策の中でこういう６次産業化とかいろいろな

事業がありますが、そういうのを積極的に取り組む、そういう必要があるんじゃないかというふ

うに思っておりますが、この農林水産商工連携による雇用の拡大に私はつながる事業だというふ

うに思っていますし、現在壱岐の１次産業はもう高齢化が、農業でも水産でも多うございまして、

量は取れない、収益も少ないそういう中で大変苦労をしております。

こういう６次産業化で私は付加価値をつくって、そして販売すると、そういうことを市として

も指導する必要があるというふうに思っていますが、以前もこういう質問をして、市が積極的に

乗り出してほしいという、そういうことも言いました。私の知った範囲で６次産業化の成功して

おる島根県の隠岐という島がございます。ここは、親元は建設会社でございまして、建設会社を

しながら和牛の繁殖を１００頭と肥育を３００頭飼っております。これを東京に販売しておると

いうことで、隠岐生まれ、隠岐育ち、隠岐牛というそういう形で販売をして成業しておるという

のがございます。
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そして、ここで新たにやっておるのが急速冷凍、魚あるいはほかのでもやっておりますが、急

速冷凍をやって、それを販売しておると、そういうことが出ておりまして、この急速冷凍につい

ては細胞を崩さないそういう急速の３５度から４０度あるそうでございますが、それを活用して

やっておるというのが出ておりました。近くでは、呼子の漁協、そして天草あるいは熊本の玉名、

ここは農協がやっておりますが、農協の野菜、果物、そういうのを急速冷凍しながら、旬のやつ

を消費者に与える、そういう取り組みをしております。極端にいいますと、壱岐の握りずし、こ

れも急速冷凍してそれを東京のお客さんに提供できる。そういう活気的なこういう施策でござい

ますから、こういうのを積極的に取り組んでいていただきたいというふうに思っておりますが、

市長の考えをお聞かせ願いたいと思っています。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子議員の３番目の質問、６次産業化の取り組みについてでございます。

雇用の拡大と所得の向上を図るためには、農漁業者は生産だけでなく加工、販売を一本化する、

いわゆる６次産業化が進められておるところでございます。６次産業は農水産業と商工業がマッ

チングしたものでありますから、基本的にそれぞれの産業の活性化と相乗効果をもたらしまして、

雇用の拡大につながるものでございます。

本市におきましては、農産物、水産物にそれぞれに農協、漁協等の生産者団体の御努力により

まして６次産業化が図られております。また、本年度から地域おこし協力隊として活動している

海女さん後継者、雑穀・古代米ブランド化支援担当の両隊員におきましては、各組織、海女組合、

農事組合法人原の辻におきまして本市の農水産物を活用して新たな商品を開発することにより、

６次産業化を進める取り組みを行っております。

農業関係につきましては、壱岐市農協加工部会、壱岐ゆず生産組合、農事組合法人原の辻、大

左右ファーム等が生産加工販売を行っており、安全安心な食べ物を届けようと努められておられ

ます。また、直売所での農産物等販売によりまして、地域農業の活性化を目指し、農山村におけ

る雇用の創出と所得の向上を図っており、１次産業並びに地域の活性化に貢献しているものと思

っています。

今後は、壱岐産の新鮮な野菜、加工部会等の製品につきましても、他産業と連携した新たな商

品開発に取り組み、壱岐産ブランドとしての確立を図ってまいります。水産関係につきましては、

業者が取り組んでいる壱岐産養殖アワビを利用した煮貝などの、貝を煮たやつ煮貝などの高付加

価値化商品の加工、販売事業がございます。この業者の事業につきましては、平成２３年度に

６次産業として認定されております。また、平成２５年度には健康志向の時代にあった自社で養

殖した昆布を利用した食品の加工販売事業で、２社目の業者が認定をされております。このよう
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に、２業者が６次産業化に取り組んでおり、大変すばらしいことでありますけれども、今後は漁

業者あるいは団体等にも６次産業化に取り組んでもらいたいと考えておるところでございます。

漁業、漁村の６次産業化の取り組みは、水産加工、水産物直売、漁家レストラン、漁家民宿等

さまざまな活動がございますが、こういう取り組みを行うには産業間との連携をとりながら雇用

の増加を図っていきたいと考えております。

次に、農水産、畜産物を急速冷凍処理し、細胞組織を生かし新鮮なおいしさを再現する技術で

付加価値産業の推進についてでございますけれども、現在、農水産、畜産物をマイナス４０度か

ら５５度の急速冷凍処理は農協、漁協は保有をしておりません。隠岐の島ではＣＡＳ等で急速冷

凍されておるわけでございますけれども、マイナス３５度の冷凍処理機を今持っている漁協がご

ざいまして、アジの開き、カマスの開き等に使用されております。今まで各団体からの話もござ

いませんけれども、農漁協が必要性をもし言われるならば協議をする準備はあるところでござい

ます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） この取り組みについては国もかなりいろいろなメニューを出して

おります。離島流通効率化事業とか離島漁業再生支援事業とか、６次産業化推進事業とか、そう

いう大きなメニューで出しておりますので、こういうものはある程度活用しながら、ぜひ加工技

術、そうすると雇用も生まれるわけでございますから、どうしても壱岐の場合は人口減少という

のが一番ネックでございますので、これの歯どめにもなるんじゃないかと思っておりますから、

これは農協、漁協とそして市が一体となって推進する必要があるというふうに思っております。

きのうの市長の鵜瀬議員の答弁におきましても、そういうのはかなり６次産業化に予算化して

おるとことを話されておりますが、ぜひこれが軌道に乗るまでお願いをしたいというふうに思っ

ております。ＣＡＳの技術については、先ほど市長が言われますように、もし壱岐の団体あるい

はある程度法人化された方たちが、そういうふうに手を挙げれば、一緒になって推進をお願いし

たいというふうに思っておりますが、もし来年でもそういう希望者があればされるのかどうか、

そこのところだけお願いして。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 市が単独で云々ということが非常に厳しゅうございますので、やはり起

債なり補助なりということになるかと思います。時間的に余り時間はないと。来年ということに

なりますと余り時間はないのではないかと思っております。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕
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○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 多分出てくるだろうと思っておりますので、よろしくお願いをし

たいと思います。

それから、４点目でございます。

４点目については、私は郷ノ浦の町の中を想定していろいろ出しておりますが、固有名詞を使

わないほうがいいんじゃないかという、そういう御指摘がありましたので、固有名詞は使いませ

んが、きょう私は写真を持ってきているんです。先ほどの赤木議員のやつは大きかったですが、

ちょっとこれは後もって担当課に見せたいと思っておりますが、一番子供たちが通う道路、そし

て市の職員も公務員も一番通う道路です。これはガードレールがこのようにさびておる。これは

市の職員も毎日通っておられるからわかるだろうと思っておりますが、ぜひこれの改修なり、塗

装するなりそういうことをひとつお願いしたいということを、ここに写真で掲示をしております。

それと、もう一つは側溝ふたです。先ほど今西議員が言われておりますように、これは郷ノ浦

の繁華街、飲み屋さんの近くでございますが、私も宮崎のお客さんを連れていってちょっと酔っ

払っておりましたからこけて、どうもなかったんですが、ちょっと文句を言われました。そうい

う中で凹凸がある、そしてふたも破損しておる。そしてふたの上にはゴムマットをですね、個人

がやったかしりませんが敷いてある。そういう町の中の状況でございますから、これについても

ぜひ改善・改修をお願いをしたいというふうに思っています。

それからもう一つは、これは交通の関係です。郷ノ浦バイパスができまして、あそこを通る車

が特にフェリーからおりたときあたり多うございまして、かなり危ないというそういう危険箇所

があります。郷ノ浦漁協の前に突っ込むまで行っておりませんが、そこで大事故につながるそう

いう事故があったということでございますから、私はあのバイパスができてかなりの量が向こう

に流れておるというふうに思っておりますから、そういうのについても警察と協議しながら交通

安全対策をお願いしたいということで、きょうは質問をしたわけでございますので、市長の見解

をお願いしたいと思います。

○議長（町田 正一君） 白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 呼子好議員の構築物の改修と交通安全対策についてという御質問でござ

います。

今、写真を見せていただきました場所、そこに限らず私は今西議員のときにもお答えいたしま

したが、もろもろのいわゆる補修をしなければいけない箇所につきましては、やはり当然のごと

く補修しなければならないと思っておるわけでございまして、ただ先ほどから申しますように、

行政というのはここはしましたよということをちゃんと記録にとる必要もございますし、お手数
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ではございますけれども申請方式をとらせていただいているところでございます。緊急やむを得

ないときは電話でも結構でございますけれども、そうでないときについては一応申請方式をさせ

ていただいておるわけでございます。ひとつそういったときには１６名でという、少ない議員さ

んになられましたけれども、公民館長さん方にお願いをしていただければ幸いでございます。

それから、郷ノ浦漁協前の交通量につきましては、おっしゃいますように本当に東触から郷ノ

浦港までの最短コースということで、かなり交通量がふえていることは承知していたしておりま

す。御指摘の道路は臨港道路でもございまして、壱岐振興局の所管であると思っておりますけれ

ども、早急に振興局及び警察と協議をしてまいりたいと思っておるところでございます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 呼子議員。

○議員（３番 呼子 好君） 先ほどの今西議員の質問の中で道路の維持管理が約２億何千万円

ですか、昨年から１億４,０００万円くらい予算化しておると、オーバーしておると、そういう

お話でございますが、私はこの維持管理については現在田舎のほうでは道つくりというのがあり

ますが、これがもう高齢化でなかなかやれなくなっているということでございます。

ですから、これについてもやっぱ近いうちにどのようにするのか、そういうことも検討しなけ

れば公民館自体での運営というのも難しくなってきておるというふうに思っておりますから、そ

ういうのもあわせてこの市道の維持管理についてもお願いしたいと思いますし、先ほど言った写

真で見せたところは一部でございますので、全体的にもう少し網羅しながら、事故が出ないよう

に市としてもお願いを申し上げまして、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございま

した。

〔呼子 好議員 一般質問席 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上をもって、呼子好議員の一般質問を終わります。

以上で一般質問を終わります。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） これで本日の日程は終了しました。

次の本会議は、９月２７日金曜日午前１０時から開きます。明日９月１９日及び９月２０日は

各常任委員会、９月２４日は予算特別委員会、９月２５日は決算特別委員会をそれぞれ開催しま

す。なお、今期定例会より予算特別委員会及び決算特別委員会はケーブルテレビにて中継を行い

ます。

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後２時47分散会

──────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────

平成25年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ９ 月 会 議 会 議 録（第５日）

───────────────────────────────────────────

議事日程（第５号）

平成25年９月27日 午前10時00分開議

日程第１ 議案第71号
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の

変更について

産業建設常任委員長報告・可決

本会議・可決

日程第２ 議案第72号
壱岐市附属機関設置条例の一部改正につい

て

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第３ 議案第73号 壱岐市税条例の一部改正について
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第４ 議案第74号
壱岐市国民健康保険税条例の一部改正につ

いて

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第５ 議案第75号
壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一

部改正について

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第６ 議案第76号

壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関す

る条例及び壱岐市職員定数条例の一部改正

について

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第７ 議案第77号
壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定

について

産業建設常任委員長報告・可決

本会議・可決

日程第８ 議案第78号
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市立一支国博物館）

産業建設常任委員長報告・可決

本会議・可決

日程第９ 議案第80号
平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第

４号）

予算特別委員長報告・可決

本会議・可決

日程第10 議案第81号
平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第11 議案第82号
平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第12 議案第83号
平成２５年度壱岐市簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）

産業建設常任委員長報告・可決

本会議・可決

日程第13 議案第84号
平成２５年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）

産業建設常任委員長報告・可決

本会議・可決

日程第14 議案第85号
平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計補正予算（第１号）

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第15 議案第86号
平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計

補正予算（第１号）

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第16 議案第87号
平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計

補正予算（第１号）

産業建設常任委員長報告・可決

本会議・可決

日程第17 議案第88号
平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算

（第１号）

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決

日程第18 議案第89号
平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第１号）

産業建設常任委員長報告・可決

本会議・可決
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日程第19 認定第１号
平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算

認定について

決算特別委員長報告・認定

本会議・認定

日程第20 認定第２号
平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算認定について

総務文教厚生常任委員長報告・

認定 本会議・認定

日程第21 認定第３号
平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算認定について

総務文教厚生常任委員長報告・

認定 本会議・認定

日程第22 認定第４号
平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について

総務文教厚生常任委員長報告・

認定 本会議・認定

日程第23 認定第５号
平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について

産業建設常任委員長報告・認定

本会議・認定

日程第24 認定第６号
平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について

産業建設常任委員長報告・認定

本会議・認定

日程第25 認定第７号
平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計歳入歳出決算認定について

総務文教厚生常任委員長報告・

認定 本会議・認定

日程第26 認定第８号
平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計

歳入歳出決算認定について

総務文教厚生常任委員長報告・

認定 本会議・認定

日程第27 認定第９号
平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計

歳入歳出決算認定について

産業建設常任委員長報告・認定

本会議・認定

日程第28 認定第10号
平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定

について

総務文教厚生常任委員長報告・

認定 本会議・認定

日程第29 認定第11号
平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定

について

産業建設常任委員長報告・認定

本会議・認定

日程第30 陳情第２号

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関

する地方の財源確保のための意見書採択」

に関する陳情

総務文教厚生常任委員長報告・

採択 本会議・採択

日程第31 陳情第３号

国に対し「２０１４年４月からの消費税率

引き上げ中止を求める意見書」の提出を求

める陳情

総務文教厚生常任委員長報告・

不採択 本会議・不採択

日程第32 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について
市長 説明、質疑なし

委員会付託省略、了承

日程第33 発議第７号
「地方税財源の充実確保」についての意見

書の提出について

提出議員 説明、質疑なし

委員会付託省略、可決

日程第34 発議第８号

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関

する地方の財源確保」のための意見書の提

出について

提出議員 説明、質疑なし

委員会付託省略、可決

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

（議事日程第５号に同じ）

──────────────────────────────

出席議員（16名）

１番 赤木 貴尚君 ２番 土谷 勇二君

３番 呼子 好君 ４番 音嶋 正吾君
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５番 小金丸益明君 ６番 深見 義輝君

７番 今西 菊乃君 ８番 市山 和幸君

９番 田原 輝男君 10番 豊坂 敏文君

11番 中田 恭一君 12番 久間 進君

13番 市山 繁君 14番 牧永 護君

15番 鵜瀬 和博君 16番 町田 正一君

──────────────────────────────

欠席議員（なし）

──────────────────────────────

欠 員（なし）

──────────────────────────────

事務局出席職員職氏名

事務局長 桝崎 文雄君 事務局次長 米村 和久君

事務局次長補佐 吉井 弘二君 事務局書記 若宮 廣祐君

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長 …………………… 白川 博一君 副市長 ………………… 中原 康壽君

副市長 ………………… 山下 三郎君 教育長 ………………… 久保田良和君

総務部長 ……………… 眞鍋 陽晃君 企画振興部長 ………… 山本 利文君

市民部長 ……………… 川原 裕喜君 保健環境部長 ………… 斉藤 和秀君

建設部長 ……………… 原田憲一郎君 農林水産部長 ………… 堀江 敬治君

消防本部消防長 ……… 小川 聖治君 病院部長 ……………… 左野 健治君

総務課長 ……………… 久間 博喜君 財政課長 ……………… 西原 辰也君

会計管理者 …………… 土谷 勝君 代表監査委員 ………… 吉田 泰夫君

──────────────────────────────

午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） おはようございます。会議に入る前に御報告いたします。長崎新聞社ほ

か３名の方から報道取材のため、撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりますの

で、御了承願います。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。

これより議事日程表第５号により、本日の会議を開きます。

本日までに、白川市長より追加議案１件を受理しております。
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────────────・────・────────────

日程第１．議案第７１号～日程第３１．陳情第３号

○議長（町田 正一君） 日程第１、議案第７１号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更

についてから、日程第３１、陳情第３号国に対し「２０１４年４月からの消費税率引き上げ中止

を求める意見書」の提出を求める陳情まで、３１件を一括議題とします。

本案の審査は各委員会へ審査を付託しておりましたので、その審査結果について各委員長から

報告を求めます。

初めに、総務文教厚生常任委員長の報告を求めます。豊坂敏文総務文教厚生常任委員長。

〔総務文教厚生常任委員長（豊坂 敏文君） 登壇〕

○総務文教厚生常任委員長（豊坂 敏文君） 委員会審査報告を行います。

本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告を行います。

議案番号、件名、審査結果の順に報告をいたします。

議案第７２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について、原案可決。議案第７３号壱岐市税

条例の一部改正について、原案可決。議案第７４号壱岐市国民健康保険税条例の一部改正につい

て、原案可決。議案第７５号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について、原案可

決。議案第７６号壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関する条例及び壱岐市職員定数条例の一

部改正について、原案可決。議案第８１号平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）、原案可決。議案第８２号平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）、原案可決。議案第８５号平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算

（第１号）、原案可決。議案第８６号平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第

１号）、原案可決。議案第８８号平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第１号）、原案可

決。認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第３号平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第４号平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。認定第

７号平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。認

定第８号平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定。認定第

１０号平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定について、認定。

委員会の意見として、認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について、高額医療費が年々増加傾向にあるので、病状の早期発見あるいは早期治療の観点

から特定健診の受診率の向上に努められたい。また、収入未済額３億４,９３５万４,０００円の

この納付督励等の回収に努力をされたい。



185

認定第１０号平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定について、かたばる病院との機能統合

により、さらに経営の充実を図り、病院企業団への加入条件を早急に整備すること。また、病院

事業会計未収金の個人未収金１,０００件、３,９３６万円については、連帯保証人に通知すると

ともに早急に回収対策の強化を図られたい。

委員会審査報告書、本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱

岐市議会会議規則第１４５条の規定により報告します。

受理番号、付託年月日、件名、審査の結果、委員会の意見、措置について報告します。

陳情第２号、平成２５年９月１３日、「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財

源確保のための意見書採択」に関する陳情、採択すべきもの、委員会の意見はありません。措置

として意見書の提出をいたします。陳情第３号、平成２５年９月１３日、国に対し「２０１４年

４月からの消費税率引き上げ中止を求める意見書」の提出を求める陳情、審査の結果、不採択と

すべきもの、委員会の意見、下記のとおり申し上げます。措置はありません。

委員会の意見として、陳情第３号については、増税による市民生活への影響は懸念されるが、

国の将来を考えれば増税はやむを得ないと判断し、不採択とすべきものといたしました。

以上です。

○議長（町田 正一君） これから総務文教厚生常任委員長報告に対し質疑を行います。

なお、委員長の報告に対する質疑は審査の経過と結果であり、議案内容について提出者に質疑

することはできませんので申し上げておきます。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで総務文教厚生常任委員長の報告を終わり

ます。

〔総務文教厚生常任委員長（豊坂 敏文君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。深見義輝産業建設常任委

員長。

〔産業建設常任委員長（深見 義輝君） 登壇〕

○産業建設常任委員長（深見 義輝君） 委員会審査報告書、本委員会に付託された議案は、審査

の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第１１０条の規定により報告します。

議案番号、件名、審査の結果。

議案第７１号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更ついて、原案可決。議案第７７号

壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定について、原案可決。議案第７８号公の施設の指定管

理者の指定について（壱岐市立一支国博物館）、原案可決。議案第８３号平成２５年度壱岐市簡
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易水道事業特別会計補正予算（第３号）、原案可決。議案第８４号平成２５年度壱岐市下水道事

業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。議案第８７号平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別

会計補正予算（第１号）、原案可決。議案第８９号平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第１号）、原案可決。認定第５号平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、認定。認定第６号平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

認定。認定第９号平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決算認定について、認定。

認定第１１号平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定について、認定。

委員会の意見、議案第７９号公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市ケーブルテレビ施

設）、指定管理業務の内容及びサービス向上に向けた取り組みについて、再度時間を要して審査

することが利用者にとって有益であると判断し、継続審査としました。また、簡易水道・下水道

及び水道事業会計の未収金について、年次的な計画と合わせ効果的な対策を実施し、今後も未収

金の回収に努めることとしております。

○議長（町田 正一君） これから産業建設常任委員長報告に対し質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで産業建設常任委員長の報告を終わります。

〔産業建設常任委員長（深見 義輝君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 次に、予算特別委員長の報告を求めます。市山繁予算特別委員長。

〔予算特別委員長（市山 繁君） 登壇〕

○予算特別委員長（市山 繁君） 報告します。

壱岐市議会議長町田正一様。委員会審査報告書、本委員会に付託された議案は審査の結果、次

のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第１１０条の規定により報告をいたします。

議案番号、件名、審査の結果。

議案第８０号平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）、原案可決。

委員会の意見として、予算の内容等については審議の必要もあるので、議会終了後に報道機関

に報告すべきである。

以上です。

○議長（町田 正一君） これから予算特別委員長報告に対し質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで予算特別委員長の報告を終わります。

〔予算特別委員長（市山 繁君） 降壇〕
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○議長（町田 正一君） 次に、決算特別委員長の報告を求めます。田原輝男決算特別委員長。

〔決算特別委員長（田原 輝男君） 登壇〕

○決算特別委員長（田原 輝男君） 委員会審査報告書、本委員会に付託された議案は、審査の結

果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第１１０条の規定により報告をいたします。

議案番号、件名、審査の結果。

認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について、審査の結果、認定でござ

います。

以上です。

○議長（町田 正一君） これから決算特別委員長報告に対し質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで決算特別委員長の報告を終わります。

〔決算特別委員長（田原 輝男君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 以上で、各委員会の報告を終わります。

これから、議案第７１号あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について、討論を行い

ます。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７１号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７１号あらたに生じた土地の確認及び字

の区域の変更については、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第７２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について、討論を行います。討論はあ

りませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７２号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７２号壱岐市附属機関設置条例の一部改

正については、委員長の報告のとおり可決されました。
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次に、議案第７３号壱岐市税条例の一部改正について、討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７３号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７３号壱岐市税条例の一部改正について

は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第７４号壱岐市国民健康保険税条例の一部改正について討論を行います。討論はあ

りませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７４号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７４号壱岐市国民健康保険税条例の一部

改正については、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第７５号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について、討論を行いま

す。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７５号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７５号壱岐市福祉医療費の支給に関する

条例の一部改正については、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第７６号壱岐地域移行型ホーム設置及び使用に関する条例及び壱岐市職員定数条例

の一部改正について、討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７６号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
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〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７６号壱岐地域移行型ホーム設置及び使

用に関する条例及び壱岐市職員定数条例の一部改正については、委員長報告のとおり可決されま

した。

次に、議案第７７号壱岐焼酎による乾杯を推進する条例の制定について、討論を行います。討

論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７７号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７７号壱岐焼酎による乾杯を推進する条

例の制定については、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第７８号公の施設の指定管理者の指定（壱岐市立一支国博物館）について、討論を

行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第７８号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第７８号公の施設の指定管理者の指定（壱

岐市立一支国博物館）については、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８０号平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）について、討論を行いま

す。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８０号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８０号平成２５年度壱岐市一般会計補正

予算（第４号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８１号平成２５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい
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て、討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８１号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８１号平成２５年度壱岐市国民健康保険

事業特別会計補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８２号平成２５年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、

討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８２号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８２号平成２５年度壱岐市介護保険事業

特別会計補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８３号平成２５年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について、

討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８３号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８３号平成２５年度壱岐市簡易水道事業

特別会計補正予算（第３号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８４号平成２５年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、討

論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８４号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。
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〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８４号平成２５年度壱岐市下水道事業特

別会計補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８５号平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）

について、討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８５号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８５号平成２５年度壱岐市特別養護老人

ホーム事業特別会計補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８６号平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第１号）について、

討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８６号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８６号平成２５年度壱岐市三島航路事業

特別会計補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８７号平成２５年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１号）について、

討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８７号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８７号平成２５年度壱岐市農業機械銀行

特別会計補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８８号平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第１号）について、討論を行

います。討論はありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８８号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８８号平成２５年度壱岐市病院事業会計

補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８９号平成２５年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）について、討論を行

います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第８９号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員

長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第８９号平成２５年度壱岐市水道事業会計

補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について、討論を行います。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第１号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第１号平成２４年度壱岐市一般会計歳入歳

出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第２号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起
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立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第２号平成２４年度壱岐市国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第３号平成２４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について、

討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第３号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第３号平成２４年度壱岐市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第４号平成２４年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、討論

を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第４号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第４号平成２４年度壱岐市介護保険事業特

別会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第５号平成２４年度壱岐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、討論

を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第５号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕
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○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第５号平成２４年度壱岐市簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第６号平成２４年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、討論を

行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第６号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第６号平成２４年度壱岐市下水道事業特別

会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第７号平成２４年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第７号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第７号平成２４年度壱岐市特別養護老人

ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しま

した。

次に、認定第８号平成２４年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算認定について、討論

を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第８号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第８号平成２４年度壱岐市三島航路事業特
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別会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第９号平成２４年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決算認定について、討論

を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第９号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する委

員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第９号平成２４年度壱岐市農業機械銀行特

別会計歳入歳出決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第１０号平成２４年度壱岐市病院事業会計決算認定について、討論を行います。討

論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第１０号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する

委員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は

起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第１０号平成２４年度壱岐市病院事業会計

決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、認定第１１号平成２４年度壱岐市水道事業会計決算認定について、討論を行います。討

論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、認定第１１号を採決します。この採決は起立によって行います。この決算に対する

委員長の報告は認定すべきものです。この決算は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は

起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、認定第１１号平成２４年度壱岐市水道事業会計

決算認定については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、陳情第２号「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見
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書採択」に関する陳情について、討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、陳情第２号を採決します。この採決は起立によって行います。この陳情に対する委

員長の報告は採択すべきものです。この陳情は委員長報告のとおり採択することに賛成の方は起

立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、陳情第２号「森林吸収源対策及び地球温暖化対

策に関する地方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情については、委員長報告のとおり

採択することに決定しました。

次に、陳情第３号国に対し「２０１４年４月からの消費税率引き上げ中止を求める意見書」の

提出を求める陳情について、討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、陳情第３号を採決します。この採決は起立によって行います。この陳情に対する委

員長の報告は不採択とすべきものです。

陳情第３号国に対し「２０１４年４月からの消費税率引き上げ中止を求める意見書」の提出を

求める陳情について、採択することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立少数です。よって、陳情第３号国に対し「２０１４年４月からの消

費税率引き上げ中止を求める意見書」の提出を求める陳情は、不採択とすることに決定しました。

議案配付のため、しばらく休憩にします。

午前10時39分休憩

………………………………………………………………………………

午前10時41分再開

○議長（町田 正一君） 再開します。

────────────・────・────────────

日程第３２．諮問第１号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第３２、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを議

題とします。提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 諮問第１号について御説明申し上げます。



197

人権擁護委員候補者の推薦について、下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、

議会の意見を求める。本日の提出でございます。

住所、長崎県壱岐市石田町印通寺浦４２８番地。氏名、百﨑政子、昭和１７年２月１日生。

提案理由の御説明を申し上げます。

これは、人権擁護委員の後任候補者を推薦し、法務大臣により委嘱していただく必要があり、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により、人権擁護委員の推薦につきまして議会の意見を求め

るものであります。現人権擁護委員百﨑政子氏が平成２５年１２月３１日をもって任期が満了と

なりますので、同氏を引き続き人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦したいので提案をい

たします。

なお、候補者の経歴につきましては、お手元の参考を御参照願います。

御審議賜り御了承いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。

お諮りします。本件については、会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を省略した

いと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、本件については委員会付託を省略するこ

とに決定いたしました。

これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、諮問第１号を採決します。この採決は起立によって行います。これを了承すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。

よって、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦については、了承することに決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第３３．発議第７号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第３３、発議第７号「地方税財源の充実確保」についての意

見書の提出についてを議題とします。提出議案の説明を求めます。６番、深見義輝議員。



198

〔提出議員（深見 義輝君） 登壇〕

○議員（６番 深見 義輝君） 発議第７号、壱岐市議会議長、町田正一様。提出者、深見義輝。

賛成者、小金丸益明、同じく豊坂敏文。

「地方税財源の充実確保」についての意見書の提出について、上記の議案を、別紙のとおり壱

岐市議会会議規則第１４条の規定により提出します。

「地方税財源の充実確保」についての意見書（案）、地方財政は、社会保障関係費などの財政

需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続いている。こうした中、基礎自治体であ

る市が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、地方税財源の充実確保が不可欠で

ある。よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。

１、地方交付税の増額による一般財源総額の確保について。

（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確

に反映することにより、一般財源総額を確保すること。

（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財

源調整機能が適切に発揮されるよう増額すること。

（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率

の引き上げにより対応すること。

（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における

歳出特別枠を維持すること。

（５）地方公務員給与の引き下げを前提として、平成２５年度の地方交付税が削減されたが、

地方の固有財源である地方交付税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。

２、地方税源の充実確保等について。

（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を

「５対５」とすること。その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的

な地方税体系を構築すること。

（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格

を踏まえ、政策的な税額控除を導入しないこと。

（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。特に、

償却資産の根幹をなしている機械及び装置に対する課税等については、現行制度を堅持すること。

（４）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。

（５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分の仕

組みを含め現行制度を堅持すること。

（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場、所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、
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現行制度を堅持すること。

（７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与

税を新たに創設するなど、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２５年９月２７日、長崎県壱岐市議会。

提出先、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（経済財政

政策）。

以上です。

○議長（町田 正一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。

〔提出議員（深見 義輝君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） お諮りします。本案については、会議規則第３７条第２項の規定により

委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、本案については委員会付託を省略するこ

とに決定しました。

これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、発議第７号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。

よって、発議第７号「地方税財源の充実確保」についての意見書の提出については、原案のと

おり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第３４．発議第８号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第３４、発議第８号「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に

関する地方の財源確保」のための意見書の提出についてを議題とします。提出議案の説明を求め

ます。８番、市山和幸議員。

〔提出議員（市山 和幸君） 登壇〕
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○議員（８番 市山 和幸君） 発議第８号、壱岐市議会議長町田正一様。

提出者、壱岐市議会議員市山和幸。賛成者、壱岐市議会議員小金丸益明、同上、鵜瀬和博。

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書の提出につい

て、上記の議案を、別紙のとおり壱岐市議会会議規則第１４条の規定により提出します。

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書案、地球温暖

化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず地球規模の重要かつ喫緊の課題となっ

ており、森林の持つ地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵養、自然環境の保持など、「森

林の公益的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっている。

また、我が国は、平成２５年度以降においても、京都議定書目標達成計画に掲げられたもの、

（第１約束期間における温室効果ガス排出削減義務６％のうち、３.８％を森林吸収量で確保）

と同等以上の取り組みを推進することとしている。

このような経緯も踏まえ、「地球温暖化対策のための石油石炭税の税率の特例措置」が平成

２４年１０月に導入されたが、使途は、ＣＯ２排出抑制対策に限定されており、森林吸収源対策

及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保については、「早急に総合的な検討を行う」との方

針にとどまっている。

もとより、地球温暖化防止をより確実なものとするためには、森林の整備・保全等の森林吸収

源対策や豊富な自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取り組みを、山村地域の市

町村が主体的・総合的に実施することが不可欠である。

しかしながら、これら市町村では、木材価格の暴落・低迷や林業従事者の高齢化、後継者不足

など厳しい情勢にあり、その結果、山そのものが荒廃し、自然災害等の脅威に国民の生命財産が

脅かされるといった事態が生じている。

これを再生させることとともに、森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取り組むための恒久

的・安定的な財源確保を講ずることが急務である。

よって、下記事項の実現を強く求めるものである。

自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的な強化を

図ることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進す

る市町村の役割を踏まえ、「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応

じて譲与する仕組みの構築を強く求める。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２５年９月２７日、長崎県壱岐市議会。

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、農林水産大臣、環境

大臣、経済産業大臣。



201

以上であります。

○議長（町田 正一君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。

〔提出議員（市山 和幸君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） お諮りいたします。本案については、会議規則第３７条第２項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、本案については委員会付託を省略するこ

とに決定しました。

これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、発議第８号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。

よって、発議第８号「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための

意見書の提出については、原案のとおり可決されました。

以上で、予定された議事は終了しましたが、この際、お諮りします。９月会議において議決さ

れました案件について、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものにつきましては、壱

岐市議会会議規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、これに

御異議はありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定しまし

た。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。

ここで白川市長から挨拶の申し出があっておりますので、発言を許します。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 閉会の御挨拶を申し上げます。

９月９日から本日まで１９日間にわたり、本会議並びに委員会を通じまして、慎重御審議賜り、
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さまざまな御意見、御指摘、御助言を賜り、まことにありがとうございました。

賜りました御意見等につきましては、真摯かつ十分尊重し、市政運営に当たる所存でございま

すので、今後とも御指導、御協力賜わりますようよろしくお願いを申し上げます。

さて、本会議は議会が新しい体制になりましてから初めての四半期ごとの会議でございました。

私も、一般質問、各委員会を通して議員各位と議論を交わす中で、大変新鮮かつ心新たな思いを

した次第でございます。これからも議論を重ね、実践に移しながら、壱岐市の振興発展そして市

民の皆様のため全力で市政運営に取り組んでまいる所存でございます。

さて、今会議におきましては、壱岐焼酎による乾杯を推進する条例を提案し、可決いただきま

した。本条例の提案においては多くのメディア等に取り上げていただきまして、壱岐焼酎そして

壱岐市の情報発信に大きく寄与したものと思っております。これからは、まさに食欲の秋。食と

いう壱岐の魅力をことさら堪能できる季節であります。壱岐の島全体が、島外からのお客様を交

えた会合、また、市内各所での懇談等の場において、壱岐の新鮮美味な食を囲み、まずは壱岐焼

酎による乾杯が行われることを期待するものであります。そのことが、本市経済の発展そして壱

岐市のさらなるＰＲにつながるものと確信をしている次第であります。議員各位、市民の皆様に

もぜひ御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

日に日に秋も深まってまいります。議員各位、市民の皆様におかれましては、御健勝にて日々

を過ごされますことを心から御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。まことにあり

がとうございました。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） 以上をもちまして、平成２５年壱岐市議会定例会９月会議を終了いたし

ます。

議長から、新米の議長でありまして、皆様方には御迷惑をおかけしたこともあったと思います

が、改選後初の議会で、非常に活発な議論がなされたことを非常にありがたく思います。特に、

新人の２名の議員については、一般質問も行っていただきました。ぜひ休会中も、通年議会であ

りますので、積極的に委員会等を開催していただいて市民の付託に答えるように、特に希望いた

しておきます。

以上で散会します。お疲れさまでした。

午前11時00分散会

──────────────────────────────
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